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季節の便り

今回は、熊本銀行 多良木支店からの春の便りです。

熊本銀行
多良木支店

S e a s o n’s  G r e e t i n g
　熊本県あさぎり町のお茶畑には見事な一本桜が
あります。その桜は遠山桜と呼ばれ、木の持ち主で
ある遠山さんから名付けられています。毎年4月中旬
に見事な花を咲かせていましたが、5年ほど前から台風
の影響で枝が折れたことが原因で木が弱り、以前の
ように開花することが難しい状況です。
　集落の方々が一体となって樹木医の指導のもと、
土壌改良や樹木のケアをされ立派な遠山桜の復活
に力を注がれています。
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杉山農園跡杉山農園跡

唐の原

西
鉄
貝
塚
線

海の中
道
線

鹿
児
島
本
線

三善病院
●

福岡カンツリー
倶楽部

な
じ
み
の
場
所
や
方
言
が
ひ
ん
し
ゅ
つ

頻
出
し
、福
岡
士
族
の
精
神
風
土
を
受
け

継
ぐ
土
俗
と
近
代
が
錯
綜
す
る
夢
幻
空
間
で
あ
る
。久
作
文
学
を

読
み
解
き
語
る
の
は
、世
に
名
高
い『
ド
グ
ラ・マ
グ
ラ
』さ
え
途
中
で

投
げ
出
し
た
く
な
る
者
に
は
不
遜
に
過
ぎ
よ
う
。「
近
代
と
い
う
時

代
の
迷
宮
性
の
表
現
」 

― 

先
学
の
考
察
を
記
し
て
お
く
。

　
父
と
子
、そ
し
て
孫
の
三
代
は
運
命
の
連
関
に
あ
る
。こ
ん
し
ん

渾
身
の
作

『
ド
グ
ラ・マ
グ
ラ
』を
出
版
し
て
日
浅
く
父
は
急
死
、納
骨
を
終
え

た
久
作
は
莫
大
な
父
の
借
金
と
、自
身
と
の
重
い
関
係
を
清
算
す
る

は
ず
だ
っ
た
日
に
同
じ
病
で
逝
っ
た
。昭
和
の
大
戦
後
、「
イ
ン
ド
緑

化
の
父
」と
称
え
ら
れ
た
杉
山
龍
丸
は
そ
の
長
男
。福
岡・ド
ー
ム
球

場
の
二
倍
を
超
え
る
す
べ
て
が
緑
化
資
金
と
し
て
消
え
た
農
園
は
植

民
地
の
惨
状
を
知
る
父
が「
建
国
の
礎
と
な
る
農
業
指
導
者
を
育
て

た
い
」と
、久
作
に
資
金
を
与
え
て
託
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
文
・
山
﨑  

潔
）

　
植
民
地
支
配
の
欧
米
諸
国
に
反
撃
す
る
大
義
。大
ア
ジ
ア
主
義
を

掲
げ
た
筑
前
玄
洋
社
を
財
政
で
支
え
る〝
国
士
〞、杉
山
茂
丸
を
父

と
し
た
長
男
の
泰
道
が
夢
野
久
作
と
し
て
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は

大
正
の
末
年
、雑
誌
の
探
偵
小
説
懸
賞
で
入
賞
し
た
の
が
契
機
だ
っ

た
。福
岡
に
土
着
し
た
創
作
は
昭
和
初
期
の
十
年
余
。「
戦
争
と
戦

後
」で
忘
却
さ
れ
た
そ
の
名
そ
の
作
品
は
反
権
力
を
ま
と纏
う
怪
奇
超
常

の
幻
想
ロ
マ
ン
が
共
感
さ
れ
て
安
保・全
共
闘
世
代

　
よ
み
が
え
　

に
蘇
り
、い
ま
平

成
の
オ
カ
ル
ト  

し  

こ
う

嗜
好
を
刺
激
し
て
秘
か
な
ブ
ー
ム
で
あ
る
。

　「
夢
野
久
作
」に
よ
る
三
十
七
歳
の
処
女
作『
あ
や
か
し
の
つ
づ
み鼓
』

は
、修
猷
館
中
学
時
代
に
ポ
ー
の『
黒
猫
』に
出
会
い
魅
せ
ら
れ
た
探

偵
小
説
の
作
家
へ
の
道
を
拓
い
た
が
、「
夢
ば
か
り
見
る
変
わ
り
者
」

の
長
男
を
ふ
う諷
し
て
父・茂
丸
が
奇
想
し
た
筆
名
は
、公
事
の
志
を
息

子
に
期
待
し
て
、か
な叶
わ
ぬ
諦
念
で
あ
っ
た
。志
願
兵
、慶
応
入
退
、放

浪
、出
家・・・地
元
紙
記
者
を
経
て
香
椎
の
地
の
農
園
で
文
筆
に
定
ま

る
ま
で
の
息
子
の
遍
歴
は
、国
事
と
称
し
て
家
族
を
顧
み
な
い
父
へ

の
義
憤
、巨
大
す
ぎ
る
が
ゆ
え
の
じ
ゅ
ば
く

呪
縛
と
か
っ
と
う

葛
藤
で
あ
っ
た
。

　
全
開
し
た
夢
野
久
作
の
著
作
は
、今
風
に
言
え
ば
Ｓ
Ｆ・怪
奇
ミ
ス

テ
リ
ー
の
探
偵
小
説
を
は
じ
め
、童
話
、随
筆
、人
物
論
な
ど
多
岐
に
お

よ
ん
で
約
百
篇
。物
語
に
は
九
州
帝
大
、筥
崎
宮
、筑
豊
の
炭
鉱
な
ど

所在地：福岡市東区唐原4丁目654

1889年～1936年
（満47歳没）

福
岡
ノ
土
俗
、近
代
ノ
迷
宮
。

夢
野 

久
作

九
州
を
知
る
！ 

マ
ン
ス
リ
ー
コ
ラ
ム
…
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ドグラ・マグラ原稿 杉山農園にて　左：夢野久作（杉山泰道）、　　　　　　　　中央：杉山龍丸

※写真提供：夢野久作と杉山三代研究会
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【バックナンバーのお知らせ】 「FFG 調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。
http://www.fukuoka-fg.com/

C O N T E N T S

今
月
の
一
枚  

「
熊
本
銀
行
テ
ニ
ス
教
室
」

　八田公子氏は博多の総鎮守「櫛田神社」公認の唯一の
女性写真家です。
　博多で育ち、博多を愛し、博多　園
山笠を生涯のテーマとして追いかけ、
2009年より「博多カレンダー」の撮影
も担当されています。
　表紙の写真は、異郷の地キューバ
で撮影された一コマです。
出典：八田公子写真集「キューバの風」 2016年10月発行

今 月 の 表 紙

2

トップに聞く！

126 24

2

181

6 あなたにも私にも
笑顔と感動を！

株式会社 ジェネック　牛山 啓二 氏

12 明治時代から地域に密着して
140年。創刊以来受け継いできた
ジャーナリズム精神で、信頼できる
確かな情報を届け続ける。

株式会社 西日本新聞社　柴田 建哉 氏

18

24 本物の美味しい蒲鉾を
長崎の地から全国にお届けします。

有限会社 木村蒲鉾　木村 忠利 氏

南関町名産の“南関あげ”を
独自のノウハウによって製造。
愛情を込めて食卓へお届けします。

塩山食品 株式会社　塩山 治男 氏

九州を知る！ マンスリーコラム

福岡ノ土俗、近代ノ迷宮。  夢野 久作
64

※写真提供：夢野久作と杉山三代研究会 10036 6150

36

「熊本銀行テニス教室」に参加した方々

　
今
月
の
一
枚
は
、2
月
18

日（
土
）、19
日（
日
）の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
熊
本
県
水
俣
市

で
開
催
し
た「
熊
本
銀
行
テ

ニ
ス
教
室
」
に
参
加
し
た

方
々
の
集
合
写
真
で
す
。

　
熊
本
銀
行
が
主
催
す
る

テ
ニ
ス
教
室
は
昨
年
2
月

の
開
催
に
続
く
二
回
目
で
、

当
日
は
小
学
生
か
ら
60
代
ま

で
幅
広
い
世
代
に
わ
た
る
約

1
0
0
人
が
参
加
し
、九
州

の
実
業
団
大
会
な
ど
で
活
躍

す
る
Ｆ
Ｆ
Ｇ
テ
ニ
ス
部
の
行

員
が
サ
ー
ブ
、ス
ト
ロ
ー
ク
、

ボ
レ
ー
等
を
熱
心
に
指
導
。

レ
ッ
ス
ン
終
了
後
に
は
チ
ー

ム
対
抗
ボ
レ
ー
ゲ
ー
ム
大
会

も
実
施
し
、大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
F
F
G
で
は
、地
域
の
活

性
化
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

(c) Courtesy Everett Collection /
amanaimages

50 九州の逸品　白糸酒造 田中六五

52

61 「世界の偉人」を知る　マーク・トウェイン

経営を語る!　髙田 明

96 見つけたアジア　アジア有数の摩天楼 上海

68

70

DATA in 九州　今月の注目データ

経済動向・経済指標

62 NEW!NEW!

ASIAN BOOKS　誉れ高き男98 NEW!NEW!

寄稿

三菱総合研究所　MONTHLY REVIEW

100 九州の達人　競技かるた第61期クイーン　鶴田 紗恵

プロバスケットボールチーム
熊本ヴォルターズ
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2

181

6 あなたにも私にも
笑顔と感動を！

株式会社 ジェネック　牛山 啓二 氏

12 明治時代から地域に密着して
140年。創刊以来受け継いできた
ジャーナリズム精神で、信頼できる
確かな情報を届け続ける。

株式会社 西日本新聞社　柴田 建哉 氏

18

24 本物の美味しい蒲鉾を
長崎の地から全国にお届けします。

有限会社 木村蒲鉾　木村 忠利 氏

南関町名産の“南関あげ”を
独自のノウハウによって製造。
愛情を込めて食卓へお届けします。

塩山食品 株式会社　塩山 治男 氏

九州を知る！ マンスリーコラム

福岡ノ土俗、近代ノ迷宮。  夢野 久作
64

※写真提供：夢野久作と杉山三代研究会 10036 6150

36

「熊本銀行テニス教室」に参加した方々

　
今
月
の
一
枚
は
、2
月
18

日（
土
）、19
日（
日
）の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
熊
本
県
水
俣
市

で
開
催
し
た「
熊
本
銀
行
テ

ニ
ス
教
室
」
に
参
加
し
た

方
々
の
集
合
写
真
で
す
。

　
熊
本
銀
行
が
主
催
す
る

テ
ニ
ス
教
室
は
昨
年
2
月

の
開
催
に
続
く
二
回
目
で
、

当
日
は
小
学
生
か
ら
60
代
ま

で
幅
広
い
世
代
に
わ
た
る
約

1
0
0
人
が
参
加
し
、九
州

の
実
業
団
大
会
な
ど
で
活
躍

す
る
Ｆ
Ｆ
Ｇ
テ
ニ
ス
部
の
行

員
が
サ
ー
ブ
、ス
ト
ロ
ー
ク
、

ボ
レ
ー
等
を
熱
心
に
指
導
。

レ
ッ
ス
ン
終
了
後
に
は
チ
ー

ム
対
抗
ボ
レ
ー
ゲ
ー
ム
大
会

も
実
施
し
、大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
F
F
G
で
は
、地
域
の
活

性
化
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

(c) Courtesy Everett Collection /
amanaimages

50 九州の逸品　白糸酒造 田中六五

52

61 「世界の偉人」を知る　マーク・トウェイン

経営を語る!　髙田 明

96 見つけたアジア　アジア有数の摩天楼 上海

68

70

DATA in 九州　今月の注目データ

経済動向・経済指標

62 NEW!NEW!

ASIAN BOOKS　誉れ高き男98 NEW!NEW!

寄稿

三菱総合研究所　MONTHLY REVIEW

100 九州の達人　競技かるた第61期クイーン　鶴田 紗恵

プロバスケットボールチーム
熊本ヴォルターズ

5 FFG MONTHLY SURVEY Vol.99



▲香椎バンプールにて（左から牛山社長、柴戸頭取）

株式会社 ジェネック

か
せ
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
目
標

制
度
や
Q̶

A
W
A
R
D（
社
員
表

彰
制
度
）を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

「
改
善
文
化
」と「
高
品
質
な
作
業

技
術
」で
は
、コ
ラ
ボ・ラ
ボ（
※
）へ
の

参
加
や
、安
全
大
会
や
社
内
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
大
会
の
実
施
に
よ
り
、全

社
に
わ
た
っ
て
安
全
文
化
が
定
着
し

た
結
果
、多
く
の
お
客
様
か
ら
表
彰

し
て
い
た
だ
け
る
ま
で
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た「
社
会
貢
献
」で
は
、「
門
司

み
な
と
祭
」や「
門
司
港
ミ
ニ
ミ
ニ・

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」な
ど
、門
司

社
員
一
人
ひ
と
り
が
目
指
す
姿
を
樹

木
の
形
に
見
立
て
た
も
の
で
、我
が
社

が
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
や
日
々

実
践
す
る
姿
勢
な
ど
の
重
要
項
目
を

「
12
本
の
根
」に
、会
社
の
方
針
と
社

風
は「
幹
」と「
枝
」に
、そ
し
て
会
社

の
目
的
や
願
い
を「
果
実
」に
見
立
て

て
い
ま
す
。「
広
く
深
く
根
を
張
る
ほ

ど
、強
く
し
な
や
か
な
幹
に
な
り
、結

果
た
く
さ
ん
の
美
味
し
い
実
が
な
る
。

社
員
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
樹
に
関
わ

り
、育
て
て
ほ
し
い
」と
い
う
役
員
全

員
の
願
い
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、全
社

員
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、根
の
一
つ「
強
い
人
財
の

育
成
」で
は
、「
私
た
ち
に
は
き
っ

と
で
き
る
」と
い
う
前
向
き
な

姿
勢
を
全
社
員
に
根
付

ラ
イ
ン
株
式
会
社（
日
本
郵
船
グ
ル
ー

プ
）が
運
航
す
る
韓
国
・
釜
山
航
路
の

荷
役
な
ど
、コ
ン
テ
ナ
船
や
R
O
／

R
O
船
の
荷
役
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
特
色
は
、一
般
的
な
貨
物

の
輸
送
や
荷
役
作
業
を
行
う
だ
け
で

な
く
、高
度
な
輸
送
技
術
を
必
要
と

す
る
特
殊
な
製
品
や
設
備
の
輸
送

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
、海
外
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
九
州
公
演
用
舞
台
装
置
の
輸
送

や
、北
九
州
空
港
か
ら
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
へ
の
人
工
衛
星
の
輸
送
な
ど

を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、最
近
で
は
昨
年

11
月
に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
、ア

ジ
ア
初
の
国
際
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

「
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン・ア
メ
リ

カ
ズ
カ
ッ
プ・ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
」に
出
場

し
た
６
チ
ー
ム
全
て
の
艇
と
レ
ー
ス
関

連
貨
物
の
輸
出
入
業
務
と
国
内
で
の

輸
送
、設
置
作
業
を
手
掛
け
ま
し
た
。

付
加
価
値
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
で

お
客
様
の
貨
物
を
丁
寧
に
お
届
け

　
我
が
社
で
は
現
在
、さ
ら
に
付
加
価

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
向
け
の
中
古
自

動
車
の
輸
出
が
伸
び
て
い
る
こ
と
か

ら
、我
が
社
も
門
司
地
区
に
車
両
検

査
場
を
併
設
し
た
大
型
モ
ー
タ
ー

プ
ー
ル
を
開
設
す
る
な
ど
、中
古
自

動
車
の
輸
出
業
務
体
制
を
強
化
し

て
い
ま
す
。ま
た
、博
多
地
区
で
は

液
晶
・
半
導
体
関
連
設
備
や
日
本

産
ビ
ー
ル
、生
鮮
食
品
な
ど
の
輸
出

業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
港

湾
運
送
事
業
で
は
、門
司
地
区
に
お

け
る
工
業
原
料
や
食
料
原
料
、完
成

車
な
ど
の
大
型
在
来
貨
物
船
の
荷

役
、博
多
地
区
に
お
け
る
カ
メ
リ
ア

地
区
を
代
表
す
る
地
域

イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
盛
り
上

げ
る
こ
と
で
、地
域
社
会
の
発
展

と
社
員
の
連
帯
感
の
醸
成
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

（
※
）親
会
社
で
あ
る
日
本
郵
船
株
式
会
社
が

主
催
す
る
問
題
解
決
力
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

一
般
貨
物
の
輸
送
か
ら

特
殊
貨
物
の
輸
出
入
ま
で
を
展
開

　
我
が
社
は
内
航
海
運
事
業
、物
流

事
業
、そ
し
て
港
湾
運
送
事
業
の
三
つ

の
事
業
が
支
え
て
い
ま
す
。ま
ず
内
航

海
運
事
業
で
は
、主
に
国
内
最
大
手
の

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
セ
メ
ン

ト
輸
送
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。次
に

物
流
事
業
で
は
、近
年
北
部
九
州
で

こ
の「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク

シ
ー
ル
ド
」を
ド
ラ
イ
コ

ン
テ
ナ（
常
温
コ
ン
テ
ナ
）の
内

部
壁
面
に
装
着
す
る
こ
と
で
、コ
ン
テ

ナ
内
の
高
温
・
結
露
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ

ナ（
冷
凍
・
冷
蔵
貨
物
を
保
冷
す
る
コ

ン
テ
ナ
）を
使
う
よ
り
も
物
流
コ
ス
ト

を
削
減
で
き
、か
つ
電
力
を
使
用
し
な

い
こ
と
か
ら
C
O
2
の
排
出
も
削
減
で

き
ま
す
。ま
た
、短
時
間
で
装
着
で
き

る
簡
易
性
も
特
長
で
、温
度
変
化
に
敏

感
な
商
材
や
多
湿
を
嫌
う
貨
物
を
輸

送
す
る
の
に
最
適
だ
と
、お
客
様
か
ら

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
か
ら
お
預
か
り
し
た

荷
物
に
つ
い
て
は
、単
に
輸
送
だ
け
で

は
な
く
、保
管
及
び
流
通
加
工
も
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の

が「
福
岡
ロ
ジ
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」（
福

岡
市
東
区
）と「
鳥
栖
ロ
ジ
テ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
」（
佐
賀
県
鳥
栖
市
）で
あ
り
、両

施
設
の
持
つ
低
温
機
能
を
活
か
し
て

ワ
イ
ン
や
食
品
、医
療
品
な
ど
の
入
出

庫
や
保
管
か
ら
、仕
分
け
や
再
梱
包
、

ラ
ベ
ル
貼
り
な
ど
の
流
通
加
工
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
単
に
モ
ノ
を
運
ぶ
だ
け

値
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
物
流
新
技
術
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
代
表

例
が
、自
社
開
発
し
た
高
性
能
断

熱
シ
ー
ト「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
シ
ー
ル
ド
」

を
活
用
し
た
物
流
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

で
は
な
く
、社
員
が
創
意
工
夫
し

続
け
る
こ
と
で
、〝
新
し
い
物
流
〞を

創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ
の
目
標
に
社
員
全
員
で
取

り
組
み
、多
く
の
お
客
様
、地
域
社

会
、そ
し
て
社
員
に
笑
顔
と
感
動

を
届
け
ら
れ
る
会
社
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

門
司
支
店

株
式
会
社 

ジ
ェ
ネ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長

牛
山 

啓
二
氏

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

門
司
支
店

株
式
会
社 

ジ
ェ
ネ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長

牛
山 

啓
二
氏

あ
な
た
に
も
私
に
も

笑
顔
と
感
動
を
！

あ
な
た
に
も
私
に
も

笑
顔
と
感
動
を
！

時
代
変
化
と
共
に

進
化・変
革
し
、

〝
新
し
い
物
流
〞を
創
出
す
る

　
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に

か
つ
的
確
に
感
じ
取
り
な
が

ら
、従
来
の
物
流
や
輸
送
に
変

革
を
促
し
、新
技
術
を
取
り
込

ん
だ〝
新
し
い
物
流
〞を
創
出
す

る
。こ
の
想
い
を
実
現
す
る
た

め
に
、昨
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
中
期
経
営
計
画（
５
ヶ
年

計
画
）に
併
せ
て
、我
が
社
の
目

指
す
姿
を「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
の
樹
」

と
し
て
表
し
ま
し
た
。こ
の

「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
の
樹
」は
、会
社
と
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▲香椎バンプールにて（左から牛山社長、柴戸頭取）

株式会社 ジェネック

か
せ
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
目
標

制
度
や
Q̶

A
W
A
R
D（
社
員
表

彰
制
度
）を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

「
改
善
文
化
」と「
高
品
質
な
作
業

技
術
」で
は
、コ
ラ
ボ・ラ
ボ（
※
）へ
の

参
加
や
、安
全
大
会
や
社
内
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
大
会
の
実
施
に
よ
り
、全

社
に
わ
た
っ
て
安
全
文
化
が
定
着
し

た
結
果
、多
く
の
お
客
様
か
ら
表
彰

し
て
い
た
だ
け
る
ま
で
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た「
社
会
貢
献
」で
は
、「
門
司

み
な
と
祭
」や「
門
司
港
ミ
ニ
ミ
ニ・

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」な
ど
、門
司

社
員
一
人
ひ
と
り
が
目
指
す
姿
を
樹

木
の
形
に
見
立
て
た
も
の
で
、我
が
社

が
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
や
日
々

実
践
す
る
姿
勢
な
ど
の
重
要
項
目
を

「
12
本
の
根
」に
、会
社
の
方
針
と
社

風
は「
幹
」と「
枝
」に
、そ
し
て
会
社

の
目
的
や
願
い
を「
果
実
」に
見
立
て

て
い
ま
す
。「
広
く
深
く
根
を
張
る
ほ

ど
、強
く
し
な
や
か
な
幹
に
な
り
、結

果
た
く
さ
ん
の
美
味
し
い
実
が
な
る
。

社
員
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
樹
に
関
わ

り
、育
て
て
ほ
し
い
」と
い
う
役
員
全

員
の
願
い
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、全
社

員
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、根
の
一
つ「
強
い
人
財
の

育
成
」で
は
、「
私
た
ち
に
は
き
っ

と
で
き
る
」と
い
う
前
向
き
な

姿
勢
を
全
社
員
に
根
付

ラ
イ
ン
株
式
会
社（
日
本
郵
船
グ
ル
ー

プ
）が
運
航
す
る
韓
国
・
釜
山
航
路
の

荷
役
な
ど
、コ
ン
テ
ナ
船
や
R
O
／

R
O
船
の
荷
役
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
特
色
は
、一
般
的
な
貨
物

の
輸
送
や
荷
役
作
業
を
行
う
だ
け
で

な
く
、高
度
な
輸
送
技
術
を
必
要
と

す
る
特
殊
な
製
品
や
設
備
の
輸
送

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
、海
外
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
九
州
公
演
用
舞
台
装
置
の
輸
送

や
、北
九
州
空
港
か
ら
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
へ
の
人
工
衛
星
の
輸
送
な
ど

を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、最
近
で
は
昨
年

11
月
に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
、ア

ジ
ア
初
の
国
際
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

「
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン・ア
メ
リ

カ
ズ
カ
ッ
プ・ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
」に
出
場

し
た
６
チ
ー
ム
全
て
の
艇
と
レ
ー
ス
関

連
貨
物
の
輸
出
入
業
務
と
国
内
で
の

輸
送
、設
置
作
業
を
手
掛
け
ま
し
た
。

付
加
価
値
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
で

お
客
様
の
貨
物
を
丁
寧
に
お
届
け

　
我
が
社
で
は
現
在
、さ
ら
に
付
加
価

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
向
け
の
中
古
自

動
車
の
輸
出
が
伸
び
て
い
る
こ
と
か

ら
、我
が
社
も
門
司
地
区
に
車
両
検

査
場
を
併
設
し
た
大
型
モ
ー
タ
ー

プ
ー
ル
を
開
設
す
る
な
ど
、中
古
自

動
車
の
輸
出
業
務
体
制
を
強
化
し

て
い
ま
す
。ま
た
、博
多
地
区
で
は

液
晶
・
半
導
体
関
連
設
備
や
日
本

産
ビ
ー
ル
、生
鮮
食
品
な
ど
の
輸
出

業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
港

湾
運
送
事
業
で
は
、門
司
地
区
に
お

け
る
工
業
原
料
や
食
料
原
料
、完
成

車
な
ど
の
大
型
在
来
貨
物
船
の
荷

役
、博
多
地
区
に
お
け
る
カ
メ
リ
ア

地
区
を
代
表
す
る
地
域

イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
盛
り
上

げ
る
こ
と
で
、地
域
社
会
の
発
展

と
社
員
の
連
帯
感
の
醸
成
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

（
※
）親
会
社
で
あ
る
日
本
郵
船
株
式
会
社
が

主
催
す
る
問
題
解
決
力
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

一
般
貨
物
の
輸
送
か
ら

特
殊
貨
物
の
輸
出
入
ま
で
を
展
開

　
我
が
社
は
内
航
海
運
事
業
、物
流

事
業
、そ
し
て
港
湾
運
送
事
業
の
三
つ

の
事
業
が
支
え
て
い
ま
す
。ま
ず
内
航

海
運
事
業
で
は
、主
に
国
内
最
大
手
の

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
セ
メ
ン

ト
輸
送
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。次
に

物
流
事
業
で
は
、近
年
北
部
九
州
で

こ
の「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク

シ
ー
ル
ド
」を
ド
ラ
イ
コ

ン
テ
ナ（
常
温
コ
ン
テ
ナ
）の
内

部
壁
面
に
装
着
す
る
こ
と
で
、コ
ン
テ

ナ
内
の
高
温
・
結
露
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ

ナ（
冷
凍
・
冷
蔵
貨
物
を
保
冷
す
る
コ

ン
テ
ナ
）を
使
う
よ
り
も
物
流
コ
ス
ト

を
削
減
で
き
、か
つ
電
力
を
使
用
し
な

い
こ
と
か
ら
C
O
2
の
排
出
も
削
減
で

き
ま
す
。ま
た
、短
時
間
で
装
着
で
き

る
簡
易
性
も
特
長
で
、温
度
変
化
に
敏

感
な
商
材
や
多
湿
を
嫌
う
貨
物
を
輸

送
す
る
の
に
最
適
だ
と
、お
客
様
か
ら

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
か
ら
お
預
か
り
し
た

荷
物
に
つ
い
て
は
、単
に
輸
送
だ
け
で

は
な
く
、保
管
及
び
流
通
加
工
も
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の

が「
福
岡
ロ
ジ
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」（
福

岡
市
東
区
）と「
鳥
栖
ロ
ジ
テ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
」（
佐
賀
県
鳥
栖
市
）で
あ
り
、両

施
設
の
持
つ
低
温
機
能
を
活
か
し
て

ワ
イ
ン
や
食
品
、医
療
品
な
ど
の
入
出

庫
や
保
管
か
ら
、仕
分
け
や
再
梱
包
、

ラ
ベ
ル
貼
り
な
ど
の
流
通
加
工
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
単
に
モ
ノ
を
運
ぶ
だ
け

値
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
物
流
新
技
術
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
代
表

例
が
、自
社
開
発
し
た
高
性
能
断

熱
シ
ー
ト「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
シ
ー
ル
ド
」

を
活
用
し
た
物
流
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

で
は
な
く
、社
員
が
創
意
工
夫
し

続
け
る
こ
と
で
、〝
新
し
い
物
流
〞を

創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ
の
目
標
に
社
員
全
員
で
取

り
組
み
、多
く
の
お
客
様
、地
域
社

会
、そ
し
て
社
員
に
笑
顔
と
感
動

を
届
け
ら
れ
る
会
社
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

門
司
支
店

株
式
会
社 

ジ
ェ
ネ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長

牛
山 

啓
二
氏

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

門
司
支
店

株
式
会
社 

ジ
ェ
ネ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長

牛
山 

啓
二
氏

あ
な
た
に
も
私
に
も

笑
顔
と
感
動
を
！

あ
な
た
に
も
私
に
も

笑
顔
と
感
動
を
！

時
代
変
化
と
共
に

進
化・変
革
し
、

〝
新
し
い
物
流
〞を
創
出
す
る

　
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に

か
つ
的
確
に
感
じ
取
り
な
が

ら
、従
来
の
物
流
や
輸
送
に
変

革
を
促
し
、新
技
術
を
取
り
込

ん
だ〝
新
し
い
物
流
〞を
創
出
す

る
。こ
の
想
い
を
実
現
す
る
た

め
に
、昨
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
中
期
経
営
計
画（
５
ヶ
年

計
画
）に
併
せ
て
、我
が
社
の
目

指
す
姿
を「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
の
樹
」

と
し
て
表
し
ま
し
た
。こ
の

「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
の
樹
」は
、会
社
と
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日本と世界を結ぶ
グローバルな物流事業を
展開しておられますね。

株式会社 ジェネック

か
せ
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
目
標

制
度
や
Q̶

A
W
A
R
D（
社
員
表

彰
制
度
）を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

「
改
善
文
化
」と「
高
品
質
な
作
業

技
術
」で
は
、コ
ラ
ボ・ラ
ボ（
※
）へ
の

参
加
や
、安
全
大
会
や
社
内
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
大
会
の
実
施
に
よ
り
、全

社
に
わ
た
っ
て
安
全
文
化
が
定
着
し

た
結
果
、多
く
の
お
客
様
か
ら
表
彰

し
て
い
た
だ
け
る
ま
で
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た「
社
会
貢
献
」で
は
、「
門
司

み
な
と
祭
」や「
門
司
港
ミ
ニ
ミ
ニ・

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」な
ど
、門
司

社
員
一
人
ひ
と
り
が
目
指
す
姿
を
樹

木
の
形
に
見
立
て
た
も
の
で
、我
が
社

が
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
や
日
々

実
践
す
る
姿
勢
な
ど
の
重
要
項
目
を

「
12
本
の
根
」に
、会
社
の
方
針
と
社

風
は「
幹
」と「
枝
」に
、そ
し
て
会
社

の
目
的
や
願
い
を「
果
実
」に
見
立
て

て
い
ま
す
。「
広
く
深
く
根
を
張
る
ほ

ど
、強
く
し
な
や
か
な
幹
に
な
り
、結

果
た
く
さ
ん
の
美
味
し
い
実
が
な
る
。

社
員
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
樹
に
関
わ

り
、育
て
て
ほ
し
い
」と
い
う
役
員
全

員
の
願
い
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、全
社

員
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、根
の
一
つ「
強
い
人
財
の

育
成
」で
は
、「
私
た
ち
に
は
き
っ

と
で
き
る
」と
い
う
前
向
き
な

姿
勢
を
全
社
員
に
根
付

ラ
イ
ン
株
式
会
社（
日
本
郵
船
グ
ル
ー

プ
）が
運
航
す
る
韓
国
・
釜
山
航
路
の

荷
役
な
ど
、コ
ン
テ
ナ
船
や
R
O
／

R
O
船
の
荷
役
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
特
色
は
、一
般
的
な
貨
物

の
輸
送
や
荷
役
作
業
を
行
う
だ
け
で

な
く
、高
度
な
輸
送
技
術
を
必
要
と

す
る
特
殊
な
製
品
や
設
備
の
輸
送

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
、海
外
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
九
州
公
演
用
舞
台
装
置
の
輸
送

や
、北
九
州
空
港
か
ら
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
へ
の
人
工
衛
星
の
輸
送
な
ど

を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、最
近
で
は
昨
年

11
月
に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
、ア

ジ
ア
初
の
国
際
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

「
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン・ア
メ
リ

カ
ズ
カ
ッ
プ・ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
」に
出
場

し
た
６
チ
ー
ム
全
て
の
艇
と
レ
ー
ス
関

連
貨
物
の
輸
出
入
業
務
と
国
内
で
の

輸
送
、設
置
作
業
を
手
掛
け
ま
し
た
。

付
加
価
値
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
で

お
客
様
の
貨
物
を
丁
寧
に
お
届
け

　
我
が
社
で
は
現
在
、さ
ら
に
付
加
価

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
向
け
の
中
古
自

動
車
の
輸
出
が
伸
び
て
い
る
こ
と
か

ら
、我
が
社
も
門
司
地
区
に
車
両
検

査
場
を
併
設
し
た
大
型
モ
ー
タ
ー

プ
ー
ル
を
開
設
す
る
な
ど
、中
古
自

動
車
の
輸
出
業
務
体
制
を
強
化
し

て
い
ま
す
。ま
た
、博
多
地
区
で
は

液
晶
・
半
導
体
関
連
設
備
や
日
本

産
ビ
ー
ル
、生
鮮
食
品
な
ど
の
輸
出

業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
港

湾
運
送
事
業
で
は
、門
司
地
区
に
お

け
る
工
業
原
料
や
食
料
原
料
、完
成

車
な
ど
の
大
型
在
来
貨
物
船
の
荷

役
、博
多
地
区
に
お
け
る
カ
メ
リ
ア

地
区
を
代
表
す
る
地
域

イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
盛
り
上

げ
る
こ
と
で
、地
域
社
会
の
発
展

と
社
員
の
連
帯
感
の
醸
成
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

（
※
）親
会
社
で
あ
る
日
本
郵
船
株
式
会
社
が

主
催
す
る
問
題
解
決
力
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

一
般
貨
物
の
輸
送
か
ら

特
殊
貨
物
の
輸
出
入
ま
で
を
展
開

　
我
が
社
は
内
航
海
運
事
業
、物
流

事
業
、そ
し
て
港
湾
運
送
事
業
の
三
つ

の
事
業
が
支
え
て
い
ま
す
。ま
ず
内
航

海
運
事
業
で
は
、主
に
国
内
最
大
手
の

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
セ
メ
ン

ト
輸
送
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。次
に

物
流
事
業
で
は
、近
年
北
部
九
州
で

こ
の「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク

シ
ー
ル
ド
」を
ド
ラ
イ
コ

ン
テ
ナ（
常
温
コ
ン
テ
ナ
）の
内

部
壁
面
に
装
着
す
る
こ
と
で
、コ
ン
テ

ナ
内
の
高
温
・
結
露
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ

ナ（
冷
凍
・
冷
蔵
貨
物
を
保
冷
す
る
コ

ン
テ
ナ
）を
使
う
よ
り
も
物
流
コ
ス
ト

を
削
減
で
き
、か
つ
電
力
を
使
用
し
な

い
こ
と
か
ら
C
O
2
の
排
出
も
削
減
で

き
ま
す
。ま
た
、短
時
間
で
装
着
で
き

る
簡
易
性
も
特
長
で
、温
度
変
化
に
敏

感
な
商
材
や
多
湿
を
嫌
う
貨
物
を
輸

送
す
る
の
に
最
適
だ
と
、お
客
様
か
ら

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
か
ら
お
預
か
り
し
た

荷
物
に
つ
い
て
は
、単
に
輸
送
だ
け
で

は
な
く
、保
管
及
び
流
通
加
工
も
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の

が「
福
岡
ロ
ジ
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」（
福

岡
市
東
区
）と「
鳥
栖
ロ
ジ
テ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
」（
佐
賀
県
鳥
栖
市
）で
あ
り
、両

施
設
の
持
つ
低
温
機
能
を
活
か
し
て

ワ
イ
ン
や
食
品
、医
療
品
な
ど
の
入
出

庫
や
保
管
か
ら
、仕
分
け
や
再
梱
包
、

ラ
ベ
ル
貼
り
な
ど
の
流
通
加
工
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
単
に
モ
ノ
を
運
ぶ
だ
け

値
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
物
流
新
技
術
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
代
表

例
が
、自
社
開
発
し
た
高
性
能
断

熱
シ
ー
ト「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
シ
ー
ル
ド
」

を
活
用
し
た
物
流
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

で
は
な
く
、社
員
が
創
意
工
夫
し

続
け
る
こ
と
で
、〝
新
し
い
物
流
〞を

創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ
の
目
標
に
社
員
全
員
で
取

り
組
み
、多
く
の
お
客
様
、地
域
社

会
、そ
し
て
社
員
に
笑
顔
と
感
動

を
届
け
ら
れ
る
会
社
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▲使用例

▲福岡ロジテックセンター見学

見学風景 ジェネックシールド 主 な 事 業

▲カメリアターミナル見学

▲カメリアターミナル見学

時
代
変
化
と
共
に

進
化・変
革
し
、

〝
新
し
い
物
流
〞を
創
出
す
る

　
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に

か
つ
的
確
に
感
じ
取
り
な
が

ら
、従
来
の
物
流
や
輸
送
に
変

革
を
促
し
、新
技
術
を
取
り
込

ん
だ〝
新
し
い
物
流
〞を
創
出
す

る
。こ
の
想
い
を
実
現
す
る
た

め
に
、昨
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
中
期
経
営
計
画（
５
ヶ
年

計
画
）に
併
せ
て
、我
が
社
の
目

指
す
姿
を「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
の
樹
」

と
し
て
表
し
ま
し
た
。こ
の

「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
の
樹
」は
、会
社
と

「ＧＥＮＥＱの樹」という
ビジョンを掲げ、新たな
挑戦を続けています。

◀牛山社長

セメント輸送

コンテナ輸送

自動車船の荷役

人工衛星の輸送

大切な荷物を
　　や　　　  から守る!熱 結 露

柴戸頭取▶

優

れ

た

人

財

安
心
・
安
全
の

ジ
ェ
ネ
ッ
ク
ブ
ラ
ン
ド

圧
倒
的
な
競
争
力

時
代
変
化
と
共
に
進
化

あなたに　も私にも
 笑顔と　感動を！
あなたに　も私にも
 笑顔と　感動を！
あなたに　も私にも
 笑顔と　感動を！

～ドラマティック　　・ジェネック～～ドラマティック　　・ジェネック～

喜び

満足
感謝

信頼

幸せ

伝

　

統

社

会

貢

献

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
社
内
行
事

言
え
る
化
・
聴
け
る
化

改

善

文

化

（
5
S
、見
え
る
化
、3
M
）

現
地
・
現
物
・
現
実

高
品
質
な
作
業
技
術

個

人

の

尊

重

強
い
人
財
の
育
成

自
己
実
現
を
応
援

（

目

標

制

度

）

公
正
な
考
課
・
給
与
制
度

明るく、楽しく　　活気のある職場

強くしなやかな　　エキスパート集団

権

限

委

譲
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日本と世界を結ぶ
グローバルな物流事業を
展開しておられますね。

株式会社 ジェネック

か
せ
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
目
標

制
度
や
Q̶

A
W
A
R
D（
社
員
表

彰
制
度
）を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

「
改
善
文
化
」と「
高
品
質
な
作
業

技
術
」で
は
、コ
ラ
ボ・ラ
ボ（
※
）へ
の

参
加
や
、安
全
大
会
や
社
内
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
大
会
の
実
施
に
よ
り
、全

社
に
わ
た
っ
て
安
全
文
化
が
定
着
し

た
結
果
、多
く
の
お
客
様
か
ら
表
彰

し
て
い
た
だ
け
る
ま
で
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た「
社
会
貢
献
」で
は
、「
門
司

み
な
と
祭
」や「
門
司
港
ミ
ニ
ミ
ニ・

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」な
ど
、門
司

社
員
一
人
ひ
と
り
が
目
指
す
姿
を
樹

木
の
形
に
見
立
て
た
も
の
で
、我
が
社

が
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
や
日
々

実
践
す
る
姿
勢
な
ど
の
重
要
項
目
を

「
12
本
の
根
」に
、会
社
の
方
針
と
社

風
は「
幹
」と「
枝
」に
、そ
し
て
会
社

の
目
的
や
願
い
を「
果
実
」に
見
立
て

て
い
ま
す
。「
広
く
深
く
根
を
張
る
ほ

ど
、強
く
し
な
や
か
な
幹
に
な
り
、結

果
た
く
さ
ん
の
美
味
し
い
実
が
な
る
。

社
員
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
樹
に
関
わ

り
、育
て
て
ほ
し
い
」と
い
う
役
員
全

員
の
願
い
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、全
社

員
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、根
の
一
つ「
強
い
人
財
の

育
成
」で
は
、「
私
た
ち
に
は
き
っ

と
で
き
る
」と
い
う
前
向
き
な

姿
勢
を
全
社
員
に
根
付

ラ
イ
ン
株
式
会
社（
日
本
郵
船
グ
ル
ー

プ
）が
運
航
す
る
韓
国
・
釜
山
航
路
の

荷
役
な
ど
、コ
ン
テ
ナ
船
や
R
O
／

R
O
船
の
荷
役
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
特
色
は
、一
般
的
な
貨
物

の
輸
送
や
荷
役
作
業
を
行
う
だ
け
で

な
く
、高
度
な
輸
送
技
術
を
必
要
と

す
る
特
殊
な
製
品
や
設
備
の
輸
送

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
、海
外
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
九
州
公
演
用
舞
台
装
置
の
輸
送

や
、北
九
州
空
港
か
ら
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
へ
の
人
工
衛
星
の
輸
送
な
ど

を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、最
近
で
は
昨
年

11
月
に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
、ア

ジ
ア
初
の
国
際
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

「
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン・ア
メ
リ

カ
ズ
カ
ッ
プ・ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
」に
出
場

し
た
６
チ
ー
ム
全
て
の
艇
と
レ
ー
ス
関

連
貨
物
の
輸
出
入
業
務
と
国
内
で
の

輸
送
、設
置
作
業
を
手
掛
け
ま
し
た
。

付
加
価
値
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
で

お
客
様
の
貨
物
を
丁
寧
に
お
届
け

　
我
が
社
で
は
現
在
、さ
ら
に
付
加
価

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
向
け
の
中
古
自

動
車
の
輸
出
が
伸
び
て
い
る
こ
と
か

ら
、我
が
社
も
門
司
地
区
に
車
両
検

査
場
を
併
設
し
た
大
型
モ
ー
タ
ー

プ
ー
ル
を
開
設
す
る
な
ど
、中
古
自

動
車
の
輸
出
業
務
体
制
を
強
化
し

て
い
ま
す
。ま
た
、博
多
地
区
で
は

液
晶
・
半
導
体
関
連
設
備
や
日
本

産
ビ
ー
ル
、生
鮮
食
品
な
ど
の
輸
出

業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
港

湾
運
送
事
業
で
は
、門
司
地
区
に
お

け
る
工
業
原
料
や
食
料
原
料
、完
成

車
な
ど
の
大
型
在
来
貨
物
船
の
荷

役
、博
多
地
区
に
お
け
る
カ
メ
リ
ア

地
区
を
代
表
す
る
地
域

イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
盛
り
上

げ
る
こ
と
で
、地
域
社
会
の
発
展

と
社
員
の
連
帯
感
の
醸
成
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

（
※
）親
会
社
で
あ
る
日
本
郵
船
株
式
会
社
が

主
催
す
る
問
題
解
決
力
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

一
般
貨
物
の
輸
送
か
ら

特
殊
貨
物
の
輸
出
入
ま
で
を
展
開

　
我
が
社
は
内
航
海
運
事
業
、物
流

事
業
、そ
し
て
港
湾
運
送
事
業
の
三
つ

の
事
業
が
支
え
て
い
ま
す
。ま
ず
内
航

海
運
事
業
で
は
、主
に
国
内
最
大
手
の

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
セ
メ
ン

ト
輸
送
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。次
に

物
流
事
業
で
は
、近
年
北
部
九
州
で

こ
の「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク

シ
ー
ル
ド
」を
ド
ラ
イ
コ

ン
テ
ナ（
常
温
コ
ン
テ
ナ
）の
内

部
壁
面
に
装
着
す
る
こ
と
で
、コ
ン
テ

ナ
内
の
高
温
・
結
露
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ

ナ（
冷
凍
・
冷
蔵
貨
物
を
保
冷
す
る
コ

ン
テ
ナ
）を
使
う
よ
り
も
物
流
コ
ス
ト

を
削
減
で
き
、か
つ
電
力
を
使
用
し
な

い
こ
と
か
ら
C
O
2
の
排
出
も
削
減
で

き
ま
す
。ま
た
、短
時
間
で
装
着
で
き

る
簡
易
性
も
特
長
で
、温
度
変
化
に
敏

感
な
商
材
や
多
湿
を
嫌
う
貨
物
を
輸

送
す
る
の
に
最
適
だ
と
、お
客
様
か
ら

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
か
ら
お
預
か
り
し
た

荷
物
に
つ
い
て
は
、単
に
輸
送
だ
け
で

は
な
く
、保
管
及
び
流
通
加
工
も
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の

が「
福
岡
ロ
ジ
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」（
福

岡
市
東
区
）と「
鳥
栖
ロ
ジ
テ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
」（
佐
賀
県
鳥
栖
市
）で
あ
り
、両

施
設
の
持
つ
低
温
機
能
を
活
か
し
て

ワ
イ
ン
や
食
品
、医
療
品
な
ど
の
入
出

庫
や
保
管
か
ら
、仕
分
け
や
再
梱
包
、

ラ
ベ
ル
貼
り
な
ど
の
流
通
加
工
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
単
に
モ
ノ
を
運
ぶ
だ
け

値
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
物
流
新
技
術
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
代
表

例
が
、自
社
開
発
し
た
高
性
能
断

熱
シ
ー
ト「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
シ
ー
ル
ド
」

を
活
用
し
た
物
流
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

で
は
な
く
、社
員
が
創
意
工
夫
し

続
け
る
こ
と
で
、〝
新
し
い
物
流
〞を

創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ
の
目
標
に
社
員
全
員
で
取

り
組
み
、多
く
の
お
客
様
、地
域
社

会
、そ
し
て
社
員
に
笑
顔
と
感
動

を
届
け
ら
れ
る
会
社
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▲使用例

▲福岡ロジテックセンター見学

見学風景 ジェネックシールド 主 な 事 業

▲カメリアターミナル見学

▲カメリアターミナル見学

時
代
変
化
と
共
に

進
化・変
革
し
、

〝
新
し
い
物
流
〞を
創
出
す
る

　
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に

か
つ
的
確
に
感
じ
取
り
な
が

ら
、従
来
の
物
流
や
輸
送
に
変

革
を
促
し
、新
技
術
を
取
り
込

ん
だ〝
新
し
い
物
流
〞を
創
出
す

る
。こ
の
想
い
を
実
現
す
る
た

め
に
、昨
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
中
期
経
営
計
画（
５
ヶ
年

計
画
）に
併
せ
て
、我
が
社
の
目

指
す
姿
を「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
の
樹
」

と
し
て
表
し
ま
し
た
。こ
の

「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
の
樹
」は
、会
社
と

「ＧＥＮＥＱの樹」という
ビジョンを掲げ、新たな
挑戦を続けています。

◀牛山社長

セメント輸送

コンテナ輸送

自動車船の荷役

人工衛星の輸送

大切な荷物を
　　や　　　  から守る!熱 結 露

柴戸頭取▶

優

れ

た

人

財

安
心
・
安
全
の

ジ
ェ
ネ
ッ
ク
ブ
ラ
ン
ド

圧
倒
的
な
競
争
力

時
代
変
化
と
共
に
進
化

あなたに　も私にも
 笑顔と　感動を！
あなたに　も私にも
 笑顔と　感動を！
あなたに　も私にも
 笑顔と　感動を！

～ドラマティック　　・ジェネック～～ドラマティック　　・ジェネック～

喜び

満足
感謝

信頼

幸せ

伝

　

統

社

会

貢

献

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
社
内
行
事

言
え
る
化
・
聴
け
る
化

改

善

文

化

（
5
S
、見
え
る
化
、3
M
）

現
地
・
現
物
・
現
実

高
品
質
な
作
業
技
術

個

人

の

尊

重

強
い
人
財
の
育
成

自
己
実
現
を
応
援

（

目

標

制

度

）

公
正
な
考
課
・
給
与
制
度

明るく、楽しく　　活気のある職場

強くしなやかな　　エキスパート集団

権

限

委

譲
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か
せ
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
目
標

制
度
や
Q̶

A
W
A
R
D（
社
員
表

彰
制
度
）を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

「
改
善
文
化
」と「
高
品
質
な
作
業

技
術
」で
は
、コ
ラ
ボ・ラ
ボ（
※
）へ
の

参
加
や
、安
全
大
会
や
社
内
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
大
会
の
実
施
に
よ
り
、全

社
に
わ
た
っ
て
安
全
文
化
が
定
着
し

た
結
果
、多
く
の
お
客
様
か
ら
表
彰

し
て
い
た
だ
け
る
ま
で
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た「
社
会
貢
献
」で
は
、「
門
司

み
な
と
祭
」や「
門
司
港
ミ
ニ
ミ
ニ・

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」な
ど
、門
司

社
員
一
人
ひ
と
り
が
目
指
す
姿
を
樹

木
の
形
に
見
立
て
た
も
の
で
、我
が
社

が
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
や
日
々

実
践
す
る
姿
勢
な
ど
の
重
要
項
目
を

「
12
本
の
根
」に
、会
社
の
方
針
と
社

風
は「
幹
」と「
枝
」に
、そ
し
て
会
社

の
目
的
や
願
い
を「
果
実
」に
見
立
て

て
い
ま
す
。「
広
く
深
く
根
を
張
る
ほ

ど
、強
く
し
な
や
か
な
幹
に
な
り
、結

果
た
く
さ
ん
の
美
味
し
い
実
が
な
る
。

社
員
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
樹
に
関
わ

り
、育
て
て
ほ
し
い
」と
い
う
役
員
全

員
の
願
い
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、全
社

員
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、根
の
一
つ「
強
い
人
財
の

育
成
」で
は
、「
私
た
ち
に
は
き
っ

と
で
き
る
」と
い
う
前
向
き
な

姿
勢
を
全
社
員
に
根
付

ラ
イ
ン
株
式
会
社（
日
本
郵
船
グ
ル
ー

プ
）が
運
航
す
る
韓
国
・
釜
山
航
路
の

荷
役
な
ど
、コ
ン
テ
ナ
船
や
R
O
／

R
O
船
の
荷
役
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
特
色
は
、一
般
的
な
貨
物

の
輸
送
や
荷
役
作
業
を
行
う
だ
け
で

な
く
、高
度
な
輸
送
技
術
を
必
要
と

す
る
特
殊
な
製
品
や
設
備
の
輸
送

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
、海
外
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
九
州
公
演
用
舞
台
装
置
の
輸
送

や
、北
九
州
空
港
か
ら
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
へ
の
人
工
衛
星
の
輸
送
な
ど

を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、最
近
で
は
昨
年

11
月
に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
、ア

ジ
ア
初
の
国
際
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

「
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン・ア
メ
リ

カ
ズ
カ
ッ
プ・ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
」に
出
場

し
た
６
チ
ー
ム
全
て
の
艇
と
レ
ー
ス
関

連
貨
物
の
輸
出
入
業
務
と
国
内
で
の

輸
送
、設
置
作
業
を
手
掛
け
ま
し
た
。

付
加
価
値
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
で

お
客
様
の
貨
物
を
丁
寧
に
お
届
け

　
我
が
社
で
は
現
在
、さ
ら
に
付
加
価

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
向
け
の
中
古
自

動
車
の
輸
出
が
伸
び
て
い
る
こ
と
か

ら
、我
が
社
も
門
司
地
区
に
車
両
検

査
場
を
併
設
し
た
大
型
モ
ー
タ
ー

プ
ー
ル
を
開
設
す
る
な
ど
、中
古
自

動
車
の
輸
出
業
務
体
制
を
強
化
し

て
い
ま
す
。ま
た
、博
多
地
区
で
は

液
晶
・
半
導
体
関
連
設
備
や
日
本

産
ビ
ー
ル
、生
鮮
食
品
な
ど
の
輸
出

業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
港

湾
運
送
事
業
で
は
、門
司
地
区
に
お

け
る
工
業
原
料
や
食
料
原
料
、完
成

車
な
ど
の
大
型
在
来
貨
物
船
の
荷

役
、博
多
地
区
に
お
け
る
カ
メ
リ
ア

地
区
を
代
表
す
る
地
域

イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
盛
り
上

げ
る
こ
と
で
、地
域
社
会
の
発
展

と
社
員
の
連
帯
感
の
醸
成
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

（
※
）親
会
社
で
あ
る
日
本
郵
船
株
式
会
社
が

主
催
す
る
問
題
解
決
力
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

一
般
貨
物
の
輸
送
か
ら

特
殊
貨
物
の
輸
出
入
ま
で
を
展
開

　
我
が
社
は
内
航
海
運
事
業
、物
流

事
業
、そ
し
て
港
湾
運
送
事
業
の
三
つ

の
事
業
が
支
え
て
い
ま
す
。ま
ず
内
航

海
運
事
業
で
は
、主
に
国
内
最
大
手
の

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
セ
メ
ン

ト
輸
送
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。次
に

物
流
事
業
で
は
、近
年
北
部
九
州
で

こ
の「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク

シ
ー
ル
ド
」を
ド
ラ
イ
コ

ン
テ
ナ（
常
温
コ
ン
テ
ナ
）の
内

部
壁
面
に
装
着
す
る
こ
と
で
、コ
ン
テ

ナ
内
の
高
温
・
結
露
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ

ナ（
冷
凍
・
冷
蔵
貨
物
を
保
冷
す
る
コ

ン
テ
ナ
）を
使
う
よ
り
も
物
流
コ
ス
ト

を
削
減
で
き
、か
つ
電
力
を
使
用
し
な

い
こ
と
か
ら
C
O
2
の
排
出
も
削
減
で

き
ま
す
。ま
た
、短
時
間
で
装
着
で
き

る
簡
易
性
も
特
長
で
、温
度
変
化
に
敏

感
な
商
材
や
多
湿
を
嫌
う
貨
物
を
輸

送
す
る
の
に
最
適
だ
と
、お
客
様
か
ら

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
か
ら
お
預
か
り
し
た

荷
物
に
つ
い
て
は
、単
に
輸
送
だ
け
で

は
な
く
、保
管
及
び
流
通
加
工
も
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の

が「
福
岡
ロ
ジ
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」（
福

岡
市
東
区
）と「
鳥
栖
ロ
ジ
テ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
」（
佐
賀
県
鳥
栖
市
）で
あ
り
、両

施
設
の
持
つ
低
温
機
能
を
活
か
し
て

ワ
イ
ン
や
食
品
、医
療
品
な
ど
の
入
出

庫
や
保
管
か
ら
、仕
分
け
や
再
梱
包
、

ラ
ベ
ル
貼
り
な
ど
の
流
通
加
工
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
単
に
モ
ノ
を
運
ぶ
だ
け

値
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
物
流
新
技
術
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
代
表

例
が
、自
社
開
発
し
た
高
性
能
断

熱
シ
ー
ト「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
シ
ー
ル
ド
」

を
活
用
し
た
物
流
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

で
は
な
く
、社
員
が
創
意
工
夫
し

続
け
る
こ
と
で
、〝
新
し
い
物
流
〞を

創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ
の
目
標
に
社
員
全
員
で
取

り
組
み
、多
く
の
お
客
様
、地
域
社

会
、そ
し
て
社
員
に
笑
顔
と
感
動

を
届
け
ら
れ
る
会
社
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▲福岡ロジテックセンター前 前列左から福山推進役、倉敷准執行役員、白水執行役員、松村取締役常務執行役員、牛山社長、柴戸頭取、中川支店長（福岡銀行）、落石執行役員

福岡銀行
取締役頭取 柴戸 　成

◎インタビューを終えて

　当社は創業以来、永年培われてこられた物流の技術とノウハウを活かし、
北部九州だけでなく海外においても総合物流企業として確固たる地位を築いて
おられます。
　輸出入に関する専門知識や特殊輸送のノウハウが要求される世界最高峰の
国際ヨットレース大会において、全てのチームの艇と関連貨物の搬出入を行わ
れたことは、世界的に当社のクオリティが認められている証です。
　今後も全社員一丸となって、お客様と地域の皆様に「笑顔と感動」を与える
企業であり続けることを期待しています。

新世紀を迎え多機能物流ビジネスのグローバル展開を目指して、社名を
「株式会社ジェネック」に変更。
その後、村本組設立時から我が社と縁の深かった日本郵船株式会社傘下の
グループ企業となり、お客様に対しより高品質な物流サービスをご提供
できる強くしなやかな組織を確立している。

時
代
変
化
と
共
に

進
化・変
革
し
、

〝
新
し
い
物
流
〞を
創
出
す
る

　
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に

か
つ
的
確
に
感
じ
取
り
な
が

ら
、従
来
の
物
流
や
輸
送
に
変

革
を
促
し
、新
技
術
を
取
り
込

ん
だ〝
新
し
い
物
流
〞を
創
出
す

る
。こ
の
想
い
を
実
現
す
る
た

め
に
、昨
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
中
期
経
営
計
画（
５
ヶ
年

計
画
）に
併
せ
て
、我
が
社
の
目

指
す
姿
を「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
の
樹
」

と
し
て
表
し
ま
し
た
。こ
の

「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
の
樹
」は
、会
社
と

創業の経緯

▲前身の「村本組」本社社屋（昭和20年頃）

1907年（明治40年）
むらもと
邑本松二郎・増太郎兄弟が、合資会社「村本組」を設立。

1949年（昭和24年）
「村本組」の港湾運送部門を母体に「北九州運輸株式会社」を設立。

2002年（平成14年）
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株式会社 ジェネック

か
せ
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
目
標

制
度
や
Q̶

A
W
A
R
D（
社
員
表

彰
制
度
）を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

「
改
善
文
化
」と「
高
品
質
な
作
業

技
術
」で
は
、コ
ラ
ボ・ラ
ボ（
※
）へ
の

参
加
や
、安
全
大
会
や
社
内
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
大
会
の
実
施
に
よ
り
、全

社
に
わ
た
っ
て
安
全
文
化
が
定
着
し

た
結
果
、多
く
の
お
客
様
か
ら
表
彰

し
て
い
た
だ
け
る
ま
で
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た「
社
会
貢
献
」で
は
、「
門
司

み
な
と
祭
」や「
門
司
港
ミ
ニ
ミ
ニ・

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」な
ど
、門
司

社
員
一
人
ひ
と
り
が
目
指
す
姿
を
樹

木
の
形
に
見
立
て
た
も
の
で
、我
が
社

が
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
や
日
々

実
践
す
る
姿
勢
な
ど
の
重
要
項
目
を

「
12
本
の
根
」に
、会
社
の
方
針
と
社

風
は「
幹
」と「
枝
」に
、そ
し
て
会
社

の
目
的
や
願
い
を「
果
実
」に
見
立
て

て
い
ま
す
。「
広
く
深
く
根
を
張
る
ほ

ど
、強
く
し
な
や
か
な
幹
に
な
り
、結

果
た
く
さ
ん
の
美
味
し
い
実
が
な
る
。

社
員
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
樹
に
関
わ

り
、育
て
て
ほ
し
い
」と
い
う
役
員
全

員
の
願
い
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、全
社

員
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、根
の
一
つ「
強
い
人
財
の

育
成
」で
は
、「
私
た
ち
に
は
き
っ

と
で
き
る
」と
い
う
前
向
き
な

姿
勢
を
全
社
員
に
根
付

ラ
イ
ン
株
式
会
社（
日
本
郵
船
グ
ル
ー

プ
）が
運
航
す
る
韓
国
・
釜
山
航
路
の

荷
役
な
ど
、コ
ン
テ
ナ
船
や
R
O
／

R
O
船
の
荷
役
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
特
色
は
、一
般
的
な
貨
物

の
輸
送
や
荷
役
作
業
を
行
う
だ
け
で

な
く
、高
度
な
輸
送
技
術
を
必
要
と

す
る
特
殊
な
製
品
や
設
備
の
輸
送

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
、海
外
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
九
州
公
演
用
舞
台
装
置
の
輸
送

や
、北
九
州
空
港
か
ら
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
へ
の
人
工
衛
星
の
輸
送
な
ど

を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、最
近
で
は
昨
年

11
月
に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
、ア

ジ
ア
初
の
国
際
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

「
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン・ア
メ
リ

カ
ズ
カ
ッ
プ・ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
」に
出
場

し
た
６
チ
ー
ム
全
て
の
艇
と
レ
ー
ス
関

連
貨
物
の
輸
出
入
業
務
と
国
内
で
の

輸
送
、設
置
作
業
を
手
掛
け
ま
し
た
。

付
加
価
値
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
で

お
客
様
の
貨
物
を
丁
寧
に
お
届
け

　
我
が
社
で
は
現
在
、さ
ら
に
付
加
価

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
向
け
の
中
古
自

動
車
の
輸
出
が
伸
び
て
い
る
こ
と
か

ら
、我
が
社
も
門
司
地
区
に
車
両
検

査
場
を
併
設
し
た
大
型
モ
ー
タ
ー

プ
ー
ル
を
開
設
す
る
な
ど
、中
古
自

動
車
の
輸
出
業
務
体
制
を
強
化
し

て
い
ま
す
。ま
た
、博
多
地
区
で
は

液
晶
・
半
導
体
関
連
設
備
や
日
本

産
ビ
ー
ル
、生
鮮
食
品
な
ど
の
輸
出

業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
港

湾
運
送
事
業
で
は
、門
司
地
区
に
お

け
る
工
業
原
料
や
食
料
原
料
、完
成

車
な
ど
の
大
型
在
来
貨
物
船
の
荷

役
、博
多
地
区
に
お
け
る
カ
メ
リ
ア

地
区
を
代
表
す
る
地
域

イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
盛
り
上

げ
る
こ
と
で
、地
域
社
会
の
発
展

と
社
員
の
連
帯
感
の
醸
成
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

（
※
）親
会
社
で
あ
る
日
本
郵
船
株
式
会
社
が

主
催
す
る
問
題
解
決
力
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

一
般
貨
物
の
輸
送
か
ら

特
殊
貨
物
の
輸
出
入
ま
で
を
展
開

　
我
が
社
は
内
航
海
運
事
業
、物
流

事
業
、そ
し
て
港
湾
運
送
事
業
の
三
つ

の
事
業
が
支
え
て
い
ま
す
。ま
ず
内
航

海
運
事
業
で
は
、主
に
国
内
最
大
手
の

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
セ
メ
ン

ト
輸
送
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。次
に

物
流
事
業
で
は
、近
年
北
部
九
州
で

こ
の「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク

シ
ー
ル
ド
」を
ド
ラ
イ
コ

ン
テ
ナ（
常
温
コ
ン
テ
ナ
）の
内

部
壁
面
に
装
着
す
る
こ
と
で
、コ
ン
テ

ナ
内
の
高
温
・
結
露
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ

ナ（
冷
凍
・
冷
蔵
貨
物
を
保
冷
す
る
コ

ン
テ
ナ
）を
使
う
よ
り
も
物
流
コ
ス
ト

を
削
減
で
き
、か
つ
電
力
を
使
用
し
な

い
こ
と
か
ら
C
O
2
の
排
出
も
削
減
で

き
ま
す
。ま
た
、短
時
間
で
装
着
で
き

る
簡
易
性
も
特
長
で
、温
度
変
化
に
敏

感
な
商
材
や
多
湿
を
嫌
う
貨
物
を
輸

送
す
る
の
に
最
適
だ
と
、お
客
様
か
ら

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
か
ら
お
預
か
り
し
た

荷
物
に
つ
い
て
は
、単
に
輸
送
だ
け
で

は
な
く
、保
管
及
び
流
通
加
工
も
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の

が「
福
岡
ロ
ジ
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」（
福

岡
市
東
区
）と「
鳥
栖
ロ
ジ
テ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
」（
佐
賀
県
鳥
栖
市
）で
あ
り
、両

施
設
の
持
つ
低
温
機
能
を
活
か
し
て

ワ
イ
ン
や
食
品
、医
療
品
な
ど
の
入
出

庫
や
保
管
か
ら
、仕
分
け
や
再
梱
包
、

ラ
ベ
ル
貼
り
な
ど
の
流
通
加
工
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
単
に
モ
ノ
を
運
ぶ
だ
け

値
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
物
流
新
技
術
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
代
表

例
が
、自
社
開
発
し
た
高
性
能
断

熱
シ
ー
ト「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
シ
ー
ル
ド
」

を
活
用
し
た
物
流
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

で
は
な
く
、社
員
が
創
意
工
夫
し

続
け
る
こ
と
で
、〝
新
し
い
物
流
〞を

創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ
の
目
標
に
社
員
全
員
で
取

り
組
み
、多
く
の
お
客
様
、地
域
社

会
、そ
し
て
社
員
に
笑
顔
と
感
動

を
届
け
ら
れ
る
会
社
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▲福岡ロジテックセンター前 前列左から福山推進役、倉敷准執行役員、白水執行役員、松村取締役常務執行役員、牛山社長、柴戸頭取、中川支店長（福岡銀行）、落石執行役員

福岡銀行
取締役頭取 柴戸 　成

◎インタビューを終えて

　当社は創業以来、永年培われてこられた物流の技術とノウハウを活かし、
北部九州だけでなく海外においても総合物流企業として確固たる地位を築いて
おられます。
　輸出入に関する専門知識や特殊輸送のノウハウが要求される世界最高峰の
国際ヨットレース大会において、全てのチームの艇と関連貨物の搬出入を行わ
れたことは、世界的に当社のクオリティが認められている証です。
　今後も全社員一丸となって、お客様と地域の皆様に「笑顔と感動」を与える
企業であり続けることを期待しています。

新世紀を迎え多機能物流ビジネスのグローバル展開を目指して、社名を
「株式会社ジェネック」に変更。
その後、村本組設立時から我が社と縁の深かった日本郵船株式会社傘下の
グループ企業となり、お客様に対しより高品質な物流サービスをご提供
できる強くしなやかな組織を確立している。

時
代
変
化
と
共
に

進
化・変
革
し
、

〝
新
し
い
物
流
〞を
創
出
す
る

　
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に

か
つ
的
確
に
感
じ
取
り
な
が

ら
、従
来
の
物
流
や
輸
送
に
変

革
を
促
し
、新
技
術
を
取
り
込

ん
だ〝
新
し
い
物
流
〞を
創
出
す

る
。こ
の
想
い
を
実
現
す
る
た

め
に
、昨
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
中
期
経
営
計
画（
５
ヶ
年

計
画
）に
併
せ
て
、我
が
社
の
目

指
す
姿
を「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
の
樹
」

と
し
て
表
し
ま
し
た
。こ
の

「
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
の
樹
」は
、会
社
と

創業の経緯

▲前身の「村本組」本社社屋（昭和20年頃）

1907年（明治40年）
むらもと
邑本松二郎・増太郎兄弟が、合資会社「村本組」を設立。

1949年（昭和24年）
「村本組」の港湾運送部門を母体に「北九州運輸株式会社」を設立。

2002年（平成14年）
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▲西日本新聞会館前（左から柴田社長、柴戸頭取）

株式会社 西日本新聞社

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

本
店
営
業
部

株
式
会
社 

西
日
本
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

柴
田 

建
哉
氏

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

本
店
営
業
部

株
式
会
社 

西
日
本
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

柴
田 

建
哉
氏

明
治
時
代
か
ら
地
域
に
密
着
し
て

1
4
0
年
。創
刊
以
来
受
け
継
い
で
き
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
精
神
で
、信
頼
で
き
る

確
か
な
情
報
を
届
け
続
け
る
。

明
治
時
代
か
ら
地
域
に
密
着
し
て

1
4
0
年
。創
刊
以
来
受
け
継
い
で
き
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
精
神
で
、信
頼
で
き
る

確
か
な
情
報
を
届
け
続
け
る
。
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▲西日本新聞会館前（左から柴田社長、柴戸頭取）

株式会社 西日本新聞社

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

本
店
営
業
部

株
式
会
社 

西
日
本
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

柴
田 

建
哉
氏

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

本
店
営
業
部

株
式
会
社 

西
日
本
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

柴
田 

建
哉
氏

明
治
時
代
か
ら
地
域
に
密
着
し
て

1
4
0
年
。創
刊
以
来
受
け
継
い
で
き
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
精
神
で
、信
頼
で
き
る

確
か
な
情
報
を
届
け
続
け
る
。

明
治
時
代
か
ら
地
域
に
密
着
し
て

1
4
0
年
。創
刊
以
来
受
け
継
い
で
き
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
精
神
で
、信
頼
で
き
る

確
か
な
情
報
を
届
け
続
け
る
。
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株式会社 西日本新聞社

　
そ
の
後
、1
9
5
5
年（
昭
和
30
年
）

に
、地
域
密
着
型
ス
ポ
ー
ツ
新
聞「
西
日

本
ス
ポ
ー
ツ
」を
創
刊
。現
在
西
日
本

新
聞
は
、福
岡
を
中
心
に
九
州
全
域
を

販
売
エ
リ
ア
と
す
る
ブ
ロッ
ク
紙（
※
１
）

と
し
て
、九
州
域
内
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

発
行
部
数（
朝
刊
発
行
部
数
：
66
万
部

／
日
）を
誇
り
、地
元
の
身
近
な
話
題
か

ら
世
界
の
動
き
ま
で
、幅
広
い
情
報
を

九
州
の
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

（
※
１
）販
売
地
域
が
複
数
の
都
府
県
に
ま
た

が
る
地
方
紙

信
頼
で
き
る
質
の
高
い
情
報
を

届
け
る
こ
と
が
使
命

　
わ
た
し
た
ち
新
聞
社
の
最
も
重
要

な
使
命
は
、信
頼
で
き
る
質
の
高
い
情

報
を
お
届
け
す
る
こ
と
で
す
。近
年

は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い

憶
測
や
デ
マ
も
含
め
た
様
々
な
情
報
が

あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、新

聞
社
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
は
さ

ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

西
南
戦
争
を
機
に
創
刊
し
て

1
4
0
年

　
西
日
本
新
聞
は
今
年
創
刊
1
4
0

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。西
南
戦
争
の
戦

況
を
報
道
す
る
た
め
に
1
8
7
7
年

（
明
治
10
年
）に
創
刊
さ
れ
た「
筑
紫

新
聞
」が
西
日
本
新
聞
の
源
流
で
す
。

　
筑
紫
新
聞
は
創
刊
後
、幾
度
か
の

紙
名
変
更
を
経
て
1
8
8
0
年（
明

治
13
年
）に
福
岡
初
の
日
刊
紙
と
な
る

「
福
岡
日
日
新
聞
」の
発
刊
へ
と
至

り
、さ
ら
に
九
州
各
地
に
支
局
を
開
設

し
現
在
の
西
日
本
新
聞
地
方
版
の
源

流
で
あ
る「
佐
賀
日
日
新
聞
」や「
熊

本
日
日
新
聞（
現
在
の
熊
本
日
日
新

聞
と
は
無
関
係
）」、「
佐
世
保
日
日
新

聞
」な
ど
を
発
刊
。そ
し
て
1
9
4
2

年（
昭
和
17
年
）8
月
、国
の
1
県
1

紙
政
策
に
よ
り
地
元
の
ラ
イ
バ
ル
紙

だ
っ
た
九
州
日
報
と
統
合
し
て「
西
日

本
新
聞
」が
誕
生
し
、翌
1
9
4
3
年

（
昭
和
18
年
）に
株
式
会
社
西
日
本
新

聞
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

や
ス
ポ
ー
ツ
情
報
を
伝
え
る「
西
ス
ポ

プ
ラ
ス
」、そ
し
て
昨
年
10
月
に
は「
西

日
本
新
聞
電
子
版
」を
リ
リ
ー
ス
し
、

西
日
本
新
聞
の
全
て
の
紙
面
を
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、タ
ブ
レ
ッ
ト
で

ご
覧
頂
け
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

（
※
2
）1
9
3
2
年（
昭
和
7
年
）に
起
こ
っ
た

五
・一
五
事
件
の
際
に
、大
手
新
聞
社

が
軒
並
み
軍
部
支
持
の
記
事
を
掲
げ

る
中
で
、唯
一
軍
部
を
厳
し
く
批
判
す

る
記
事
を
掲
載
し
た
西
日
本
新
聞（
当

時
は
福
岡
日
日
新
聞
）の
編
集
局
長

新
聞
の
販
売
と
広
告
の

二
大
収
益
源
に
続
く
新
事
業
を
模
索

　
新
聞
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
日

に
日
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
情
報
ソ
ー

ス
の
多
様
化
や
活
字
離
れ
に
よ
り
、新

聞
の
販
売
収
入
と
広
告
収
入
は
と
も
に

減
少
を
続
け
、こ
こ
数
年
は
、全
国
の
新

聞
の
発
行
部
数
が
毎
年
1
0
0
万
部

程
度（
西
日
本
新
聞
の
発
行
部
数
の
約

1.5
倍
）減
少
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
状

況
の
中
、西
日
本
新
聞
グ
ル
ー
プ
で
は

新
聞
は
今
年
創
刊
1
4
0
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ

る
新
聞
で
あ
り
続
け
る
に
は
、質
の
高

い
情
報
を
発
信
し
続
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。新
聞
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
く
な
る
中
、報
道
に
十
分
な
資

源
を
割
く
た
め
に
は
、新
聞
以
外
の
事

業
で
の
収
益
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、グ
ル
ー
プ
全
体
の
力
を
結
集
し

て
収
益
構
造
の
改
革
を
着
実
に
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、新
聞
紙
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
様
々
な
媒
体

で
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
情
報
を

お
届
け
す
る「
総
合
メ
デ
ィ
ア
企

業
」と
な
り
、今
後
も
地
元
九
州
の

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、我
が
社
で
は
菊
竹

ろ
っ
こ
六
皷（
※
2
）を
は
じ
め
と
し
た
先
輩
方

か
ら
受
け
継
い
で
き
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
精
神
の
も
と
、新
聞
社
の
責
務
を
果

た
す
べ
く
、九
州
全
域
に
加
え
東
京
や

大
阪
、そ
し
て
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た

諸
外
国
に
独
自
の
取
材
網
を
張
り
巡

ら
せ
て
、そ
の
時
々
の
最
新
情
報
の
収

集
・
発
信
に
務
め
て
い
ま
す
。記
事
の

中
身
に
つ
い
て
も
、記
者
に
よ
る
丹
念

な
取
材
と
、九
州
の
視
点
か
ら
の
論

説
・
解
説
を
行
う
こ
と
で
、九
州
に
住

む
人
に
と
っ
て
よ
り
身
近
に
感
じ
ら

れ
、か
つ
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
紙
媒
体
の
新
聞
を
発
行
し
て
い
る
新

聞
社
に
対
し
て
、ア
ナ
ロ
グ
な
会
社
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
の
情
報
発
信

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。1
9
9
5

年（
平
成
7
年
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
に
始
ま
り
、ウ
ェ
ブ
上
で
九
州
の
経

済
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る「

キ
ュ
ー
ビ
ズ

q
B
i
z
」

将
来
の
生
き
残
り
に
向
け
て
、新
聞
以

外
の
事
業
で
収
益
を
獲
得
で
き
る
体

制
の
構
築
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
情
報
や
そ
の
伝
達
手
段
で
あ
る
メ

デ
ィ
ア
に
関
連
す
る
事
業
と
し
て
、ウ
ェ

ブ
の
制
作
や
地
元
に
密
着
し
た
生
活

情
報
紙
の
発
行
、さ
ら
に
は
セ
ミ
ナ
ー

や
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
っ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
や
運
営
な
ど
、様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、

グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
総
合
広
告
会

社
の「
株
式
会
社

に
し
こ
う

西
広
」は
、全
国
的

に
話
題
に
な
っ
た
、お
ん
せ
ん
県
お
お

い
た
の
P
R
動
画「
シ
ン
フ
ロ
」を
制

作
す
る
な
ど
、従
来
の
広
告
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
、常
に
新
し
い
発
想
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
提
案
し
て
お
り
、

高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、情
報
・メ
デ
ィ
ア
関
連
以

外
の
事
業
と
し
て
不
動
産
事
業
を

強
化
し
て
い
ま
す
。昨
年
社
内
に

「
不
動
産
部
」を
立
ち
上
げ
、自
社

で
所
有
し
て
い
る
西
日
本
新
聞
会

館
や
西
日
本
エ
ル
ガ
ー
ラ
ビ
ル
等

の
不
動
産
を
有
効
活
用
し
た
新
た
な

収
益
の
柱
と
し
て
育
て
て
い
ま
す
。そ

の
他
、社
内
公
募
な
ど
で
ア
イ
デ
ィ
ア

を
募
り
な
が
ら
、新
規
事
業
も
立
ち
上

げ
る
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、「
商
品
戦
略
特
命
チ
ー

ム
」を
立
ち
上
げ
、朝
刊
、夕
刊
、ス

ポ
ー
ツ
紙
と
い
う
今
の
我
が
社
の
商

品（
新
聞
）を
読
ん
で
い
な
い
方
々
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
媒
体
は
何
な
の
か
と
い

う
視
点
か
ら
、新
た
な
媒
体
づ
く
り
に

向
け
た
研
究
も
始
め
て
い
ま
す
。

　
約
20
社
あ
る
グ
ル
ー
プ
企
業
の
改

革
に
よ
り
、新
聞
事
業
に
シ
ナ
ジ
ー
を

も
た
ら
さ
な
い
グ
ル
ー
プ
企
業
は
他
社

と
の
連
携
や
M
＆
A
等
を
通
し
て
新

規
事
業
の
発
掘
に
努
め
る
な
ど
、そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
の
役
割
整
理
と
効
率
化

も
進
め
て
い
ま
す
。

九
州
一
信
頼
さ
れ
る

「
総
合
メ
デ
ィ
ア
企
業
」に

　
九
州
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、西
日
本

編集局に掲げられている西日本新聞社の編集綱領

見学風景

新聞社の
さまざまな仕事

記　者

広　

告

編

　集

校

　閲
記　者

広　

告

編

　集

校
　閲

西
日
本
新
聞
社
の
歴
史

西日本新聞の源流
「筑紫新聞」

明治13年、福岡初の日刊紙
「福岡日日新聞」発刊

「福岡日日新聞」の
編集局長・菊竹六皷

昭和17年、「福岡日日新聞」
と「九州日報」が合併し、
西日本新聞創刊

昭和50年、現在の
西日本新聞会館が完工

ジャーナリズムの
精神で、質の高い
情報を九州の皆様に
お届けします。

信頼できる
情報を届け、
地域づくりに貢献
しておられますね。

柴戸頭取▶◀柴田社長
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後
、1
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、地
域
密
着
型
ス
ポ
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ツ
新
聞「
西
日

本
ス
ポ
ー
ツ
」を
創
刊
。現
在
西
日
本

新
聞
は
、福
岡
を
中
心
に
九
州
全
域
を

販
売
エ
リ
ア
と
す
る
ブ
ロッ
ク
紙（
※
１
）

と
し
て
、九
州
域
内
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

発
行
部
数（
朝
刊
発
行
部
数
：
66
万
部

／
日
）を
誇
り
、地
元
の
身
近
な
話
題
か

ら
世
界
の
動
き
ま
で
、幅
広
い
情
報
を

九
州
の
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

（
※
１
）販
売
地
域
が
複
数
の
都
府
県
に
ま
た

が
る
地
方
紙

信
頼
で
き
る
質
の
高
い
情
報
を

届
け
る
こ
と
が
使
命

　
わ
た
し
た
ち
新
聞
社
の
最
も
重
要

な
使
命
は
、信
頼
で
き
る
質
の
高
い
情

報
を
お
届
け
す
る
こ
と
で
す
。近
年

は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い

憶
測
や
デ
マ
も
含
め
た
様
々
な
情
報
が

あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、新

聞
社
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
は
さ

ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

西
南
戦
争
を
機
に
創
刊
し
て

1
4
0
年

　
西
日
本
新
聞
は
今
年
創
刊
1
4
0

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。西
南
戦
争
の
戦

況
を
報
道
す
る
た
め
に
1
8
7
7
年

（
明
治
10
年
）に
創
刊
さ
れ
た「
筑
紫

新
聞
」が
西
日
本
新
聞
の
源
流
で
す
。

　
筑
紫
新
聞
は
創
刊
後
、幾
度
か
の

紙
名
変
更
を
経
て
1
8
8
0
年（
明

治
13
年
）に
福
岡
初
の
日
刊
紙
と
な
る

「
福
岡
日
日
新
聞
」の
発
刊
へ
と
至

り
、さ
ら
に
九
州
各
地
に
支
局
を
開
設

し
現
在
の
西
日
本
新
聞
地
方
版
の
源

流
で
あ
る「
佐
賀
日
日
新
聞
」や「
熊

本
日
日
新
聞（
現
在
の
熊
本
日
日
新

聞
と
は
無
関
係
）」、「
佐
世
保
日
日
新

聞
」な
ど
を
発
刊
。そ
し
て
1
9
4
2

年（
昭
和
17
年
）8
月
、国
の
1
県
1

紙
政
策
に
よ
り
地
元
の
ラ
イ
バ
ル
紙

だ
っ
た
九
州
日
報
と
統
合
し
て「
西
日

本
新
聞
」が
誕
生
し
、翌
1
9
4
3
年

（
昭
和
18
年
）に
株
式
会
社
西
日
本
新

聞
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

や
ス
ポ
ー
ツ
情
報
を
伝
え
る「
西
ス
ポ

プ
ラ
ス
」、そ
し
て
昨
年
10
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に
は「
西

日
本
新
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電
子
版
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リ
リ
ー
ス
し
、

西
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本
新
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の
全
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面
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パ
ソ
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や
ス
マ
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ト
フ
ォ
ン
、タ
ブ
レ
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ト
で

ご
覧
頂
け
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

（
※
2
）1
9
3
2
年（
昭
和
7
年
）に
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こ
っ
た

五
・一
五
事
件
の
際
に
、大
手
新
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社

が
軒
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み
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部
支
持
の
記
事
を
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げ

る
中
で
、唯
一
軍
部
を
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批
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る
記
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を
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た
西
日
本
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当
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は
福
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日
日
新
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）の
編
集
局
長
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の
販
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と
広
告
の

二
大
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益
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に
続
く
新
事
業
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新
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界
を
取
り
巻
く
環
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は
日

に
日
に
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し
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を
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て
い
ま
す
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に
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情
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や
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字
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れ
に
よ
り
、新
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の
販
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収
入
と
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収
入
は
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に
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を
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け
、こ
こ
数
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は
、全
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の
新

聞
の
発
行
部
数
が
毎
年
1
0
0
万
部

程
度（
西
日
本
新
聞
の
発
行
部
数
の
約

1.5
倍
）減
少
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
状

況
の
中
、西
日
本
新
聞
グ
ル
ー
プ
で
は

新
聞
は
今
年
創
刊
1
4
0
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ

る
新
聞
で
あ
り
続
け
る
に
は
、質
の
高

い
情
報
を
発
信
し
続
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。新
聞
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
く
な
る
中
、報
道
に
十
分
な
資

源
を
割
く
た
め
に
は
、新
聞
以
外
の
事

業
で
の
収
益
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、グ
ル
ー
プ
全
体
の
力
を
結
集
し

て
収
益
構
造
の
改
革
を
着
実
に
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、新
聞
紙
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
様
々
な
媒
体

で
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
情
報
を

お
届
け
す
る「
総
合
メ
デ
ィ
ア
企

業
」と
な
り
、今
後
も
地
元
九
州
の

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、我
が
社
で
は
菊
竹

ろ
っ
こ
六
皷（
※
2
）を
は
じ
め
と
し
た
先
輩
方

か
ら
受
け
継
い
で
き
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
精
神
の
も
と
、新
聞
社
の
責
務
を
果

た
す
べ
く
、九
州
全
域
に
加
え
東
京
や

大
阪
、そ
し
て
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た

諸
外
国
に
独
自
の
取
材
網
を
張
り
巡

ら
せ
て
、そ
の
時
々
の
最
新
情
報
の
収

集
・
発
信
に
務
め
て
い
ま
す
。記
事
の

中
身
に
つ
い
て
も
、記
者
に
よ
る
丹
念

な
取
材
と
、九
州
の
視
点
か
ら
の
論

説
・
解
説
を
行
う
こ
と
で
、九
州
に
住

む
人
に
と
っ
て
よ
り
身
近
に
感
じ
ら

れ
、か
つ
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
紙
媒
体
の
新
聞
を
発
行
し
て
い
る
新

聞
社
に
対
し
て
、ア
ナ
ロ
グ
な
会
社
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
の
情
報
発
信

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。1
9
9
5

年（
平
成
7
年
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
に
始
ま
り
、ウ
ェ
ブ
上
で
九
州
の
経

済
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る「

キ
ュ
ー
ビ
ズ

q
B
i
z
」

将
来
の
生
き
残
り
に
向
け
て
、新
聞
以

外
の
事
業
で
収
益
を
獲
得
で
き
る
体

制
の
構
築
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
情
報
や
そ
の
伝
達
手
段
で
あ
る
メ

デ
ィ
ア
に
関
連
す
る
事
業
と
し
て
、ウ
ェ

ブ
の
制
作
や
地
元
に
密
着
し
た
生
活

情
報
紙
の
発
行
、さ
ら
に
は
セ
ミ
ナ
ー

や
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
っ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
や
運
営
な
ど
、様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、

グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
総
合
広
告
会

社
の「
株
式
会
社

に
し
こ
う

西
広
」は
、全
国
的

に
話
題
に
な
っ
た
、お
ん
せ
ん
県
お
お

い
た
の
P
R
動
画「
シ
ン
フ
ロ
」を
制

作
す
る
な
ど
、従
来
の
広
告
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
、常
に
新
し
い
発
想
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
提
案
し
て
お
り
、

高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、情
報
・メ
デ
ィ
ア
関
連
以

外
の
事
業
と
し
て
不
動
産
事
業
を

強
化
し
て
い
ま
す
。昨
年
社
内
に

「
不
動
産
部
」を
立
ち
上
げ
、自
社

で
所
有
し
て
い
る
西
日
本
新
聞
会

館
や
西
日
本
エ
ル
ガ
ー
ラ
ビ
ル
等

の
不
動
産
を
有
効
活
用
し
た
新
た
な

収
益
の
柱
と
し
て
育
て
て
い
ま
す
。そ

の
他
、社
内
公
募
な
ど
で
ア
イ
デ
ィ
ア

を
募
り
な
が
ら
、新
規
事
業
も
立
ち
上

げ
る
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、「
商
品
戦
略
特
命
チ
ー

ム
」を
立
ち
上
げ
、朝
刊
、夕
刊
、ス

ポ
ー
ツ
紙
と
い
う
今
の
我
が
社
の
商

品（
新
聞
）を
読
ん
で
い
な
い
方
々
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
媒
体
は
何
な
の
か
と
い

う
視
点
か
ら
、新
た
な
媒
体
づ
く
り
に

向
け
た
研
究
も
始
め
て
い
ま
す
。

　
約
20
社
あ
る
グ
ル
ー
プ
企
業
の
改

革
に
よ
り
、新
聞
事
業
に
シ
ナ
ジ
ー
を

も
た
ら
さ
な
い
グ
ル
ー
プ
企
業
は
他
社

と
の
連
携
や
M
＆
A
等
を
通
し
て
新

規
事
業
の
発
掘
に
努
め
る
な
ど
、そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
の
役
割
整
理
と
効
率
化

も
進
め
て
い
ま
す
。

九
州
一
信
頼
さ
れ
る

「
総
合
メ
デ
ィ
ア
企
業
」に

　
九
州
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、西
日
本

編集局に掲げられている西日本新聞社の編集綱領

見学風景

新聞社の
さまざまな仕事

記　者

広　

告

編

　集

校

　閲
記　者

広　

告

編

　集

校
　閲

西
日
本
新
聞
社
の
歴
史

西日本新聞の源流
「筑紫新聞」

明治13年、福岡初の日刊紙
「福岡日日新聞」発刊

「福岡日日新聞」の
編集局長・菊竹六皷

昭和17年、「福岡日日新聞」
と「九州日報」が合併し、
西日本新聞創刊

昭和50年、現在の
西日本新聞会館が完工

ジャーナリズムの
精神で、質の高い
情報を九州の皆様に
お届けします。

信頼できる
情報を届け、
地域づくりに貢献
しておられますね。

柴戸頭取▶◀柴田社長
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そ
の
後
、1
9
5
5
年（
昭
和
30
年
）

に
、地
域
密
着
型
ス
ポ
ー
ツ
新
聞「
西
日

本
ス
ポ
ー
ツ
」を
創
刊
。現
在
西
日
本

新
聞
は
、福
岡
を
中
心
に
九
州
全
域
を

販
売
エ
リ
ア
と
す
る
ブ
ロッ
ク
紙（
※
１
）

と
し
て
、九
州
域
内
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

発
行
部
数（
朝
刊
発
行
部
数
：
66
万
部

／
日
）を
誇
り
、地
元
の
身
近
な
話
題
か

ら
世
界
の
動
き
ま
で
、幅
広
い
情
報
を

九
州
の
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

（
※
１
）販
売
地
域
が
複
数
の
都
府
県
に
ま
た

が
る
地
方
紙

信
頼
で
き
る
質
の
高
い
情
報
を

届
け
る
こ
と
が
使
命

　
わ
た
し
た
ち
新
聞
社
の
最
も
重
要

な
使
命
は
、信
頼
で
き
る
質
の
高
い
情

報
を
お
届
け
す
る
こ
と
で
す
。近
年

は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い

憶
測
や
デ
マ
も
含
め
た
様
々
な
情
報
が

あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、新

聞
社
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
は
さ

ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

西
南
戦
争
を
機
に
創
刊
し
て

1
4
0
年

　
西
日
本
新
聞
は
今
年
創
刊
1
4
0

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。西
南
戦
争
の
戦

況
を
報
道
す
る
た
め
に
1
8
7
7
年

（
明
治
10
年
）に
創
刊
さ
れ
た「
筑
紫

新
聞
」が
西
日
本
新
聞
の
源
流
で
す
。

　
筑
紫
新
聞
は
創
刊
後
、幾
度
か
の

紙
名
変
更
を
経
て
1
8
8
0
年（
明

治
13
年
）に
福
岡
初
の
日
刊
紙
と
な
る

「
福
岡
日
日
新
聞
」の
発
刊
へ
と
至

り
、さ
ら
に
九
州
各
地
に
支
局
を
開
設

し
現
在
の
西
日
本
新
聞
地
方
版
の
源

流
で
あ
る「
佐
賀
日
日
新
聞
」や「
熊

本
日
日
新
聞（
現
在
の
熊
本
日
日
新

聞
と
は
無
関
係
）」、「
佐
世
保
日
日
新

聞
」な
ど
を
発
刊
。そ
し
て
1
9
4
2

年（
昭
和
17
年
）8
月
、国
の
1
県
1

紙
政
策
に
よ
り
地
元
の
ラ
イ
バ
ル
紙

だ
っ
た
九
州
日
報
と
統
合
し
て「
西
日

本
新
聞
」が
誕
生
し
、翌
1
9
4
3
年

（
昭
和
18
年
）に
株
式
会
社
西
日
本
新

聞
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

や
ス
ポ
ー
ツ
情
報
を
伝
え
る「
西
ス
ポ

プ
ラ
ス
」、そ
し
て
昨
年
10
月
に
は「
西

日
本
新
聞
電
子
版
」を
リ
リ
ー
ス
し
、

西
日
本
新
聞
の
全
て
の
紙
面
を
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、タ
ブ
レ
ッ
ト
で

ご
覧
頂
け
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

（
※
2
）1
9
3
2
年（
昭
和
7
年
）に
起
こ
っ
た

五
・一
五
事
件
の
際
に
、大
手
新
聞
社

が
軒
並
み
軍
部
支
持
の
記
事
を
掲
げ

る
中
で
、唯
一
軍
部
を
厳
し
く
批
判
す

る
記
事
を
掲
載
し
た
西
日
本
新
聞（
当

時
は
福
岡
日
日
新
聞
）の
編
集
局
長

新
聞
の
販
売
と
広
告
の

二
大
収
益
源
に
続
く
新
事
業
を
模
索

　
新
聞
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
日

に
日
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
情
報
ソ
ー

ス
の
多
様
化
や
活
字
離
れ
に
よ
り
、新

聞
の
販
売
収
入
と
広
告
収
入
は
と
も
に

減
少
を
続
け
、こ
こ
数
年
は
、全
国
の
新

聞
の
発
行
部
数
が
毎
年
1
0
0
万
部

程
度（
西
日
本
新
聞
の
発
行
部
数
の
約

1.5
倍
）減
少
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
状

況
の
中
、西
日
本
新
聞
グ
ル
ー
プ
で
は

新
聞
は
今
年
創
刊
1
4
0
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ

る
新
聞
で
あ
り
続
け
る
に
は
、質
の
高

い
情
報
を
発
信
し
続
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。新
聞
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
く
な
る
中
、報
道
に
十
分
な
資

源
を
割
く
た
め
に
は
、新
聞
以
外
の
事

業
で
の
収
益
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、グ
ル
ー
プ
全
体
の
力
を
結
集
し

て
収
益
構
造
の
改
革
を
着
実
に
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、新
聞
紙
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
様
々
な
媒
体

で
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
情
報
を

お
届
け
す
る「
総
合
メ
デ
ィ
ア
企

業
」と
な
り
、今
後
も
地
元
九
州
の

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、我
が
社
で
は
菊
竹

ろ
っ
こ
六
皷（
※
2
）を
は
じ
め
と
し
た
先
輩
方

か
ら
受
け
継
い
で
き
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
精
神
の
も
と
、新
聞
社
の
責
務
を
果

た
す
べ
く
、九
州
全
域
に
加
え
東
京
や

大
阪
、そ
し
て
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た

諸
外
国
に
独
自
の
取
材
網
を
張
り
巡

ら
せ
て
、そ
の
時
々
の
最
新
情
報
の
収

集
・
発
信
に
務
め
て
い
ま
す
。記
事
の

中
身
に
つ
い
て
も
、記
者
に
よ
る
丹
念

な
取
材
と
、九
州
の
視
点
か
ら
の
論

説
・
解
説
を
行
う
こ
と
で
、九
州
に
住

む
人
に
と
っ
て
よ
り
身
近
に
感
じ
ら

れ
、か
つ
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
紙
媒
体
の
新
聞
を
発
行
し
て
い
る
新

聞
社
に
対
し
て
、ア
ナ
ロ
グ
な
会
社
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
の
情
報
発
信

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。1
9
9
5

年（
平
成
7
年
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
に
始
ま
り
、ウ
ェ
ブ
上
で
九
州
の
経

済
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る「

キ
ュ
ー
ビ
ズ

q
B
i
z
」

▲2列目左4番目から柴田社長、柴戸頭取、立花本店営業部長（福岡銀行）

将
来
の
生
き
残
り
に
向
け
て
、新
聞
以

外
の
事
業
で
収
益
を
獲
得
で
き
る
体

制
の
構
築
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
情
報
や
そ
の
伝
達
手
段
で
あ
る
メ

デ
ィ
ア
に
関
連
す
る
事
業
と
し
て
、ウ
ェ

ブ
の
制
作
や
地
元
に
密
着
し
た
生
活

情
報
紙
の
発
行
、さ
ら
に
は
セ
ミ
ナ
ー

や
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
っ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
や
運
営
な
ど
、様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、

グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
総
合
広
告
会

社
の「
株
式
会
社

に
し
こ
う

西
広
」は
、全
国
的

に
話
題
に
な
っ
た
、お
ん
せ
ん
県
お
お

い
た
の
P
R
動
画「
シ
ン
フ
ロ
」を
制

作
す
る
な
ど
、従
来
の
広
告
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
、常
に
新
し
い
発
想
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
提
案
し
て
お
り
、

高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、情
報
・メ
デ
ィ
ア
関
連
以

外
の
事
業
と
し
て
不
動
産
事
業
を

強
化
し
て
い
ま
す
。昨
年
社
内
に

「
不
動
産
部
」を
立
ち
上
げ
、自
社

で
所
有
し
て
い
る
西
日
本
新
聞
会

館
や
西
日
本
エ
ル
ガ
ー
ラ
ビ
ル
等

の
不
動
産
を
有
効
活
用
し
た
新
た
な

収
益
の
柱
と
し
て
育
て
て
い
ま
す
。そ

の
他
、社
内
公
募
な
ど
で
ア
イ
デ
ィ
ア

を
募
り
な
が
ら
、新
規
事
業
も
立
ち
上

げ
る
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、「
商
品
戦
略
特
命
チ
ー

ム
」を
立
ち
上
げ
、朝
刊
、夕
刊
、ス

ポ
ー
ツ
紙
と
い
う
今
の
我
が
社
の
商

品（
新
聞
）を
読
ん
で
い
な
い
方
々
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
媒
体
は
何
な
の
か
と
い

う
視
点
か
ら
、新
た
な
媒
体
づ
く
り
に

向
け
た
研
究
も
始
め
て
い
ま
す
。

　
約
20
社
あ
る
グ
ル
ー
プ
企
業
の
改

革
に
よ
り
、新
聞
事
業
に
シ
ナ
ジ
ー
を

も
た
ら
さ
な
い
グ
ル
ー
プ
企
業
は
他
社

と
の
連
携
や
M
＆
A
等
を
通
し
て
新

規
事
業
の
発
掘
に
努
め
る
な
ど
、そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
の
役
割
整
理
と
効
率
化

も
進
め
て
い
ま
す
。

九
州
一
信
頼
さ
れ
る

「
総
合
メ
デ
ィ
ア
企
業
」に

　
九
州
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、西
日
本

福岡銀行
取締役頭取 柴戸 　成

◎インタビューを終えて

　明治時代から140年もの間、その時々の情報を広く読者の方々に届けられ、
情報の面から九州の発展を支えてこられました。本日見学させて頂いた編集
局では、当社で脈々と受け継がれている、質の高い正確な情報を読者に届け
ようという姿勢を目の当たりにし、このジャーナリズム精神こそが西日本新聞
に対する読者の信頼の高さにつながっているのだと実感しました。
　質の高い情報を届けるだけでなく、様々な活動を通して地域を盛り上げて
こられた当社が、今後も九州の発展を支える存在として、ますます繁栄される
ことを祈念いたします。
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株式会社 西日本新聞社株式会社 西日本新聞社

　
そ
の
後
、1
9
5
5
年（
昭
和
30
年
）

に
、地
域
密
着
型
ス
ポ
ー
ツ
新
聞「
西
日

本
ス
ポ
ー
ツ
」を
創
刊
。現
在
西
日
本

新
聞
は
、福
岡
を
中
心
に
九
州
全
域
を

販
売
エ
リ
ア
と
す
る
ブ
ロッ
ク
紙（
※
１
）

と
し
て
、九
州
域
内
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

発
行
部
数（
朝
刊
発
行
部
数
：
66
万
部

／
日
）を
誇
り
、地
元
の
身
近
な
話
題
か

ら
世
界
の
動
き
ま
で
、幅
広
い
情
報
を

九
州
の
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

（
※
１
）販
売
地
域
が
複
数
の
都
府
県
に
ま
た

が
る
地
方
紙

信
頼
で
き
る
質
の
高
い
情
報
を

届
け
る
こ
と
が
使
命

　
わ
た
し
た
ち
新
聞
社
の
最
も
重
要

な
使
命
は
、信
頼
で
き
る
質
の
高
い
情

報
を
お
届
け
す
る
こ
と
で
す
。近
年

は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い

憶
測
や
デ
マ
も
含
め
た
様
々
な
情
報
が

あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、新

聞
社
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
は
さ

ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

西
南
戦
争
を
機
に
創
刊
し
て

1
4
0
年

　
西
日
本
新
聞
は
今
年
創
刊
1
4
0

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。西
南
戦
争
の
戦

況
を
報
道
す
る
た
め
に
1
8
7
7
年

（
明
治
10
年
）に
創
刊
さ
れ
た「
筑
紫

新
聞
」が
西
日
本
新
聞
の
源
流
で
す
。

　
筑
紫
新
聞
は
創
刊
後
、幾
度
か
の

紙
名
変
更
を
経
て
1
8
8
0
年（
明

治
13
年
）に
福
岡
初
の
日
刊
紙
と
な
る

「
福
岡
日
日
新
聞
」の
発
刊
へ
と
至

り
、さ
ら
に
九
州
各
地
に
支
局
を
開
設

し
現
在
の
西
日
本
新
聞
地
方
版
の
源

流
で
あ
る「
佐
賀
日
日
新
聞
」や「
熊

本
日
日
新
聞（
現
在
の
熊
本
日
日
新

聞
と
は
無
関
係
）」、「
佐
世
保
日
日
新

聞
」な
ど
を
発
刊
。そ
し
て
1
9
4
2

年（
昭
和
17
年
）8
月
、国
の
1
県
1

紙
政
策
に
よ
り
地
元
の
ラ
イ
バ
ル
紙

だ
っ
た
九
州
日
報
と
統
合
し
て「
西
日

本
新
聞
」が
誕
生
し
、翌
1
9
4
3
年

（
昭
和
18
年
）に
株
式
会
社
西
日
本
新

聞
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

や
ス
ポ
ー
ツ
情
報
を
伝
え
る「
西
ス
ポ

プ
ラ
ス
」、そ
し
て
昨
年
10
月
に
は「
西

日
本
新
聞
電
子
版
」を
リ
リ
ー
ス
し
、

西
日
本
新
聞
の
全
て
の
紙
面
を
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、タ
ブ
レ
ッ
ト
で

ご
覧
頂
け
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

（
※
2
）1
9
3
2
年（
昭
和
7
年
）に
起
こ
っ
た

五
・一
五
事
件
の
際
に
、大
手
新
聞
社

が
軒
並
み
軍
部
支
持
の
記
事
を
掲
げ

る
中
で
、唯
一
軍
部
を
厳
し
く
批
判
す

る
記
事
を
掲
載
し
た
西
日
本
新
聞（
当

時
は
福
岡
日
日
新
聞
）の
編
集
局
長

新
聞
の
販
売
と
広
告
の

二
大
収
益
源
に
続
く
新
事
業
を
模
索

　
新
聞
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
日

に
日
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
情
報
ソ
ー

ス
の
多
様
化
や
活
字
離
れ
に
よ
り
、新

聞
の
販
売
収
入
と
広
告
収
入
は
と
も
に

減
少
を
続
け
、こ
こ
数
年
は
、全
国
の
新

聞
の
発
行
部
数
が
毎
年
1
0
0
万
部

程
度（
西
日
本
新
聞
の
発
行
部
数
の
約

1.5
倍
）減
少
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
状

況
の
中
、西
日
本
新
聞
グ
ル
ー
プ
で
は

新
聞
は
今
年
創
刊
1
4
0
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ

る
新
聞
で
あ
り
続
け
る
に
は
、質
の
高

い
情
報
を
発
信
し
続
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。新
聞
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
く
な
る
中
、報
道
に
十
分
な
資

源
を
割
く
た
め
に
は
、新
聞
以
外
の
事

業
で
の
収
益
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、グ
ル
ー
プ
全
体
の
力
を
結
集
し

て
収
益
構
造
の
改
革
を
着
実
に
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、新
聞
紙
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
様
々
な
媒
体

で
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
情
報
を

お
届
け
す
る「
総
合
メ
デ
ィ
ア
企

業
」と
な
り
、今
後
も
地
元
九
州
の

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、我
が
社
で
は
菊
竹

ろ
っ
こ
六
皷（
※
2
）を
は
じ
め
と
し
た
先
輩
方

か
ら
受
け
継
い
で
き
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
精
神
の
も
と
、新
聞
社
の
責
務
を
果

た
す
べ
く
、九
州
全
域
に
加
え
東
京
や

大
阪
、そ
し
て
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た

諸
外
国
に
独
自
の
取
材
網
を
張
り
巡

ら
せ
て
、そ
の
時
々
の
最
新
情
報
の
収

集
・
発
信
に
務
め
て
い
ま
す
。記
事
の

中
身
に
つ
い
て
も
、記
者
に
よ
る
丹
念

な
取
材
と
、九
州
の
視
点
か
ら
の
論

説
・
解
説
を
行
う
こ
と
で
、九
州
に
住

む
人
に
と
っ
て
よ
り
身
近
に
感
じ
ら

れ
、か
つ
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
紙
媒
体
の
新
聞
を
発
行
し
て
い
る
新

聞
社
に
対
し
て
、ア
ナ
ロ
グ
な
会
社
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
の
情
報
発
信

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。1
9
9
5

年（
平
成
7
年
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
に
始
ま
り
、ウ
ェ
ブ
上
で
九
州
の
経

済
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る「

キ
ュ
ー
ビ
ズ

q
B
i
z
」

▲2列目左4番目から柴田社長、柴戸頭取、立花本店営業部長（福岡銀行）

将
来
の
生
き
残
り
に
向
け
て
、新
聞
以

外
の
事
業
で
収
益
を
獲
得
で
き
る
体

制
の
構
築
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
情
報
や
そ
の
伝
達
手
段
で
あ
る
メ

デ
ィ
ア
に
関
連
す
る
事
業
と
し
て
、ウ
ェ

ブ
の
制
作
や
地
元
に
密
着
し
た
生
活

情
報
紙
の
発
行
、さ
ら
に
は
セ
ミ
ナ
ー

や
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
っ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
や
運
営
な
ど
、様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、

グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
総
合
広
告
会

社
の「
株
式
会
社

に
し
こ
う

西
広
」は
、全
国
的

に
話
題
に
な
っ
た
、お
ん
せ
ん
県
お
お

い
た
の
P
R
動
画「
シ
ン
フ
ロ
」を
制

作
す
る
な
ど
、従
来
の
広
告
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
、常
に
新
し
い
発
想
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
提
案
し
て
お
り
、

高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、情
報
・メ
デ
ィ
ア
関
連
以

外
の
事
業
と
し
て
不
動
産
事
業
を

強
化
し
て
い
ま
す
。昨
年
社
内
に

「
不
動
産
部
」を
立
ち
上
げ
、自
社

で
所
有
し
て
い
る
西
日
本
新
聞
会

館
や
西
日
本
エ
ル
ガ
ー
ラ
ビ
ル
等

の
不
動
産
を
有
効
活
用
し
た
新
た
な

収
益
の
柱
と
し
て
育
て
て
い
ま
す
。そ

の
他
、社
内
公
募
な
ど
で
ア
イ
デ
ィ
ア

を
募
り
な
が
ら
、新
規
事
業
も
立
ち
上

げ
る
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、「
商
品
戦
略
特
命
チ
ー

ム
」を
立
ち
上
げ
、朝
刊
、夕
刊
、ス

ポ
ー
ツ
紙
と
い
う
今
の
我
が
社
の
商

品（
新
聞
）を
読
ん
で
い
な
い
方
々
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
媒
体
は
何
な
の
か
と
い

う
視
点
か
ら
、新
た
な
媒
体
づ
く
り
に

向
け
た
研
究
も
始
め
て
い
ま
す
。

　
約
20
社
あ
る
グ
ル
ー
プ
企
業
の
改

革
に
よ
り
、新
聞
事
業
に
シ
ナ
ジ
ー
を

も
た
ら
さ
な
い
グ
ル
ー
プ
企
業
は
他
社

と
の
連
携
や
M
＆
A
等
を
通
し
て
新

規
事
業
の
発
掘
に
努
め
る
な
ど
、そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
の
役
割
整
理
と
効
率
化

も
進
め
て
い
ま
す
。

九
州
一
信
頼
さ
れ
る

「
総
合
メ
デ
ィ
ア
企
業
」に

　
九
州
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、西
日
本

福岡銀行
取締役頭取 柴戸 　成

◎インタビューを終えて

　明治時代から140年もの間、その時々の情報を広く読者の方々に届けられ、
情報の面から九州の発展を支えてこられました。本日見学させて頂いた編集
局では、当社で脈々と受け継がれている、質の高い正確な情報を読者に届け
ようという姿勢を目の当たりにし、このジャーナリズム精神こそが西日本新聞
に対する読者の信頼の高さにつながっているのだと実感しました。
　質の高い情報を届けるだけでなく、様々な活動を通して地域を盛り上げて
こられた当社が、今後も九州の発展を支える存在として、ますます繁栄される
ことを祈念いたします。
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そ
の
後
1
9
6
0
年（
昭
和
35
年
）、

熊
本
の
特
産
品
で
あ
る
辛
子
蓮
根

や
、コ
ロ
ッ
ケ
、魚
フ
ラ
イ
等
の
惣
菜
の

製
造
を
始
め
ま
し
た
が
、高
度
経
済

成
長
が
陰
り
を
見
せ
る
オ
イ
ル
シ
ョッ

ク（
1
9
7
3
年（
昭
和
48
年
））の
頃

に
は
、折
か
ら
の
消
費
低
迷
と
冷
凍
食

品
の
普
及
も
重
な
り
、思
う
よ
う
に
売

上
を
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
ん
な
折
、起
死
回
生
を
狙
お
う

と
、辛
子
蓮
根
の
製
造
に
注
力
し
、東

京
で
の
販
売
に
的
を
絞
り
ま
し
た
。し

か
し
、辛
子
蓮
根
事
業
も
上
手
く
い
き

ま
せ
ん
。理
由
は
、東
京
進
出
を
決
め

た
矢
先
に
、他
社
が
製
造
し
た
辛
子
蓮

根
の
中
毒
事
件（
※
1
）が
発
生
し
た
た

め
で
、我
が
社
は
危
機
的
な
状
況
に
追

い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
状
況
か
ら
救
っ
て
く
れ
た
の

が
、今
の
事
業
で
あ
る「
南
関
あ
げ
」

（
※
2
）で
し
た
。南
関
あ
げ
は
熊
本
の

も
う
一
つ
の
特
産
品
で
あ
り
、我
が
社

に
と
っ
て
の
救
世
主
と
な
り
ま
し
た
。

創
業
以
来
様
々
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で

す
ね
。

我
が
社
の
歴
史
は
苦
難
の
連

続
で
し
た
。創
業
は
1
9
4
9

年（
昭
和
24
年
）。創
業
者
で
あ
る
私

の
父
が
、当
時
人
気
の
あ
っ
た
ラ
ム
ネ

飲
料
の
製
造
販
売
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　
そ
の
ラ
ム
ネ
製
造
も
、数
年
で
大
手

飲
料
メ
ー
カ
ー
の
台
頭
に
よ
っ
て
、売
上

が
徐
々
に
落
ち
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

品
を
遂
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
製
品
に
飽
き
足
ら
な
い
私
は
、今
度

は
自
慢
の
南
関
あ
げ
を
よ
り
多
く
の

方
に
手
に
と
っ
て
も
ら
お
う
と
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。印
象

的
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
た
め
、地
元
南

関
町
の
航
空
写
真
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン

を
思
い
つ
き
ま
し
た
。た
だ
、当
時
は
航

空
写
真
の
撮
影
費
用
す
ら
捻
出
で
き

な
い
状
態
だ
っ
た
た
め
、地
元
の
中
学

校
で
撮
影
さ
れ
た
人
文
字
の
写
真
や

私
が
地
元
の
山（
大
津
山
）に
登
っ
て
撮

影
し
た
街
の
写
真
を
採
用
し
た
と
こ

ろ
、意
外
に
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
話
題
と

な
っ
て
我
が
社
の
南
関
あ
げ
は
大
ヒ
ッ

ト
と
な
り
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
、販

売
開
始
か
ら
３
ヵ
月
で
6
，0
0
0
個

の
売
上
を
記
録
し
ま
し
た
。当
社
の
原

点
で
あ
る
南
関
町
の
航
空
写
真
は
、今

で
も
パッ
ケ
ー
ジ
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

　御
社
の
南
関
あ
げ
に
は
様
々
な
こ

だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。

（
※
1
）辛
子
蓮
根
の
中
毒
事
件
…
1
9
8
4

年（
昭
和
59
年
）6
月
14
日
か
ら
6
月

28
日
に
わ
た
っ
て
発
生
。熊
本
県
内
の

企
業
が
製
造
し
た
真
空
パ
ッ
ク
辛
子
蓮

根
に
起
因
す
る
中
毒
事
件

（
※
2
）南
関
あ
げ
…
熊
本
県
玉
名
郡
南
関
町

に
昔
か
ら
伝
わ
る
あ
げ
豆
腐
で
、古
く

か
ら
地
元
の
家
庭
で
親
し
ま
れ
て
い
る

伝
統
食
品
の
ひ
と
つ

　南
関
あ
げ
の
製
造
に
あ
た
っ
て
、独

自
の
味
の
追
求
に
努
め
ら
れ
た
と
か
。

　
父
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
私
は
、こ

れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
食
感
と
味
を
生

み
出
せ
る
様
、そ
の
製
法
の
習
得
に
努

め
ま
し
た
。そ
こ
で
得
た
知
識
を
基

に
、原
料
と
な
る
豆
乳
の
濃
度
や
油
の

温
度
等
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

我
が
社
な
ら
で
は
の
製

お
惣
菜
大
賞
2
0
1
6
」の
最
優
秀

賞（
寿
司
部
門
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　社
員
の
皆
さ
ん
は
生
き
生
き
と
仕

事
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

　
経
営
理
念
で
あ
る「
お
客
様
に
満
足

　
こ
う
し
た
こ
だ
わ
り
の
詰
ま
っ

た
我
が
社
の
南
関
あ
げ
は
、広
く
九

州
各
地
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　南
関
あ
げ
を
使
っ
た
惣
菜
の
販
売

に
も
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
ね
。

　
2
0
0
7
年（
平
成
19
年
）に
、地

元
南
関
町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
よ

う
に
、我
が
社
の
南
関
あ
げ
や
南
関
あ

げ
を
用
い
た
惣
菜
、そ
し
て
地
元
の
特

産
品
を
販
売
す
る「
い
き
い
き
村
」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。地
元
だ
け
で
な

く
、広
く
県
外
か
ら
も
多
く
の
お
客
様

に
ご
来
店
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。特

に
人
気
の
高
い
惣
菜
が「
南
関
あ
げ
巻

き
寿
司
」で
、新
日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
協
会
主
催
の「
お
弁
当
・お
惣

菜
大
賞
2
0
1
5
」で
4
4
，7
4
6

件
の
中
か
ら
優
秀
賞（
寿
司
部
門
）を

受
賞
し
ま
し
た
。さ
ら
に
翌
年
も「
南

関
い
な
り
」が
日
本
全
国
応
募
総
数

5
0
，2
8
3
件
の
中
か
ら「
お
弁
当・

　
具
体
的
に
申
し

ま
す
と
、ま
ず
南
関
あ
げ

の
も
と
と
な
る
豆
腐
の
製
造
に
あ
た
っ

て
は
、独
自
ブ
レ
ン
ド
し
た
大
豆
を
吟

味
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
し
、豆
乳
の

濃
度
や
使
用
す
る
水
に
も
気
を
配
っ
て

い
ま
す
。独
特
の
食
感
を
持
つ
南
関
あ

げ
の
食
感
は
、豆
乳
へ
の
気
泡
の
注
入

に
も
最
新
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、歯
ざ
わ
り
を
左
右
す
る
豆
腐
の

裁
断
は
、メ
ー
カ
ー
と
何
度
も
改
良
を

重
ね
て
開
発
し
た
カ
ッ
タ
ー
を
使
用
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
、何
と
言
っ
て
も
昔

か
ら
の
手
作
業
に
よ
る
揚
げ
に
こ
だ
わ

り
、職
人
が
揚
げ
ム
ラ
や
割
れ
の
有
無

を
一
枚
一
枚
チ
ェッ
ク
し
、丁
寧
に
心

を
こ
め
て
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
我
が
社
の
南
関
あ
げ
を

多
く
の
方
に
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
売
上
を
伸
ば
し

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も

確
実
な
成
長
を
息
長
く
続
け
る
こ
と

を
目
標
に
、し
っ
か
り
と
足
元
を
固
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
ま
ず
取
り
組
み
た
い
と

を
提
供
し
社
員
の
生
活
を
守
る
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、風
通
し
の
良
い
企
業
風

土
づ
く
り
や
、社
員
の「
心
の
健
康
」

の
醸
成
に
努
め
て
い
ま
す
。社
員
の
心

が
健
康
で
あ
れ
ば
生
き
生
き
と
笑
顔

で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、結
果
と

し
て
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と

考
え
て
い
る
の
が
南
関
あ
げ
の
生
産

力
向
上
で
す
。新
た
に
工
場
を
建
設

し
、現
状
１
日
約
２
万
枚
の
製
造
体
制

を
10
万
枚
ま
で
引
き
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た「
い
き
い
き
村
」に
つ
い
て
も

よ
り
一
層
集
客
力
を
高
め
る
た
め
に
、

駐
車
場
と
売
り
場
面
積
を
拡
大
す
る

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。「
い
き
い
き

村
」に
ご
来
店
い
た
だ
い
た
お
客
様

か
ら
は「
元
気
が
も
ら
え
る
」と
嬉

し
い
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　将
来
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

と
と
も
に
、敷
地
内
に
南
関
あ
げ

の
揚
げ
る
工
程
を
見
せ
る
実
演

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
私
の
目
標
は
、い
き
い
き

村
に
年
間
2
0
0
万
人
の
お
客
様

来
店
の
実
現
で
す
。

▲物産品・物産館「いきいき村」店内（左から塩山社長、竹下頭取）

塩山食品 株式会社

竹下頭取

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

南
関
町
名
産
の〝
南
関
あ
げ
〞を

独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
って
製
造
。

愛
情
を
込
め
て
食
卓
へ
お
届
け
し
ま
す
。

塩山社長

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

南
関
支
店

　
　
　
　福
岡
銀
行 

大
牟
田
支
店

塩
山
食
品 

株
式
会
社

代
表
取
締
役

塩
山 

治
男
氏
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そ
の
後
1
9
6
0
年（
昭
和
35
年
）、

熊
本
の
特
産
品
で
あ
る
辛
子
蓮
根

や
、コ
ロ
ッ
ケ
、魚
フ
ラ
イ
等
の
惣
菜
の

製
造
を
始
め
ま
し
た
が
、高
度
経
済

成
長
が
陰
り
を
見
せ
る
オ
イ
ル
シ
ョッ

ク（
1
9
7
3
年（
昭
和
48
年
））の
頃

に
は
、折
か
ら
の
消
費
低
迷
と
冷
凍
食

品
の
普
及
も
重
な
り
、思
う
よ
う
に
売

上
を
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
ん
な
折
、起
死
回
生
を
狙
お
う

と
、辛
子
蓮
根
の
製
造
に
注
力
し
、東

京
で
の
販
売
に
的
を
絞
り
ま
し
た
。し

か
し
、辛
子
蓮
根
事
業
も
上
手
く
い
き

ま
せ
ん
。理
由
は
、東
京
進
出
を
決
め

た
矢
先
に
、他
社
が
製
造
し
た
辛
子
蓮

根
の
中
毒
事
件（
※
1
）が
発
生
し
た
た

め
で
、我
が
社
は
危
機
的
な
状
況
に
追

い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
状
況
か
ら
救
っ
て
く
れ
た
の

が
、今
の
事
業
で
あ
る「
南
関
あ
げ
」

（
※
2
）で
し
た
。南
関
あ
げ
は
熊
本
の

も
う
一
つ
の
特
産
品
で
あ
り
、我
が
社

に
と
っ
て
の
救
世
主
と
な
り
ま
し
た
。

創
業
以
来
様
々
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で

す
ね
。

我
が
社
の
歴
史
は
苦
難
の
連

続
で
し
た
。創
業
は
1
9
4
9

年（
昭
和
24
年
）。創
業
者
で
あ
る
私

の
父
が
、当
時
人
気
の
あ
っ
た
ラ
ム
ネ

飲
料
の
製
造
販
売
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　
そ
の
ラ
ム
ネ
製
造
も
、数
年
で
大
手

飲
料
メ
ー
カ
ー
の
台
頭
に
よ
っ
て
、売
上

が
徐
々
に
落
ち
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

品
を
遂
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
製
品
に
飽
き
足
ら
な
い
私
は
、今
度

は
自
慢
の
南
関
あ
げ
を
よ
り
多
く
の

方
に
手
に
と
っ
て
も
ら
お
う
と
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。印
象

的
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
た
め
、地
元
南

関
町
の
航
空
写
真
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン

を
思
い
つ
き
ま
し
た
。た
だ
、当
時
は
航

空
写
真
の
撮
影
費
用
す
ら
捻
出
で
き

な
い
状
態
だ
っ
た
た
め
、地
元
の
中
学

校
で
撮
影
さ
れ
た
人
文
字
の
写
真
や

私
が
地
元
の
山（
大
津
山
）に
登
っ
て
撮

影
し
た
街
の
写
真
を
採
用
し
た
と
こ

ろ
、意
外
に
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
話
題
と

な
っ
て
我
が
社
の
南
関
あ
げ
は
大
ヒ
ッ

ト
と
な
り
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
、販

売
開
始
か
ら
３
ヵ
月
で
6
，0
0
0
個

の
売
上
を
記
録
し
ま
し
た
。当
社
の
原

点
で
あ
る
南
関
町
の
航
空
写
真
は
、今

で
も
パッ
ケ
ー
ジ
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

　御
社
の
南
関
あ
げ
に
は
様
々
な
こ

だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。

（
※
1
）辛
子
蓮
根
の
中
毒
事
件
…
1
9
8
4

年（
昭
和
59
年
）6
月
14
日
か
ら
6
月

28
日
に
わ
た
っ
て
発
生
。熊
本
県
内
の

企
業
が
製
造
し
た
真
空
パ
ッ
ク
辛
子
蓮

根
に
起
因
す
る
中
毒
事
件

（
※
2
）南
関
あ
げ
…
熊
本
県
玉
名
郡
南
関
町

に
昔
か
ら
伝
わ
る
あ
げ
豆
腐
で
、古
く

か
ら
地
元
の
家
庭
で
親
し
ま
れ
て
い
る

伝
統
食
品
の
ひ
と
つ

　南
関
あ
げ
の
製
造
に
あ
た
っ
て
、独

自
の
味
の
追
求
に
努
め
ら
れ
た
と
か
。

　
父
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
私
は
、こ

れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
食
感
と
味
を
生

み
出
せ
る
様
、そ
の
製
法
の
習
得
に
努

め
ま
し
た
。そ
こ
で
得
た
知
識
を
基

に
、原
料
と
な
る
豆
乳
の
濃
度
や
油
の

温
度
等
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

我
が
社
な
ら
で
は
の
製

お
惣
菜
大
賞
2
0
1
6
」の
最
優
秀

賞（
寿
司
部
門
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　社
員
の
皆
さ
ん
は
生
き
生
き
と
仕

事
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

　
経
営
理
念
で
あ
る「
お
客
様
に
満
足

　
こ
う
し
た
こ
だ
わ
り
の
詰
ま
っ

た
我
が
社
の
南
関
あ
げ
は
、広
く
九

州
各
地
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　南
関
あ
げ
を
使
っ
た
惣
菜
の
販
売

に
も
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
ね
。

　
2
0
0
7
年（
平
成
19
年
）に
、地

元
南
関
町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
よ

う
に
、我
が
社
の
南
関
あ
げ
や
南
関
あ

げ
を
用
い
た
惣
菜
、そ
し
て
地
元
の
特

産
品
を
販
売
す
る「
い
き
い
き
村
」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。地
元
だ
け
で
な

く
、広
く
県
外
か
ら
も
多
く
の
お
客
様

に
ご
来
店
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。特

に
人
気
の
高
い
惣
菜
が「
南
関
あ
げ
巻

き
寿
司
」で
、新
日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
協
会
主
催
の「
お
弁
当
・お
惣

菜
大
賞
2
0
1
5
」で
4
4
，7
4
6

件
の
中
か
ら
優
秀
賞（
寿
司
部
門
）を

受
賞
し
ま
し
た
。さ
ら
に
翌
年
も「
南

関
い
な
り
」が
日
本
全
国
応
募
総
数

5
0
，2
8
3
件
の
中
か
ら「
お
弁
当・

　
具
体
的
に
申
し

ま
す
と
、ま
ず
南
関
あ
げ

の
も
と
と
な
る
豆
腐
の
製
造
に
あ
た
っ

て
は
、独
自
ブ
レ
ン
ド
し
た
大
豆
を
吟

味
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
し
、豆
乳
の

濃
度
や
使
用
す
る
水
に
も
気
を
配
っ
て

い
ま
す
。独
特
の
食
感
を
持
つ
南
関
あ

げ
の
食
感
は
、豆
乳
へ
の
気
泡
の
注
入

に
も
最
新
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、歯
ざ
わ
り
を
左
右
す
る
豆
腐
の

裁
断
は
、メ
ー
カ
ー
と
何
度
も
改
良
を

重
ね
て
開
発
し
た
カ
ッ
タ
ー
を
使
用
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
、何
と
言
っ
て
も
昔

か
ら
の
手
作
業
に
よ
る
揚
げ
に
こ
だ
わ

り
、職
人
が
揚
げ
ム
ラ
や
割
れ
の
有
無

を
一
枚
一
枚
チ
ェッ
ク
し
、丁
寧
に
心

を
こ
め
て
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
我
が
社
の
南
関
あ
げ
を

多
く
の
方
に
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
売
上
を
伸
ば
し

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も

確
実
な
成
長
を
息
長
く
続
け
る
こ
と

を
目
標
に
、し
っ
か
り
と
足
元
を
固
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
ま
ず
取
り
組
み
た
い
と

を
提
供
し
社
員
の
生
活
を
守
る
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、風
通
し
の
良
い
企
業
風

土
づ
く
り
や
、社
員
の「
心
の
健
康
」

の
醸
成
に
努
め
て
い
ま
す
。社
員
の
心

が
健
康
で
あ
れ
ば
生
き
生
き
と
笑
顔

で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、結
果
と

し
て
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と

考
え
て
い
る
の
が
南
関
あ
げ
の
生
産

力
向
上
で
す
。新
た
に
工
場
を
建
設

し
、現
状
１
日
約
２
万
枚
の
製
造
体
制

を
10
万
枚
ま
で
引
き
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た「
い
き
い
き
村
」に
つ
い
て
も

よ
り
一
層
集
客
力
を
高
め
る
た
め
に
、

駐
車
場
と
売
り
場
面
積
を
拡
大
す
る

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。「
い
き
い
き

村
」に
ご
来
店
い
た
だ
い
た
お
客
様

か
ら
は「
元
気
が
も
ら
え
る
」と
嬉

し
い
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　将
来
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

と
と
も
に
、敷
地
内
に
南
関
あ
げ

の
揚
げ
る
工
程
を
見
せ
る
実
演

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
私
の
目
標
は
、い
き
い
き

村
に
年
間
2
0
0
万
人
の
お
客
様

来
店
の
実
現
で
す
。

▲物産品・物産館「いきいき村」店内（左から塩山社長、竹下頭取）

塩山食品 株式会社

竹下頭取

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

南
関
町
名
産
の〝
南
関
あ
げ
〞を

独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
って
製
造
。

愛
情
を
込
め
て
食
卓
へ
お
届
け
し
ま
す
。

塩山社長

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

南
関
支
店

　
　
　
　福
岡
銀
行 

大
牟
田
支
店

塩
山
食
品 

株
式
会
社

代
表
取
締
役

塩
山 

治
男
氏
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我が社の「南関あげ」は、
一つひとつ心を込めて
手揚げしています。

そ
の
後
1
9
6
0
年（
昭
和
35
年
）、

熊
本
の
特
産
品
で
あ
る
辛
子
蓮
根

や
、コ
ロ
ッ
ケ
、魚
フ
ラ
イ
等
の
惣
菜
の

製
造
を
始
め
ま
し
た
が
、高
度
経
済

成
長
が
陰
り
を
見
せ
る
オ
イ
ル
シ
ョッ

ク（
1
9
7
3
年（
昭
和
48
年
））の
頃

に
は
、折
か
ら
の
消
費
低
迷
と
冷
凍
食

品
の
普
及
も
重
な
り
、思
う
よ
う
に
売

上
を
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
ん
な
折
、起
死
回
生
を
狙
お
う

と
、辛
子
蓮
根
の
製
造
に
注
力
し
、東

京
で
の
販
売
に
的
を
絞
り
ま
し
た
。し

か
し
、辛
子
蓮
根
事
業
も
上
手
く
い
き

ま
せ
ん
。理
由
は
、東
京
進
出
を
決
め

た
矢
先
に
、他
社
が
製
造
し
た
辛
子
蓮

根
の
中
毒
事
件（
※
1
）が
発
生
し
た
た

め
で
、我
が
社
は
危
機
的
な
状
況
に
追

い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
状
況
か
ら
救
っ
て
く
れ
た
の

が
、今
の
事
業
で
あ
る「
南
関
あ
げ
」

（
※
2
）で
し
た
。南
関
あ
げ
は
熊
本
の

も
う
一
つ
の
特
産
品
で
あ
り
、我
が
社

に
と
っ
て
の
救
世
主
と
な
り
ま
し
た
。

創
業
以
来
様
々
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で

す
ね
。

我
が
社
の
歴
史
は
苦
難
の
連

続
で
し
た
。創
業
は
1
9
4
9

年（
昭
和
24
年
）。創
業
者
で
あ
る
私

の
父
が
、当
時
人
気
の
あ
っ
た
ラ
ム
ネ

飲
料
の
製
造
販
売
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　
そ
の
ラ
ム
ネ
製
造
も
、数
年
で
大
手

飲
料
メ
ー
カ
ー
の
台
頭
に
よ
っ
て
、売
上

が
徐
々
に
落
ち
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

品
を
遂
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
製
品
に
飽
き
足
ら
な
い
私
は
、今
度

は
自
慢
の
南
関
あ
げ
を
よ
り
多
く
の

方
に
手
に
と
っ
て
も
ら
お
う
と
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。印
象

的
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
た
め
、地
元
南

関
町
の
航
空
写
真
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン

を
思
い
つ
き
ま
し
た
。た
だ
、当
時
は
航

空
写
真
の
撮
影
費
用
す
ら
捻
出
で
き

な
い
状
態
だ
っ
た
た
め
、地
元
の
中
学

校
で
撮
影
さ
れ
た
人
文
字
の
写
真
や

私
が
地
元
の
山（
大
津
山
）に
登
っ
て
撮

影
し
た
街
の
写
真
を
採
用
し
た
と
こ

ろ
、意
外
に
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
話
題
と

な
っ
て
我
が
社
の
南
関
あ
げ
は
大
ヒ
ッ

ト
と
な
り
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
、販

売
開
始
か
ら
３
ヵ
月
で
6
，0
0
0
個

の
売
上
を
記
録
し
ま
し
た
。当
社
の
原

点
で
あ
る
南
関
町
の
航
空
写
真
は
、今

で
も
パッ
ケ
ー
ジ
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

　御
社
の
南
関
あ
げ
に
は
様
々
な
こ

だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。

（
※
1
）辛
子
蓮
根
の
中
毒
事
件
…
1
9
8
4

年（
昭
和
59
年
）6
月
14
日
か
ら
6
月

28
日
に
わ
た
っ
て
発
生
。熊
本
県
内
の

企
業
が
製
造
し
た
真
空
パ
ッ
ク
辛
子
蓮

根
に
起
因
す
る
中
毒
事
件

（
※
2
）南
関
あ
げ
…
熊
本
県
玉
名
郡
南
関
町

に
昔
か
ら
伝
わ
る
あ
げ
豆
腐
で
、古
く

か
ら
地
元
の
家
庭
で
親
し
ま
れ
て
い
る

伝
統
食
品
の
ひ
と
つ

　南
関
あ
げ
の
製
造
に
あ
た
っ
て
、独

自
の
味
の
追
求
に
努
め
ら
れ
た
と
か
。

　
父
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
私
は
、こ

れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
食
感
と
味
を
生

み
出
せ
る
様
、そ
の
製
法
の
習
得
に
努

め
ま
し
た
。そ
こ
で
得
た
知
識
を
基

に
、原
料
と
な
る
豆
乳
の
濃
度
や
油
の

温
度
等
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

我
が
社
な
ら
で
は
の
製

お
惣
菜
大
賞
2
0
1
6
」の
最
優
秀

賞（
寿
司
部
門
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　社
員
の
皆
さ
ん
は
生
き
生
き
と
仕

事
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

　
経
営
理
念
で
あ
る「
お
客
様
に
満
足

　
こ
う
し
た
こ
だ
わ
り
の
詰
ま
っ

た
我
が
社
の
南
関
あ
げ
は
、広
く
九

州
各
地
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　南
関
あ
げ
を
使
っ
た
惣
菜
の
販
売

に
も
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
ね
。

　
2
0
0
7
年（
平
成
19
年
）に
、地

元
南
関
町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
よ

う
に
、我
が
社
の
南
関
あ
げ
や
南
関
あ

げ
を
用
い
た
惣
菜
、そ
し
て
地
元
の
特

産
品
を
販
売
す
る「
い
き
い
き
村
」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。地
元
だ
け
で
な

く
、広
く
県
外
か
ら
も
多
く
の
お
客
様

に
ご
来
店
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。特

に
人
気
の
高
い
惣
菜
が「
南
関
あ
げ
巻

き
寿
司
」で
、新
日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
協
会
主
催
の「
お
弁
当
・お
惣

菜
大
賞
2
0
1
5
」で
4
4
，7
4
6

件
の
中
か
ら
優
秀
賞（
寿
司
部
門
）を

受
賞
し
ま
し
た
。さ
ら
に
翌
年
も「
南

関
い
な
り
」が
日
本
全
国
応
募
総
数

5
0
，2
8
3
件
の
中
か
ら「
お
弁
当・

　
具
体
的
に
申
し

ま
す
と
、ま
ず
南
関
あ
げ

の
も
と
と
な
る
豆
腐
の
製
造
に
あ
た
っ

て
は
、独
自
ブ
レ
ン
ド
し
た
大
豆
を
吟

味
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
し
、豆
乳
の

濃
度
や
使
用
す
る
水
に
も
気
を
配
っ
て

い
ま
す
。独
特
の
食
感
を
持
つ
南
関
あ

げ
の
食
感
は
、豆
乳
へ
の
気
泡
の
注
入

に
も
最
新
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、歯
ざ
わ
り
を
左
右
す
る
豆
腐
の

裁
断
は
、メ
ー
カ
ー
と
何
度
も
改
良
を

重
ね
て
開
発
し
た
カ
ッ
タ
ー
を
使
用
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
、何
と
言
っ
て
も
昔

か
ら
の
手
作
業
に
よ
る
揚
げ
に
こ
だ
わ

り
、職
人
が
揚
げ
ム
ラ
や
割
れ
の
有
無

を
一
枚
一
枚
チ
ェッ
ク
し
、丁
寧
に
心

を
こ
め
て
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
我
が
社
の
南
関
あ
げ
を

多
く
の
方
に
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
売
上
を
伸
ば
し

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も

確
実
な
成
長
を
息
長
く
続
け
る
こ
と

を
目
標
に
、し
っ
か
り
と
足
元
を
固
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
ま
ず
取
り
組
み
た
い
と

を
提
供
し
社
員
の
生
活
を
守
る
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、風
通
し
の
良
い
企
業
風

土
づ
く
り
や
、社
員
の「
心
の
健
康
」

の
醸
成
に
努
め
て
い
ま
す
。社
員
の
心

が
健
康
で
あ
れ
ば
生
き
生
き
と
笑
顔

で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、結
果
と

し
て
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と

考
え
て
い
る
の
が
南
関
あ
げ
の
生
産

力
向
上
で
す
。新
た
に
工
場
を
建
設

し
、現
状
１
日
約
２
万
枚
の
製
造
体
制

を
10
万
枚
ま
で
引
き
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た「
い
き
い
き
村
」に
つ
い
て
も

よ
り
一
層
集
客
力
を
高
め
る
た
め
に
、

駐
車
場
と
売
り
場
面
積
を
拡
大
す
る

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。「
い
き
い
き

村
」に
ご
来
店
い
た
だ
い
た
お
客
様

か
ら
は「
元
気
が
も
ら
え
る
」と
嬉

し
い
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　将
来
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

と
と
も
に
、敷
地
内
に
南
関
あ
げ

の
揚
げ
る
工
程
を
見
せ
る
実
演

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
私
の
目
標
は
、い
き
い
き

村
に
年
間
2
0
0
万
人
の
お
客
様

来
店
の
実
現
で
す
。

塩山食品 株式会社

▲本マグロ解体ショー ▲お土産コーナー

物産品・物産館「いきいき村」

塩山社長▶

南関あげ製造風景

❶ 大　豆❷ 豆腐製造❸ 豆腐完成

❹ 豆腐スライス❺ プレス❻ 揚げ工程

◀竹下頭取

美味しいです!

出来上がり出来上がり

試食中試食中
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我が社の「南関あげ」は、
一つひとつ心を込めて
手揚げしています。

そ
の
後
1
9
6
0
年（
昭
和
35
年
）、

熊
本
の
特
産
品
で
あ
る
辛
子
蓮
根

や
、コ
ロ
ッ
ケ
、魚
フ
ラ
イ
等
の
惣
菜
の

製
造
を
始
め
ま
し
た
が
、高
度
経
済

成
長
が
陰
り
を
見
せ
る
オ
イ
ル
シ
ョッ

ク（
1
9
7
3
年（
昭
和
48
年
））の
頃

に
は
、折
か
ら
の
消
費
低
迷
と
冷
凍
食

品
の
普
及
も
重
な
り
、思
う
よ
う
に
売

上
を
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
ん
な
折
、起
死
回
生
を
狙
お
う

と
、辛
子
蓮
根
の
製
造
に
注
力
し
、東

京
で
の
販
売
に
的
を
絞
り
ま
し
た
。し

か
し
、辛
子
蓮
根
事
業
も
上
手
く
い
き

ま
せ
ん
。理
由
は
、東
京
進
出
を
決
め

た
矢
先
に
、他
社
が
製
造
し
た
辛
子
蓮

根
の
中
毒
事
件（
※
1
）が
発
生
し
た
た

め
で
、我
が
社
は
危
機
的
な
状
況
に
追

い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
状
況
か
ら
救
っ
て
く
れ
た
の

が
、今
の
事
業
で
あ
る「
南
関
あ
げ
」

（
※
2
）で
し
た
。南
関
あ
げ
は
熊
本
の

も
う
一
つ
の
特
産
品
で
あ
り
、我
が
社

に
と
っ
て
の
救
世
主
と
な
り
ま
し
た
。

創
業
以
来
様
々
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で

す
ね
。

我
が
社
の
歴
史
は
苦
難
の
連

続
で
し
た
。創
業
は
1
9
4
9

年（
昭
和
24
年
）。創
業
者
で
あ
る
私

の
父
が
、当
時
人
気
の
あ
っ
た
ラ
ム
ネ

飲
料
の
製
造
販
売
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　
そ
の
ラ
ム
ネ
製
造
も
、数
年
で
大
手

飲
料
メ
ー
カ
ー
の
台
頭
に
よ
っ
て
、売
上

が
徐
々
に
落
ち
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

品
を
遂
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
製
品
に
飽
き
足
ら
な
い
私
は
、今
度

は
自
慢
の
南
関
あ
げ
を
よ
り
多
く
の

方
に
手
に
と
っ
て
も
ら
お
う
と
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。印
象

的
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
た
め
、地
元
南

関
町
の
航
空
写
真
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン

を
思
い
つ
き
ま
し
た
。た
だ
、当
時
は
航

空
写
真
の
撮
影
費
用
す
ら
捻
出
で
き

な
い
状
態
だ
っ
た
た
め
、地
元
の
中
学

校
で
撮
影
さ
れ
た
人
文
字
の
写
真
や

私
が
地
元
の
山（
大
津
山
）に
登
っ
て
撮

影
し
た
街
の
写
真
を
採
用
し
た
と
こ

ろ
、意
外
に
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
話
題
と

な
っ
て
我
が
社
の
南
関
あ
げ
は
大
ヒ
ッ

ト
と
な
り
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
、販

売
開
始
か
ら
３
ヵ
月
で
6
，0
0
0
個

の
売
上
を
記
録
し
ま
し
た
。当
社
の
原

点
で
あ
る
南
関
町
の
航
空
写
真
は
、今

で
も
パッ
ケ
ー
ジ
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

　御
社
の
南
関
あ
げ
に
は
様
々
な
こ

だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。

（
※
1
）辛
子
蓮
根
の
中
毒
事
件
…
1
9
8
4

年（
昭
和
59
年
）6
月
14
日
か
ら
6
月

28
日
に
わ
た
っ
て
発
生
。熊
本
県
内
の

企
業
が
製
造
し
た
真
空
パ
ッ
ク
辛
子
蓮

根
に
起
因
す
る
中
毒
事
件

（
※
2
）南
関
あ
げ
…
熊
本
県
玉
名
郡
南
関
町

に
昔
か
ら
伝
わ
る
あ
げ
豆
腐
で
、古
く

か
ら
地
元
の
家
庭
で
親
し
ま
れ
て
い
る

伝
統
食
品
の
ひ
と
つ

　南
関
あ
げ
の
製
造
に
あ
た
っ
て
、独

自
の
味
の
追
求
に
努
め
ら
れ
た
と
か
。

　
父
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
私
は
、こ

れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
食
感
と
味
を
生

み
出
せ
る
様
、そ
の
製
法
の
習
得
に
努

め
ま
し
た
。そ
こ
で
得
た
知
識
を
基

に
、原
料
と
な
る
豆
乳
の
濃
度
や
油
の

温
度
等
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

我
が
社
な
ら
で
は
の
製

お
惣
菜
大
賞
2
0
1
6
」の
最
優
秀

賞（
寿
司
部
門
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　社
員
の
皆
さ
ん
は
生
き
生
き
と
仕

事
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

　
経
営
理
念
で
あ
る「
お
客
様
に
満
足

　
こ
う
し
た
こ
だ
わ
り
の
詰
ま
っ

た
我
が
社
の
南
関
あ
げ
は
、広
く
九

州
各
地
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　南
関
あ
げ
を
使
っ
た
惣
菜
の
販
売

に
も
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
ね
。

　
2
0
0
7
年（
平
成
19
年
）に
、地

元
南
関
町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
よ

う
に
、我
が
社
の
南
関
あ
げ
や
南
関
あ

げ
を
用
い
た
惣
菜
、そ
し
て
地
元
の
特

産
品
を
販
売
す
る「
い
き
い
き
村
」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。地
元
だ
け
で
な

く
、広
く
県
外
か
ら
も
多
く
の
お
客
様

に
ご
来
店
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。特

に
人
気
の
高
い
惣
菜
が「
南
関
あ
げ
巻

き
寿
司
」で
、新
日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
協
会
主
催
の「
お
弁
当
・お
惣

菜
大
賞
2
0
1
5
」で
4
4
，7
4
6

件
の
中
か
ら
優
秀
賞（
寿
司
部
門
）を

受
賞
し
ま
し
た
。さ
ら
に
翌
年
も「
南

関
い
な
り
」が
日
本
全
国
応
募
総
数

5
0
，2
8
3
件
の
中
か
ら「
お
弁
当・

　
具
体
的
に
申
し

ま
す
と
、ま
ず
南
関
あ
げ

の
も
と
と
な
る
豆
腐
の
製
造
に
あ
た
っ

て
は
、独
自
ブ
レ
ン
ド
し
た
大
豆
を
吟

味
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
し
、豆
乳
の

濃
度
や
使
用
す
る
水
に
も
気
を
配
っ
て

い
ま
す
。独
特
の
食
感
を
持
つ
南
関
あ

げ
の
食
感
は
、豆
乳
へ
の
気
泡
の
注
入

に
も
最
新
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、歯
ざ
わ
り
を
左
右
す
る
豆
腐
の

裁
断
は
、メ
ー
カ
ー
と
何
度
も
改
良
を

重
ね
て
開
発
し
た
カ
ッ
タ
ー
を
使
用
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
、何
と
言
っ
て
も
昔

か
ら
の
手
作
業
に
よ
る
揚
げ
に
こ
だ
わ

り
、職
人
が
揚
げ
ム
ラ
や
割
れ
の
有
無

を
一
枚
一
枚
チ
ェッ
ク
し
、丁
寧
に
心

を
こ
め
て
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
我
が
社
の
南
関
あ
げ
を

多
く
の
方
に
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
売
上
を
伸
ば
し

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も

確
実
な
成
長
を
息
長
く
続
け
る
こ
と

を
目
標
に
、し
っ
か
り
と
足
元
を
固
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
ま
ず
取
り
組
み
た
い
と

を
提
供
し
社
員
の
生
活
を
守
る
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、風
通
し
の
良
い
企
業
風

土
づ
く
り
や
、社
員
の「
心
の
健
康
」

の
醸
成
に
努
め
て
い
ま
す
。社
員
の
心

が
健
康
で
あ
れ
ば
生
き
生
き
と
笑
顔

で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、結
果
と

し
て
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と

考
え
て
い
る
の
が
南
関
あ
げ
の
生
産

力
向
上
で
す
。新
た
に
工
場
を
建
設

し
、現
状
１
日
約
２
万
枚
の
製
造
体
制

を
10
万
枚
ま
で
引
き
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た「
い
き
い
き
村
」に
つ
い
て
も

よ
り
一
層
集
客
力
を
高
め
る
た
め
に
、

駐
車
場
と
売
り
場
面
積
を
拡
大
す
る

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。「
い
き
い
き

村
」に
ご
来
店
い
た
だ
い
た
お
客
様

か
ら
は「
元
気
が
も
ら
え
る
」と
嬉

し
い
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　将
来
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

と
と
も
に
、敷
地
内
に
南
関
あ
げ

の
揚
げ
る
工
程
を
見
せ
る
実
演

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
私
の
目
標
は
、い
き
い
き

村
に
年
間
2
0
0
万
人
の
お
客
様

来
店
の
実
現
で
す
。

塩山食品 株式会社

▲本マグロ解体ショー ▲お土産コーナー

物産品・物産館「いきいき村」

塩山社長▶

南関あげ製造風景

❶ 大　豆❷ 豆腐製造❸ 豆腐完成

❹ 豆腐スライス❺ プレス❻ 揚げ工程

◀竹下頭取

美味しいです!

出来上がり出来上がり

試食中試食中
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そ
の
後
1
9
6
0
年（
昭
和
35
年
）、

熊
本
の
特
産
品
で
あ
る
辛
子
蓮
根

や
、コ
ロ
ッ
ケ
、魚
フ
ラ
イ
等
の
惣
菜
の

製
造
を
始
め
ま
し
た
が
、高
度
経
済

成
長
が
陰
り
を
見
せ
る
オ
イ
ル
シ
ョッ

ク（
1
9
7
3
年（
昭
和
48
年
））の
頃

に
は
、折
か
ら
の
消
費
低
迷
と
冷
凍
食

品
の
普
及
も
重
な
り
、思
う
よ
う
に
売

上
を
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
ん
な
折
、起
死
回
生
を
狙
お
う

と
、辛
子
蓮
根
の
製
造
に
注
力
し
、東

京
で
の
販
売
に
的
を
絞
り
ま
し
た
。し

か
し
、辛
子
蓮
根
事
業
も
上
手
く
い
き

ま
せ
ん
。理
由
は
、東
京
進
出
を
決
め

た
矢
先
に
、他
社
が
製
造
し
た
辛
子
蓮

根
の
中
毒
事
件（
※
1
）が
発
生
し
た
た

め
で
、我
が
社
は
危
機
的
な
状
況
に
追

い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
状
況
か
ら
救
っ
て
く
れ
た
の

が
、今
の
事
業
で
あ
る「
南
関
あ
げ
」

（
※
2
）で
し
た
。南
関
あ
げ
は
熊
本
の

も
う
一
つ
の
特
産
品
で
あ
り
、我
が
社

に
と
っ
て
の
救
世
主
と
な
り
ま
し
た
。

創
業
以
来
様
々
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で

す
ね
。

我
が
社
の
歴
史
は
苦
難
の
連

続
で
し
た
。創
業
は
1
9
4
9

年（
昭
和
24
年
）。創
業
者
で
あ
る
私

の
父
が
、当
時
人
気
の
あ
っ
た
ラ
ム
ネ

飲
料
の
製
造
販
売
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　
そ
の
ラ
ム
ネ
製
造
も
、数
年
で
大
手

飲
料
メ
ー
カ
ー
の
台
頭
に
よ
っ
て
、売
上

が
徐
々
に
落
ち
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

品
を
遂
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
製
品
に
飽
き
足
ら
な
い
私
は
、今
度

は
自
慢
の
南
関
あ
げ
を
よ
り
多
く
の

方
に
手
に
と
っ
て
も
ら
お
う
と
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。印
象

的
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
た
め
、地
元
南

関
町
の
航
空
写
真
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン

を
思
い
つ
き
ま
し
た
。た
だ
、当
時
は
航

空
写
真
の
撮
影
費
用
す
ら
捻
出
で
き

な
い
状
態
だ
っ
た
た
め
、地
元
の
中
学

校
で
撮
影
さ
れ
た
人
文
字
の
写
真
や

私
が
地
元
の
山（
大
津
山
）に
登
っ
て
撮

影
し
た
街
の
写
真
を
採
用
し
た
と
こ

ろ
、意
外
に
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
話
題
と

な
っ
て
我
が
社
の
南
関
あ
げ
は
大
ヒ
ッ

ト
と
な
り
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
、販

売
開
始
か
ら
３
ヵ
月
で
6
，0
0
0
個

の
売
上
を
記
録
し
ま
し
た
。当
社
の
原

点
で
あ
る
南
関
町
の
航
空
写
真
は
、今

で
も
パッ
ケ
ー
ジ
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

　御
社
の
南
関
あ
げ
に
は
様
々
な
こ

だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。

（
※
1
）辛
子
蓮
根
の
中
毒
事
件
…
1
9
8
4

年（
昭
和
59
年
）6
月
14
日
か
ら
6
月

28
日
に
わ
た
っ
て
発
生
。熊
本
県
内
の

企
業
が
製
造
し
た
真
空
パ
ッ
ク
辛
子
蓮

根
に
起
因
す
る
中
毒
事
件

（
※
2
）南
関
あ
げ
…
熊
本
県
玉
名
郡
南
関
町

に
昔
か
ら
伝
わ
る
あ
げ
豆
腐
で
、古
く

か
ら
地
元
の
家
庭
で
親
し
ま
れ
て
い
る

伝
統
食
品
の
ひ
と
つ

　南
関
あ
げ
の
製
造
に
あ
た
っ
て
、独

自
の
味
の
追
求
に
努
め
ら
れ
た
と
か
。

　
父
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
私
は
、こ

れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
食
感
と
味
を
生

み
出
せ
る
様
、そ
の
製
法
の
習
得
に
努

め
ま
し
た
。そ
こ
で
得
た
知
識
を
基

に
、原
料
と
な
る
豆
乳
の
濃
度
や
油
の

温
度
等
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

我
が
社
な
ら
で
は
の
製

お
惣
菜
大
賞
2
0
1
6
」の
最
優
秀

賞（
寿
司
部
門
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　社
員
の
皆
さ
ん
は
生
き
生
き
と
仕

事
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

　
経
営
理
念
で
あ
る「
お
客
様
に
満
足

　
こ
う
し
た
こ
だ
わ
り
の
詰
ま
っ

た
我
が
社
の
南
関
あ
げ
は
、広
く
九

州
各
地
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　南
関
あ
げ
を
使
っ
た
惣
菜
の
販
売

に
も
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
ね
。

　
2
0
0
7
年（
平
成
19
年
）に
、地

元
南
関
町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
よ

う
に
、我
が
社
の
南
関
あ
げ
や
南
関
あ

げ
を
用
い
た
惣
菜
、そ
し
て
地
元
の
特

産
品
を
販
売
す
る「
い
き
い
き
村
」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。地
元
だ
け
で
な

く
、広
く
県
外
か
ら
も
多
く
の
お
客
様

に
ご
来
店
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。特

に
人
気
の
高
い
惣
菜
が「
南
関
あ
げ
巻

き
寿
司
」で
、新
日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
協
会
主
催
の「
お
弁
当
・お
惣

菜
大
賞
2
0
1
5
」で
4
4
，7
4
6

件
の
中
か
ら
優
秀
賞（
寿
司
部
門
）を

受
賞
し
ま
し
た
。さ
ら
に
翌
年
も「
南

関
い
な
り
」が
日
本
全
国
応
募
総
数

5
0
，2
8
3
件
の
中
か
ら「
お
弁
当・

　
具
体
的
に
申
し

ま
す
と
、ま
ず
南
関
あ
げ

の
も
と
と
な
る
豆
腐
の
製
造
に
あ
た
っ

て
は
、独
自
ブ
レ
ン
ド
し
た
大
豆
を
吟

味
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
し
、豆
乳
の

濃
度
や
使
用
す
る
水
に
も
気
を
配
っ
て

い
ま
す
。独
特
の
食
感
を
持
つ
南
関
あ

げ
の
食
感
は
、豆
乳
へ
の
気
泡
の
注
入

に
も
最
新
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、歯
ざ
わ
り
を
左
右
す
る
豆
腐
の

裁
断
は
、メ
ー
カ
ー
と
何
度
も
改
良
を

重
ね
て
開
発
し
た
カ
ッ
タ
ー
を
使
用
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
、何
と
言
っ
て
も
昔

か
ら
の
手
作
業
に
よ
る
揚
げ
に
こ
だ
わ

り
、職
人
が
揚
げ
ム
ラ
や
割
れ
の
有
無

を
一
枚
一
枚
チ
ェッ
ク
し
、丁
寧
に
心

を
こ
め
て
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
我
が
社
の
南
関
あ
げ
を

多
く
の
方
に
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
売
上
を
伸
ば
し

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も

確
実
な
成
長
を
息
長
く
続
け
る
こ
と

を
目
標
に
、し
っ
か
り
と
足
元
を
固
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
ま
ず
取
り
組
み
た
い
と

を
提
供
し
社
員
の
生
活
を
守
る
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、風
通
し
の
良
い
企
業
風

土
づ
く
り
や
、社
員
の「
心
の
健
康
」

の
醸
成
に
努
め
て
い
ま
す
。社
員
の
心

が
健
康
で
あ
れ
ば
生
き
生
き
と
笑
顔

で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、結
果
と

し
て
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と

考
え
て
い
る
の
が
南
関
あ
げ
の
生
産

力
向
上
で
す
。新
た
に
工
場
を
建
設

し
、現
状
１
日
約
２
万
枚
の
製
造
体
制

を
10
万
枚
ま
で
引
き
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た「
い
き
い
き
村
」に
つ
い
て
も

よ
り
一
層
集
客
力
を
高
め
る
た
め
に
、

駐
車
場
と
売
り
場
面
積
を
拡
大
す
る

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。「
い
き
い
き

村
」に
ご
来
店
い
た
だ
い
た
お
客
様

か
ら
は「
元
気
が
も
ら
え
る
」と
嬉

し
い
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　将
来
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

と
と
も
に
、敷
地
内
に
南
関
あ
げ

の
揚
げ
る
工
程
を
見
せ
る
実
演

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
私
の
目
標
は
、い
き
い
き

村
に
年
間
2
0
0
万
人
の
お
客
様

来
店
の
実
現
で
す
。

塩山食品 株式会社

◎インタビューを終えて

▲前列左から塩山本社工場長、塩山社長、竹下頭取、井上支店長（熊本銀行）、松尾店長

熊本銀行
取締役頭取 竹下　英

　先人たちが大切に引き継いできた南関町の特産品である「南関あげ」を、独自
の工夫を凝らし愛情を込めて製造されています。貴社の南関あげを使った
「南関あげ巻き寿司」は大変人気があり、全国から募集する「お弁当・お惣菜大賞
2015」の優秀賞も受賞されました。
　今後も、伝統の味を大切に守り続けていかれるとともに、更なる地元の活性
化に貢献し続けられることを願っております。

▲南関あげとひじき煮 ▲チンゲン菜と南関あげの煮物 ▲南関あげ丼

竹下頭取▶

南関あげを使った家庭料理 南関あげ
大サイズも
おすすめです!

味噌汁だ
けじゃない! 家庭でできる!
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そ
の
後
1
9
6
0
年（
昭
和
35
年
）、

熊
本
の
特
産
品
で
あ
る
辛
子
蓮
根

や
、コ
ロ
ッ
ケ
、魚
フ
ラ
イ
等
の
惣
菜
の

製
造
を
始
め
ま
し
た
が
、高
度
経
済

成
長
が
陰
り
を
見
せ
る
オ
イ
ル
シ
ョッ

ク（
1
9
7
3
年（
昭
和
48
年
））の
頃

に
は
、折
か
ら
の
消
費
低
迷
と
冷
凍
食

品
の
普
及
も
重
な
り
、思
う
よ
う
に
売

上
を
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
ん
な
折
、起
死
回
生
を
狙
お
う

と
、辛
子
蓮
根
の
製
造
に
注
力
し
、東

京
で
の
販
売
に
的
を
絞
り
ま
し
た
。し

か
し
、辛
子
蓮
根
事
業
も
上
手
く
い
き

ま
せ
ん
。理
由
は
、東
京
進
出
を
決
め

た
矢
先
に
、他
社
が
製
造
し
た
辛
子
蓮

根
の
中
毒
事
件（
※
1
）が
発
生
し
た
た

め
で
、我
が
社
は
危
機
的
な
状
況
に
追

い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
状
況
か
ら
救
っ
て
く
れ
た
の

が
、今
の
事
業
で
あ
る「
南
関
あ
げ
」

（
※
2
）で
し
た
。南
関
あ
げ
は
熊
本
の

も
う
一
つ
の
特
産
品
で
あ
り
、我
が
社

に
と
っ
て
の
救
世
主
と
な
り
ま
し
た
。

創
業
以
来
様
々
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で

す
ね
。

我
が
社
の
歴
史
は
苦
難
の
連

続
で
し
た
。創
業
は
1
9
4
9

年（
昭
和
24
年
）。創
業
者
で
あ
る
私

の
父
が
、当
時
人
気
の
あ
っ
た
ラ
ム
ネ

飲
料
の
製
造
販
売
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　
そ
の
ラ
ム
ネ
製
造
も
、数
年
で
大
手

飲
料
メ
ー
カ
ー
の
台
頭
に
よ
っ
て
、売
上

が
徐
々
に
落
ち
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

品
を
遂
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
製
品
に
飽
き
足
ら
な
い
私
は
、今
度

は
自
慢
の
南
関
あ
げ
を
よ
り
多
く
の

方
に
手
に
と
っ
て
も
ら
お
う
と
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。印
象

的
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
た
め
、地
元
南

関
町
の
航
空
写
真
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン

を
思
い
つ
き
ま
し
た
。た
だ
、当
時
は
航

空
写
真
の
撮
影
費
用
す
ら
捻
出
で
き

な
い
状
態
だ
っ
た
た
め
、地
元
の
中
学

校
で
撮
影
さ
れ
た
人
文
字
の
写
真
や

私
が
地
元
の
山（
大
津
山
）に
登
っ
て
撮

影
し
た
街
の
写
真
を
採
用
し
た
と
こ

ろ
、意
外
に
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
話
題
と

な
っ
て
我
が
社
の
南
関
あ
げ
は
大
ヒ
ッ

ト
と
な
り
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
、販

売
開
始
か
ら
３
ヵ
月
で
6
，0
0
0
個

の
売
上
を
記
録
し
ま
し
た
。当
社
の
原

点
で
あ
る
南
関
町
の
航
空
写
真
は
、今

で
も
パッ
ケ
ー
ジ
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

　御
社
の
南
関
あ
げ
に
は
様
々
な
こ

だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。

（
※
1
）辛
子
蓮
根
の
中
毒
事
件
…
1
9
8
4

年（
昭
和
59
年
）6
月
14
日
か
ら
6
月

28
日
に
わ
た
っ
て
発
生
。熊
本
県
内
の

企
業
が
製
造
し
た
真
空
パ
ッ
ク
辛
子
蓮

根
に
起
因
す
る
中
毒
事
件

（
※
2
）南
関
あ
げ
…
熊
本
県
玉
名
郡
南
関
町

に
昔
か
ら
伝
わ
る
あ
げ
豆
腐
で
、古
く

か
ら
地
元
の
家
庭
で
親
し
ま
れ
て
い
る

伝
統
食
品
の
ひ
と
つ

　南
関
あ
げ
の
製
造
に
あ
た
っ
て
、独

自
の
味
の
追
求
に
努
め
ら
れ
た
と
か
。

　
父
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
私
は
、こ

れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
食
感
と
味
を
生

み
出
せ
る
様
、そ
の
製
法
の
習
得
に
努

め
ま
し
た
。そ
こ
で
得
た
知
識
を
基

に
、原
料
と
な
る
豆
乳
の
濃
度
や
油
の

温
度
等
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

我
が
社
な
ら
で
は
の
製

お
惣
菜
大
賞
2
0
1
6
」の
最
優
秀

賞（
寿
司
部
門
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　社
員
の
皆
さ
ん
は
生
き
生
き
と
仕

事
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

　
経
営
理
念
で
あ
る「
お
客
様
に
満
足

　
こ
う
し
た
こ
だ
わ
り
の
詰
ま
っ

た
我
が
社
の
南
関
あ
げ
は
、広
く
九

州
各
地
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　南
関
あ
げ
を
使
っ
た
惣
菜
の
販
売

に
も
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
ね
。

　
2
0
0
7
年（
平
成
19
年
）に
、地

元
南
関
町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
よ

う
に
、我
が
社
の
南
関
あ
げ
や
南
関
あ

げ
を
用
い
た
惣
菜
、そ
し
て
地
元
の
特

産
品
を
販
売
す
る「
い
き
い
き
村
」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。地
元
だ
け
で
な

く
、広
く
県
外
か
ら
も
多
く
の
お
客
様

に
ご
来
店
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。特

に
人
気
の
高
い
惣
菜
が「
南
関
あ
げ
巻

き
寿
司
」で
、新
日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
協
会
主
催
の「
お
弁
当
・お
惣

菜
大
賞
2
0
1
5
」で
4
4
，7
4
6

件
の
中
か
ら
優
秀
賞（
寿
司
部
門
）を

受
賞
し
ま
し
た
。さ
ら
に
翌
年
も「
南

関
い
な
り
」が
日
本
全
国
応
募
総
数

5
0
，2
8
3
件
の
中
か
ら「
お
弁
当・

　
具
体
的
に
申
し

ま
す
と
、ま
ず
南
関
あ
げ

の
も
と
と
な
る
豆
腐
の
製
造
に
あ
た
っ

て
は
、独
自
ブ
レ
ン
ド
し
た
大
豆
を
吟

味
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
し
、豆
乳
の

濃
度
や
使
用
す
る
水
に
も
気
を
配
っ
て

い
ま
す
。独
特
の
食
感
を
持
つ
南
関
あ

げ
の
食
感
は
、豆
乳
へ
の
気
泡
の
注
入

に
も
最
新
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、歯
ざ
わ
り
を
左
右
す
る
豆
腐
の

裁
断
は
、メ
ー
カ
ー
と
何
度
も
改
良
を

重
ね
て
開
発
し
た
カ
ッ
タ
ー
を
使
用
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
、何
と
言
っ
て
も
昔

か
ら
の
手
作
業
に
よ
る
揚
げ
に
こ
だ
わ

り
、職
人
が
揚
げ
ム
ラ
や
割
れ
の
有
無

を
一
枚
一
枚
チ
ェッ
ク
し
、丁
寧
に
心

を
こ
め
て
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
我
が
社
の
南
関
あ
げ
を

多
く
の
方
に
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
売
上
を
伸
ば
し

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も

確
実
な
成
長
を
息
長
く
続
け
る
こ
と

を
目
標
に
、し
っ
か
り
と
足
元
を
固
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
ま
ず
取
り
組
み
た
い
と

を
提
供
し
社
員
の
生
活
を
守
る
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、風
通
し
の
良
い
企
業
風

土
づ
く
り
や
、社
員
の「
心
の
健
康
」

の
醸
成
に
努
め
て
い
ま
す
。社
員
の
心

が
健
康
で
あ
れ
ば
生
き
生
き
と
笑
顔

で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、結
果
と

し
て
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と

考
え
て
い
る
の
が
南
関
あ
げ
の
生
産

力
向
上
で
す
。新
た
に
工
場
を
建
設

し
、現
状
１
日
約
２
万
枚
の
製
造
体
制

を
10
万
枚
ま
で
引
き
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た「
い
き
い
き
村
」に
つ
い
て
も

よ
り
一
層
集
客
力
を
高
め
る
た
め
に
、

駐
車
場
と
売
り
場
面
積
を
拡
大
す
る

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。「
い
き
い
き

村
」に
ご
来
店
い
た
だ
い
た
お
客
様

か
ら
は「
元
気
が
も
ら
え
る
」と
嬉

し
い
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　将
来
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

と
と
も
に
、敷
地
内
に
南
関
あ
げ

の
揚
げ
る
工
程
を
見
せ
る
実
演

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
私
の
目
標
は
、い
き
い
き

村
に
年
間
2
0
0
万
人
の
お
客
様

来
店
の
実
現
で
す
。

塩山食品 株式会社

◎インタビューを終えて
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「南関あげ巻き寿司」は大変人気があり、全国から募集する「お弁当・お惣菜大賞
2015」の優秀賞も受賞されました。
　今後も、伝統の味を大切に守り続けていかれるとともに、更なる地元の活性
化に貢献し続けられることを願っております。
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大サイズも
おすすめです!
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内
に
移
転
し
ま
し
た
。そ
の
当
時
、清

水
市
場
で
は
毎
日
朝
市
が
開
か
れ
て

お
り
、そ
こ
で
仕
入
れ
た
新
鮮
な
魚
を

使
っ
た
揚
げ
蒲
鉾
の
販
売
を
始
め
た

と
こ
ろ
、そ
の
美
味
し
さ
が
評
判
と
な

り
、売
上
は
大
き
く
伸
び
て
い
き
ま
し

た
。た
だ
し
、当
時
の
蒲
鉾
は
現
在
の

よ
う
に
ス
ー
パ
ー
の
冷
蔵
コ
ー
ナ
ー
で

売
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、朝
早
く
か

ら
出
来
立
て
熱
々
の
状
態
で
販
売
す

る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、夜
明

け
前
か
ら
仕
込
み
に
始
ま
り
片
付
け

が
終
わ
る
夕
方
ま
で
働
き
づ
め
の
毎
日

を
送
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
日
々
が
続
い
た
せ
い
か
、

私
が
中
学
生
の
時
に
父
が
若
く
し
て

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
後

は
母
が
中
心
と
な
り
小
規
模
な
が
ら

も
順
調
に
推
移
し
て
い
き
、年
商
1
億

円
近
い
数
字
を
保
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
ん
な
中
、2
0
0
0
年

（
平
成
12
年
）、我
が
社
は
一
つ
の
転
機

を
迎
え
ま
し
た
。地
元
の
大
手
ス
ー

パ
ー
へ
我
が
社
の
蒲
鉾
の
納
入
が
決
定

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
1
9
6
8
年（
昭

和
43
年
）、父
・
木
村
光
雄
が

当
時
勤
め
て
い
た
蒲
鉾
屋
を
退
職
し
、

母・寿
子
と
２
人
で
立
ち
上
げ
た
小
さ

な
蒲
鉾
屋
か
ら
始
ま
り
ま
す
。創
業

当
初
は
、長
崎
市
稲
佐
町
で
蒲
鉾
を

作
っ
て
販
売
し
て
い
た
の
で
す
が
、１

年
も
経
た
ず
し
て
土
地
が
道
路
整
備

の
た
め
に
立
ち
退
き
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、同
市
清
水
町
に
あ
る
清
水
市
場

更
な
る
成
長
に
向
け
て

自
社
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
開
発

に
も
注
力
し
て

き
ま
し
た
。そ

の
代
表
作
が

「
じ
ゃ
こ
天
」

で
す
。こ
れ
は
、

四
国・宇
和
島
の
特

産
品
で
あ
る「
じ
ゃ
こ
天
」に
柔
ら
か
い

食
べ
応
え
に
な
る
よ
う
独
自
の
改
良
を

加
え
た
も
の
で
、販
売
開
始
後
に
は
、

新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
評

判
と
な
り
、東
京
の
築
地
市
場
や
関
西

の
市
場
か
ら
も
引
き
合
い
が
あ
り
、新

工
場
で
も
対
応
し
き
れ
な
い
ぐ
ら
い
の

大
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、2
0
0
7
年（
平
成
19

年
）に
は
、「
じ
ゃ
こ
天
」か
ら
派
生
さ

せ
る
形
で
我
が
社
最
大
の
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
る「
じ
ゃ
こ
せ
ん
べ
い
」を
開
発
。

こ
の
商
品
は
、お
客
様
か
ら
お
聞
き
し

た「
じ
ゃ
こ
天
は
端
っ
こ
の
部
分
が
美

味
し
い
よ
ね
。こ
の
部
分
を
い
っ
ぱ
い

し
た
の
で
す
。と
こ
ろ
が
市
場
内
で
の

生
産
で
は
注
文
に
対
応
す
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
た
め
、現
在
地（
長
崎

市
京
泊
）に
工
場
を
新
設
移
転
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。新
工
場
は
、す
ぐ
近

く
に
す
り
身
の
仕
入
先
で
あ
る
長
崎

蒲
鉾
水
産
加
工
協
同
組
合（
以
下
：

加
工
組
合
）が
あ
る
な
ど
、蒲
鉾
を
製

造
す
る
に
は
う
っ
て
つ
け
の
場
所
で
、更

に
工
場
移
転
後
は
加
工
組
合
と
共
同

で
商
談
に
行
く
機
会
も
増
え
て
い
き

ま
し
た
。そ
し
て
工
場
完
成
の
翌
年
に

は
、加
工
組
合
か
ら
の
紹
介
を
き
っ
か

け
に
、我
が
社
の「
揚
げ
蒲
鉾
」が
福

岡
魚
市
場
で
取
り
扱
っ
て
頂
け
る
こ
と

に
な
る
な
ど
、新
工
場
へ
の
移
転
を
機

に
、我
が
社
は
売
上
げ
を
大
き
く
伸
ば

し
、年
商
10
億
円
を
超
え
る
ま
で
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
も
御
社

の
成
長
に
繋
が
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
新
工
場
へ
の
移
転
後
、我
が
社
で
は

向
け
、新
商
品
開
発
に
も
注
力
し
て
い

ま
す
。今
年
２
月
に
は
東
京
の
丸
千
千

代
田
水
産
と
加
工
組
合
と
の
共
同
で
、

今
ま
で
蒲
鉾
の
材
料
に
用
い
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
カ
マ
ス
を
使
っ
た「
カ
マ
ス

天
」も
開
発
。カ
マ
ス
を
加
熱
す
る
と
、

コ
シ
が
し
っ
か
り
出
て
、今
ま
で
に
無
い

口
当
た
り
の
良
さ
と
美
味
し
さ
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。や
や
高

価
な
の
が
難
点
で
す
が
、高
級
食
材
を

扱
う
お
店
等
で
取
扱
い
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
の
３
月
か
ら
は
、通
常
の

パ
ッ
ク
入
り
販
売
で
は
な
く
、チ
ギ
リ

天
を
巾
着
袋
に
入
れ
て
販
売
し
た
と

こ
ろ
、手
づ
く
り
感
や
新
鮮
さ
が
う
け

売
れ
行
き
は
大
変
好
調
で
す
。現
在
は

４
種
の
蒲
鉾（
じ
ゃ
こ
天
、お
ふ
く
ろ
揚

げ
、い
か
げ
そ
天
、た
こ
天
）の
み
で
す

が
、今
後
対
象
商
品
を
広
げ
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
現
在
、我
が
社

の
商
品
は
全
国
の
お
客
様
に
ご

愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り
、お
取
引

先
か
ら
は
海
外
進
出
な
ど
の
お

話
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

私
は
会
社
を
い
た
ず
ら
に
大
き

く
す
る
こ
と
よ
り
も
、従
業
員
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、身
の
丈
に
あ
っ
た
形
で
安

定
し
た
経
営
を
続
け
る
こ
と
を

優
先
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。今
の
お
客
様
と
の
お
付
き

合
い
を
大
事
に
し
、安
心
安
全
で

美
味
し
い
蒲
鉾
を
毎
日
提
供
し

て
い
く
と
と
も
に
、新
商
品
開
発

に
も
引
き
続
き
注
力
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

　
ま
た
、今
年
4
月
に
は
大
阪
の

魚
市
場
で
修
行
し
て
い
た
息
子

が
帰
っ
て
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
は

息
子
と
力
を
合
わ
せ
、〝
長
崎
の

味
〞を
日
本
全
国
に
お
届
け
し
て

い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　一
番
の
特
徴
は「
豊
富
な
品
揃

え
」で
す
。現
在
我
が
社
で
は
、長

崎
近
海
で
獲
れ
る
イ
ワ
シ
、ア
ジ
、

コ
ノ
シ
ロ
に
加
え
、東
シ
ナ
海
や

黄
海
で
獲
れ
る
エ
ソ
や
ハ
モ
、そ

し
て
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
等
の
す
り
身

を
使
っ
て
、25
種
類
の
蒲
鉾
を
1

日
5
万
枚
製
造
し
、東
京
や
大

阪
、福
岡
の
魚
市
場
等
を
通
じ

て
、全
国
の
ス
ー
パ
ー
に
ご
提
供

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
一
番

人
気
は
、ホ
タ
ル
ジ
ャ
コ
を
丸
ご

と
ミ
ン
チ
に
し
た
す
り
身
で
作

る
、カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
で
歯
ご

た
え
抜
群
の「
じ
ゃ
こ
天
」で
す
。

他
に
も
、ト
ビ
ウ
オ
特
有
の
味
が

堪
能
で
き
る「
あ
ご
天
」、ア
ジ

と
ご
ぼ
う
の
風
味
が
マ
ッ
チ
し
た

「
あ
じ
ご
ぼ
う
」等
の
揚
げ
蒲
鉾

や
、「
じ
ゃ
こ
せ
ん
べ
い
」、「
あ
じ

焼
蒲
」、「
め
ん
た
い
ま
く
ら
」な

ど
多
様
な
蒲
鉾
を
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。

　
更
な
る
品
揃
え
の
拡
充
に

す
り
身
に
塩
や
で
ん
ぷ
ん
、調
味
料
等

を
加
え
な
が
ら
丹
念
に
練
り
上
げ
る

工
程
の
こ
と
で
、蒲
鉾
の
味
を
左
右
す

る
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。そ
こ
で
鉄
の
器
で
は
な
く
石
の
臼

を
使
う
こ
と
で
、練
り
で
発
生
し
て
し

ま
う
摩
擦
に
よ
る
急
激
な
温
度
変
化

と
そ
れ
に
よ
る
す
り
身
の
品
質
へ
の
悪

影
響
を
抑
え
、素
材
本
来
の
味
を
最
大

限
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
ま
た
、擂
潰
工
程
が
終
わ
っ
た
後
に

は
、冷
蔵
庫
で
一
晩
寝
か
せ
る「
座
り
」

と
い
う
工
程
を
行
い
ま
す
。座
り
を
行

う
こ
と
で
、長
崎
の
蒲
鉾
の
特
徴
で
あ

る
弾
力
性
が
生
ま
れ
、味
わ
い
深
い
食

感
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　〝
長
崎
の
味
〞

を
謳
う
御
社
の

商
品
の
特
徴

を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

食
べ
た
い
」と
い
う
言
葉
を
き
っ
か
け
に

開
発
に
着
手
し
た
も
の
で
、特
注
の
機

械
を
導
入
す
る
こ
と
で
、カ
リ
ッ
と
し
た

端
っ
こ
の
部
分
の
食
感
を
存
分
に
味
わ

え
る
薄
型
蒲
鉾
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
こ
せ
い
べ
い
」は
発
売
開
始
後
、

爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
、今
で
も
我
が
社

の
主
力
商
品
の
一
つ
と
し
て
多
く
の
お

客
様
に
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　長
崎
の
蒲
鉾
に
は
昔
な
が
ら
の
製

法
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。

　
長
崎
を
代
表
す
る
特
産
品
の
一
つ

で
あ
る
蒲
鉾
は
、豊
か
な
漁
場
に
恵
ま

れ
て
い
る
長
崎
近
海
で
獲
れ
た
新
鮮

な
魚
本
来
の
味
わ
い
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
の
が
特
徴
で
、我
が
社
を
含
め

た
長
崎
の
蒲
鉾
屋
の
多
く
は
、素
材
の

味
を
活
か
す
た
め
に
昔
な
が
ら
の
製

法
で
蒲
鉾
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
例
が
石
臼
を
使
っ
た

「
ら
い
か
い

擂
潰
」で
す
。擂
潰
と
は
、仕
入
れ
た

▲本社工場前（左から木村社長、吉澤頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

吉澤頭取木村社長

有限会社 木村蒲鉾

取
引
店
／
親
和
銀
行 

住
吉
支
店

有
限
会
社 

木
村
蒲
鉾

代
表
取
締
役

木
村 

忠
利
氏

本
物
の
美
味
し
い
蒲
鉾
を

長
崎
の
地
か
ら
全
国
に
お
届
け
し
ま
す
。
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内
に
移
転
し
ま
し
た
。そ
の
当
時
、清

水
市
場
で
は
毎
日
朝
市
が
開
か
れ
て

お
り
、そ
こ
で
仕
入
れ
た
新
鮮
な
魚
を

使
っ
た
揚
げ
蒲
鉾
の
販
売
を
始
め
た

と
こ
ろ
、そ
の
美
味
し
さ
が
評
判
と
な

り
、売
上
は
大
き
く
伸
び
て
い
き
ま
し

た
。た
だ
し
、当
時
の
蒲
鉾
は
現
在
の

よ
う
に
ス
ー
パ
ー
の
冷
蔵
コ
ー
ナ
ー
で

売
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、朝
早
く
か

ら
出
来
立
て
熱
々
の
状
態
で
販
売
す

る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、夜
明

け
前
か
ら
仕
込
み
に
始
ま
り
片
付
け

が
終
わ
る
夕
方
ま
で
働
き
づ
め
の
毎
日

を
送
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
日
々
が
続
い
た
せ
い
か
、

私
が
中
学
生
の
時
に
父
が
若
く
し
て

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
後

は
母
が
中
心
と
な
り
小
規
模
な
が
ら

も
順
調
に
推
移
し
て
い
き
、年
商
1
億

円
近
い
数
字
を
保
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
ん
な
中
、2
0
0
0
年

（
平
成
12
年
）、我
が
社
は
一
つ
の
転
機

を
迎
え
ま
し
た
。地
元
の
大
手
ス
ー

パ
ー
へ
我
が
社
の
蒲
鉾
の
納
入
が
決
定

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
1
9
6
8
年（
昭

和
43
年
）、父
・
木
村
光
雄
が

当
時
勤
め
て
い
た
蒲
鉾
屋
を
退
職
し
、

母・寿
子
と
２
人
で
立
ち
上
げ
た
小
さ

な
蒲
鉾
屋
か
ら
始
ま
り
ま
す
。創
業

当
初
は
、長
崎
市
稲
佐
町
で
蒲
鉾
を

作
っ
て
販
売
し
て
い
た
の
で
す
が
、１

年
も
経
た
ず
し
て
土
地
が
道
路
整
備

の
た
め
に
立
ち
退
き
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、同
市
清
水
町
に
あ
る
清
水
市
場

更
な
る
成
長
に
向
け
て

自
社
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
開
発

に
も
注
力
し
て

き
ま
し
た
。そ

の
代
表
作
が

「
じ
ゃ
こ
天
」

で
す
。こ
れ
は
、

四
国・宇
和
島
の
特

産
品
で
あ
る「
じ
ゃ
こ
天
」に
柔
ら
か
い

食
べ
応
え
に
な
る
よ
う
独
自
の
改
良
を

加
え
た
も
の
で
、販
売
開
始
後
に
は
、

新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
評

判
と
な
り
、東
京
の
築
地
市
場
や
関
西

の
市
場
か
ら
も
引
き
合
い
が
あ
り
、新

工
場
で
も
対
応
し
き
れ
な
い
ぐ
ら
い
の

大
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、2
0
0
7
年（
平
成
19

年
）に
は
、「
じ
ゃ
こ
天
」か
ら
派
生
さ

せ
る
形
で
我
が
社
最
大
の
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
る「
じ
ゃ
こ
せ
ん
べ
い
」を
開
発
。

こ
の
商
品
は
、お
客
様
か
ら
お
聞
き
し

た「
じ
ゃ
こ
天
は
端
っ
こ
の
部
分
が
美

味
し
い
よ
ね
。こ
の
部
分
を
い
っ
ぱ
い

し
た
の
で
す
。と
こ
ろ
が
市
場
内
で
の

生
産
で
は
注
文
に
対
応
す
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
た
め
、現
在
地（
長
崎

市
京
泊
）に
工
場
を
新
設
移
転
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。新
工
場
は
、す
ぐ
近

く
に
す
り
身
の
仕
入
先
で
あ
る
長
崎

蒲
鉾
水
産
加
工
協
同
組
合（
以
下
：

加
工
組
合
）が
あ
る
な
ど
、蒲
鉾
を
製

造
す
る
に
は
う
っ
て
つ
け
の
場
所
で
、更

に
工
場
移
転
後
は
加
工
組
合
と
共
同

で
商
談
に
行
く
機
会
も
増
え
て
い
き

ま
し
た
。そ
し
て
工
場
完
成
の
翌
年
に

は
、加
工
組
合
か
ら
の
紹
介
を
き
っ
か

け
に
、我
が
社
の「
揚
げ
蒲
鉾
」が
福

岡
魚
市
場
で
取
り
扱
っ
て
頂
け
る
こ
と

に
な
る
な
ど
、新
工
場
へ
の
移
転
を
機

に
、我
が
社
は
売
上
げ
を
大
き
く
伸
ば

し
、年
商
10
億
円
を
超
え
る
ま
で
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
も
御
社

の
成
長
に
繋
が
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
新
工
場
へ
の
移
転
後
、我
が
社
で
は

向
け
、新
商
品
開
発
に
も
注
力
し
て
い

ま
す
。今
年
２
月
に
は
東
京
の
丸
千
千

代
田
水
産
と
加
工
組
合
と
の
共
同
で
、

今
ま
で
蒲
鉾
の
材
料
に
用
い
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
カ
マ
ス
を
使
っ
た「
カ
マ
ス

天
」も
開
発
。カ
マ
ス
を
加
熱
す
る
と
、

コ
シ
が
し
っ
か
り
出
て
、今
ま
で
に
無
い

口
当
た
り
の
良
さ
と
美
味
し
さ
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。や
や
高

価
な
の
が
難
点
で
す
が
、高
級
食
材
を

扱
う
お
店
等
で
取
扱
い
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
の
３
月
か
ら
は
、通
常
の

パ
ッ
ク
入
り
販
売
で
は
な
く
、チ
ギ
リ

天
を
巾
着
袋
に
入
れ
て
販
売
し
た
と

こ
ろ
、手
づ
く
り
感
や
新
鮮
さ
が
う
け

売
れ
行
き
は
大
変
好
調
で
す
。現
在
は

４
種
の
蒲
鉾（
じ
ゃ
こ
天
、お
ふ
く
ろ
揚

げ
、い
か
げ
そ
天
、た
こ
天
）の
み
で
す

が
、今
後
対
象
商
品
を
広
げ
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
現
在
、我
が
社

の
商
品
は
全
国
の
お
客
様
に
ご

愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り
、お
取
引

先
か
ら
は
海
外
進
出
な
ど
の
お

話
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

私
は
会
社
を
い
た
ず
ら
に
大
き

く
す
る
こ
と
よ
り
も
、従
業
員
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、身
の
丈
に
あ
っ
た
形
で
安

定
し
た
経
営
を
続
け
る
こ
と
を

優
先
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。今
の
お
客
様
と
の
お
付
き

合
い
を
大
事
に
し
、安
心
安
全
で

美
味
し
い
蒲
鉾
を
毎
日
提
供
し

て
い
く
と
と
も
に
、新
商
品
開
発

に
も
引
き
続
き
注
力
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

　
ま
た
、今
年
4
月
に
は
大
阪
の

魚
市
場
で
修
行
し
て
い
た
息
子

が
帰
っ
て
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
は

息
子
と
力
を
合
わ
せ
、〝
長
崎
の

味
〞を
日
本
全
国
に
お
届
け
し
て

い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　一
番
の
特
徴
は「
豊
富
な
品
揃

え
」で
す
。現
在
我
が
社
で
は
、長

崎
近
海
で
獲
れ
る
イ
ワ
シ
、ア
ジ
、

コ
ノ
シ
ロ
に
加
え
、東
シ
ナ
海
や

黄
海
で
獲
れ
る
エ
ソ
や
ハ
モ
、そ

し
て
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
等
の
す
り
身

を
使
っ
て
、25
種
類
の
蒲
鉾
を
1

日
5
万
枚
製
造
し
、東
京
や
大

阪
、福
岡
の
魚
市
場
等
を
通
じ

て
、全
国
の
ス
ー
パ
ー
に
ご
提
供

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
一
番

人
気
は
、ホ
タ
ル
ジ
ャ
コ
を
丸
ご

と
ミ
ン
チ
に
し
た
す
り
身
で
作

る
、カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
で
歯
ご

た
え
抜
群
の「
じ
ゃ
こ
天
」で
す
。

他
に
も
、ト
ビ
ウ
オ
特
有
の
味
が

堪
能
で
き
る「
あ
ご
天
」、ア
ジ

と
ご
ぼ
う
の
風
味
が
マ
ッ
チ
し
た

「
あ
じ
ご
ぼ
う
」等
の
揚
げ
蒲
鉾

や
、「
じ
ゃ
こ
せ
ん
べ
い
」、「
あ
じ

焼
蒲
」、「
め
ん
た
い
ま
く
ら
」な

ど
多
様
な
蒲
鉾
を
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。

　
更
な
る
品
揃
え
の
拡
充
に

す
り
身
に
塩
や
で
ん
ぷ
ん
、調
味
料
等

を
加
え
な
が
ら
丹
念
に
練
り
上
げ
る

工
程
の
こ
と
で
、蒲
鉾
の
味
を
左
右
す

る
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。そ
こ
で
鉄
の
器
で
は
な
く
石
の
臼

を
使
う
こ
と
で
、練
り
で
発
生
し
て
し

ま
う
摩
擦
に
よ
る
急
激
な
温
度
変
化

と
そ
れ
に
よ
る
す
り
身
の
品
質
へ
の
悪

影
響
を
抑
え
、素
材
本
来
の
味
を
最
大

限
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
ま
た
、擂
潰
工
程
が
終
わ
っ
た
後
に

は
、冷
蔵
庫
で
一
晩
寝
か
せ
る「
座
り
」

と
い
う
工
程
を
行
い
ま
す
。座
り
を
行

う
こ
と
で
、長
崎
の
蒲
鉾
の
特
徴
で
あ

る
弾
力
性
が
生
ま
れ
、味
わ
い
深
い
食

感
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　〝
長
崎
の
味
〞

を
謳
う
御
社
の

商
品
の
特
徴

を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

食
べ
た
い
」と
い
う
言
葉
を
き
っ
か
け
に

開
発
に
着
手
し
た
も
の
で
、特
注
の
機

械
を
導
入
す
る
こ
と
で
、カ
リ
ッ
と
し
た

端
っ
こ
の
部
分
の
食
感
を
存
分
に
味
わ

え
る
薄
型
蒲
鉾
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
こ
せ
い
べ
い
」は
発
売
開
始
後
、

爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
、今
で
も
我
が
社

の
主
力
商
品
の
一
つ
と
し
て
多
く
の
お

客
様
に
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　長
崎
の
蒲
鉾
に
は
昔
な
が
ら
の
製

法
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。

　
長
崎
を
代
表
す
る
特
産
品
の
一
つ

で
あ
る
蒲
鉾
は
、豊
か
な
漁
場
に
恵
ま

れ
て
い
る
長
崎
近
海
で
獲
れ
た
新
鮮

な
魚
本
来
の
味
わ
い
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
の
が
特
徴
で
、我
が
社
を
含
め

た
長
崎
の
蒲
鉾
屋
の
多
く
は
、素
材
の

味
を
活
か
す
た
め
に
昔
な
が
ら
の
製

法
で
蒲
鉾
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
例
が
石
臼
を
使
っ
た

「
ら
い
か
い

擂
潰
」で
す
。擂
潰
と
は
、仕
入
れ
た

▲本社工場前（左から木村社長、吉澤頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

吉澤頭取木村社長

有限会社 木村蒲鉾

取
引
店
／
親
和
銀
行 

住
吉
支
店

有
限
会
社 

木
村
蒲
鉾

代
表
取
締
役

木
村 

忠
利
氏

本
物
の
美
味
し
い
蒲
鉾
を

長
崎
の
地
か
ら
全
国
に
お
届
け
し
ま
す
。
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内
に
移
転
し
ま
し
た
。そ
の
当
時
、清

水
市
場
で
は
毎
日
朝
市
が
開
か
れ
て

お
り
、そ
こ
で
仕
入
れ
た
新
鮮
な
魚
を

使
っ
た
揚
げ
蒲
鉾
の
販
売
を
始
め
た

と
こ
ろ
、そ
の
美
味
し
さ
が
評
判
と
な

り
、売
上
は
大
き
く
伸
び
て
い
き
ま
し

た
。た
だ
し
、当
時
の
蒲
鉾
は
現
在
の

よ
う
に
ス
ー
パ
ー
の
冷
蔵
コ
ー
ナ
ー
で

売
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、朝
早
く
か

ら
出
来
立
て
熱
々
の
状
態
で
販
売
す

る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、夜
明

け
前
か
ら
仕
込
み
に
始
ま
り
片
付
け

が
終
わ
る
夕
方
ま
で
働
き
づ
め
の
毎
日

を
送
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
日
々
が
続
い
た
せ
い
か
、

私
が
中
学
生
の
時
に
父
が
若
く
し
て

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
後

は
母
が
中
心
と
な
り
小
規
模
な
が
ら

も
順
調
に
推
移
し
て
い
き
、年
商
1
億

円
近
い
数
字
を
保
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
ん
な
中
、2
0
0
0
年

（
平
成
12
年
）、我
が
社
は
一
つ
の
転
機

を
迎
え
ま
し
た
。地
元
の
大
手
ス
ー

パ
ー
へ
我
が
社
の
蒲
鉾
の
納
入
が
決
定

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
1
9
6
8
年（
昭

和
43
年
）、父
・
木
村
光
雄
が

当
時
勤
め
て
い
た
蒲
鉾
屋
を
退
職
し
、

母・寿
子
と
２
人
で
立
ち
上
げ
た
小
さ

な
蒲
鉾
屋
か
ら
始
ま
り
ま
す
。創
業

当
初
は
、長
崎
市
稲
佐
町
で
蒲
鉾
を

作
っ
て
販
売
し
て
い
た
の
で
す
が
、１

年
も
経
た
ず
し
て
土
地
が
道
路
整
備

の
た
め
に
立
ち
退
き
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、同
市
清
水
町
に
あ
る
清
水
市
場

更
な
る
成
長
に
向
け
て

自
社
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
開
発

に
も
注
力
し
て

き
ま
し
た
。そ

の
代
表
作
が

「
じ
ゃ
こ
天
」

で
す
。こ
れ
は
、

四
国・宇
和
島
の
特

産
品
で
あ
る「
じ
ゃ
こ
天
」に
柔
ら
か
い

食
べ
応
え
に
な
る
よ
う
独
自
の
改
良
を

加
え
た
も
の
で
、販
売
開
始
後
に
は
、

新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
評

判
と
な
り
、東
京
の
築
地
市
場
や
関
西

の
市
場
か
ら
も
引
き
合
い
が
あ
り
、新

工
場
で
も
対
応
し
き
れ
な
い
ぐ
ら
い
の

大
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、2
0
0
7
年（
平
成
19

年
）に
は
、「
じ
ゃ
こ
天
」か
ら
派
生
さ

せ
る
形
で
我
が
社
最
大
の
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
る「
じ
ゃ
こ
せ
ん
べ
い
」を
開
発
。

こ
の
商
品
は
、お
客
様
か
ら
お
聞
き
し

た「
じ
ゃ
こ
天
は
端
っ
こ
の
部
分
が
美

味
し
い
よ
ね
。こ
の
部
分
を
い
っ
ぱ
い

し
た
の
で
す
。と
こ
ろ
が
市
場
内
で
の

生
産
で
は
注
文
に
対
応
す
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
た
め
、現
在
地（
長
崎

市
京
泊
）に
工
場
を
新
設
移
転
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。新
工
場
は
、す
ぐ
近

く
に
す
り
身
の
仕
入
先
で
あ
る
長
崎

蒲
鉾
水
産
加
工
協
同
組
合（
以
下
：

加
工
組
合
）が
あ
る
な
ど
、蒲
鉾
を
製

造
す
る
に
は
う
っ
て
つ
け
の
場
所
で
、更

に
工
場
移
転
後
は
加
工
組
合
と
共
同

で
商
談
に
行
く
機
会
も
増
え
て
い
き

ま
し
た
。そ
し
て
工
場
完
成
の
翌
年
に

は
、加
工
組
合
か
ら
の
紹
介
を
き
っ
か

け
に
、我
が
社
の「
揚
げ
蒲
鉾
」が
福

岡
魚
市
場
で
取
り
扱
っ
て
頂
け
る
こ
と

に
な
る
な
ど
、新
工
場
へ
の
移
転
を
機

に
、我
が
社
は
売
上
げ
を
大
き
く
伸
ば

し
、年
商
10
億
円
を
超
え
る
ま
で
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
も
御
社

の
成
長
に
繋
が
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
新
工
場
へ
の
移
転
後
、我
が
社
で
は

向
け
、新
商
品
開
発
に
も
注
力
し
て
い

ま
す
。今
年
２
月
に
は
東
京
の
丸
千
千

代
田
水
産
と
加
工
組
合
と
の
共
同
で
、

今
ま
で
蒲
鉾
の
材
料
に
用
い
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
カ
マ
ス
を
使
っ
た「
カ
マ
ス

天
」も
開
発
。カ
マ
ス
を
加
熱
す
る
と
、

コ
シ
が
し
っ
か
り
出
て
、今
ま
で
に
無
い

口
当
た
り
の
良
さ
と
美
味
し
さ
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。や
や
高

価
な
の
が
難
点
で
す
が
、高
級
食
材
を

扱
う
お
店
等
で
取
扱
い
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
の
３
月
か
ら
は
、通
常
の

パ
ッ
ク
入
り
販
売
で
は
な
く
、チ
ギ
リ

天
を
巾
着
袋
に
入
れ
て
販
売
し
た
と

こ
ろ
、手
づ
く
り
感
や
新
鮮
さ
が
う
け

売
れ
行
き
は
大
変
好
調
で
す
。現
在
は

４
種
の
蒲
鉾（
じ
ゃ
こ
天
、お
ふ
く
ろ
揚

げ
、い
か
げ
そ
天
、た
こ
天
）の
み
で
す

が
、今
後
対
象
商
品
を
広
げ
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
現
在
、我
が
社

の
商
品
は
全
国
の
お
客
様
に
ご

愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り
、お
取
引

先
か
ら
は
海
外
進
出
な
ど
の
お

話
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

私
は
会
社
を
い
た
ず
ら
に
大
き

く
す
る
こ
と
よ
り
も
、従
業
員
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、身
の
丈
に
あ
っ
た
形
で
安

定
し
た
経
営
を
続
け
る
こ
と
を

優
先
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。今
の
お
客
様
と
の
お
付
き

合
い
を
大
事
に
し
、安
心
安
全
で

美
味
し
い
蒲
鉾
を
毎
日
提
供
し

て
い
く
と
と
も
に
、新
商
品
開
発

に
も
引
き
続
き
注
力
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

　
ま
た
、今
年
4
月
に
は
大
阪
の

魚
市
場
で
修
行
し
て
い
た
息
子

が
帰
っ
て
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
は

息
子
と
力
を
合
わ
せ
、〝
長
崎
の

味
〞を
日
本
全
国
に
お
届
け
し
て

い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　一
番
の
特
徴
は「
豊
富
な
品
揃

え
」で
す
。現
在
我
が
社
で
は
、長

崎
近
海
で
獲
れ
る
イ
ワ
シ
、ア
ジ
、

コ
ノ
シ
ロ
に
加
え
、東
シ
ナ
海
や

黄
海
で
獲
れ
る
エ
ソ
や
ハ
モ
、そ

し
て
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
等
の
す
り
身

を
使
っ
て
、25
種
類
の
蒲
鉾
を
1

日
5
万
枚
製
造
し
、東
京
や
大

阪
、福
岡
の
魚
市
場
等
を
通
じ

て
、全
国
の
ス
ー
パ
ー
に
ご
提
供

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
一
番

人
気
は
、ホ
タ
ル
ジ
ャ
コ
を
丸
ご

と
ミ
ン
チ
に
し
た
す
り
身
で
作

る
、カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
で
歯
ご

た
え
抜
群
の「
じ
ゃ
こ
天
」で
す
。

他
に
も
、ト
ビ
ウ
オ
特
有
の
味
が

堪
能
で
き
る「
あ
ご
天
」、ア
ジ

と
ご
ぼ
う
の
風
味
が
マ
ッ
チ
し
た

「
あ
じ
ご
ぼ
う
」等
の
揚
げ
蒲
鉾

や
、「
じ
ゃ
こ
せ
ん
べ
い
」、「
あ
じ

焼
蒲
」、「
め
ん
た
い
ま
く
ら
」な

ど
多
様
な
蒲
鉾
を
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。

　
更
な
る
品
揃
え
の
拡
充
に

す
り
身
に
塩
や
で
ん
ぷ
ん
、調
味
料
等

を
加
え
な
が
ら
丹
念
に
練
り
上
げ
る

工
程
の
こ
と
で
、蒲
鉾
の
味
を
左
右
す

る
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。そ
こ
で
鉄
の
器
で
は
な
く
石
の
臼

を
使
う
こ
と
で
、練
り
で
発
生
し
て
し

ま
う
摩
擦
に
よ
る
急
激
な
温
度
変
化

と
そ
れ
に
よ
る
す
り
身
の
品
質
へ
の
悪

影
響
を
抑
え
、素
材
本
来
の
味
を
最
大

限
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
ま
た
、擂
潰
工
程
が
終
わ
っ
た
後
に

は
、冷
蔵
庫
で
一
晩
寝
か
せ
る「
座
り
」

と
い
う
工
程
を
行
い
ま
す
。座
り
を
行

う
こ
と
で
、長
崎
の
蒲
鉾
の
特
徴
で
あ

る
弾
力
性
が
生
ま
れ
、味
わ
い
深
い
食

感
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　〝
長
崎
の
味
〞

を
謳
う
御
社
の

商
品
の
特
徴

を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

食
べ
た
い
」と
い
う
言
葉
を
き
っ
か
け
に

開
発
に
着
手
し
た
も
の
で
、特
注
の
機

械
を
導
入
す
る
こ
と
で
、カ
リ
ッ
と
し
た

端
っ
こ
の
部
分
の
食
感
を
存
分
に
味
わ

え
る
薄
型
蒲
鉾
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
こ
せ
い
べ
い
」は
発
売
開
始
後
、

爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
、今
で
も
我
が
社

の
主
力
商
品
の
一
つ
と
し
て
多
く
の
お

客
様
に
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　長
崎
の
蒲
鉾
に
は
昔
な
が
ら
の
製

法
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。

　
長
崎
を
代
表
す
る
特
産
品
の
一
つ

で
あ
る
蒲
鉾
は
、豊
か
な
漁
場
に
恵
ま

れ
て
い
る
長
崎
近
海
で
獲
れ
た
新
鮮

な
魚
本
来
の
味
わ
い
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
の
が
特
徴
で
、我
が
社
を
含
め

た
長
崎
の
蒲
鉾
屋
の
多
く
は
、素
材
の

味
を
活
か
す
た
め
に
昔
な
が
ら
の
製

法
で
蒲
鉾
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
例
が
石
臼
を
使
っ
た

「
ら
い
か
い

擂
潰
」で
す
。擂
潰
と
は
、仕
入
れ
た

有限会社 木村蒲鉾

昔ながらの製法で
蒲鉾づくりを
行っています。

バラエティ豊かな
蒲鉾を開発して
おられますね。

木村社長▶◀吉澤頭取

▲□□□□□□

▲じゃこせんべい

▲めんたいまくら ▲あじ焼蒲 ▲じゃごばーぐ

▲じゃこ天

木 村 蒲 鉾 　 　 　 お す す め 商 品

❶ 漁　港

❷ 魚市場

❸ 石臼ずり

❹ 形　成

❽ 真空包装

❼ 揚　げ

❻ カット

❺ 座　り

工場見学風景 主な製造工程
美味しいです美味しいです 鮮度抜群鮮度抜群

一番
人気

ヒット
商品

▲たこ天 ▲いかげそ天 ▲いわしのおふくろ揚げ ▲じゃこ天

巾着袋タイプ
新発売

巾着袋タイプ
新発売
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内
に
移
転
し
ま
し
た
。そ
の
当
時
、清

水
市
場
で
は
毎
日
朝
市
が
開
か
れ
て

お
り
、そ
こ
で
仕
入
れ
た
新
鮮
な
魚
を

使
っ
た
揚
げ
蒲
鉾
の
販
売
を
始
め
た

と
こ
ろ
、そ
の
美
味
し
さ
が
評
判
と
な

り
、売
上
は
大
き
く
伸
び
て
い
き
ま
し

た
。た
だ
し
、当
時
の
蒲
鉾
は
現
在
の

よ
う
に
ス
ー
パ
ー
の
冷
蔵
コ
ー
ナ
ー
で

売
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、朝
早
く
か

ら
出
来
立
て
熱
々
の
状
態
で
販
売
す

る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、夜
明

け
前
か
ら
仕
込
み
に
始
ま
り
片
付
け

が
終
わ
る
夕
方
ま
で
働
き
づ
め
の
毎
日

を
送
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
日
々
が
続
い
た
せ
い
か
、

私
が
中
学
生
の
時
に
父
が
若
く
し
て

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
後

は
母
が
中
心
と
な
り
小
規
模
な
が
ら

も
順
調
に
推
移
し
て
い
き
、年
商
1
億

円
近
い
数
字
を
保
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
ん
な
中
、2
0
0
0
年

（
平
成
12
年
）、我
が
社
は
一
つ
の
転
機

を
迎
え
ま
し
た
。地
元
の
大
手
ス
ー

パ
ー
へ
我
が
社
の
蒲
鉾
の
納
入
が
決
定

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
1
9
6
8
年（
昭

和
43
年
）、父
・
木
村
光
雄
が

当
時
勤
め
て
い
た
蒲
鉾
屋
を
退
職
し
、

母・寿
子
と
２
人
で
立
ち
上
げ
た
小
さ

な
蒲
鉾
屋
か
ら
始
ま
り
ま
す
。創
業

当
初
は
、長
崎
市
稲
佐
町
で
蒲
鉾
を

作
っ
て
販
売
し
て
い
た
の
で
す
が
、１

年
も
経
た
ず
し
て
土
地
が
道
路
整
備

の
た
め
に
立
ち
退
き
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、同
市
清
水
町
に
あ
る
清
水
市
場

更
な
る
成
長
に
向
け
て

自
社
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
開
発

に
も
注
力
し
て

き
ま
し
た
。そ

の
代
表
作
が

「
じ
ゃ
こ
天
」

で
す
。こ
れ
は
、

四
国・宇
和
島
の
特

産
品
で
あ
る「
じ
ゃ
こ
天
」に
柔
ら
か
い

食
べ
応
え
に
な
る
よ
う
独
自
の
改
良
を

加
え
た
も
の
で
、販
売
開
始
後
に
は
、

新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
評

判
と
な
り
、東
京
の
築
地
市
場
や
関
西

の
市
場
か
ら
も
引
き
合
い
が
あ
り
、新

工
場
で
も
対
応
し
き
れ
な
い
ぐ
ら
い
の

大
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、2
0
0
7
年（
平
成
19

年
）に
は
、「
じ
ゃ
こ
天
」か
ら
派
生
さ

せ
る
形
で
我
が
社
最
大
の
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
る「
じ
ゃ
こ
せ
ん
べ
い
」を
開
発
。

こ
の
商
品
は
、お
客
様
か
ら
お
聞
き
し

た「
じ
ゃ
こ
天
は
端
っ
こ
の
部
分
が
美

味
し
い
よ
ね
。こ
の
部
分
を
い
っ
ぱ
い

し
た
の
で
す
。と
こ
ろ
が
市
場
内
で
の

生
産
で
は
注
文
に
対
応
す
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
た
め
、現
在
地（
長
崎

市
京
泊
）に
工
場
を
新
設
移
転
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。新
工
場
は
、す
ぐ
近

く
に
す
り
身
の
仕
入
先
で
あ
る
長
崎

蒲
鉾
水
産
加
工
協
同
組
合（
以
下
：

加
工
組
合
）が
あ
る
な
ど
、蒲
鉾
を
製

造
す
る
に
は
う
っ
て
つ
け
の
場
所
で
、更

に
工
場
移
転
後
は
加
工
組
合
と
共
同

で
商
談
に
行
く
機
会
も
増
え
て
い
き

ま
し
た
。そ
し
て
工
場
完
成
の
翌
年
に

は
、加
工
組
合
か
ら
の
紹
介
を
き
っ
か

け
に
、我
が
社
の「
揚
げ
蒲
鉾
」が
福

岡
魚
市
場
で
取
り
扱
っ
て
頂
け
る
こ
と

に
な
る
な
ど
、新
工
場
へ
の
移
転
を
機

に
、我
が
社
は
売
上
げ
を
大
き
く
伸
ば

し
、年
商
10
億
円
を
超
え
る
ま
で
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
も
御
社

の
成
長
に
繋
が
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
新
工
場
へ
の
移
転
後
、我
が
社
で
は

向
け
、新
商
品
開
発
に
も
注
力
し
て
い

ま
す
。今
年
２
月
に
は
東
京
の
丸
千
千

代
田
水
産
と
加
工
組
合
と
の
共
同
で
、

今
ま
で
蒲
鉾
の
材
料
に
用
い
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
カ
マ
ス
を
使
っ
た「
カ
マ
ス

天
」も
開
発
。カ
マ
ス
を
加
熱
す
る
と
、

コ
シ
が
し
っ
か
り
出
て
、今
ま
で
に
無
い

口
当
た
り
の
良
さ
と
美
味
し
さ
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。や
や
高

価
な
の
が
難
点
で
す
が
、高
級
食
材
を

扱
う
お
店
等
で
取
扱
い
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
の
３
月
か
ら
は
、通
常
の

パ
ッ
ク
入
り
販
売
で
は
な
く
、チ
ギ
リ

天
を
巾
着
袋
に
入
れ
て
販
売
し
た
と

こ
ろ
、手
づ
く
り
感
や
新
鮮
さ
が
う
け

売
れ
行
き
は
大
変
好
調
で
す
。現
在
は

４
種
の
蒲
鉾（
じ
ゃ
こ
天
、お
ふ
く
ろ
揚

げ
、い
か
げ
そ
天
、た
こ
天
）の
み
で
す

が
、今
後
対
象
商
品
を
広
げ
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
現
在
、我
が
社

の
商
品
は
全
国
の
お
客
様
に
ご

愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り
、お
取
引

先
か
ら
は
海
外
進
出
な
ど
の
お

話
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

私
は
会
社
を
い
た
ず
ら
に
大
き

く
す
る
こ
と
よ
り
も
、従
業
員
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、身
の
丈
に
あ
っ
た
形
で
安

定
し
た
経
営
を
続
け
る
こ
と
を

優
先
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。今
の
お
客
様
と
の
お
付
き

合
い
を
大
事
に
し
、安
心
安
全
で

美
味
し
い
蒲
鉾
を
毎
日
提
供
し

て
い
く
と
と
も
に
、新
商
品
開
発

に
も
引
き
続
き
注
力
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

　
ま
た
、今
年
4
月
に
は
大
阪
の

魚
市
場
で
修
行
し
て
い
た
息
子

が
帰
っ
て
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
は

息
子
と
力
を
合
わ
せ
、〝
長
崎
の

味
〞を
日
本
全
国
に
お
届
け
し
て

い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　一
番
の
特
徴
は「
豊
富
な
品
揃

え
」で
す
。現
在
我
が
社
で
は
、長

崎
近
海
で
獲
れ
る
イ
ワ
シ
、ア
ジ
、

コ
ノ
シ
ロ
に
加
え
、東
シ
ナ
海
や

黄
海
で
獲
れ
る
エ
ソ
や
ハ
モ
、そ

し
て
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
等
の
す
り
身

を
使
っ
て
、25
種
類
の
蒲
鉾
を
1

日
5
万
枚
製
造
し
、東
京
や
大

阪
、福
岡
の
魚
市
場
等
を
通
じ

て
、全
国
の
ス
ー
パ
ー
に
ご
提
供

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
一
番

人
気
は
、ホ
タ
ル
ジ
ャ
コ
を
丸
ご

と
ミ
ン
チ
に
し
た
す
り
身
で
作

る
、カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
で
歯
ご

た
え
抜
群
の「
じ
ゃ
こ
天
」で
す
。

他
に
も
、ト
ビ
ウ
オ
特
有
の
味
が

堪
能
で
き
る「
あ
ご
天
」、ア
ジ

と
ご
ぼ
う
の
風
味
が
マ
ッ
チ
し
た

「
あ
じ
ご
ぼ
う
」等
の
揚
げ
蒲
鉾

や
、「
じ
ゃ
こ
せ
ん
べ
い
」、「
あ
じ

焼
蒲
」、「
め
ん
た
い
ま
く
ら
」な

ど
多
様
な
蒲
鉾
を
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。

　
更
な
る
品
揃
え
の
拡
充
に

す
り
身
に
塩
や
で
ん
ぷ
ん
、調
味
料
等

を
加
え
な
が
ら
丹
念
に
練
り
上
げ
る

工
程
の
こ
と
で
、蒲
鉾
の
味
を
左
右
す

る
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。そ
こ
で
鉄
の
器
で
は
な
く
石
の
臼

を
使
う
こ
と
で
、練
り
で
発
生
し
て
し

ま
う
摩
擦
に
よ
る
急
激
な
温
度
変
化

と
そ
れ
に
よ
る
す
り
身
の
品
質
へ
の
悪

影
響
を
抑
え
、素
材
本
来
の
味
を
最
大

限
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
ま
た
、擂
潰
工
程
が
終
わ
っ
た
後
に

は
、冷
蔵
庫
で
一
晩
寝
か
せ
る「
座
り
」

と
い
う
工
程
を
行
い
ま
す
。座
り
を
行

う
こ
と
で
、長
崎
の
蒲
鉾
の
特
徴
で
あ

る
弾
力
性
が
生
ま
れ
、味
わ
い
深
い
食

感
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　〝
長
崎
の
味
〞

を
謳
う
御
社
の

商
品
の
特
徴

を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

食
べ
た
い
」と
い
う
言
葉
を
き
っ
か
け
に

開
発
に
着
手
し
た
も
の
で
、特
注
の
機

械
を
導
入
す
る
こ
と
で
、カ
リ
ッ
と
し
た

端
っ
こ
の
部
分
の
食
感
を
存
分
に
味
わ

え
る
薄
型
蒲
鉾
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
こ
せ
い
べ
い
」は
発
売
開
始
後
、

爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
、今
で
も
我
が
社

の
主
力
商
品
の
一
つ
と
し
て
多
く
の
お

客
様
に
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　長
崎
の
蒲
鉾
に
は
昔
な
が
ら
の
製

法
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。

　
長
崎
を
代
表
す
る
特
産
品
の
一
つ

で
あ
る
蒲
鉾
は
、豊
か
な
漁
場
に
恵
ま

れ
て
い
る
長
崎
近
海
で
獲
れ
た
新
鮮

な
魚
本
来
の
味
わ
い
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
の
が
特
徴
で
、我
が
社
を
含
め

た
長
崎
の
蒲
鉾
屋
の
多
く
は
、素
材
の

味
を
活
か
す
た
め
に
昔
な
が
ら
の
製

法
で
蒲
鉾
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
例
が
石
臼
を
使
っ
た

「
ら
い
か
い

擂
潰
」で
す
。擂
潰
と
は
、仕
入
れ
た

有限会社 木村蒲鉾

昔ながらの製法で
蒲鉾づくりを
行っています。

バラエティ豊かな
蒲鉾を開発して
おられますね。

木村社長▶◀吉澤頭取

▲□□□□□□

▲じゃこせんべい

▲めんたいまくら ▲あじ焼蒲 ▲じゃごばーぐ

▲じゃこ天

木 村 蒲 鉾 　 　 　 お す す め 商 品

❶ 漁　港

❷ 魚市場

❸ 石臼ずり

❹ 形　成

❽ 真空包装

❼ 揚　げ

❻ カット

❺ 座　り

工場見学風景 主な製造工程
美味しいです美味しいです 鮮度抜群鮮度抜群

一番
人気

ヒット
商品

▲たこ天 ▲いかげそ天 ▲いわしのおふくろ揚げ ▲じゃこ天

巾着袋タイプ
新発売

巾着袋タイプ
新発売
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▲前列左6番目から木村社長、吉澤頭取、村上支店長（親和銀行）

内
に
移
転
し
ま
し
た
。そ
の
当
時
、清

水
市
場
で
は
毎
日
朝
市
が
開
か
れ
て

お
り
、そ
こ
で
仕
入
れ
た
新
鮮
な
魚
を

使
っ
た
揚
げ
蒲
鉾
の
販
売
を
始
め
た

と
こ
ろ
、そ
の
美
味
し
さ
が
評
判
と
な

り
、売
上
は
大
き
く
伸
び
て
い
き
ま
し

た
。た
だ
し
、当
時
の
蒲
鉾
は
現
在
の

よ
う
に
ス
ー
パ
ー
の
冷
蔵
コ
ー
ナ
ー
で

売
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、朝
早
く
か

ら
出
来
立
て
熱
々
の
状
態
で
販
売
す

る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、夜
明

け
前
か
ら
仕
込
み
に
始
ま
り
片
付
け

が
終
わ
る
夕
方
ま
で
働
き
づ
め
の
毎
日

を
送
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
日
々
が
続
い
た
せ
い
か
、

私
が
中
学
生
の
時
に
父
が
若
く
し
て

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
後

は
母
が
中
心
と
な
り
小
規
模
な
が
ら

も
順
調
に
推
移
し
て
い
き
、年
商
1
億

円
近
い
数
字
を
保
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
ん
な
中
、2
0
0
0
年

（
平
成
12
年
）、我
が
社
は
一
つ
の
転
機

を
迎
え
ま
し
た
。地
元
の
大
手
ス
ー

パ
ー
へ
我
が
社
の
蒲
鉾
の
納
入
が
決
定

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
1
9
6
8
年（
昭

和
43
年
）、父
・
木
村
光
雄
が

当
時
勤
め
て
い
た
蒲
鉾
屋
を
退
職
し
、

母・寿
子
と
２
人
で
立
ち
上
げ
た
小
さ

な
蒲
鉾
屋
か
ら
始
ま
り
ま
す
。創
業

当
初
は
、長
崎
市
稲
佐
町
で
蒲
鉾
を

作
っ
て
販
売
し
て
い
た
の
で
す
が
、１

年
も
経
た
ず
し
て
土
地
が
道
路
整
備

の
た
め
に
立
ち
退
き
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、同
市
清
水
町
に
あ
る
清
水
市
場

◎インタビューを終えて

更
な
る
成
長
に
向
け
て

自
社
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
開
発

に
も
注
力
し
て

き
ま
し
た
。そ

の
代
表
作
が

「
じ
ゃ
こ
天
」

で
す
。こ
れ
は
、

四
国・宇
和
島
の
特

産
品
で
あ
る「
じ
ゃ
こ
天
」に
柔
ら
か
い

食
べ
応
え
に
な
る
よ
う
独
自
の
改
良
を

加
え
た
も
の
で
、販
売
開
始
後
に
は
、

新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
評

判
と
な
り
、東
京
の
築
地
市
場
や
関
西

の
市
場
か
ら
も
引
き
合
い
が
あ
り
、新

工
場
で
も
対
応
し
き
れ
な
い
ぐ
ら
い
の

大
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、2
0
0
7
年（
平
成
19

年
）に
は
、「
じ
ゃ
こ
天
」か
ら
派
生
さ

せ
る
形
で
我
が
社
最
大
の
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
る「
じ
ゃ
こ
せ
ん
べ
い
」を
開
発
。

こ
の
商
品
は
、お
客
様
か
ら
お
聞
き
し

た「
じ
ゃ
こ
天
は
端
っ
こ
の
部
分
が
美

味
し
い
よ
ね
。こ
の
部
分
を
い
っ
ぱ
い

し
た
の
で
す
。と
こ
ろ
が
市
場
内
で
の

生
産
で
は
注
文
に
対
応
す
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
た
め
、現
在
地（
長
崎

市
京
泊
）に
工
場
を
新
設
移
転
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。新
工
場
は
、す
ぐ
近

く
に
す
り
身
の
仕
入
先
で
あ
る
長
崎

蒲
鉾
水
産
加
工
協
同
組
合（
以
下
：

加
工
組
合
）が
あ
る
な
ど
、蒲
鉾
を
製

造
す
る
に
は
う
っ
て
つ
け
の
場
所
で
、更

に
工
場
移
転
後
は
加
工
組
合
と
共
同

で
商
談
に
行
く
機
会
も
増
え
て
い
き

ま
し
た
。そ
し
て
工
場
完
成
の
翌
年
に

は
、加
工
組
合
か
ら
の
紹
介
を
き
っ
か

け
に
、我
が
社
の「
揚
げ
蒲
鉾
」が
福

岡
魚
市
場
で
取
り
扱
っ
て
頂
け
る
こ
と

に
な
る
な
ど
、新
工
場
へ
の
移
転
を
機

に
、我
が
社
は
売
上
げ
を
大
き
く
伸
ば

し
、年
商
10
億
円
を
超
え
る
ま
で
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
も
御
社

の
成
長
に
繋
が
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
新
工
場
へ
の
移
転
後
、我
が
社
で
は

向
け
、新
商
品
開
発
に
も
注
力
し
て
い

ま
す
。今
年
２
月
に
は
東
京
の
丸
千
千

代
田
水
産
と
加
工
組
合
と
の
共
同
で
、

今
ま
で
蒲
鉾
の
材
料
に
用
い
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
カ
マ
ス
を
使
っ
た「
カ
マ
ス

天
」も
開
発
。カ
マ
ス
を
加
熱
す
る
と
、

コ
シ
が
し
っ
か
り
出
て
、今
ま
で
に
無
い

口
当
た
り
の
良
さ
と
美
味
し
さ
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。や
や
高

価
な
の
が
難
点
で
す
が
、高
級
食
材
を

扱
う
お
店
等
で
取
扱
い
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
の
３
月
か
ら
は
、通
常
の

パ
ッ
ク
入
り
販
売
で
は
な
く
、チ
ギ
リ

天
を
巾
着
袋
に
入
れ
て
販
売
し
た
と

こ
ろ
、手
づ
く
り
感
や
新
鮮
さ
が
う
け

売
れ
行
き
は
大
変
好
調
で
す
。現
在
は

４
種
の
蒲
鉾（
じ
ゃ
こ
天
、お
ふ
く
ろ
揚

げ
、い
か
げ
そ
天
、た
こ
天
）の
み
で
す

が
、今
後
対
象
商
品
を
広
げ
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
現
在
、我
が
社

の
商
品
は
全
国
の
お
客
様
に
ご

愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り
、お
取
引

先
か
ら
は
海
外
進
出
な
ど
の
お

話
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

私
は
会
社
を
い
た
ず
ら
に
大
き

く
す
る
こ
と
よ
り
も
、従
業
員
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、身
の
丈
に
あ
っ
た
形
で
安

定
し
た
経
営
を
続
け
る
こ
と
を

優
先
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。今
の
お
客
様
と
の
お
付
き

合
い
を
大
事
に
し
、安
心
安
全
で

美
味
し
い
蒲
鉾
を
毎
日
提
供
し

て
い
く
と
と
も
に
、新
商
品
開
発

に
も
引
き
続
き
注
力
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

　
ま
た
、今
年
4
月
に
は
大
阪
の

魚
市
場
で
修
行
し
て
い
た
息
子

が
帰
っ
て
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
は

息
子
と
力
を
合
わ
せ
、〝
長
崎
の

味
〞を
日
本
全
国
に
お
届
け
し
て

い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　一
番
の
特
徴
は「
豊
富
な
品
揃

え
」で
す
。現
在
我
が
社
で
は
、長

崎
近
海
で
獲
れ
る
イ
ワ
シ
、ア
ジ
、

コ
ノ
シ
ロ
に
加
え
、東
シ
ナ
海
や

黄
海
で
獲
れ
る
エ
ソ
や
ハ
モ
、そ

し
て
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
等
の
す
り
身

を
使
っ
て
、25
種
類
の
蒲
鉾
を
1

日
5
万
枚
製
造
し
、東
京
や
大

阪
、福
岡
の
魚
市
場
等
を
通
じ

て
、全
国
の
ス
ー
パ
ー
に
ご
提
供

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
一
番

人
気
は
、ホ
タ
ル
ジ
ャ
コ
を
丸
ご

と
ミ
ン
チ
に
し
た
す
り
身
で
作

る
、カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
で
歯
ご

た
え
抜
群
の「
じ
ゃ
こ
天
」で
す
。

他
に
も
、ト
ビ
ウ
オ
特
有
の
味
が

堪
能
で
き
る「
あ
ご
天
」、ア
ジ

と
ご
ぼ
う
の
風
味
が
マ
ッ
チ
し
た

「
あ
じ
ご
ぼ
う
」等
の
揚
げ
蒲
鉾

や
、「
じ
ゃ
こ
せ
ん
べ
い
」、「
あ
じ

焼
蒲
」、「
め
ん
た
い
ま
く
ら
」な

ど
多
様
な
蒲
鉾
を
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。

　
更
な
る
品
揃
え
の
拡
充
に

す
り
身
に
塩
や
で
ん
ぷ
ん
、調
味
料
等

を
加
え
な
が
ら
丹
念
に
練
り
上
げ
る

工
程
の
こ
と
で
、蒲
鉾
の
味
を
左
右
す

る
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。そ
こ
で
鉄
の
器
で
は
な
く
石
の
臼

を
使
う
こ
と
で
、練
り
で
発
生
し
て
し

ま
う
摩
擦
に
よ
る
急
激
な
温
度
変
化

と
そ
れ
に
よ
る
す
り
身
の
品
質
へ
の
悪

影
響
を
抑
え
、素
材
本
来
の
味
を
最
大

限
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
ま
た
、擂
潰
工
程
が
終
わ
っ
た
後
に

は
、冷
蔵
庫
で
一
晩
寝
か
せ
る「
座
り
」

と
い
う
工
程
を
行
い
ま
す
。座
り
を
行

う
こ
と
で
、長
崎
の
蒲
鉾
の
特
徴
で
あ

る
弾
力
性
が
生
ま
れ
、味
わ
い
深
い
食

感
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　〝
長
崎
の
味
〞

を
謳
う
御
社
の

商
品
の
特
徴

を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

食
べ
た
い
」と
い
う
言
葉
を
き
っ
か
け
に

開
発
に
着
手
し
た
も
の
で
、特
注
の
機

械
を
導
入
す
る
こ
と
で
、カ
リ
ッ
と
し
た

端
っ
こ
の
部
分
の
食
感
を
存
分
に
味
わ

え
る
薄
型
蒲
鉾
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
こ
せ
い
べ
い
」は
発
売
開
始
後
、

爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
、今
で
も
我
が
社

の
主
力
商
品
の
一
つ
と
し
て
多
く
の
お

客
様
に
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　長
崎
の
蒲
鉾
に
は
昔
な
が
ら
の
製

法
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。

　
長
崎
を
代
表
す
る
特
産
品
の
一
つ

で
あ
る
蒲
鉾
は
、豊
か
な
漁
場
に
恵
ま

れ
て
い
る
長
崎
近
海
で
獲
れ
た
新
鮮

な
魚
本
来
の
味
わ
い
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
の
が
特
徴
で
、我
が
社
を
含
め

た
長
崎
の
蒲
鉾
屋
の
多
く
は
、素
材
の

味
を
活
か
す
た
め
に
昔
な
が
ら
の
製

法
で
蒲
鉾
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
例
が
石
臼
を
使
っ
た

「
ら
い
か
い

擂
潰
」で
す
。擂
潰
と
は
、仕
入
れ
た

有限会社 木村蒲鉾有限会社 木村蒲鉾

親和銀行
取締役頭取 吉澤 俊介

　長崎の豊富な水産物を活かして作られている“蒲鉾”は、美味しさやヘル
シーさが人気で、長崎を代表する特産品の一つとして幅広い世代に食されて
います。その中でも貴社は、既存の蒲鉾の概念に捉われることなく、「じゃこせん
べい」や「カマス天」などの新商品を次々と開発し、全国に販路を広げてこられ
ました。
　これからも美味しい長崎の蒲鉾を日本全国にお届けし、笑顔あふれる食卓を
広げていかれることを祈念いたします。
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▲前列左6番目から木村社長、吉澤頭取、村上支店長（親和銀行）

内
に
移
転
し
ま
し
た
。そ
の
当
時
、清

水
市
場
で
は
毎
日
朝
市
が
開
か
れ
て

お
り
、そ
こ
で
仕
入
れ
た
新
鮮
な
魚
を

使
っ
た
揚
げ
蒲
鉾
の
販
売
を
始
め
た

と
こ
ろ
、そ
の
美
味
し
さ
が
評
判
と
な

り
、売
上
は
大
き
く
伸
び
て
い
き
ま
し

た
。た
だ
し
、当
時
の
蒲
鉾
は
現
在
の

よ
う
に
ス
ー
パ
ー
の
冷
蔵
コ
ー
ナ
ー
で

売
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、朝
早
く
か

ら
出
来
立
て
熱
々
の
状
態
で
販
売
す

る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、夜
明

け
前
か
ら
仕
込
み
に
始
ま
り
片
付
け

が
終
わ
る
夕
方
ま
で
働
き
づ
め
の
毎
日

を
送
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
日
々
が
続
い
た
せ
い
か
、

私
が
中
学
生
の
時
に
父
が
若
く
し
て

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
後

は
母
が
中
心
と
な
り
小
規
模
な
が
ら

も
順
調
に
推
移
し
て
い
き
、年
商
1
億

円
近
い
数
字
を
保
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
ん
な
中
、2
0
0
0
年

（
平
成
12
年
）、我
が
社
は
一
つ
の
転
機

を
迎
え
ま
し
た
。地
元
の
大
手
ス
ー

パ
ー
へ
我
が
社
の
蒲
鉾
の
納
入
が
決
定

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
1
9
6
8
年（
昭

和
43
年
）、父
・
木
村
光
雄
が

当
時
勤
め
て
い
た
蒲
鉾
屋
を
退
職
し
、

母・寿
子
と
２
人
で
立
ち
上
げ
た
小
さ

な
蒲
鉾
屋
か
ら
始
ま
り
ま
す
。創
業

当
初
は
、長
崎
市
稲
佐
町
で
蒲
鉾
を

作
っ
て
販
売
し
て
い
た
の
で
す
が
、１

年
も
経
た
ず
し
て
土
地
が
道
路
整
備

の
た
め
に
立
ち
退
き
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、同
市
清
水
町
に
あ
る
清
水
市
場

◎インタビューを終えて

更
な
る
成
長
に
向
け
て

自
社
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
開
発

に
も
注
力
し
て

き
ま
し
た
。そ

の
代
表
作
が

「
じ
ゃ
こ
天
」

で
す
。こ
れ
は
、

四
国・宇
和
島
の
特

産
品
で
あ
る「
じ
ゃ
こ
天
」に
柔
ら
か
い

食
べ
応
え
に
な
る
よ
う
独
自
の
改
良
を

加
え
た
も
の
で
、販
売
開
始
後
に
は
、

新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
評

判
と
な
り
、東
京
の
築
地
市
場
や
関
西

の
市
場
か
ら
も
引
き
合
い
が
あ
り
、新

工
場
で
も
対
応
し
き
れ
な
い
ぐ
ら
い
の

大
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、2
0
0
7
年（
平
成
19

年
）に
は
、「
じ
ゃ
こ
天
」か
ら
派
生
さ

せ
る
形
で
我
が
社
最
大
の
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
る「
じ
ゃ
こ
せ
ん
べ
い
」を
開
発
。

こ
の
商
品
は
、お
客
様
か
ら
お
聞
き
し

た「
じ
ゃ
こ
天
は
端
っ
こ
の
部
分
が
美

味
し
い
よ
ね
。こ
の
部
分
を
い
っ
ぱ
い

し
た
の
で
す
。と
こ
ろ
が
市
場
内
で
の

生
産
で
は
注
文
に
対
応
す
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
た
め
、現
在
地（
長
崎

市
京
泊
）に
工
場
を
新
設
移
転
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。新
工
場
は
、す
ぐ
近

く
に
す
り
身
の
仕
入
先
で
あ
る
長
崎

蒲
鉾
水
産
加
工
協
同
組
合（
以
下
：

加
工
組
合
）が
あ
る
な
ど
、蒲
鉾
を
製

造
す
る
に
は
う
っ
て
つ
け
の
場
所
で
、更

に
工
場
移
転
後
は
加
工
組
合
と
共
同

で
商
談
に
行
く
機
会
も
増
え
て
い
き

ま
し
た
。そ
し
て
工
場
完
成
の
翌
年
に

は
、加
工
組
合
か
ら
の
紹
介
を
き
っ
か

け
に
、我
が
社
の「
揚
げ
蒲
鉾
」が
福

岡
魚
市
場
で
取
り
扱
っ
て
頂
け
る
こ
と

に
な
る
な
ど
、新
工
場
へ
の
移
転
を
機

に
、我
が
社
は
売
上
げ
を
大
き
く
伸
ば

し
、年
商
10
億
円
を
超
え
る
ま
で
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
も
御
社

の
成
長
に
繋
が
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
新
工
場
へ
の
移
転
後
、我
が
社
で
は

向
け
、新
商
品
開
発
に
も
注
力
し
て
い

ま
す
。今
年
２
月
に
は
東
京
の
丸
千
千

代
田
水
産
と
加
工
組
合
と
の
共
同
で
、

今
ま
で
蒲
鉾
の
材
料
に
用
い
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
カ
マ
ス
を
使
っ
た「
カ
マ
ス

天
」も
開
発
。カ
マ
ス
を
加
熱
す
る
と
、

コ
シ
が
し
っ
か
り
出
て
、今
ま
で
に
無
い

口
当
た
り
の
良
さ
と
美
味
し
さ
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。や
や
高

価
な
の
が
難
点
で
す
が
、高
級
食
材
を

扱
う
お
店
等
で
取
扱
い
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
の
３
月
か
ら
は
、通
常
の

パ
ッ
ク
入
り
販
売
で
は
な
く
、チ
ギ
リ

天
を
巾
着
袋
に
入
れ
て
販
売
し
た
と

こ
ろ
、手
づ
く
り
感
や
新
鮮
さ
が
う
け

売
れ
行
き
は
大
変
好
調
で
す
。現
在
は

４
種
の
蒲
鉾（
じ
ゃ
こ
天
、お
ふ
く
ろ
揚

げ
、い
か
げ
そ
天
、た
こ
天
）の
み
で
す

が
、今
後
対
象
商
品
を
広
げ
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
現
在
、我
が
社

の
商
品
は
全
国
の
お
客
様
に
ご

愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り
、お
取
引

先
か
ら
は
海
外
進
出
な
ど
の
お

話
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

私
は
会
社
を
い
た
ず
ら
に
大
き

く
す
る
こ
と
よ
り
も
、従
業
員
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、身
の
丈
に
あ
っ
た
形
で
安

定
し
た
経
営
を
続
け
る
こ
と
を

優
先
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。今
の
お
客
様
と
の
お
付
き

合
い
を
大
事
に
し
、安
心
安
全
で

美
味
し
い
蒲
鉾
を
毎
日
提
供
し

て
い
く
と
と
も
に
、新
商
品
開
発

に
も
引
き
続
き
注
力
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

　
ま
た
、今
年
4
月
に
は
大
阪
の

魚
市
場
で
修
行
し
て
い
た
息
子

が
帰
っ
て
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
は

息
子
と
力
を
合
わ
せ
、〝
長
崎
の

味
〞を
日
本
全
国
に
お
届
け
し
て

い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　一
番
の
特
徴
は「
豊
富
な
品
揃

え
」で
す
。現
在
我
が
社
で
は
、長

崎
近
海
で
獲
れ
る
イ
ワ
シ
、ア
ジ
、

コ
ノ
シ
ロ
に
加
え
、東
シ
ナ
海
や

黄
海
で
獲
れ
る
エ
ソ
や
ハ
モ
、そ

し
て
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
等
の
す
り
身

を
使
っ
て
、25
種
類
の
蒲
鉾
を
1

日
5
万
枚
製
造
し
、東
京
や
大

阪
、福
岡
の
魚
市
場
等
を
通
じ

て
、全
国
の
ス
ー
パ
ー
に
ご
提
供

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
一
番

人
気
は
、ホ
タ
ル
ジ
ャ
コ
を
丸
ご

と
ミ
ン
チ
に
し
た
す
り
身
で
作

る
、カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
で
歯
ご

た
え
抜
群
の「
じ
ゃ
こ
天
」で
す
。

他
に
も
、ト
ビ
ウ
オ
特
有
の
味
が

堪
能
で
き
る「
あ
ご
天
」、ア
ジ

と
ご
ぼ
う
の
風
味
が
マ
ッ
チ
し
た

「
あ
じ
ご
ぼ
う
」等
の
揚
げ
蒲
鉾

や
、「
じ
ゃ
こ
せ
ん
べ
い
」、「
あ
じ

焼
蒲
」、「
め
ん
た
い
ま
く
ら
」な

ど
多
様
な
蒲
鉾
を
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。

　
更
な
る
品
揃
え
の
拡
充
に

す
り
身
に
塩
や
で
ん
ぷ
ん
、調
味
料
等

を
加
え
な
が
ら
丹
念
に
練
り
上
げ
る

工
程
の
こ
と
で
、蒲
鉾
の
味
を
左
右
す

る
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。そ
こ
で
鉄
の
器
で
は
な
く
石
の
臼

を
使
う
こ
と
で
、練
り
で
発
生
し
て
し

ま
う
摩
擦
に
よ
る
急
激
な
温
度
変
化

と
そ
れ
に
よ
る
す
り
身
の
品
質
へ
の
悪

影
響
を
抑
え
、素
材
本
来
の
味
を
最
大

限
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
ま
た
、擂
潰
工
程
が
終
わ
っ
た
後
に

は
、冷
蔵
庫
で
一
晩
寝
か
せ
る「
座
り
」

と
い
う
工
程
を
行
い
ま
す
。座
り
を
行

う
こ
と
で
、長
崎
の
蒲
鉾
の
特
徴
で
あ

る
弾
力
性
が
生
ま
れ
、味
わ
い
深
い
食

感
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　〝
長
崎
の
味
〞

を
謳
う
御
社
の

商
品
の
特
徴

を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

食
べ
た
い
」と
い
う
言
葉
を
き
っ
か
け
に

開
発
に
着
手
し
た
も
の
で
、特
注
の
機

械
を
導
入
す
る
こ
と
で
、カ
リ
ッ
と
し
た

端
っ
こ
の
部
分
の
食
感
を
存
分
に
味
わ

え
る
薄
型
蒲
鉾
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
こ
せ
い
べ
い
」は
発
売
開
始
後
、

爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
、今
で
も
我
が
社

の
主
力
商
品
の
一
つ
と
し
て
多
く
の
お

客
様
に
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　長
崎
の
蒲
鉾
に
は
昔
な
が
ら
の
製

法
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。

　
長
崎
を
代
表
す
る
特
産
品
の
一
つ

で
あ
る
蒲
鉾
は
、豊
か
な
漁
場
に
恵
ま

れ
て
い
る
長
崎
近
海
で
獲
れ
た
新
鮮

な
魚
本
来
の
味
わ
い
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
の
が
特
徴
で
、我
が
社
を
含
め

た
長
崎
の
蒲
鉾
屋
の
多
く
は
、素
材
の

味
を
活
か
す
た
め
に
昔
な
が
ら
の
製

法
で
蒲
鉾
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
例
が
石
臼
を
使
っ
た

「
ら
い
か
い

擂
潰
」で
す
。擂
潰
と
は
、仕
入
れ
た

有限会社 木村蒲鉾有限会社 木村蒲鉾

親和銀行
取締役頭取 吉澤 俊介

　長崎の豊富な水産物を活かして作られている“蒲鉾”は、美味しさやヘル
シーさが人気で、長崎を代表する特産品の一つとして幅広い世代に食されて
います。その中でも貴社は、既存の蒲鉾の概念に捉われることなく、「じゃこせん
べい」や「カマス天」などの新商品を次々と開発し、全国に販路を広げてこられ
ました。
　これからも美味しい長崎の蒲鉾を日本全国にお届けし、笑顔あふれる食卓を
広げていかれることを祈念いたします。
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ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

北部九州に拠点を置き、一般貨物の荷役・輸送から特殊貨物の輸出入まで、
さまざまな事業を展開しています。お客様、地域社会、そして社員に愛さ
れる企業を目指し、常にお客様のご要望に真摯に耳を傾け、愚直なまでに
お応えします。
自社で開発した「ジェネックシールド」は、お客様の輸送コストとCO2発生の
両方を同時に削減できる物流新技術で、今後、この「ジェネックシールド」を
新たな用途へ展開してまいります。

▲セメント輸送

株式会社 西日本新聞社
■ 創　　業：1877年
■ 設　　立：1943年
■ 所 在 地：福岡市中央区
■ 資 本 金：3億6,000万円
■ 従 業 員：719名（2017.3.1現在）
■ 事業内容：新聞関連事業
■ 事業拠点：
　（本社）福岡市中央区
　（北九州本社）北九州市小倉北区
　（支社）東京都中央区、大阪市中央区
　（総局）筑豊、久留米、佐賀、長崎、熊本、
　　　　大分、鹿児島、宮崎
　（支局）

　（海外支局）ワシントン、中国総局（北京）、
　　　　ソウル、釜山（駐在）、台北、バンコク

■ 取 引 店：
本店営業部
092-723-2131

株式会社 ジェネック
■ 創　　業：1907年
■ 設　　立：1949年
■ 所 在 地：北九州市門司区
■ 資 本 金：2億4,200万円
■ 従 業 員：247名
■ 事業内容：
　 港湾運送事業、物流事業、
　 海運事業、その他事業
■ 事業拠点：
　（本　社）北九州市門司区
　（営業所）

■ グループ企業：
　 九州産業運輸株式会社
　 九産福岡株式会社
　 末広海運株式会社
　 東洋港運株式会社
　 アジアパシフィックマリン株式会社
　 捷尼克国際物流（大連）有限公司

■ 取 引 店：
門司支店
093-321-3981

九州ナンバーワンの発行部数を誇る「西日本新聞」は、西南戦争の報道の
ために創刊された「筑紫新聞」を源流とし、今年で140周年を迎えました。
様々な情報があふれる現代だからこそ、長い間受け継いできたジャーナ
リズム精神を胸に秘め、信頼できる質の高い情報の発信に務めています。

紙媒体だけでなく
インターネットなど
デジタル分野での
情報発信や、不動産
といった新聞以外
の事業にもチャレン
ジしています。今後
も信頼される情報
を発信し続け、地元
九州の地域づくりに
貢献してまいります。

地域に根差して１４０年。
九州の皆様に一番
信頼されるメディアを
目指します!

あなたにも私にも
笑顔と感動を!
それが私たちの
想いです!

福岡県内22支局、佐賀県内6
支局、長崎県内9支局・通信部、
熊本県内7支局・通信部、大分
県内5支局、鹿児島県内2支局・
通信部、宮崎県内1支局

福岡県、佐賀県、長崎県、
熊本県、大分県、東京都、中国遼寧省
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■ 設　　立：1949年
■ 所 在 地：北九州市門司区
■ 資 本 金：2億4,200万円
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九州ナンバーワンの発行部数を誇る「西日本新聞」は、西南戦争の報道の
ために創刊された「筑紫新聞」を源流とし、今年で140周年を迎えました。
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インターネットなど
デジタル分野での
情報発信や、不動産
といった新聞以外
の事業にもチャレン
ジしています。今後
も信頼される情報
を発信し続け、地元
九州の地域づくりに
貢献してまいります。

地域に根差して１４０年。
九州の皆様に一番
信頼されるメディアを
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笑顔と感動を!
それが私たちの
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ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

▲じゃこ天

塩山食品 株式会社
■ 創　　業：1949年
■ 設　　立：1990年
■ 所 在 地：熊本県玉名郡南関町
■ 資 本 金：1,000万円
■ 従 業 員：130名
■ 事業内容：
　 南関あげ製造販売
　 特産品販売センターの運営
■ 事業拠点：
　（本社・工場・特産品センター）
　 熊本県玉名郡南関町

■ 取 引 店：
南関支店
0968-53-2141

南関町の特産品である「南関あげ」を製造するとともに、自社の南関あげ、
南関あげを使った惣菜や地元の特産品を販売する「いきいき村」を運営
しています。特に人気の高い惣菜が「南関あげ巻き寿司」で、全国から募集
する「お弁当・お惣菜大賞2015」の優秀賞も受賞しました。今後は、「いき
いき村」について駐車場と売り場面積の拡大等により一層集客力を高め、
地元の活性化にも努めてまいります。

■ 取 引 店：
住吉支店
095-844-3164

有限会社 木村蒲鉾

長崎近海で獲れた魚を使って毎日５万枚の蒲鉾を製造し、魚市場を通じて
全国のスーパーにお届けしています。
一番人気の「じゃこ天」を始め、「あご天」や「あじごぼう」など多数の人気
商品を取り揃えています。また、今年の２月には新商品「かます天」の販売
を開始し、今までに無い口当たりの良さと美味しさが評判です。
これからも長崎の美味しい蒲鉾を全国の食卓にお届けしてまいります。

■ 創　　業：1968年
■ 所 在 地：長崎県長崎市
■ 資 本 金：1,000万円
■ 従 業 員：80名
■ 事業内容：蒲鉾製造・販売
■ 事業拠点：
　（本社・工場）長崎県長崎市

一番人気「じゃこ天」と
新商品「かます天」を
ぜひご賞味ください!

お気に入りのモノを探しに
南関町の「いきいき村」へ
ぜひお越しください!
従業員一同、
笑顔でお待ちしております!

ボンくん フラちゃん

昭和43年頃の写真（右が木村社長、左が社長の弟）
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する「お弁当・お惣菜大賞2015」の優秀賞も受賞しました。今後は、「いき
いき村」について駐車場と売り場面積の拡大等により一層集客力を高め、
地元の活性化にも努めてまいります。

■ 取 引 店：
住吉支店
095-844-3164

有限会社 木村蒲鉾

長崎近海で獲れた魚を使って毎日５万枚の蒲鉾を製造し、魚市場を通じて
全国のスーパーにお届けしています。
一番人気の「じゃこ天」を始め、「あご天」や「あじごぼう」など多数の人気
商品を取り揃えています。また、今年の２月には新商品「かます天」の販売
を開始し、今までに無い口当たりの良さと美味しさが評判です。
これからも長崎の美味しい蒲鉾を全国の食卓にお届けしてまいります。

■ 創　　業：1968年
■ 所 在 地：長崎県長崎市
■ 資 本 金：1,000万円
■ 従 業 員：80名
■ 事業内容：蒲鉾製造・販売
■ 事業拠点：
　（本社・工場）長崎県長崎市

一番人気「じゃこ天」と
新商品「かます天」を
ぜひご賞味ください!

お気に入りのモノを探しに
南関町の「いきいき村」へ
ぜひお越しください!
従業員一同、
笑顔でお待ちしております!

ボンくん フラちゃん

昭和43年頃の写真（右が木村社長、左が社長の弟）
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懐の深い味わい
FILE No.35

九州の「地域ブランド」をご紹介致します。

　
全
国
で
は
三
番
目
で
九
州
一
番
の
山
田

錦
の
産
地・
糸
島
市
に
あ
る
白
糸
酒
造
。

　「
全
量
糸
島
産
の
山
田
錦
を
使
った
新

し
い
ブ
ラ
ン
ド
で
酒
を
造
り
た
い
」と
の

思
い
か
ら
生
ま
れ
た
お
酒
が
「
純
米
酒 

田
中
六
五
」で
す
。
ブ
ラ
ン
ド
名
に
あ
る

よ
う
に
山
田
錦
を
65
パ
ー
セ
ン
ト
精
米
し

仕
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
J
R
九
州
の
豪
華

寝
台
列
車
「
な
な
つ
星
in
九
州
」に
車
内

酒
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
て
、
優
し
い
旨

味
と
丸
み
が
あ
る
味
わ
い
で
料
理
と
相
性

の
良
い
お
酒
で
す
。
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APRIL.2017

三菱総合研究所

寄 稿

「つながる」ものづくり
　　日本が持続的な競争優位を
　　生み出すために

【特 集】

公共施設の
集約・複合化のポイント

【まちづくり】

中東の脱石油を
日本のチャンスにつなげる

【海外情勢】

MRI MONTHLY REVIEW

　
3
年
前
に
出
張
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
訪
れ
た
。2
日
間
の
滞
在

を
終
え
、旧
知
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
の
教
授
が
運
転
す
る

車
で
、市
北
部
の
郊
外
に
あ
る
空
港
に
向
か
っ
た
。そ
の
途
中

の
ガ
ル
ヒ
ン
グ
地
区
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
の
新
し
い
キ
ャ
ン

パ
ス
が
広
が
っ
て
お
り
、教
授
が
案
内
し
て
く
れ
た
。そ
こ
に

は
、バ
イ
エ
ル
ン
州
を
世
界
有
数
の
リ
サ
ー
チ
拠
点
に
す
る
た

め
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
を
は
じ
め
と
す
る

理
工
学
分
野
の
最
新
の
研
究
施
設
が
集
積
さ
れ
て
い
た
。

　
驚
い
た
の
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
ゼ
ネ
ラ
ル・エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

（
G
E
）の
研
究
拠
点
で
あ
る
G
E
グ
ロ
ー
バ
ル・リ
サ
ー
チ・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
立
地
し
て
お
り
、ド
イ
ツ
の
大
学
と
密
接
に
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。さ
ら

に
そ
こ
に
は
、マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
、フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー

フ
ァ
ー
研
究
機
構
も
拠
点
を
設
け
て
お
り
、ま
さ
し
く
産
学
官

一
体
で
カ
ー
ボ
ン
複
合
材
な
ど
の
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
し
て
、こ
こ
で
の
研
究
成
果
は
、G
E
の

成
長
戦
略
の
柱
で
あ
る
エ
コ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ヘ
ル
シ
ー
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
を
日
本
で
例
え
る
な
ら
ば
、東
大
、東
工
大
、理
研
、産

総
研
な
ど
の
学
官
の
ト
ッ
プ
研
究
機
関
と
海
外
企
業
が
同
じ

敷
地
内
に
集
ま
り
、産
学
官
連
携
に
邁
進
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。ド
イ
ツ
に
は
、シ
ー
メ
ン
ス
は
じ
め
G
E
と
熾
烈
な
競
争
を

繰
り
広
げ
て
い
る
国
内
企
業
が
あ
り
な
が
ら
、こ
の
よ
う
な
国

や
経
済
圏
の
ボ
ー
ダ
ー
を
超
え
た
連
携
や
協
業
が
ど
ん
ど
ん

進
ん
で
い
る
。あ
ら
た
め
て「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
こ
う
い
う
こ

と
な
ん
だ
」と
大
き
な
シ
ョッ
ク
と
感
銘
を
受
け
た
。

　
わ
が
国
で
も
産
学
官
連
携
の
拡
大
が
重
視
さ
れ
、数
値
目

標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。一
方
で
、日
本
企
業
は
海
外
研
究
機

関
と
の
連
携
に
偏
重
し
て
い
る
の
で
は
と
い
う
声
も
聞
か
れ

る
。国
内
の
産
学
官
連
携
を
進
め
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と
も
に
競
争
と
協
創
、オ
ー
プ
ン
と
ク
ロ
ー

ズ
ド
の
境
界
は
変
化
し
続
け
る
。日
本
の
企
業
、大
学
・
研
究

機
関
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
、そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け
る

か
で
あ
る
と
思
う
。

産学官連携のグローバル化とは

【巻頭言】

常務研究理事　大石 善啓

多様なストック施設の活用による
魅力的なCCRCの実現を

【高齢社会】

産学官連携のグローバル化とは
【巻頭言】

リテラシーが高い人ほど
賢くサービスを選ぶ

【消 費】
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こ
の
流
れ
は
ま
す
ま
す
進
展
し
、小
売
り
、外
食
、ホ
テ
ル
な
ど

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、利
用
者
と
つ
な
が
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ

て
き
て
い
る
。ア
マ
ゾ
ン
や
楽
天
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー

ビ
ス
や
、ウ
ー
バ
ー
や
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
な
ど
の
個
人
向
け

サ
ー
ビ
ス
の
隆
盛
も
こ
の
流
れ
の
一
環
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
各
種
セ
ン
サ
ー
の
高
品
質
化
・
低
価
格

化
、A
I
な
ど
デ
ー
タ
解
析
技
術
の
発
展
に
よ
り
、「
つ
な
が
る

化
」の
流
れ
は
加
速
し
、そ
の
波
は
製
造
業
の
世
界
に
も
押
し

寄
せ
て
い
る
。

　
製
造
業
に
と
っ
て
の「
つ
な
が
る
化
」を
、「
顧
客・社
会
と
つ

な
が
る
」と「
生
産・開
発
プ
ロ
セ
ス
が
つ
な
が
る
」と
い
う
二
つ

の
方
向
性
で
考
え
て
み
た
い
。

　
最
初
の「
顧
客・社
会
と
つ
な
が
る
」に
は
二
つ
の
意
味
が
あ

る
。一
つ
目
は
、デ
マ
ン
ド
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
革
新
。

製
品
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
、常
に
製
品
を
通
じ
て
利
用
者

と
つ
な
が
る
こ
と
で
、利
用
者
に
的
確
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
最
適

な
需
要
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。在
庫
切
れ
予

防
や
製
品
利
用
サ
ポ
ー
ト
な
ど
き
め
細
か
い
利
便
性
を
実
現

で
き
る
。二
つ
目
が
、バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
革
新
。多
様
な
個
人・企
業
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、課
題
発

見
か
ら
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
ま
で
一
連
の
新
し
い
価
値
を
創

造
し
て
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
設
計
開
発
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
も
う
一
つ
の「
生
産
・
開
発
プ
ロ
セ
ス
が
つ
な
が
る
」と
は
、

「
調
達
〜
生
産
〜
販
売
・
出
荷
」の
各
工
程
が
企
業
内
外
で
つ

な
が
る
こ
と
で
、最
適
な
供
給
プ
ロ
セ
ス
を
形
成
し
て
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
方
向
を
指
し
て
い
る
。こ
の
取
り

組
み
に
よ
り
、品
質
向
上・コ
ス
ト
削
減・製
品
提
供
サ
イ
ク
ル

の
短
縮
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
つ
な
が
る
こ
と
の
価
値
を
認
識
し
て
い
る
先
進
企
業
で
は
す

で
に
か
な
り
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。特
に
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
産
業
で
競
争
力
を
も
つ
欧
米
が
積
極
的
で
あ
る
一
方
、ど
ち

ら
か
と
い
う
と
ア
ナ
ロ
グ
ベ
ー
ス
の
も
の
づ
く
り
に
強
み
を
も
つ

日
本
は
慎
重
な
姿
勢
で
あ
る
。

　
二
つ
の「
つ
な
が
る
化
」の
観
点
か
ら
、日
本
は
つ
な
が
る
こ

と
の
価
値
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　
代
表
的
な
事
例
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
テ
ス
ラ
と
ネ
ス
ト
ラ
ボ

の
2
社
を
紹
介
す
る
。

　
テ
ス
ラ（
旧
テ
ス
ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
）は
電
気
自
動
車
メ
ー
カ
ー

と
し
て
、顧
客
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
り
、製
品
を
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
と
い
う
、ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
業
界
で
は
当
た
り
前
だ
が
、自
動
車
業
界
に
お
い
て

は
革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
打
ち
出
し
て
い
る
。一
方
、ネ

ス
ト
ラ
ボ（
2
0
1
4
年
に
グ
ー
グ
ル
が
買
収
）は
家
庭
内
の

サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト（
温
度
調
節
器
）に
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
サ
ー
を

備
え
る
こ
と
で
、居
住
者
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
好
み
を
学
習

し
、自
動
的
に
温
度
調
整
を
行
う
製
品
を
提
供
し
て
い
る
。さ

ら
に
、火
災
報
知
や
防
災
通
知
な
ど
複
数
の
機
能
も
提
供
し

て
い
る
。ど
ち
ら
も
サ
ー
ビ
ス
革
新
の
事
例
で
あ
る
が
、顧
客
と

つ
な
が
り
、デ
ー
タ
取
得
を
行
う
こ
と
で
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
革

新
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
い
え
る
。

　
1
9
9
0
年
代
初
頭
か
ら
普
及
し
始
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
、パ
ソ
コ
ン
の
み
で
の
利
用
か
ら
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

へ
と
接
続
デ
バ
イ
ス
を
変
え
、さ
ら
に
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
の
普

及
に
よ
り
、今
で
は
地
球
上
の
多
く
の
人
や
も
の
が
、い
つ
で
も

ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。

　
日
本
で
は
小
松
製
作
所
が
コ
ム
ト
ラ
ッ
ク
ス

K
O
M
T
R
A
X
と
い
う
シ
ス
テ

ム
で
個
別
建
設
機
械
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
り
、故
障
の
予
知

保
全
や
、稼
働
管
理
、省
エ
ネ
運
転
支
援
な
ど
の
画
期
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。し
か
し
、多
く
の
日
本
の
製
造
業
は
売

り
切
り
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。高
度
経
済
成
長
期

以
降
の
売
り
切
り
モ
デ
ル
の
成
功
体
験
と
、電
力
や
通
信
市
場

に
お
け
る
自
由
化
の
遅
れ
か
ら
、ユ
ー
ザ
ー
企
業
が
保
守
運
用
を

行
う
商
習
慣
に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
で
は
ア
フ
タ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
の
収
益
機
会
の

損
失
と
、顧
客
と
つ
な
が

ら
ず
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
に
よ
っ
て
、革
新

的
な
新
製
品
を
開
発
で

き
な
く
な
る
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
を
生
む
。

　
先
進
企
業
に
共
通
す

る
こ
と
は
、製
品
の
提
供

機
能
の
中
で
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
が
担
う
比
率
を
高
め
て

い
る
点
に
あ
る
。変
動
す

る
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
の
機
能
は
柔
軟
か

つ
手
軽
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
任

せ
て
、ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
は
で

き
る
か
ぎ
り
汎
用
化
す
る

方
が
効
率
的
と
考
え
て

ザ
ー
と
つ
な
げ
、さ
ら
に
生
産
プ
ロ
セ
ス
と
も
つ
な
い
で
い
る
。

　
日
本
に
も
、京
都
の
試
作
加
工
専
業
企
業
ヒ
ル
ト
ッ
プ
な
ど

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
行
って
い
る
企
業
は
存
在
す
る
。同
社

は
、設
計・加
工
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
自
社
開
発
を
進
め
、加
工
デ
ー

タ
を
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、加
工
装
置

の
24
時
間
無
人
操
業
に
成
功
し
た
。さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
の
拠
点

と
設
計
デ
ー
タ
を
つ
な
ぎ
、遠
隔
加
工
ま
で
を
実
施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、多
く
の
日
本
企
業
の
現
状
を
み
る
と
、人
の
力
や

現
場
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
介
し
て
、生
産・開
発
プ
ロ
セ
ス
を
調

整
し
て
い
る
面
が
強
い
。先
進
企
業
は
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
使
っ

て
、カ
イ
ゼ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
、生
産
の
柔
軟
性・対
応
力
を
加
速

度
的
に
上
げ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。ア
ナ
ロ
グ
的
な
つ
な
が

り
で
は
、こ
の
変
化
に
つ
い
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。日
本
は

そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
乗
り
遅
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
。

　
こ
れ
ま
で
、情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
社
内
外
の
業
務
を
情

報
連
携
す
る
と
い
う
流
れ
は
あ
っ
た
が
、今
後
は
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
一
体
化
し
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
デ
ー
タ
を
A
I

で
解
析
し
、そ
の
結
果
を
共
有
す
る
時
代
に
移
行
す
る
。従
来
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
制
御
と
い
っ
た
段
階
を
超
え
て
、予
測
し
て
最

適
な
対
応
を
選
択
す
る
レ
ベ
ル
や
、自
律
的
に
診
断
し
運
用・修

理・改
良
を
自
動
化
す
る
レ
ベ
ルへ
向
か
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
は
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
顧
客・社
会
と
つ
な

が
る
こ
と
に
よ
り
、差
異
化
さ
れ
た
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
を

い
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、き
め
細
か
い
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
、改
良
し
た

機
能
へ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
の
し
や
す
さ
、遠
隔
か
ら
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
可
能
と
な
る
。ま
た
、個
人
向
け
法
人
向
け
に
か
か

わ
ら
ず
、全
ユ
ー
ザ
ー
の
デ
ー
タ
を
把
握
し
、製
品
の
リ
ア
ル
な

利
用
実
態
が
ユ
ー
ザ
ー
環
境
と
ひ
も
づ
い
て
わ
か
る
こ
と
に
な

る
。つ
な
が
る
こ
と
で
、取
得
し
た
デ
ー
タ
を
解
析
し
、新
た
な

機
能
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
続
け
る
の
で
あ
る
。製
品
を
売
っ
て

終
わ
り
で
は
な
く
、終
わ
り
の
な
い
プ
ロ
セ
ス
に
一
変
す
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
と
ア
デ
ィ

ダ
ス
を
紹
介
す
る
。

　
シ
ー
メ
ン
ス
は
、徹
底
的
に
標
準
品
を
採
用
す
る
こ
と
で
製

造
工
程・開
発
工
程
の
デ
ジ
タ
ル
化・ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
化
を
推
し

進
め
、工
場
間
・
企
業
間
が
つ
な
が
り
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
を
最
適
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。自
社
工
場
で
取

り
組
ん
で
き
た
実
績
を
も
と
に
、製
造
業
各
社
に
シ
ー
メ
ン
ス

製
の
情
報
シ
ス
テ
ム・ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
た
ス
マ
ー
ト
工

場
化
を
提
案
し
て
い
る
。ま
た
、工
場
を
ま
る
ご
と
サ
イ
バ
ー

空
間
に
作
り
上
げ
て
、実
工
場
と
同
じ
環
境
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
な
仕
組
み
も
構
築
し
て
い
る
。ア
デ
ィ
ダ
ス
は
、

店
頭
販
売
状
況
と
顧
客
情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
取
得
・
分
析
し
、今
売
れ
る
製
品
を
即
時
に
自
動
生
産

す
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
た
。ま
た
、「
マ  

イ
M
i 

ア
デ
ィ
ダ
ス

A
d
i
d
a
s
」

で
は
標
準
品
と
同
じ
価
格
で
自
分
好
み
の
色
や
デ
ザ
イ
ン
の
ス

ニ
ー
カ
ー
を
注
文
す
る
こ
と
が
で
き
る
開
発
プ
ロ
セ
ス
を
ユ
ー

得
意
に
し
て
い
る
。今
後
も
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
中
心
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
産
業
で
の
成
功
事
例
を
製
造
業
の
世
界
に
持
ち

込
ん
で
く
る
。

　一
方
、ド
イ
ツ
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
、国
を
挙
げ
て
、生
産
プ
ロ
セ
ス・
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
つ
な
が

る
化
に
注
力
し
て
い
る
。自
社
内
に
と
ど
ま
ら
ず
企
業
間
の
情

報
も
標
準
化
し
て
つ
な
い
で
、世
界
中
で
必
要
と
さ
れ
る
も
の

を
誰
よ
り
も
短
期
間
で
安
価
か
つ
高
品
質
に
作
ろ
う
と
い
う

取
り
組
み
で
あ
る
。

　
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
領
域
で
、取
り
組
み
を
戦
略
的
に

進
め
て
い
る
が
、後
れ
を
取
っ
て
い
る
日
本
が
競
争
優
位
を
獲

得
す
る
た
め
に
は
、今
あ
る
強
み
を
最
大
限
生
か
す
こ
と
が
得

策
で
あ
る
。カ
イ
ゼ
ン
や
す
り
合
わ
せ
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
生

産
効
率
の
高
さ
や
高
品
質
が
日
本
の
強
み
で
あ
る
が
、最
大
の

強
み
は
そ
れ
を
実
現
す
る
現
場
の
人
材
・
組
織
に
あ
る
。つ
な

が
る
化
を
実
現
し
、そ
れ
に
伴
う
製
品・サ
ー
ビ
ス
、ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、人
材
・
組
織
を
強
化

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
顧
客
・
社
会
と
つ
な
が
る
た
め
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

サ
ー
ビ
ス
型
に
切
り
替
え
、サ
ー
ビ
ス
提
供
を
可
能
に
す
る
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
重
視
の
製
品
設
計
が
求
め
ら
れ
る
。生
産
・
開
発

プ
ロ
セ
ス
を
つ
な
げ
て
、活
用
す
る
た
め
に
も
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が

鍵
を
握
る
。こ
れ
ま
で
の
日
本
製
造
業
は
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
重
視

の
人
材
育
成
を
し
て
お
り
、ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
は
外
注
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た（
※
1
）。今
後
は
、ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
人
材
を
積

極
的
に
育
成
・
登
用
し
、現
場
に
融
合
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。ま
た
、顧
客
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
す
た
め
に
は
デ
ー
タ
を

読
み
解
く
力
も
不
可
欠
で
あ
る
。専
門
的
能
力
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、個
々
人
の
基
礎
的
能
力
向
上
も
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
な
ど
、

異
な
る
能
力
を
も
っ
た
人
材
が
協
働
す
る
こ
と
で
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
製
品・サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
人
材
を
最
大
限
活
用
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
た
め
に
は
、組
織
が
新
た
な
役
割
を
も
つ
こ
と
も
必
要
に

な
る
。開
発
、生
産
、営
業
、保
守
な
ど
全
て
の
部
門
が
自
ら
の

業
務
の
中
で
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。連
携
は
社
内
の
I
T
関
連
部
門
だ
け
で
な
く
、社
外
の

リ
ソ
ー
ス
も
オ
ー
プ
ン
に
活
用
し
た
方
が
、大
き
な
効
果
を
早

く
得
る
こ
と
が
で
き
る
。営
業
部
門
と
保
守
部
門
、さ
ら
に
は

開
発
部
門
の
連
携
も
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。自
社
が
取

得
す
る
デ
ー
タ
を
も
と
に
顧
客
が
求
め
て
い
る
価
値
や
満
足
度

を
徹
底
的
に
評
価
し
、持
続
的
に
顧
客
価
値
を
高
め
る
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
案・提
供
し
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、デ
ジ
タ
ル
化
し
、つ
な
が
っ
た
と
し
て
も
一
足
飛

び
に
人
材
・
組
織
が
強
化
さ
れ
、競
争
力
が
得
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。こ
れ
ま
で
、ア
ナ
ロ
グ
で
実
施
し
て
き
た
差
異
を
生
み

出
す
努
力
を
デ
ー
タ
の
力
を
借
り
て
一
歩
ず
つ
前
進
さ
せ
る

こ
と
で
、10
年
後
に
振
り
返
る
と
誰
も
追
い
つ
け
な
い
差
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。今
こ
そ
、そ
の
価
値
に
気
付
き
、つ
な
が

る
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
と
き
で
あ
る
。

（
※
1
）日
本
の
I
T
技
術
者
は
1
0
0
万
人
程
度
で
あ
り
、こ
れ
は
ア
メ

リ
カ
の
3
分
の
1
、中
国
と
比
べ
て
も
2
分
の
1
の
水
準
に
止
ま

る
。ま
た
、ユ
ー
ザ
ー
企
業
に
所
属
す
る
I
T
技
術
者
は
日
本
が

25
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、ア
メ
リ
カ
で
は
72
％
と
対
照
的
な
状
況

に
な
っ
て
い
る（
い
ず
れ
も
2
0
1
0
年
時
点
、経
済
産
業
省「
も

の
づ
く
り
白
書
2
0
1
5
年
度
版
」よ
り
）。

●「つながる化」の流れは製造業に対して変革の圧力を強める。

●欧米と比べて慎重な日本は、新たな事業創造の機会を再認識すべきである。

●日本のものづくりの現場が異なる能力を融合しイノベーションを起こす。

1
「
つ
な
が
る
化
」で
変
わ
る
製
造
業

「つながる」ものづくり
日本が持続的な競争優位を

生み出すために

【特 集】

［図］テスラの取り組みのイメージ

2
先
行
す
る
欧
米
と
慎
重
な
日
本

顧
客
・
社
会
と
つ
な
が
る

1

生
産
・
開
発
プ
ロ
セ
ス
が
つ
な
が
る

2

出所：三菱総合研究所
クラウドサーバー

・ 新機能を定期的に追加
・ 燃費や運転サポートなどの性能が向上

車の情報

ソフトウエアアップデート

異
な
る
能
力
を
融
合
し
、

日
本
の
も
の
づ
く
り
の

新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
せ

3
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こ
の
流
れ
は
ま
す
ま
す
進
展
し
、小
売
り
、外
食
、ホ
テ
ル
な
ど

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、利
用
者
と
つ
な
が
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ

て
き
て
い
る
。ア
マ
ゾ
ン
や
楽
天
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー

ビ
ス
や
、ウ
ー
バ
ー
や
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
な
ど
の
個
人
向
け

サ
ー
ビ
ス
の
隆
盛
も
こ
の
流
れ
の
一
環
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
各
種
セ
ン
サ
ー
の
高
品
質
化
・
低
価
格

化
、A
I
な
ど
デ
ー
タ
解
析
技
術
の
発
展
に
よ
り
、「
つ
な
が
る

化
」の
流
れ
は
加
速
し
、そ
の
波
は
製
造
業
の
世
界
に
も
押
し

寄
せ
て
い
る
。

　
製
造
業
に
と
っ
て
の「
つ
な
が
る
化
」を
、「
顧
客・社
会
と
つ

な
が
る
」と「
生
産・開
発
プ
ロ
セ
ス
が
つ
な
が
る
」と
い
う
二
つ

の
方
向
性
で
考
え
て
み
た
い
。

　
最
初
の「
顧
客・社
会
と
つ
な
が
る
」に
は
二
つ
の
意
味
が
あ

る
。一
つ
目
は
、デ
マ
ン
ド
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
革
新
。

製
品
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
、常
に
製
品
を
通
じ
て
利
用
者

と
つ
な
が
る
こ
と
で
、利
用
者
に
的
確
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
最
適

な
需
要
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。在
庫
切
れ
予

防
や
製
品
利
用
サ
ポ
ー
ト
な
ど
き
め
細
か
い
利
便
性
を
実
現

で
き
る
。二
つ
目
が
、バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
革
新
。多
様
な
個
人・企
業
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、課
題
発

見
か
ら
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
ま
で
一
連
の
新
し
い
価
値
を
創

造
し
て
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
設
計
開
発
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
も
う
一
つ
の「
生
産
・
開
発
プ
ロ
セ
ス
が
つ
な
が
る
」と
は
、

「
調
達
〜
生
産
〜
販
売
・
出
荷
」の
各
工
程
が
企
業
内
外
で
つ

な
が
る
こ
と
で
、最
適
な
供
給
プ
ロ
セ
ス
を
形
成
し
て
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
方
向
を
指
し
て
い
る
。こ
の
取
り

組
み
に
よ
り
、品
質
向
上・コ
ス
ト
削
減・製
品
提
供
サ
イ
ク
ル

の
短
縮
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
つ
な
が
る
こ
と
の
価
値
を
認
識
し
て
い
る
先
進
企
業
で
は
す

で
に
か
な
り
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。特
に
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
産
業
で
競
争
力
を
も
つ
欧
米
が
積
極
的
で
あ
る
一
方
、ど
ち

ら
か
と
い
う
と
ア
ナ
ロ
グ
ベ
ー
ス
の
も
の
づ
く
り
に
強
み
を
も
つ

日
本
は
慎
重
な
姿
勢
で
あ
る
。

　
二
つ
の「
つ
な
が
る
化
」の
観
点
か
ら
、日
本
は
つ
な
が
る
こ

と
の
価
値
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　
代
表
的
な
事
例
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
テ
ス
ラ
と
ネ
ス
ト
ラ
ボ

の
2
社
を
紹
介
す
る
。

　
テ
ス
ラ（
旧
テ
ス
ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
）は
電
気
自
動
車
メ
ー
カ
ー

と
し
て
、顧
客
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
り
、製
品
を
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
と
い
う
、ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
業
界
で
は
当
た
り
前
だ
が
、自
動
車
業
界
に
お
い
て

は
革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
打
ち
出
し
て
い
る
。一
方
、ネ

ス
ト
ラ
ボ（
2
0
1
4
年
に
グ
ー
グ
ル
が
買
収
）は
家
庭
内
の

サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト（
温
度
調
節
器
）に
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
サ
ー
を

備
え
る
こ
と
で
、居
住
者
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
好
み
を
学
習

し
、自
動
的
に
温
度
調
整
を
行
う
製
品
を
提
供
し
て
い
る
。さ

ら
に
、火
災
報
知
や
防
災
通
知
な
ど
複
数
の
機
能
も
提
供
し

て
い
る
。ど
ち
ら
も
サ
ー
ビ
ス
革
新
の
事
例
で
あ
る
が
、顧
客
と

つ
な
が
り
、デ
ー
タ
取
得
を
行
う
こ
と
で
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
革

新
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
い
え
る
。

　
1
9
9
0
年
代
初
頭
か
ら
普
及
し
始
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
、パ
ソ
コ
ン
の
み
で
の
利
用
か
ら
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

へ
と
接
続
デ
バ
イ
ス
を
変
え
、さ
ら
に
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
の
普

及
に
よ
り
、今
で
は
地
球
上
の
多
く
の
人
や
も
の
が
、い
つ
で
も

ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。

　
日
本
で
は
小
松
製
作
所
が
コ
ム
ト
ラ
ッ
ク
ス

K
O
M
T
R
A
X
と
い
う
シ
ス
テ

ム
で
個
別
建
設
機
械
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
り
、故
障
の
予
知

保
全
や
、稼
働
管
理
、省
エ
ネ
運
転
支
援
な
ど
の
画
期
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。し
か
し
、多
く
の
日
本
の
製
造
業
は
売

り
切
り
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。高
度
経
済
成
長
期

以
降
の
売
り
切
り
モ
デ
ル
の
成
功
体
験
と
、電
力
や
通
信
市
場

に
お
け
る
自
由
化
の
遅
れ
か
ら
、ユ
ー
ザ
ー
企
業
が
保
守
運
用
を

行
う
商
習
慣
に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
で
は
ア
フ
タ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
の
収
益
機
会
の

損
失
と
、顧
客
と
つ
な
が

ら
ず
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
に
よ
っ
て
、革
新

的
な
新
製
品
を
開
発
で

き
な
く
な
る
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
を
生
む
。

　
先
進
企
業
に
共
通
す

る
こ
と
は
、製
品
の
提
供

機
能
の
中
で
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
が
担
う
比
率
を
高
め
て

い
る
点
に
あ
る
。変
動
す

る
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
の
機
能
は
柔
軟
か

つ
手
軽
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
任

せ
て
、ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
は
で

き
る
か
ぎ
り
汎
用
化
す
る

方
が
効
率
的
と
考
え
て

ザ
ー
と
つ
な
げ
、さ
ら
に
生
産
プ
ロ
セ
ス
と
も
つ
な
い
で
い
る
。

　
日
本
に
も
、京
都
の
試
作
加
工
専
業
企
業
ヒ
ル
ト
ッ
プ
な
ど

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
行
って
い
る
企
業
は
存
在
す
る
。同
社

は
、設
計・加
工
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
自
社
開
発
を
進
め
、加
工
デ
ー

タ
を
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、加
工
装
置

の
24
時
間
無
人
操
業
に
成
功
し
た
。さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
の
拠
点

と
設
計
デ
ー
タ
を
つ
な
ぎ
、遠
隔
加
工
ま
で
を
実
施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、多
く
の
日
本
企
業
の
現
状
を
み
る
と
、人
の
力
や

現
場
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
介
し
て
、生
産・開
発
プ
ロ
セ
ス
を
調

整
し
て
い
る
面
が
強
い
。先
進
企
業
は
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
使
っ

て
、カ
イ
ゼ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
、生
産
の
柔
軟
性・対
応
力
を
加
速

度
的
に
上
げ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。ア
ナ
ロ
グ
的
な
つ
な
が

り
で
は
、こ
の
変
化
に
つ
い
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。日
本
は

そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
乗
り
遅
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
。

　
こ
れ
ま
で
、情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
社
内
外
の
業
務
を
情

報
連
携
す
る
と
い
う
流
れ
は
あ
っ
た
が
、今
後
は
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
一
体
化
し
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
デ
ー
タ
を
A
I

で
解
析
し
、そ
の
結
果
を
共
有
す
る
時
代
に
移
行
す
る
。従
来
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
制
御
と
い
っ
た
段
階
を
超
え
て
、予
測
し
て
最

適
な
対
応
を
選
択
す
る
レ
ベ
ル
や
、自
律
的
に
診
断
し
運
用・修

理・改
良
を
自
動
化
す
る
レ
ベ
ルへ
向
か
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
は
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
顧
客・社
会
と
つ
な

が
る
こ
と
に
よ
り
、差
異
化
さ
れ
た
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
を

い
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、き
め
細
か
い
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
、改
良
し
た

機
能
へ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
の
し
や
す
さ
、遠
隔
か
ら
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
可
能
と
な
る
。ま
た
、個
人
向
け
法
人
向
け
に
か
か

わ
ら
ず
、全
ユ
ー
ザ
ー
の
デ
ー
タ
を
把
握
し
、製
品
の
リ
ア
ル
な

利
用
実
態
が
ユ
ー
ザ
ー
環
境
と
ひ
も
づ
い
て
わ
か
る
こ
と
に
な

る
。つ
な
が
る
こ
と
で
、取
得
し
た
デ
ー
タ
を
解
析
し
、新
た
な

機
能
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
続
け
る
の
で
あ
る
。製
品
を
売
っ
て

終
わ
り
で
は
な
く
、終
わ
り
の
な
い
プ
ロ
セ
ス
に
一
変
す
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
と
ア
デ
ィ

ダ
ス
を
紹
介
す
る
。

　
シ
ー
メ
ン
ス
は
、徹
底
的
に
標
準
品
を
採
用
す
る
こ
と
で
製

造
工
程・開
発
工
程
の
デ
ジ
タ
ル
化・ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
化
を
推
し

進
め
、工
場
間
・
企
業
間
が
つ
な
が
り
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
を
最
適
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。自
社
工
場
で
取

り
組
ん
で
き
た
実
績
を
も
と
に
、製
造
業
各
社
に
シ
ー
メ
ン
ス

製
の
情
報
シ
ス
テ
ム・ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
た
ス
マ
ー
ト
工

場
化
を
提
案
し
て
い
る
。ま
た
、工
場
を
ま
る
ご
と
サ
イ
バ
ー

空
間
に
作
り
上
げ
て
、実
工
場
と
同
じ
環
境
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
な
仕
組
み
も
構
築
し
て
い
る
。ア
デ
ィ
ダ
ス
は
、

店
頭
販
売
状
況
と
顧
客
情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
取
得
・
分
析
し
、今
売
れ
る
製
品
を
即
時
に
自
動
生
産

す
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
た
。ま
た
、「
マ  
イ
M
i 
ア
デ
ィ
ダ
ス

A
d
i
d
a
s
」

で
は
標
準
品
と
同
じ
価
格
で
自
分
好
み
の
色
や
デ
ザ
イ
ン
の
ス

ニ
ー
カ
ー
を
注
文
す
る
こ
と
が
で
き
る
開
発
プ
ロ
セ
ス
を
ユ
ー

得
意
に
し
て
い
る
。今
後
も
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
中
心
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
産
業
で
の
成
功
事
例
を
製
造
業
の
世
界
に
持
ち

込
ん
で
く
る
。

　一
方
、ド
イ
ツ
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
、国
を
挙
げ
て
、生
産
プ
ロ
セ
ス・
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
つ
な
が

る
化
に
注
力
し
て
い
る
。自
社
内
に
と
ど
ま
ら
ず
企
業
間
の
情

報
も
標
準
化
し
て
つ
な
い
で
、世
界
中
で
必
要
と
さ
れ
る
も
の

を
誰
よ
り
も
短
期
間
で
安
価
か
つ
高
品
質
に
作
ろ
う
と
い
う

取
り
組
み
で
あ
る
。

　
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
領
域
で
、取
り
組
み
を
戦
略
的
に

進
め
て
い
る
が
、後
れ
を
取
っ
て
い
る
日
本
が
競
争
優
位
を
獲

得
す
る
た
め
に
は
、今
あ
る
強
み
を
最
大
限
生
か
す
こ
と
が
得

策
で
あ
る
。カ
イ
ゼ
ン
や
す
り
合
わ
せ
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
生

産
効
率
の
高
さ
や
高
品
質
が
日
本
の
強
み
で
あ
る
が
、最
大
の

強
み
は
そ
れ
を
実
現
す
る
現
場
の
人
材
・
組
織
に
あ
る
。つ
な

が
る
化
を
実
現
し
、そ
れ
に
伴
う
製
品・サ
ー
ビ
ス
、ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、人
材
・
組
織
を
強
化

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
顧
客
・
社
会
と
つ
な
が
る
た
め
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

サ
ー
ビ
ス
型
に
切
り
替
え
、サ
ー
ビ
ス
提
供
を
可
能
に
す
る
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
重
視
の
製
品
設
計
が
求
め
ら
れ
る
。生
産
・
開
発

プ
ロ
セ
ス
を
つ
な
げ
て
、活
用
す
る
た
め
に
も
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が

鍵
を
握
る
。こ
れ
ま
で
の
日
本
製
造
業
は
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
重
視

の
人
材
育
成
を
し
て
お
り
、ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
は
外
注
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た（
※
1
）。今
後
は
、ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
人
材
を
積

極
的
に
育
成
・
登
用
し
、現
場
に
融
合
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。ま
た
、顧
客
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
す
た
め
に
は
デ
ー
タ
を

読
み
解
く
力
も
不
可
欠
で
あ
る
。専
門
的
能
力
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、個
々
人
の
基
礎
的
能
力
向
上
も
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
な
ど
、

異
な
る
能
力
を
も
っ
た
人
材
が
協
働
す
る
こ
と
で
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
製
品・サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
人
材
を
最
大
限
活
用
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
た
め
に
は
、組
織
が
新
た
な
役
割
を
も
つ
こ
と
も
必
要
に

な
る
。開
発
、生
産
、営
業
、保
守
な
ど
全
て
の
部
門
が
自
ら
の

業
務
の
中
で
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。連
携
は
社
内
の
I
T
関
連
部
門
だ
け
で
な
く
、社
外
の

リ
ソ
ー
ス
も
オ
ー
プ
ン
に
活
用
し
た
方
が
、大
き
な
効
果
を
早

く
得
る
こ
と
が
で
き
る
。営
業
部
門
と
保
守
部
門
、さ
ら
に
は

開
発
部
門
の
連
携
も
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。自
社
が
取

得
す
る
デ
ー
タ
を
も
と
に
顧
客
が
求
め
て
い
る
価
値
や
満
足
度

を
徹
底
的
に
評
価
し
、持
続
的
に
顧
客
価
値
を
高
め
る
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
案・提
供
し
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、デ
ジ
タ
ル
化
し
、つ
な
が
っ
た
と
し
て
も
一
足
飛

び
に
人
材
・
組
織
が
強
化
さ
れ
、競
争
力
が
得
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。こ
れ
ま
で
、ア
ナ
ロ
グ
で
実
施
し
て
き
た
差
異
を
生
み

出
す
努
力
を
デ
ー
タ
の
力
を
借
り
て
一
歩
ず
つ
前
進
さ
せ
る

こ
と
で
、10
年
後
に
振
り
返
る
と
誰
も
追
い
つ
け
な
い
差
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。今
こ
そ
、そ
の
価
値
に
気
付
き
、つ
な
が

る
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
と
き
で
あ
る
。

（
※
1
）日
本
の
I
T
技
術
者
は
1
0
0
万
人
程
度
で
あ
り
、こ
れ
は
ア
メ

リ
カ
の
3
分
の
1
、中
国
と
比
べ
て
も
2
分
の
1
の
水
準
に
止
ま

る
。ま
た
、ユ
ー
ザ
ー
企
業
に
所
属
す
る
I
T
技
術
者
は
日
本
が

25
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、ア
メ
リ
カ
で
は
72
％
と
対
照
的
な
状
況

に
な
っ
て
い
る（
い
ず
れ
も
2
0
1
0
年
時
点
、経
済
産
業
省「
も

の
づ
く
り
白
書
2
0
1
5
年
度
版
」よ
り
）。

●「つながる化」の流れは製造業に対して変革の圧力を強める。

●欧米と比べて慎重な日本は、新たな事業創造の機会を再認識すべきである。

●日本のものづくりの現場が異なる能力を融合しイノベーションを起こす。

1
「
つ
な
が
る
化
」で
変
わ
る
製
造
業

「つながる」ものづくり
日本が持続的な競争優位を

生み出すために

【特 集】

［図］テスラの取り組みのイメージ

2
先
行
す
る
欧
米
と
慎
重
な
日
本

顧
客
・
社
会
と
つ
な
が
る

1

生
産
・
開
発
プ
ロ
セ
ス
が
つ
な
が
る

2

出所：三菱総合研究所
クラウドサーバー

・ 新機能を定期的に追加
・ 燃費や運転サポートなどの性能が向上

車の情報

ソフトウエアアップデート

異
な
る
能
力
を
融
合
し
、

日
本
の
も
の
づ
く
り
の

新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
せ

3
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デマンドチェーンにおける
サービス革新
製品がネットワーク化され、製品を
通じて利用者と常につながる

▶売り切りから、サービス化へのビジ
ネスモデル変革への意思決定

▶製品機能のソフトウエア化、ネット
ワーク化

▶各工程からのデータ取得
▶人的ノウハウの見える化
▶標準技術・製品による工程間・企業
間連携

▶生産・開発プロセスのシミュレー
ション環境の構築

・

・

・

・

的確なタイミングで最適な需要対応
⇒在庫切れ予防、製品利用サポート
などの利便性向上

リアルタイム・ビッグデータ解析により、
顧客ニーズ発掘による新しい価値創造
⇒個別ニーズに対応したカスタマ
イズ製品

企業内の各工程がデジタル化・つな
がる化
工場間・企業間のつながる化により、
サプライチェーン全体が最適化
⇒画期的QCD改善

バリューチェーンにおける
マーケティング革新
多様な個人・企業とつながる

サプライチェーンにおける
生産革新
調達～生産～販売・出荷の各工程が
企業内外でつながる

【高齢社会】

多様なストック施設の活用による
魅力的なCCRCの実現を

地域創生事業本部　長谷川 専

　
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、シ
ニ
ア
が
元
気
で
い
る
こ
と
は
、

本
人
だ
け
で
な
く
、社
会
、経
済
に
と
って
も
重
要
で
あ
る
。こ
う

し
た
背
景
の
も
と
、シ
ニ
ア
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、生
涯
に
わ
た

り
楽
し
く
元
気
に
活
躍
で
き
る
生
活
空
間
と
し
て
C
C
R
C

（C
ontinuing C

are Retirem
ent C

om
m
unity

）の

整
備
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。従
来
の
高
齢
者
住
宅
が
健
康
に

不
安
を
感
じ
て
か
ら
入
居
す
る
の
に
対
し
て
、元
気
な
う
ち
か

ら
入
居
す
る
の
が
C
C
R
C
の
特
徴
だ
。そ
こ
で
は
、入
居
者

同
士
が
日
々
の
活
動
な
ど
を
通
じ
て
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
形
成
し
、

万
が
一
の
と
き
に
は
お
互
い
が
支
え
合
う
互
助
力
を
発
揮
し

て
困
難
を
乗
り
越
え
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
入
居
者
が
集
ま
る
場
所
と
し
て
食
堂
や
多

目
的
室
な
ど
の
共
用
空
間
の
充
実
が
不
可
欠
だ
が
、い
ざ
充

実
を
図
ろ
う
と
す
る
と
、住
ま
い
と
し
て
貸
し
出
せ
る
面
積
の

割
合（
レ
ン
タ
ブ
ル
比
）が
低
下
し
、採
算
性
が
悪
化
す
る
と
い

う
問
題
が
起
こ
る
。こ
れ
が
C
C
R
C
を
推
進
し
よ
う
と
す
る

事
業
者
に
と
っ
て
大
き
な
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、公
共
施
設
な

ど
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
積
極
的
に
活
用
す
る
事
例
が
出
て
き
て

い
る
。例
え
ば
、「
ゆ
い
ま
〜
る
多
摩
平
の
森
」（
日
野
市
）や

「
ゆ
い
ま
〜
る
高
島
平
」（
板
橋
区
）は
、U
R（
都
市
再
生
機

構
）団
地
を
改
築
し
た
C
C
R
C
で
あ
る
。「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
稲
毛
」（
千
葉
市
稲
毛
区
）で
は
、撤
退
後
の
商
業
施
設

を
購
入
し
、こ
れ
を
改
築
し
て
C
C
R
C
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

能
を
担
う
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、既
存
の
住
宅
施
設
や
商
業
施
設
の
活

用
に
よ
り
採
算
性
が
改
善
す
る
だ
け
で
な
く
、共
用
空
間
の
充

実
や
段
階
的
整
備
の
容
易
化
と
いっ
た
効
用
も
生
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
共
用
空
間
を
利
用
す
る
地
域
住
民
と
の
交
流
も
進
む
こ

と
か
ら
、地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
参
考
に
し
つ
つ
、さ
ら
な
る
促
進
を

図
る
た
め
に
は
、活
用
事
例
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有・蓄
積
す
る
仕

組
み
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
だ
。そ
の
上
で
ス
ト
ッ
ク
活
用
を
阻

む
法
制
度
や
税
制
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク（
補
助
施
設
の
用
途
廃
止
に

伴
う
補
助
金
返
還
の
可
能
性
な
ど
）を
除
去・緩
和
す
る
と
と
も

に
、イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置
を
講
ず
る
な
ど
の
改
善
が
望
ま
れ
る
。

●超高齢社会においてシニアが楽しく元気に活躍できるCCRCの普及は重要。

●そのためには共有空間の充実が不可欠で、公共施設などの積極的な活用が鍵を握る。

●公共施設などの活用促進にはノウハウ共有の仕組みや関連制度の整備が必要。

　
こ
の
流
れ
は
ま
す
ま
す
進
展
し
、小
売
り
、外
食
、ホ
テ
ル
な
ど

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、利
用
者
と
つ
な
が
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ

て
き
て
い
る
。ア
マ
ゾ
ン
や
楽
天
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー

ビ
ス
や
、ウ
ー
バ
ー
や
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
な
ど
の
個
人
向
け

サ
ー
ビ
ス
の
隆
盛
も
こ
の
流
れ
の
一
環
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
各
種
セ
ン
サ
ー
の
高
品
質
化
・
低
価
格

化
、A
I
な
ど
デ
ー
タ
解
析
技
術
の
発
展
に
よ
り
、「
つ
な
が
る

化
」の
流
れ
は
加
速
し
、そ
の
波
は
製
造
業
の
世
界
に
も
押
し

寄
せ
て
い
る
。

　
製
造
業
に
と
っ
て
の「
つ
な
が
る
化
」を
、「
顧
客・社
会
と
つ

な
が
る
」と「
生
産・開
発
プ
ロ
セ
ス
が
つ
な
が
る
」と
い
う
二
つ

の
方
向
性
で
考
え
て
み
た
い
。

　
最
初
の「
顧
客・社
会
と
つ
な
が
る
」に
は
二
つ
の
意
味
が
あ

る
。一
つ
目
は
、デ
マ
ン
ド
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
革
新
。

製
品
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
、常
に
製
品
を
通
じ
て
利
用
者

と
つ
な
が
る
こ
と
で
、利
用
者
に
的
確
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
最
適

な
需
要
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。在
庫
切
れ
予

防
や
製
品
利
用
サ
ポ
ー
ト
な
ど
き
め
細
か
い
利
便
性
を
実
現

で
き
る
。二
つ
目
が
、バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
革
新
。多
様
な
個
人・企
業
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、課
題
発

見
か
ら
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
ま
で
一
連
の
新
し
い
価
値
を
創

造
し
て
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
設
計
開
発
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
も
う
一
つ
の「
生
産
・
開
発
プ
ロ
セ
ス
が
つ
な
が
る
」と
は
、

「
調
達
〜
生
産
〜
販
売
・
出
荷
」の
各
工
程
が
企
業
内
外
で
つ

な
が
る
こ
と
で
、最
適
な
供
給
プ
ロ
セ
ス
を
形
成
し
て
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
方
向
を
指
し
て
い
る
。こ
の
取
り

組
み
に
よ
り
、品
質
向
上・コ
ス
ト
削
減・製
品
提
供
サ
イ
ク
ル

の
短
縮
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
つ
な
が
る
こ
と
の
価
値
を
認
識
し
て
い
る
先
進
企
業
で
は
す

で
に
か
な
り
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。特
に
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
産
業
で
競
争
力
を
も
つ
欧
米
が
積
極
的
で
あ
る
一
方
、ど
ち

ら
か
と
い
う
と
ア
ナ
ロ
グ
ベ
ー
ス
の
も
の
づ
く
り
に
強
み
を
も
つ

日
本
は
慎
重
な
姿
勢
で
あ
る
。

　
二
つ
の「
つ
な
が
る
化
」の
観
点
か
ら
、日
本
は
つ
な
が
る
こ

と
の
価
値
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　
代
表
的
な
事
例
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
テ
ス
ラ
と
ネ
ス
ト
ラ
ボ

の
2
社
を
紹
介
す
る
。

　
テ
ス
ラ（
旧
テ
ス
ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
）は
電
気
自
動
車
メ
ー
カ
ー

と
し
て
、顧
客
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
り
、製
品
を
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
と
い
う
、ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
業
界
で
は
当
た
り
前
だ
が
、自
動
車
業
界
に
お
い
て

は
革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
打
ち
出
し
て
い
る
。一
方
、ネ

ス
ト
ラ
ボ（
2
0
1
4
年
に
グ
ー
グ
ル
が
買
収
）は
家
庭
内
の

サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト（
温
度
調
節
器
）に
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
サ
ー
を

備
え
る
こ
と
で
、居
住
者
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
好
み
を
学
習

し
、自
動
的
に
温
度
調
整
を
行
う
製
品
を
提
供
し
て
い
る
。さ

ら
に
、火
災
報
知
や
防
災
通
知
な
ど
複
数
の
機
能
も
提
供
し

て
い
る
。ど
ち
ら
も
サ
ー
ビ
ス
革
新
の
事
例
で
あ
る
が
、顧
客
と

つ
な
が
り
、デ
ー
タ
取
得
を
行
う
こ
と
で
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
革

新
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
い
え
る
。

　
1
9
9
0
年
代
初
頭
か
ら
普
及
し
始
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
、パ
ソ
コ
ン
の
み
で
の
利
用
か
ら
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

へ
と
接
続
デ
バ
イ
ス
を
変
え
、さ
ら
に
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
の
普

及
に
よ
り
、今
で
は
地
球
上
の
多
く
の
人
や
も
の
が
、い
つ
で
も

ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。
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日
本
で
は
小
松
製
作
所
が
コ
ム
ト
ラ
ッ
ク
ス

K
O
M
T
R
A
X
と
い
う
シ
ス
テ

ム
で
個
別
建
設
機
械
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
り
、故
障
の
予
知

保
全
や
、稼
働
管
理
、省
エ
ネ
運
転
支
援
な
ど
の
画
期
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。し
か
し
、多
く
の
日
本
の
製
造
業
は
売

り
切
り
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。高
度
経
済
成
長
期

以
降
の
売
り
切
り
モ
デ
ル
の
成
功
体
験
と
、電
力
や
通
信
市
場

に
お
け
る
自
由
化
の
遅
れ
か
ら
、ユ
ー
ザ
ー
企
業
が
保
守
運
用
を

行
う
商
習
慣
に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
で
は
ア
フ
タ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
の
収
益
機
会
の

損
失
と
、顧
客
と
つ
な
が

ら
ず
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
に
よ
っ
て
、革
新

的
な
新
製
品
を
開
発
で

き
な
く
な
る
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
を
生
む
。

　
先
進
企
業
に
共
通
す

る
こ
と
は
、製
品
の
提
供

機
能
の
中
で
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
が
担
う
比
率
を
高
め
て

い
る
点
に
あ
る
。変
動
す

る
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
の
機
能
は
柔
軟
か

つ
手
軽
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
任

せ
て
、ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
は
で

き
る
か
ぎ
り
汎
用
化
す
る

方
が
効
率
的
と
考
え
て

ザ
ー
と
つ
な
げ
、さ
ら
に
生
産
プ
ロ
セ
ス
と
も
つ
な
い
で
い
る
。

　
日
本
に
も
、京
都
の
試
作
加
工
専
業
企
業
ヒ
ル
ト
ッ
プ
な
ど

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
行
って
い
る
企
業
は
存
在
す
る
。同
社

は
、設
計・加
工
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
自
社
開
発
を
進
め
、加
工
デ
ー

タ
を
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、加
工
装
置

の
24
時
間
無
人
操
業
に
成
功
し
た
。さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
の
拠
点

と
設
計
デ
ー
タ
を
つ
な
ぎ
、遠
隔
加
工
ま
で
を
実
施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、多
く
の
日
本
企
業
の
現
状
を
み
る
と
、人
の
力
や

現
場
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
介
し
て
、生
産・開
発
プ
ロ
セ
ス
を
調

整
し
て
い
る
面
が
強
い
。先
進
企
業
は
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
使
っ

て
、カ
イ
ゼ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
、生
産
の
柔
軟
性・対
応
力
を
加
速

度
的
に
上
げ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。ア
ナ
ロ
グ
的
な
つ
な
が

り
で
は
、こ
の
変
化
に
つ
い
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。日
本
は

そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
乗
り
遅
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
。

　
こ
れ
ま
で
、情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
社
内
外
の
業
務
を
情

報
連
携
す
る
と
い
う
流
れ
は
あ
っ
た
が
、今
後
は
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
一
体
化
し
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
デ
ー
タ
を
A
I

で
解
析
し
、そ
の
結
果
を
共
有
す
る
時
代
に
移
行
す
る
。従
来
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
制
御
と
い
っ
た
段
階
を
超
え
て
、予
測
し
て
最

適
な
対
応
を
選
択
す
る
レ
ベ
ル
や
、自
律
的
に
診
断
し
運
用・修

理・改
良
を
自
動
化
す
る
レ
ベ
ルへ
向
か
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
は
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
顧
客・社
会
と
つ
な

が
る
こ
と
に
よ
り
、差
異
化
さ
れ
た
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
を

い
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、き
め
細
か
い
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
、改
良
し
た

機
能
へ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
の
し
や
す
さ
、遠
隔
か
ら
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
可
能
と
な
る
。ま
た
、個
人
向
け
法
人
向
け
に
か
か

わ
ら
ず
、全
ユ
ー
ザ
ー
の
デ
ー
タ
を
把
握
し
、製
品
の
リ
ア
ル
な

利
用
実
態
が
ユ
ー
ザ
ー
環
境
と
ひ
も
づ
い
て
わ
か
る
こ
と
に
な

る
。つ
な
が
る
こ
と
で
、取
得
し
た
デ
ー
タ
を
解
析
し
、新
た
な

機
能
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
続
け
る
の
で
あ
る
。製
品
を
売
っ
て

終
わ
り
で
は
な
く
、終
わ
り
の
な
い
プ
ロ
セ
ス
に
一
変
す
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
と
ア
デ
ィ

ダ
ス
を
紹
介
す
る
。

　
シ
ー
メ
ン
ス
は
、徹
底
的
に
標
準
品
を
採
用
す
る
こ
と
で
製

造
工
程・開
発
工
程
の
デ
ジ
タ
ル
化・ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
化
を
推
し

進
め
、工
場
間
・
企
業
間
が
つ
な
が
り
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
を
最
適
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。自
社
工
場
で
取

り
組
ん
で
き
た
実
績
を
も
と
に
、製
造
業
各
社
に
シ
ー
メ
ン
ス

製
の
情
報
シ
ス
テ
ム・ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
た
ス
マ
ー
ト
工

場
化
を
提
案
し
て
い
る
。ま
た
、工
場
を
ま
る
ご
と
サ
イ
バ
ー

空
間
に
作
り
上
げ
て
、実
工
場
と
同
じ
環
境
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
な
仕
組
み
も
構
築
し
て
い
る
。ア
デ
ィ
ダ
ス
は
、

店
頭
販
売
状
況
と
顧
客
情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
取
得
・
分
析
し
、今
売
れ
る
製
品
を
即
時
に
自
動
生
産

す
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
た
。ま
た
、「
マ  

イ
M
i 

ア
デ
ィ
ダ
ス

A
d
i
d
a
s
」

で
は
標
準
品
と
同
じ
価
格
で
自
分
好
み
の
色
や
デ
ザ
イ
ン
の
ス

ニ
ー
カ
ー
を
注
文
す
る
こ
と
が
で
き
る
開
発
プ
ロ
セ
ス
を
ユ
ー

得
意
に
し
て
い
る
。今
後
も
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
中
心
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
産
業
で
の
成
功
事
例
を
製
造
業
の
世
界
に
持
ち

込
ん
で
く
る
。

　一
方
、ド
イ
ツ
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
、国
を
挙
げ
て
、生
産
プ
ロ
セ
ス・
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
つ
な
が

る
化
に
注
力
し
て
い
る
。自
社
内
に
と
ど
ま
ら
ず
企
業
間
の
情

報
も
標
準
化
し
て
つ
な
い
で
、世
界
中
で
必
要
と
さ
れ
る
も
の

を
誰
よ
り
も
短
期
間
で
安
価
か
つ
高
品
質
に
作
ろ
う
と
い
う

取
り
組
み
で
あ
る
。

　
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
領
域
で
、取
り
組
み
を
戦
略
的
に

進
め
て
い
る
が
、後
れ
を
取
っ
て
い
る
日
本
が
競
争
優
位
を
獲

得
す
る
た
め
に
は
、今
あ
る
強
み
を
最
大
限
生
か
す
こ
と
が
得

策
で
あ
る
。カ
イ
ゼ
ン
や
す
り
合
わ
せ
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
生

産
効
率
の
高
さ
や
高
品
質
が
日
本
の
強
み
で
あ
る
が
、最
大
の

強
み
は
そ
れ
を
実
現
す
る
現
場
の
人
材
・
組
織
に
あ
る
。つ
な

が
る
化
を
実
現
し
、そ
れ
に
伴
う
製
品・サ
ー
ビ
ス
、ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、人
材
・
組
織
を
強
化

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
顧
客
・
社
会
と
つ
な
が
る
た
め
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

サ
ー
ビ
ス
型
に
切
り
替
え
、サ
ー
ビ
ス
提
供
を
可
能
に
す
る
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
重
視
の
製
品
設
計
が
求
め
ら
れ
る
。生
産
・
開
発

プ
ロ
セ
ス
を
つ
な
げ
て
、活
用
す
る
た
め
に
も
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が

鍵
を
握
る
。こ
れ
ま
で
の
日
本
製
造
業
は
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
重
視

の
人
材
育
成
を
し
て
お
り
、ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
は
外
注
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た（
※
1
）。今
後
は
、ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
人
材
を
積

極
的
に
育
成
・
登
用
し
、現
場
に
融
合
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。ま
た
、顧
客
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
す
た
め
に
は
デ
ー
タ
を

読
み
解
く
力
も
不
可
欠
で
あ
る
。専
門
的
能
力
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、個
々
人
の
基
礎
的
能
力
向
上
も
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
な
ど
、

異
な
る
能
力
を
も
っ
た
人
材
が
協
働
す
る
こ
と
で
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
製
品・サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
人
材
を
最
大
限
活
用
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
た
め
に
は
、組
織
が
新
た
な
役
割
を
も
つ
こ
と
も
必
要
に

な
る
。開
発
、生
産
、営
業
、保
守
な
ど
全
て
の
部
門
が
自
ら
の

業
務
の
中
で
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。連
携
は
社
内
の
I
T
関
連
部
門
だ
け
で
な
く
、社
外
の

リ
ソ
ー
ス
も
オ
ー
プ
ン
に
活
用
し
た
方
が
、大
き
な
効
果
を
早

く
得
る
こ
と
が
で
き
る
。営
業
部
門
と
保
守
部
門
、さ
ら
に
は

開
発
部
門
の
連
携
も
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。自
社
が
取

得
す
る
デ
ー
タ
を
も
と
に
顧
客
が
求
め
て
い
る
価
値
や
満
足
度

を
徹
底
的
に
評
価
し
、持
続
的
に
顧
客
価
値
を
高
め
る
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
案・提
供
し
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、デ
ジ
タ
ル
化
し
、つ
な
が
っ
た
と
し
て
も
一
足
飛

び
に
人
材
・
組
織
が
強
化
さ
れ
、競
争
力
が
得
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。こ
れ
ま
で
、ア
ナ
ロ
グ
で
実
施
し
て
き
た
差
異
を
生
み

出
す
努
力
を
デ
ー
タ
の
力
を
借
り
て
一
歩
ず
つ
前
進
さ
せ
る

こ
と
で
、10
年
後
に
振
り
返
る
と
誰
も
追
い
つ
け
な
い
差
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。今
こ
そ
、そ
の
価
値
に
気
付
き
、つ
な
が

る
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
と
き
で
あ
る
。

（
※
1
）日
本
の
I
T
技
術
者
は
1
0
0
万
人
程
度
で
あ
り
、こ
れ
は
ア
メ

リ
カ
の
3
分
の
1
、中
国
と
比
べ
て
も
2
分
の
1
の
水
準
に
止
ま

る
。ま
た
、ユ
ー
ザ
ー
企
業
に
所
属
す
る
I
T
技
術
者
は
日
本
が

25
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、ア
メ
リ
カ
で
は
72
％
と
対
照
的
な
状
況

に
な
っ
て
い
る（
い
ず
れ
も
2
0
1
0
年
時
点
、経
済
産
業
省「
も

の
づ
く
り
白
書
2
0
1
5
年
度
版
」よ
り
）。

［表］製造業の二つの「つながる化」と対応の方向性

出所：三菱総合研究所

［図］ストックを活用した「ゆいま～る多摩平の森」

出所：株式会社コミュニティネット

顧客・社会と
つながる
【代表的事例】
テスラ（米）
ネストラボ（米）
小松製作所（日）

生産・開発プロ
セスがつながる

内　容 意　義 対応の方向性

【代表的事例】
シーメンス（独）
アディダス（独）
ヒルトップ（日）

【人材・組織の強化】
▶ソフトウエア人材の育成と登用
によるものづくり人材の融合

▶データ活用力の強化
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デマンドチェーンにおける
サービス革新
製品がネットワーク化され、製品を
通じて利用者と常につながる

▶売り切りから、サービス化へのビジ
ネスモデル変革への意思決定

▶製品機能のソフトウエア化、ネット
ワーク化

▶各工程からのデータ取得
▶人的ノウハウの見える化
▶標準技術・製品による工程間・企業
間連携

▶生産・開発プロセスのシミュレー
ション環境の構築

・

・

・

・

的確なタイミングで最適な需要対応
⇒在庫切れ予防、製品利用サポート
などの利便性向上

リアルタイム・ビッグデータ解析により、
顧客ニーズ発掘による新しい価値創造
⇒個別ニーズに対応したカスタマ
イズ製品

企業内の各工程がデジタル化・つな
がる化
工場間・企業間のつながる化により、
サプライチェーン全体が最適化
⇒画期的QCD改善

バリューチェーンにおける
マーケティング革新
多様な個人・企業とつながる

サプライチェーンにおける
生産革新
調達～生産～販売・出荷の各工程が
企業内外でつながる

【高齢社会】

多様なストック施設の活用による
魅力的なCCRCの実現を

地域創生事業本部　長谷川 専

　
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、シ
ニ
ア
が
元
気
で
い
る
こ
と
は
、

本
人
だ
け
で
な
く
、社
会
、経
済
に
と
って
も
重
要
で
あ
る
。こ
う

し
た
背
景
の
も
と
、シ
ニ
ア
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、生
涯
に
わ
た

り
楽
し
く
元
気
に
活
躍
で
き
る
生
活
空
間
と
し
て
C
C
R
C

（C
ontinuing C

are Retirem
ent C

om
m
unity

）の

整
備
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。従
来
の
高
齢
者
住
宅
が
健
康
に

不
安
を
感
じ
て
か
ら
入
居
す
る
の
に
対
し
て
、元
気
な
う
ち
か

ら
入
居
す
る
の
が
C
C
R
C
の
特
徴
だ
。そ
こ
で
は
、入
居
者

同
士
が
日
々
の
活
動
な
ど
を
通
じ
て
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
形
成
し
、

万
が
一
の
と
き
に
は
お
互
い
が
支
え
合
う
互
助
力
を
発
揮
し

て
困
難
を
乗
り
越
え
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
入
居
者
が
集
ま
る
場
所
と
し
て
食
堂
や
多

目
的
室
な
ど
の
共
用
空
間
の
充
実
が
不
可
欠
だ
が
、い
ざ
充

実
を
図
ろ
う
と
す
る
と
、住
ま
い
と
し
て
貸
し
出
せ
る
面
積
の

割
合（
レ
ン
タ
ブ
ル
比
）が
低
下
し
、採
算
性
が
悪
化
す
る
と
い

う
問
題
が
起
こ
る
。こ
れ
が
C
C
R
C
を
推
進
し
よ
う
と
す
る

事
業
者
に
と
っ
て
大
き
な
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、公
共
施
設
な

ど
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
積
極
的
に
活
用
す
る
事
例
が
出
て
き
て

い
る
。例
え
ば
、「
ゆ
い
ま
〜
る
多
摩
平
の
森
」（
日
野
市
）や

「
ゆ
い
ま
〜
る
高
島
平
」（
板
橋
区
）は
、U
R（
都
市
再
生
機

構
）団
地
を
改
築
し
た
C
C
R
C
で
あ
る
。「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
稲
毛
」（
千
葉
市
稲
毛
区
）で
は
、撤
退
後
の
商
業
施
設

を
購
入
し
、こ
れ
を
改
築
し
て
C
C
R
C
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

能
を
担
う
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、既
存
の
住
宅
施
設
や
商
業
施
設
の
活

用
に
よ
り
採
算
性
が
改
善
す
る
だ
け
で
な
く
、共
用
空
間
の
充

実
や
段
階
的
整
備
の
容
易
化
と
いっ
た
効
用
も
生
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
共
用
空
間
を
利
用
す
る
地
域
住
民
と
の
交
流
も
進
む
こ

と
か
ら
、地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
参
考
に
し
つ
つ
、さ
ら
な
る
促
進
を

図
る
た
め
に
は
、活
用
事
例
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有・蓄
積
す
る
仕

組
み
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
だ
。そ
の
上
で
ス
ト
ッ
ク
活
用
を
阻

む
法
制
度
や
税
制
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク（
補
助
施
設
の
用
途
廃
止
に

伴
う
補
助
金
返
還
の
可
能
性
な
ど
）を
除
去・緩
和
す
る
と
と
も

に
、イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置
を
講
ず
る
な
ど
の
改
善
が
望
ま
れ
る
。

●超高齢社会においてシニアが楽しく元気に活躍できるCCRCの普及は重要。

●そのためには共有空間の充実が不可欠で、公共施設などの積極的な活用が鍵を握る。

●公共施設などの活用促進にはノウハウ共有の仕組みや関連制度の整備が必要。

　
こ
の
流
れ
は
ま
す
ま
す
進
展
し
、小
売
り
、外
食
、ホ
テ
ル
な
ど

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、利
用
者
と
つ
な
が
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ

て
き
て
い
る
。ア
マ
ゾ
ン
や
楽
天
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー

ビ
ス
や
、ウ
ー
バ
ー
や
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
な
ど
の
個
人
向
け

サ
ー
ビ
ス
の
隆
盛
も
こ
の
流
れ
の
一
環
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
各
種
セ
ン
サ
ー
の
高
品
質
化
・
低
価
格

化
、A
I
な
ど
デ
ー
タ
解
析
技
術
の
発
展
に
よ
り
、「
つ
な
が
る

化
」の
流
れ
は
加
速
し
、そ
の
波
は
製
造
業
の
世
界
に
も
押
し

寄
せ
て
い
る
。

　
製
造
業
に
と
っ
て
の「
つ
な
が
る
化
」を
、「
顧
客・社
会
と
つ

な
が
る
」と「
生
産・開
発
プ
ロ
セ
ス
が
つ
な
が
る
」と
い
う
二
つ

の
方
向
性
で
考
え
て
み
た
い
。

　
最
初
の「
顧
客・社
会
と
つ
な
が
る
」に
は
二
つ
の
意
味
が
あ

る
。一
つ
目
は
、デ
マ
ン
ド
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
革
新
。

製
品
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
、常
に
製
品
を
通
じ
て
利
用
者

と
つ
な
が
る
こ
と
で
、利
用
者
に
的
確
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
最
適

な
需
要
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。在
庫
切
れ
予

防
や
製
品
利
用
サ
ポ
ー
ト
な
ど
き
め
細
か
い
利
便
性
を
実
現

で
き
る
。二
つ
目
が
、バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
革
新
。多
様
な
個
人・企
業
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、課
題
発

見
か
ら
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
ま
で
一
連
の
新
し
い
価
値
を
創

造
し
て
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
設
計
開
発
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
も
う
一
つ
の「
生
産
・
開
発
プ
ロ
セ
ス
が
つ
な
が
る
」と
は
、

「
調
達
〜
生
産
〜
販
売
・
出
荷
」の
各
工
程
が
企
業
内
外
で
つ

な
が
る
こ
と
で
、最
適
な
供
給
プ
ロ
セ
ス
を
形
成
し
て
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
方
向
を
指
し
て
い
る
。こ
の
取
り

組
み
に
よ
り
、品
質
向
上・コ
ス
ト
削
減・製
品
提
供
サ
イ
ク
ル

の
短
縮
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
つ
な
が
る
こ
と
の
価
値
を
認
識
し
て
い
る
先
進
企
業
で
は
す

で
に
か
な
り
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。特
に
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
産
業
で
競
争
力
を
も
つ
欧
米
が
積
極
的
で
あ
る
一
方
、ど
ち

ら
か
と
い
う
と
ア
ナ
ロ
グ
ベ
ー
ス
の
も
の
づ
く
り
に
強
み
を
も
つ

日
本
は
慎
重
な
姿
勢
で
あ
る
。

　
二
つ
の「
つ
な
が
る
化
」の
観
点
か
ら
、日
本
は
つ
な
が
る
こ

と
の
価
値
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　
代
表
的
な
事
例
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
テ
ス
ラ
と
ネ
ス
ト
ラ
ボ

の
2
社
を
紹
介
す
る
。

　
テ
ス
ラ（
旧
テ
ス
ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
）は
電
気
自
動
車
メ
ー
カ
ー

と
し
て
、顧
客
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
り
、製
品
を
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
と
い
う
、ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
業
界
で
は
当
た
り
前
だ
が
、自
動
車
業
界
に
お
い
て

は
革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
打
ち
出
し
て
い
る
。一
方
、ネ

ス
ト
ラ
ボ（
2
0
1
4
年
に
グ
ー
グ
ル
が
買
収
）は
家
庭
内
の

サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト（
温
度
調
節
器
）に
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
サ
ー
を

備
え
る
こ
と
で
、居
住
者
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
好
み
を
学
習

し
、自
動
的
に
温
度
調
整
を
行
う
製
品
を
提
供
し
て
い
る
。さ

ら
に
、火
災
報
知
や
防
災
通
知
な
ど
複
数
の
機
能
も
提
供
し

て
い
る
。ど
ち
ら
も
サ
ー
ビ
ス
革
新
の
事
例
で
あ
る
が
、顧
客
と

つ
な
が
り
、デ
ー
タ
取
得
を
行
う
こ
と
で
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
革

新
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
い
え
る
。

　
1
9
9
0
年
代
初
頭
か
ら
普
及
し
始
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
、パ
ソ
コ
ン
の
み
で
の
利
用
か
ら
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

へ
と
接
続
デ
バ
イ
ス
を
変
え
、さ
ら
に
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
の
普

及
に
よ
り
、今
で
は
地
球
上
の
多
く
の
人
や
も
の
が
、い
つ
で
も

ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。
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日
本
で
は
小
松
製
作
所
が
コ
ム
ト
ラ
ッ
ク
ス

K
O
M
T
R
A
X
と
い
う
シ
ス
テ

ム
で
個
別
建
設
機
械
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
り
、故
障
の
予
知

保
全
や
、稼
働
管
理
、省
エ
ネ
運
転
支
援
な
ど
の
画
期
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。し
か
し
、多
く
の
日
本
の
製
造
業
は
売

り
切
り
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。高
度
経
済
成
長
期

以
降
の
売
り
切
り
モ
デ
ル
の
成
功
体
験
と
、電
力
や
通
信
市
場

に
お
け
る
自
由
化
の
遅
れ
か
ら
、ユ
ー
ザ
ー
企
業
が
保
守
運
用
を

行
う
商
習
慣
に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
で
は
ア
フ
タ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
の
収
益
機
会
の

損
失
と
、顧
客
と
つ
な
が

ら
ず
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
に
よ
っ
て
、革
新

的
な
新
製
品
を
開
発
で

き
な
く
な
る
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
を
生
む
。

　
先
進
企
業
に
共
通
す

る
こ
と
は
、製
品
の
提
供

機
能
の
中
で
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
が
担
う
比
率
を
高
め
て

い
る
点
に
あ
る
。変
動
す

る
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
の
機
能
は
柔
軟
か

つ
手
軽
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
任

せ
て
、ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
は
で

き
る
か
ぎ
り
汎
用
化
す
る

方
が
効
率
的
と
考
え
て

ザ
ー
と
つ
な
げ
、さ
ら
に
生
産
プ
ロ
セ
ス
と
も
つ
な
い
で
い
る
。

　
日
本
に
も
、京
都
の
試
作
加
工
専
業
企
業
ヒ
ル
ト
ッ
プ
な
ど

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
行
って
い
る
企
業
は
存
在
す
る
。同
社

は
、設
計・加
工
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
自
社
開
発
を
進
め
、加
工
デ
ー

タ
を
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、加
工
装
置

の
24
時
間
無
人
操
業
に
成
功
し
た
。さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
の
拠
点

と
設
計
デ
ー
タ
を
つ
な
ぎ
、遠
隔
加
工
ま
で
を
実
施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、多
く
の
日
本
企
業
の
現
状
を
み
る
と
、人
の
力
や

現
場
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
介
し
て
、生
産・開
発
プ
ロ
セ
ス
を
調

整
し
て
い
る
面
が
強
い
。先
進
企
業
は
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
使
っ

て
、カ
イ
ゼ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
、生
産
の
柔
軟
性・対
応
力
を
加
速

度
的
に
上
げ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。ア
ナ
ロ
グ
的
な
つ
な
が

り
で
は
、こ
の
変
化
に
つ
い
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。日
本
は

そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
乗
り
遅
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
。

　
こ
れ
ま
で
、情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
社
内
外
の
業
務
を
情

報
連
携
す
る
と
い
う
流
れ
は
あ
っ
た
が
、今
後
は
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
一
体
化
し
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
デ
ー
タ
を
A
I

で
解
析
し
、そ
の
結
果
を
共
有
す
る
時
代
に
移
行
す
る
。従
来
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
制
御
と
い
っ
た
段
階
を
超
え
て
、予
測
し
て
最

適
な
対
応
を
選
択
す
る
レ
ベ
ル
や
、自
律
的
に
診
断
し
運
用・修

理・改
良
を
自
動
化
す
る
レ
ベ
ルへ
向
か
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
は
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
顧
客・社
会
と
つ
な

が
る
こ
と
に
よ
り
、差
異
化
さ
れ
た
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
を

い
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、き
め
細
か
い
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
、改
良
し
た

機
能
へ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
の
し
や
す
さ
、遠
隔
か
ら
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
可
能
と
な
る
。ま
た
、個
人
向
け
法
人
向
け
に
か
か

わ
ら
ず
、全
ユ
ー
ザ
ー
の
デ
ー
タ
を
把
握
し
、製
品
の
リ
ア
ル
な

利
用
実
態
が
ユ
ー
ザ
ー
環
境
と
ひ
も
づ
い
て
わ
か
る
こ
と
に
な

る
。つ
な
が
る
こ
と
で
、取
得
し
た
デ
ー
タ
を
解
析
し
、新
た
な

機
能
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
続
け
る
の
で
あ
る
。製
品
を
売
っ
て

終
わ
り
で
は
な
く
、終
わ
り
の
な
い
プ
ロ
セ
ス
に
一
変
す
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
と
ア
デ
ィ

ダ
ス
を
紹
介
す
る
。

　
シ
ー
メ
ン
ス
は
、徹
底
的
に
標
準
品
を
採
用
す
る
こ
と
で
製

造
工
程・開
発
工
程
の
デ
ジ
タ
ル
化・ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
化
を
推
し

進
め
、工
場
間
・
企
業
間
が
つ
な
が
り
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
を
最
適
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。自
社
工
場
で
取

り
組
ん
で
き
た
実
績
を
も
と
に
、製
造
業
各
社
に
シ
ー
メ
ン
ス

製
の
情
報
シ
ス
テ
ム・ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
た
ス
マ
ー
ト
工

場
化
を
提
案
し
て
い
る
。ま
た
、工
場
を
ま
る
ご
と
サ
イ
バ
ー

空
間
に
作
り
上
げ
て
、実
工
場
と
同
じ
環
境
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
な
仕
組
み
も
構
築
し
て
い
る
。ア
デ
ィ
ダ
ス
は
、

店
頭
販
売
状
況
と
顧
客
情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
取
得
・
分
析
し
、今
売
れ
る
製
品
を
即
時
に
自
動
生
産

す
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
た
。ま
た
、「
マ  

イ
M
i 

ア
デ
ィ
ダ
ス

A
d
i
d
a
s
」

で
は
標
準
品
と
同
じ
価
格
で
自
分
好
み
の
色
や
デ
ザ
イ
ン
の
ス

ニ
ー
カ
ー
を
注
文
す
る
こ
と
が
で
き
る
開
発
プ
ロ
セ
ス
を
ユ
ー

得
意
に
し
て
い
る
。今
後
も
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
中
心
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
産
業
で
の
成
功
事
例
を
製
造
業
の
世
界
に
持
ち

込
ん
で
く
る
。

　一
方
、ド
イ
ツ
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
、国
を
挙
げ
て
、生
産
プ
ロ
セ
ス・
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
つ
な
が

る
化
に
注
力
し
て
い
る
。自
社
内
に
と
ど
ま
ら
ず
企
業
間
の
情

報
も
標
準
化
し
て
つ
な
い
で
、世
界
中
で
必
要
と
さ
れ
る
も
の

を
誰
よ
り
も
短
期
間
で
安
価
か
つ
高
品
質
に
作
ろ
う
と
い
う

取
り
組
み
で
あ
る
。

　
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
領
域
で
、取
り
組
み
を
戦
略
的
に

進
め
て
い
る
が
、後
れ
を
取
っ
て
い
る
日
本
が
競
争
優
位
を
獲

得
す
る
た
め
に
は
、今
あ
る
強
み
を
最
大
限
生
か
す
こ
と
が
得

策
で
あ
る
。カ
イ
ゼ
ン
や
す
り
合
わ
せ
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
生

産
効
率
の
高
さ
や
高
品
質
が
日
本
の
強
み
で
あ
る
が
、最
大
の

強
み
は
そ
れ
を
実
現
す
る
現
場
の
人
材
・
組
織
に
あ
る
。つ
な

が
る
化
を
実
現
し
、そ
れ
に
伴
う
製
品・サ
ー
ビ
ス
、ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、人
材
・
組
織
を
強
化

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
顧
客
・
社
会
と
つ
な
が
る
た
め
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

サ
ー
ビ
ス
型
に
切
り
替
え
、サ
ー
ビ
ス
提
供
を
可
能
に
す
る
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
重
視
の
製
品
設
計
が
求
め
ら
れ
る
。生
産
・
開
発

プ
ロ
セ
ス
を
つ
な
げ
て
、活
用
す
る
た
め
に
も
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が

鍵
を
握
る
。こ
れ
ま
で
の
日
本
製
造
業
は
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
重
視

の
人
材
育
成
を
し
て
お
り
、ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
は
外
注
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た（
※
1
）。今
後
は
、ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
人
材
を
積

極
的
に
育
成
・
登
用
し
、現
場
に
融
合
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。ま
た
、顧
客
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
す
た
め
に
は
デ
ー
タ
を

読
み
解
く
力
も
不
可
欠
で
あ
る
。専
門
的
能
力
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、個
々
人
の
基
礎
的
能
力
向
上
も
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
な
ど
、

異
な
る
能
力
を
も
っ
た
人
材
が
協
働
す
る
こ
と
で
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
製
品・サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
人
材
を
最
大
限
活
用
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
た
め
に
は
、組
織
が
新
た
な
役
割
を
も
つ
こ
と
も
必
要
に

な
る
。開
発
、生
産
、営
業
、保
守
な
ど
全
て
の
部
門
が
自
ら
の

業
務
の
中
で
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。連
携
は
社
内
の
I
T
関
連
部
門
だ
け
で
な
く
、社
外
の

リ
ソ
ー
ス
も
オ
ー
プ
ン
に
活
用
し
た
方
が
、大
き
な
効
果
を
早

く
得
る
こ
と
が
で
き
る
。営
業
部
門
と
保
守
部
門
、さ
ら
に
は

開
発
部
門
の
連
携
も
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。自
社
が
取

得
す
る
デ
ー
タ
を
も
と
に
顧
客
が
求
め
て
い
る
価
値
や
満
足
度

を
徹
底
的
に
評
価
し
、持
続
的
に
顧
客
価
値
を
高
め
る
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
案・提
供
し
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、デ
ジ
タ
ル
化
し
、つ
な
が
っ
た
と
し
て
も
一
足
飛

び
に
人
材
・
組
織
が
強
化
さ
れ
、競
争
力
が
得
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。こ
れ
ま
で
、ア
ナ
ロ
グ
で
実
施
し
て
き
た
差
異
を
生
み

出
す
努
力
を
デ
ー
タ
の
力
を
借
り
て
一
歩
ず
つ
前
進
さ
せ
る

こ
と
で
、10
年
後
に
振
り
返
る
と
誰
も
追
い
つ
け
な
い
差
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。今
こ
そ
、そ
の
価
値
に
気
付
き
、つ
な
が

る
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
と
き
で
あ
る
。

（
※
1
）日
本
の
I
T
技
術
者
は
1
0
0
万
人
程
度
で
あ
り
、こ
れ
は
ア
メ

リ
カ
の
3
分
の
1
、中
国
と
比
べ
て
も
2
分
の
1
の
水
準
に
止
ま

る
。ま
た
、ユ
ー
ザ
ー
企
業
に
所
属
す
る
I
T
技
術
者
は
日
本
が

25
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、ア
メ
リ
カ
で
は
72
％
と
対
照
的
な
状
況

に
な
っ
て
い
る（
い
ず
れ
も
2
0
1
0
年
時
点
、経
済
産
業
省「
も

の
づ
く
り
白
書
2
0
1
5
年
度
版
」よ
り
）。

［表］製造業の二つの「つながる化」と対応の方向性

出所：三菱総合研究所

［図］ストックを活用した「ゆいま～る多摩平の森」

出所：株式会社コミュニティネット

顧客・社会と
つながる
【代表的事例】
テスラ（米）
ネストラボ（米）
小松製作所（日）

生産・開発プロ
セスがつながる

内　容 意　義 対応の方向性

【代表的事例】
シーメンス（独）
アディダス（独）
ヒルトップ（日）

【人材・組織の強化】
▶ソフトウエア人材の育成と登用
によるものづくり人材の融合

▶データ活用力の強化
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人
口
減
や
財
政
難
か
ら
多
く
の
自
治
体
が
、公
共
施
設
の

集
約（
同
じ
用
途
の
施
設
を
一
つ
に
ま
と
め
る
）と
、複
合
化

（
異
な
る
用
途
の
施
設
を
一
つ
に
ま
と
め
る
）を
急
い
で
い
る
。

施
設
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
維
持
費
を
削
減
す
る
た
め
だ
。し

か
し
、特
に
施
設
の
廃
止
や
利
便
性
の
低
下
を
伴
う
計
画
に

は
、住
民
か
ら
の
強
い
反
対
意
見
が
出
る
こ
と
が
珍
し
く
な

い
。例
え
ば
、利
用
者
の
少
な
い
公
営
温
浴
施
設
の
稼
働
率
を

高
め
る
た
め
に
他
施
設
と
場
所
を
集
約
し
よ
う
と
す
る
と
、

リ
ピ
ー
ト
利
用
者
か
ら
遠
く
な
る
と
い
う
不
満
が
出
る
。児
童

数
の
減
っ
た
小
学
校
に
児
童
館
や
保
育
園
を
複
合
化
す
る
場

合
に
は
、安
全
面
か
ら
不
安
の
声
が
上
が
る
こ
と
も
あ
る
。

「
住
民
説
明
」で
行
政
が
一
方
的
に
理
解
を
求
め
て
も
、な
か

な
か
納
得
は
得
ら
れ
な
い
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、最
近
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
取
り

組
み
が
あ
る
。当
初
か
ら
住
民
参
加
で
、計
画
ご
と
に
合
意
を

重
ね
て
い
く
方
法
で
あ
る
。そ
の
際
、施
設
単
体
の
存
廃
だ
け

で
は
な
く
、ま
ち
づ
く
り
、財
政
、防
災
と
い
っ
た
一
つ
上
の
レ

イ
ヤ
ー
か
ら
解
を
探
っ
て
議
論
を
行
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。単
体
の
施
設
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、複
数
の
施

設
を
群
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
、公
共
施
設
の
あ
り
方
を
地
域

全
体
の
課
題
と
し
て
捉
え
直
す
。そ
れ
に
よ
り
、住
民
が「
個

人
」で
は
な
く「
社
会
」の
視
点
で
自
ら
の
考
え
を
述
べ
る
よ
う

に
な
り
、議
論
が
先
に
進
み
や
す
く
な
る
の
だ
。

　
新
潟
市
潟
東
地
域
で
の
取
り
組
み
が
成
功
例
の
一
つ
と
言

え
る
。そ
こ
で
は
、住
民
が
集
ま
っ
て
議
論
し
、公
共
施
設
の
再

編
計
画
を
1
年
間
か
け
て
作
成
し
た
。そ
の
結
果
、20
カ
所
以

上
あ
っ
た
公
共
施
設
を
集
約
、複
合
化
し
、17
カ
所
に
す
る
こ

と
が
決
ま
り
、施
設
維
持
費
の
大
幅
な
削
減
と
施
設
利
便
性

の
向
上
に
加
え
、ま
ち
づ
く
り
の
議
論
も
深
ま
っ
た
。

　
総
務
省
の
要
請
に
よ
り
、各
自
治
体
は
今
年
度
中
に
公
共
施

設
な
ど
の
総
合
的
な
管
理
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
る
。来

年
度
か
ら
は
、多
く
の
自
治
体
で
公
共
施
設
の
総
量
削
減
に
向

け
て
計
画
が
実
行
さ
れ
る
だ
ろ
う
。そ
の
際
、行
政
が
決
め
て
住

民
の
理
解
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、「
住
民
と
行
政
が
と
も
に
考

え
る
」こ
と
と
、「
1
段
階
上
位
の
視
点
か
ら
考
え
る
」と
い
う

方
法
論
が
、各
自
治
体
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

【まちづくり】
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【海外情勢】

中東の脱石油を
日本のチャンスにつなげる

政策・経済研究センター　猪瀬 淳也

　
原
油
安
が
続
き
、サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
中
心
と
す
る
中
東
諸

国
の「
脱
原
油
」の
動
き
が
真
剣
味
を
増
し
て
い
る
。現
状
、オ

イ
ル
マ
ネ
ー
を
原
資
と
し
た
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
外
貨
獲

得
と
、製
造
業
を
中
心
と
す
る
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
の
誘

致
が
二
つ
の
柱
だ
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、日
本
政
府
お
よ
び
日
本
企
業
が
い
ま
だ
な

じ
み
が
薄
い
市
場
で
あ
る
中
東
と
の
関
わ
り
を
深
め
、収
益
を

獲
得
す
る
チ
ャ
ン
ス
も
拡
大
し
て
い
る
。こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す

た
め
に
、日
本
は
中
東
戦
略
を
ど
う
取
る
べ
き
か
、提
案
す
る
。

「
環
境
」や「
健
康
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
、中
東
国
民
の
課

題
解
決
に
つ
な
が
る
産
業
に
つ
い
て
日
本
と
中
東
政
府
が「
協

業
」し
、中
東
の
長
期
的
な
成
長
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
が
増
え
て
い
る
と
言
い
な
が
ら
、サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
も
新
産
業
育
成
に
は
苦

労
し
て
い
る
。石
油
さ
え
あ
れ
ば
何
不
自
由
な
く
生
活
で
き
る

国
で
あ
る
た
め
、金
銭
的
メ
リ
ッ
ト
の
み
で
は
労
働
者
の
勤
労

意
欲
も
上
が
ら
な
い
。そ
こ
で
、環
境
や
健
康
な
ど
、国
民
や

労
働
者
に
身
近
な
テ
ー
マ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
が
有
効
だ

ろ
う
。サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
大
気
汚
染
は
今
や
中
国
よ
り
も
悪

化
し
て
お
り
、バ
ー
レ
ー
ン
や
オ
マ
ー
ン
で
は
生
活
習
慣
病
で

あ
る
糖
尿
病
の
死
亡
率
が
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。こ
の
分

野
で
あ
れ
ば
一
帯
一
路
構
想
の
も
と
中
東
進
出
を
急
ぐ
中
国

と
比
べ
て
も
、日
本
は
技
術
面
、実
績
面
と
も
に
優
位
だ
。

　
そ
れ
で
も
、日
本
企
業
自
ら
が
現
地
労
働
者
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
非
効
率
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。こ
の
問
題
を
解
決
す
る

に
は
中
東
国
民
に
よ
る
中
東
国
民
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
有
効
だ
。

政
府
系
フ
ァ
ン
ド
か
ら
も
出
資
を
募
り
、彼
ら
に「
物
言
う
株

主
」と
し
て
機
能
し
て
も
ら
う
の
だ
。こ
こ
で
の
日
本
企
業
の
役

割
は
技
術
提
供
や
販
路
開
拓
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
あ
る
。

　
現
実
的
に
は
、政
府
系
フ
ァ
ン
ド
と
合
弁
を
組
む
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、日
本
企
業
単
独
で
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
の
は
難
し
い
。そ
こ
で
、日
本
政
府
が
法
制
度

整
備
な
ど
も
含
め
た
総
合
的
な
提
案
を
中
東
政
府
に
持
ち
か

け
る
。こ
れ
に
よ
り
、中
東
の
自
律
的
・
持
続
的
な
産
業
育
成

を
支
援
し
つ
つ
、中
東
の「
脱
石
油
」の
動
き
を
日
本
企
業
の

収
益
獲
得
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

●原油安を機に中東諸国では「脱石油」の動きが再燃している。

●海外からの直接投資も増えるが新産業の育成には各国とも苦労している。

●「環境」「健康」分野での協業で中東の支援と利益獲得を両立できる。

●公共施設の維持費の削減のためには集約と複合化が急務。

●地域住民との合意形成が推進の鍵となる。

●複数の施設を群に見立て、地域の課題として捉え直す。

公共施設の
集約・複合化のポイント

［図］集約・複合化の例と効果

出所：三菱総合研究所

［表］中東主要国での糖尿病および大気汚染の深刻度

出所：WHO Global Urban Ambient Air Pollution DatabaseおよびGlobal Health Observatory (GHO) dataより三菱総合研究所作成

※1：100万人当たりの死亡者数（2012年）。
※2：172カ国の順位。
※3：2009～2014年。クウェートの都市は、AI-Mansouriyaのデータで代替。単位はμg/㎥。
※4：北京はPM10で108μg/㎥、PM2.5で85μg/㎥。デリーはPM10で229μg/㎥、PM2.5で122μg/㎥。

●上位20位以内
●中国（北京）、インド（デリー）よりも
　汚染が深刻な都市（※4）
●中国（北京）、インド（デリー）のいずれかよりも
　汚染が深刻な都市（※4）
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人
口
減
や
財
政
難
か
ら
多
く
の
自
治
体
が
、公
共
施
設
の

集
約（
同
じ
用
途
の
施
設
を
一
つ
に
ま
と
め
る
）と
、複
合
化

（
異
な
る
用
途
の
施
設
を
一
つ
に
ま
と
め
る
）を
急
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で
い
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。
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コ
ン
パ
ク
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し
て
維
持
費
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削
減
す
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た
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だ
。し

か
し
、特
に
施
設
の
廃
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や
利
便
性
の
低
下
を
伴
う
計
画
に
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、住
民
か
ら
の
強
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反
対
意
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が
出
る
こ
と
が
珍
し
く
な

い
。例
え
ば
、利
用
者
の
少
な
い
公
営
温
浴
施
設
の
稼
働
率
を

高
め
る
た
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に
他
施
設
と
場
所
を
集
約
し
よ
う
と
す
る
と
、

リ
ピ
ー
ト
利
用
者
か
ら
遠
く
な
る
と
い
う
不
満
が
出
る
。児
童

数
の
減
っ
た
小
学
校
に
児
童
館
や
保
育
園
を
複
合
化
す
る
場

合
に
は
、安
全
面
か
ら
不
安
の
声
が
上
が
る
こ
と
も
あ
る
。

「
住
民
説
明
」で
行
政
が
一
方
的
に
理
解
を
求
め
て
も
、な
か

な
か
納
得
は
得
ら
れ
な
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。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、最
近
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
取
り

組
み
が
あ
る
。当
初
か
ら
住
民
参
加
で
、計
画
ご
と
に
合
意
を

重
ね
て
い
く
方
法
で
あ
る
。そ
の
際
、施
設
単
体
の
存
廃
だ
け

で
は
な
く
、ま
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づ
く
り
、財
政
、防
災
と
い
っ
た
一
つ
上
の
レ

イ
ヤ
ー
か
ら
解
を
探
っ
て
議
論
を
行
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。単
体
の
施
設
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、複
数
の
施

設
を
群
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
、公
共
施
設
の
あ
り
方
を
地
域

全
体
の
課
題
と
し
て
捉
え
直
す
。そ
れ
に
よ
り
、住
民
が「
個

人
」で
は
な
く「
社
会
」の
視
点
で
自
ら
の
考
え
を
述
べ
る
よ
う

に
な
り
、議
論
が
先
に
進
み
や
す
く
な
る
の
だ
。

　
新
潟
市
潟
東
地
域
で
の
取
り
組
み
が
成
功
例
の
一
つ
と
言

え
る
。そ
こ
で
は
、住
民
が
集
ま
っ
て
議
論
し
、公
共
施
設
の
再

編
計
画
を
1
年
間
か
け
て
作
成
し
た
。そ
の
結
果
、20
カ
所
以

上
あ
っ
た
公
共
施
設
を
集
約
、複
合
化
し
、17
カ
所
に
す
る
こ

と
が
決
ま
り
、施
設
維
持
費
の
大
幅
な
削
減
と
施
設
利
便
性

の
向
上
に
加
え
、ま
ち
づ
く
り
の
議
論
も
深
ま
っ
た
。

　
総
務
省
の
要
請
に
よ
り
、各
自
治
体
は
今
年
度
中
に
公
共
施

設
な
ど
の
総
合
的
な
管
理
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
る
。来

年
度
か
ら
は
、多
く
の
自
治
体
で
公
共
施
設
の
総
量
削
減
に
向

け
て
計
画
が
実
行
さ
れ
る
だ
ろ
う
。そ
の
際
、行
政
が
決
め
て
住

民
の
理
解
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、「
住
民
と
行
政
が
と
も
に
考

え
る
」こ
と
と
、「
1
段
階
上
位
の
視
点
か
ら
考
え
る
」と
い
う

方
法
論
が
、各
自
治
体
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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原
油
安
が
続
き
、サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
中
心
と
す
る
中
東
諸

国
の「
脱
原
油
」の
動
き
が
真
剣
味
を
増
し
て
い
る
。現
状
、オ

イ
ル
マ
ネ
ー
を
原
資
と
し
た
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
外
貨
獲

得
と
、製
造
業
を
中
心
と
す
る
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
の
誘

致
が
二
つ
の
柱
だ
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、日
本
政
府
お
よ
び
日
本
企
業
が
い
ま
だ
な

じ
み
が
薄
い
市
場
で
あ
る
中
東
と
の
関
わ
り
を
深
め
、収
益
を

獲
得
す
る
チ
ャ
ン
ス
も
拡
大
し
て
い
る
。こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す

た
め
に
、日
本
は
中
東
戦
略
を
ど
う
取
る
べ
き
か
、提
案
す
る
。

「
環
境
」や「
健
康
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
、中
東
国
民
の
課

題
解
決
に
つ
な
が
る
産
業
に
つ
い
て
日
本
と
中
東
政
府
が「
協

業
」し
、中
東
の
長
期
的
な
成
長
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
が
増
え
て
い
る
と
言
い
な
が
ら
、サ
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ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
も
新
産
業
育
成
に
は
苦

労
し
て
い
る
。石
油
さ
え
あ
れ
ば
何
不
自
由
な
く
生
活
で
き
る

国
で
あ
る
た
め
、金
銭
的
メ
リ
ッ
ト
の
み
で
は
労
働
者
の
勤
労

意
欲
も
上
が
ら
な
い
。そ
こ
で
、環
境
や
健
康
な
ど
、国
民
や

労
働
者
に
身
近
な
テ
ー
マ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
が
有
効
だ

ろ
う
。サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
大
気
汚
染
は
今
や
中
国
よ
り
も
悪

化
し
て
お
り
、バ
ー
レ
ー
ン
や
オ
マ
ー
ン
で
は
生
活
習
慣
病
で

あ
る
糖
尿
病
の
死
亡
率
が
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。こ
の
分

野
で
あ
れ
ば
一
帯
一
路
構
想
の
も
と
中
東
進
出
を
急
ぐ
中
国

と
比
べ
て
も
、日
本
は
技
術
面
、実
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面
と
も
に
優
位
だ
。

　
そ
れ
で
も
、日
本
企
業
自
ら
が
現
地
労
働
者
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
非
効
率
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。こ
の
問
題
を
解
決
す
る

に
は
中
東
国
民
に
よ
る
中
東
国
民
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
有
効
だ
。

政
府
系
フ
ァ
ン
ド
か
ら
も
出
資
を
募
り
、彼
ら
に「
物
言
う
株

主
」と
し
て
機
能
し
て
も
ら
う
の
だ
。こ
こ
で
の
日
本
企
業
の
役

割
は
技
術
提
供
や
販
路
開
拓
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
あ
る
。

　
現
実
的
に
は
、政
府
系
フ
ァ
ン
ド
と
合
弁
を
組
む
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、日
本
企
業
単
独
で
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
の
は
難
し
い
。そ
こ
で
、日
本
政
府
が
法
制
度

整
備
な
ど
も
含
め
た
総
合
的
な
提
案
を
中
東
政
府
に
持
ち
か

け
る
。こ
れ
に
よ
り
、中
東
の
自
律
的
・
持
続
的
な
産
業
育
成

を
支
援
し
つ
つ
、中
東
の「
脱
石
油
」の
動
き
を
日
本
企
業
の

収
益
獲
得
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

●原油安を機に中東諸国では「脱石油」の動きが再燃している。

●海外からの直接投資も増えるが新産業の育成には各国とも苦労している。

●「環境」「健康」分野での協業で中東の支援と利益獲得を両立できる。

●公共施設の維持費の削減のためには集約と複合化が急務。

●地域住民との合意形成が推進の鍵となる。

●複数の施設を群に見立て、地域の課題として捉え直す。

公共施設の
集約・複合化のポイント

［図］集約・複合化の例と効果

出所：三菱総合研究所

［表］中東主要国での糖尿病および大気汚染の深刻度

出所：WHO Global Urban Ambient Air Pollution DatabaseおよびGlobal Health Observatory (GHO) dataより三菱総合研究所作成

※1：100万人当たりの死亡者数（2012年）。
※2：172カ国の順位。
※3：2009～2014年。クウェートの都市は、AI-Mansouriyaのデータで代替。単位はμg/㎥。
※4：北京はPM10で108μg/㎥、PM2.5で85μg/㎥。デリーはPM10で229μg/㎥、PM2.5で122μg/㎥。

●上位20位以内
●中国（北京）、インド（デリー）よりも
　汚染が深刻な都市（※4）
●中国（北京）、インド（デリー）のいずれかよりも
　汚染が深刻な都市（※4）
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糖尿病死亡者数

人（※1） 順位（※2） PM10 PM2.5

首都の大気汚染（※3） 集約・複合化の例 効　果

■ 面積の縮減による
  維持管理費削減

■ 売却益

■ まちづくり、防災など
  地域課題の解決

■ 利便性の向上

❶Ａ・Ｂ小学校統合。
　E児童クラブと複合化

B小学校

A小学校の児童

E児童クラブ

C集会所

D保育園

A小学校跡

❷移転後のA小学校に
C集会所、D保育園の
機能を移転

❸C集会所と
D保育園は
売却
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【消 費】

政策・経済研究センター　劉 瀟瀟

●格安サービスの使用者は実はリテラシーの高い消費者である。

●リテラシーが高いと必要な機能だけに対価を支払うようになる。

●利用者にとっての「必要性」を見極めた商品開発が肝要である。

リテラシーが高い人ほど
賢くサービスを選ぶ

　
消
費
が
低
迷
す
る
中
、「
格
安
」を
う
た
う
サ
ー
ビ
ス
が
人

気
だ
。格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。国
土

交
通
省
に
よ
れ
ば
、国
内
線
に
占
め
る
L
C
C
の
シ
ェ
ア
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
2
0
1
2
年
の
2.1
%
と
比
べ
て
、

2
0
1
5
年
は
10
・
0
%
と
約
5
倍
の
水
準
だ
。交
通
政
策

基
本
計
画
で
も
2
0
2
0
年
の
L
C
C
シ
ェ
ア
の
目
標
を
国

内
線
14
%
、国
際
線
17
%
と
定
め
て
お
り
、今
後
さ
ら
に

L
C
C
需
要
が
拡
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
格
安
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の
は
誰
か
。L
C
C

の
利
用
者
を
分
析
し
て
み
よ
う
。L
C
C
を「
過
去
1
年
間
に

利
用
し
た
」「
1
年
以
上
前
に
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
」の
合

計
割
合
を
年
収
別
に
見
る
と「
6
0
0
万
円
未
満
」が
11
%
で

あ
る
の
に
対
し
、「
6
0
0
万
以
上
1
，2
0
0
万
円
未
満
」は

15
%
、「
1
，2
0
0
万
円
以
上
」で
は
19
%
に
達
す
る（
※
1
）。

意
外
に
も
低
所
得
者
よ
り
中
高
所
得
者
の
ほ
う
が
利
用
者
の

割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。旅
行
頻
度
別
の
分
析
も
興
味

深
い
。「
宿
泊
を
伴
う
国
内
旅
行
」の
頻
度
が
高
い
ほ
ど
L
C
C

利
用
経
験
の
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る（
図
）。

　
彼
ら
は
航
空
機
に
乗
り
慣
れ
、航
空
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
知

識（
旅
行
リ
テ
ラ
シ
ー
）を
も
つ
。そ
の
た
め
、自
分
に
と
っ
て
必

要
な
機
能
や
価
値
を
見
極
め
、そ
の
部
分
だ
け
に
対
価
を
払

う
。例
え
ば
、現
地
で
の
観
光
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
る
場

合
、航
空
機
に
乗
る
こ
と
は
あ
く
ま
で
も
現
地
へ
の
移
動
手
段

と
な
り
、席
の
広
さ
や
軽
食
サ
ー
ビ
ス
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な

い
。目
的
に
合
わ
せ
て「
合
理
的
」に
L
C
C
を
選
択
し
て
い

る
の
だ
。

　
必
要
性
を
見
極
め
て
購
入（
利
用
）を
考
え
る「
ス
マ
ー
ト

消
費（
賢
い
消
費
）」が
進
展
し
よ
う
と
し
て
い
る
。ス
マ
ー
ト

消
費
に
対
応
す
る「
ノ
ー
フ
リ
ル
サ
ー
ビ
ス（
付
帯
サ
ー
ビ
ス
を

な
く
し
、基
本
サ
ー
ビ
ス
の
み
を
提
供
）」は
、L
C
C
以
外
の

サ
ー
ビ
ス
に
も
広
が
り
を
み
せ
る
。ス
マ
ホ
で
は
格
安
S
I
M

が
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
の
も
よ
い
例
だ
。こ
れ

も
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
消
費
者
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ

ス
で
あ
り
、彼
ら
に
と
っ
て
不
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
省
く
こ
と
で
、

従
来
サ
ー
ビ
ス
の
半
分
以
下
の
低
価
格
を
実
現
す
る
。ネ
ッ
ト

銀
行
、ネ
ッ
ト
証
券
も
同
様
の
事
例
だ
。

　
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
消
費
者
に
対
し
て
、企
業
は
、彼
ら
の

視
点
に
立
っ
て
自
社
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
そ
の
必
要
性
か
ら
吟

味
し
、再
構
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
※
1
）当
社
の「
生
活
者
市
場
予
測
シ
ス
テ
ム（
m
i
f
）」（
2
0
1
6

年
ア
ン
ケ
ー
ト
）に
基
づ
く
。

MRI MONTHLY REVIEW

［図］「宿泊を伴う国内旅行頻度」別のLCC利用経験

出所：三菱総合研究所「生活者市場予測システム（mif）」2016年
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(c) Courtesy Everett Collection /amanaimages

名 言

自分を励ます最上の方法。
それは誰かを励まそうとすることである。
The best way to cheer yourself is to try to cheer someone else up
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今月の注目データ

DATA in 九州
今月は「アスパラガスの収穫量」と「釣り人口の割合」です。

アスパラガスの収穫量

釣り人口の割合
（出所：農林水産省統計「平成27年産野菜生産出荷統計」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）

（10a＝1,000㎡）

釣り人口の割合
アスパラガスの収穫量

アスパラガスの収穫量 アスパラガスの10a当たりの収量

　春になると地下の栄養分をたっぷりと吸収したアスパラガスの新芽（春芽）が芽吹きます。そんなアス
パラガスの年間収穫量を都道府県別にみてみると、佐賀県が北海道に次ぐ第２位となっているほか、九
州の県が上位を占めています。
　九州で収穫されるアスパラガスはその栽培方法に特徴があります。北海道や収穫量第３位の長野県
では、年に一回春芽だけを収穫する「露地栽培」が中心であるのに対し、九州ではビニールハウスを利
用した「半促成栽培」と呼ばれる方法で栽培しています。この「半促成栽培」方法では、春先に春芽を
収穫する際に一部の芽を残し、その芽が春から夏にかけて日光等を受けて栄養を蓄えることで、新たな
芽吹き（夏芽）を促して、それを10月まで収穫します。この「半促成栽培」は佐賀県が開発した栽培方法
で、栽培面積当たりの収量が「露地栽培」の8～10倍にもなるほど生産効率が高いことから、九州近県
にも普及しており、佐賀県ではアスパラガスへの新規参入者も相次いでいます。
　今後こうした生産効率向上に向けた工夫が他の品目にも広がることで、農業従事者の高齢化、後継
者不足、耕作放棄地の増加など、農業の抱える様々な問題の解決策の一つとなることが期待されます。

こしきじま

　春の行楽シーズンを迎え、これから屋外レジャーを楽しまれる方も多いと思います。その屋外レジャー
の一つである「釣り」人口の割合（※）を都道府県別に見てみると、鹿児島県を筆頭に、長崎県や熊本
県が上位を占めており、その他の九州各県も全て全国平均以上となっています。
　良質な釣り場が多い九州には昔から釣り愛好家が多く、特に鹿児島県は、薩摩・大隅半島地区だけ
でなく、奄美群島やトカラ列島、大隅諸島、長島、甑島などの離島地区も含めた、県全域で釣りが盛ん
で、釣りを目当てにした観光客も多く訪れています。
　釣り人口は全国的に減少傾向が続いていましたが、足元ではわずかながら反転しており、また近年急
拡大しているインバウンド観光でも釣り等の体験型観光に対するニーズが高まってきています。今後、
九州の豊富な“海の恵み”を活かした観光振興・地域活性化が期待されます。
（※）過去1年間に「釣り」をした人の割合（10歳以上）

釣り人口の割合

（出所：総務省「社会生活基本調査（平成23年）」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）

釣り人
口の割

合

北海道
4,720t
16.2%

その他
6,870t
23.6% 佐賀県

2,930t 
10.1%
長野県
2,390t 
8.2%

長崎県
2,220t 
7.6%熊本県

2,120t 7.3%
福岡県

1,760t 6.0%

福島県
1,630t 5.6%

秋田県
1,460t 5.0%

栃木県
1,410t 4.8%

山形県
1,590t 5.5%

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
福岡県 佐賀県 熊本県 栃木県 長崎県 愛媛県 香川県 大分県 岡山県 広島県

（kg）
2,320 2,310

1,980

1,660 1,630

1,190 1,000 987
653

591

順位 都道府県名
1 鹿児島県
2 広島県
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今月の注目データ

DATA in 九州
今月は「アスパラガスの収穫量」と「釣り人口の割合」です。

アスパラガスの収穫量

釣り人口の割合
（出所：農林水産省統計「平成27年産野菜生産出荷統計」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）

（10a＝1,000㎡）

釣り人口の割合
アスパラガスの収穫量

アスパラガスの収穫量 アスパラガスの10a当たりの収量

　春になると地下の栄養分をたっぷりと吸収したアスパラガスの新芽（春芽）が芽吹きます。そんなアス
パラガスの年間収穫量を都道府県別にみてみると、佐賀県が北海道に次ぐ第２位となっているほか、九
州の県が上位を占めています。
　九州で収穫されるアスパラガスはその栽培方法に特徴があります。北海道や収穫量第３位の長野県
では、年に一回春芽だけを収穫する「露地栽培」が中心であるのに対し、九州ではビニールハウスを利
用した「半促成栽培」と呼ばれる方法で栽培しています。この「半促成栽培」方法では、春先に春芽を
収穫する際に一部の芽を残し、その芽が春から夏にかけて日光等を受けて栄養を蓄えることで、新たな
芽吹き（夏芽）を促して、それを10月まで収穫します。この「半促成栽培」は佐賀県が開発した栽培方法
で、栽培面積当たりの収量が「露地栽培」の8～10倍にもなるほど生産効率が高いことから、九州近県
にも普及しており、佐賀県ではアスパラガスへの新規参入者も相次いでいます。
　今後こうした生産効率向上に向けた工夫が他の品目にも広がることで、農業従事者の高齢化、後継
者不足、耕作放棄地の増加など、農業の抱える様々な問題の解決策の一つとなることが期待されます。

こしきじま

　春の行楽シーズンを迎え、これから屋外レジャーを楽しまれる方も多いと思います。その屋外レジャー
の一つである「釣り」人口の割合（※）を都道府県別に見てみると、鹿児島県を筆頭に、長崎県や熊本
県が上位を占めており、その他の九州各県も全て全国平均以上となっています。
　良質な釣り場が多い九州には昔から釣り愛好家が多く、特に鹿児島県は、薩摩・大隅半島地区だけ
でなく、奄美群島やトカラ列島、大隅諸島、長島、甑島などの離島地区も含めた、県全域で釣りが盛ん
で、釣りを目当てにした観光客も多く訪れています。
　釣り人口は全国的に減少傾向が続いていましたが、足元ではわずかながら反転しており、また近年急
拡大しているインバウンド観光でも釣り等の体験型観光に対するニーズが高まってきています。今後、
九州の豊富な“海の恵み”を活かした観光振興・地域活性化が期待されます。
（※）過去1年間に「釣り」をした人の割合（10歳以上）

釣り人口の割合

（出所：総務省「社会生活基本調査（平成23年）」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
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2016

経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 持ち直している
福岡県の景気は、生産活動において持ち直しの動きが続いているほか、個人消費についても底堅い状況にあ

る等、総じてみると持ち直しています。
生産活動は、年末休みで工場稼働日が減少した輸送機械は低下したものの、引き続き高い水準を維持してお

り、個人消費についても、化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、底堅く推移しています。また、住宅建
設及び公共工事も２ヵ月連続で前年を上回りました。　

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 持ち直しの動きが続いている
12月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は116.7と前月比2.0％低下しました。
年末休みで工場稼働日が減少したことから輸送機

械が低下したものの、生産全体としては引き続き高い
水準を維持しており、持ち直しの動きが続いていま
す。

3.住宅建設

１月の新設住宅着工戸数は、前年同月比17.6％増
の3,202戸となりました。
「持家」「分譲（戸建）」が前年を下回ったものの、「貸
家」「給与」「分譲（マンション）」が前年を上回り、全体
でも２ヵ月連続で前年を上回りました。

4.公共工事 ２ヵ月連続で前年を上回る
１月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比13.3％増の503件、金額が同16.2％増の195億
円となりました。
発注者別では、浄水場建築工事の大型案件があっ

た「その他公共的団体」が前年を大きく上回り、全体
でも２ヵ月連続で前年を上回りました。

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに前年を下回る

2.個人消費 底堅く推移している
１月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.3％減の575億円となりました。
主力の飲食料品は前年を下回ったものの、化粧品

や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、個人消費
は底堅く推移しています。

F u k u o k a

２ヵ月連続で前年を上回る

経 済 動 向 〈福岡県〉

国土交通省出所■福岡県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

西日本建設業保証出所■福岡県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

２月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比3.7％減の26件、負債総額は同42.5％
減の約19億円となりました。
薬局と建設業でそれぞれ約２億円の倒産が発生し

ましたが、倒産件数、負債総額ともに前年を下回りま
した。

■福岡県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
福岡県、九州経済産業局、経済産業省出所
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2016

経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 持ち直している
福岡県の景気は、生産活動において持ち直しの動きが続いているほか、個人消費についても底堅い状況にあ

る等、総じてみると持ち直しています。
生産活動は、年末休みで工場稼働日が減少した輸送機械は低下したものの、引き続き高い水準を維持してお

り、個人消費についても、化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、底堅く推移しています。また、住宅建
設及び公共工事も２ヵ月連続で前年を上回りました。　

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 持ち直しの動きが続いている
12月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は116.7と前月比2.0％低下しました。
年末休みで工場稼働日が減少したことから輸送機

械が低下したものの、生産全体としては引き続き高い
水準を維持しており、持ち直しの動きが続いていま
す。

3.住宅建設

１月の新設住宅着工戸数は、前年同月比17.6％増
の3,202戸となりました。
「持家」「分譲（戸建）」が前年を下回ったものの、「貸
家」「給与」「分譲（マンション）」が前年を上回り、全体
でも２ヵ月連続で前年を上回りました。

4.公共工事 ２ヵ月連続で前年を上回る
１月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比13.3％増の503件、金額が同16.2％増の195億
円となりました。
発注者別では、浄水場建築工事の大型案件があっ

た「その他公共的団体」が前年を大きく上回り、全体
でも２ヵ月連続で前年を上回りました。

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに前年を下回る

2.個人消費 底堅く推移している
１月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.3％減の575億円となりました。
主力の飲食料品は前年を下回ったものの、化粧品

や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、個人消費
は底堅く推移しています。

F u k u o k a

２ヵ月連続で前年を上回る

経 済 動 向 〈福岡県〉

国土交通省出所■福岡県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

西日本建設業保証出所■福岡県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

２月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比3.7％減の26件、負債総額は同42.5％
減の約19億円となりました。
薬局と建設業でそれぞれ約２億円の倒産が発生し

ましたが、倒産件数、負債総額ともに前年を下回りま
した。

■福岡県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
福岡県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の景気は、熊本地震からの復興が続くなかで、緩やかに回復しています。
生産活動は、特殊産業機械が増産となったはん用・生産用機械が上昇する等、回復の動きが続いており、個人

消費についても、地震からの復興需要等を背景に持ち直しの動きが続いています。また、住宅建設及び公共工
事も復興需要等を背景に前年を上回る状況が続いています。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

12月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見
ると、総合指数は146.3と前月比5.0％上昇しました。
主要業種では、特殊産業機械が増産となったはん

用・生産用機械や、飲料の生産が増加した食料品・た
ばこが上昇する等、熊本地震からの挽回生産をはじめ
とした復興関連の動き等を背景に、生産は回復の動
きが続いています。

3.住宅建設

１月の新設住宅着工戸数は、前年同月比56.0％増
の1,161戸となりました。
「分譲（戸建）」を除く全ての項目で前年を上回り、
全体でも５ヵ月連続で前年を上回りました。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数

4.公共工事

１月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比33.2％増の510件、金額が同52.2％増の179億
円となりました。
橋復旧工事があった「国」や、トンネル新設工事の

大型案件があった「市町村」等が前年を上回り、全体
でも６ヵ月連続で前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高

5.企業倒産

２月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比60.0％減の４件、負債総額は約23億円
となりました。
ホテルで約19億円の大型倒産が発生するなど、負

債総額は前年を上回りました。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

１月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
4.2％増の141億円となりました。
熊本地震からの復興需要等を背景に、主力の衣料

品が好調だった他、化粧品や宝飾品などの高額品も
前年を上回る等、個人消費は持ち直しの動きが続い
ています。

熊本地震からの復興が続くなかで、緩やかに回復している

回復の動きが続いている

５ヵ月連続で前年を上回る

６ヵ月連続で前年を上回る

２ヵ月連続で前年を上回る

持ち直しの動きが続いている
■熊本県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
熊本県、九州経済産業局、経済産業省出所
熊本県 全国 九州７県

熊本県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の景気は、熊本地震からの復興が続くなかで、緩やかに回復しています。
生産活動は、特殊産業機械が増産となったはん用・生産用機械が上昇する等、回復の動きが続いており、個人

消費についても、地震からの復興需要等を背景に持ち直しの動きが続いています。また、住宅建設及び公共工
事も復興需要等を背景に前年を上回る状況が続いています。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

12月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見
ると、総合指数は146.3と前月比5.0％上昇しました。
主要業種では、特殊産業機械が増産となったはん

用・生産用機械や、飲料の生産が増加した食料品・た
ばこが上昇する等、熊本地震からの挽回生産をはじめ
とした復興関連の動き等を背景に、生産は回復の動
きが続いています。

3.住宅建設

１月の新設住宅着工戸数は、前年同月比56.0％増
の1,161戸となりました。
「分譲（戸建）」を除く全ての項目で前年を上回り、
全体でも５ヵ月連続で前年を上回りました。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数

4.公共工事

１月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比33.2％増の510件、金額が同52.2％増の179億
円となりました。
橋復旧工事があった「国」や、トンネル新設工事の

大型案件があった「市町村」等が前年を上回り、全体
でも６ヵ月連続で前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高

5.企業倒産

２月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比60.0％減の４件、負債総額は約23億円
となりました。
ホテルで約19億円の大型倒産が発生するなど、負

債総額は前年を上回りました。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

１月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
4.2％増の141億円となりました。
熊本地震からの復興需要等を背景に、主力の衣料

品が好調だった他、化粧品や宝飾品などの高額品も
前年を上回る等、個人消費は持ち直しの動きが続い
ています。

熊本地震からの復興が続くなかで、緩やかに回復している

回復の動きが続いている

５ヵ月連続で前年を上回る

６ヵ月連続で前年を上回る

２ヵ月連続で前年を上回る

持ち直しの動きが続いている
■熊本県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
熊本県、九州経済産業局、経済産業省出所
熊本県 全国 九州７県

熊本県 全国 九州8県
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長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、個人消費が弱いものの、生産活動は持ち直している状況にある等、総じてみると底堅く推移
しています。
個人消費は主力の衣料品や飲食料品が前年を下回る等、弱含んでおり、住宅建設についても２ヵ月ぶりに前

年を下回りました。一方で、生産活動は修繕船が増産となった輸送機械が上昇する等、持ち直しの動きがみられ
るほか、公共工事についても前年を上回る状況が続いています。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 持ち直しの動きがみられる
12月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は100.0と前月比9.2％上昇しました。
主要業種では、修繕船が増産となった輸送機械や、

ボイラの生産が増加したはん用・生産用機械が上昇
する等、生産は持ち直しの動きがみられます。

3.住宅建設 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
１月の新設住宅着工戸数は、前年同月比13.3％減
の669戸となりました。
「貸家」「分譲（戸建）」が前年を上回ったものの、「持
家」「給与」「分譲（マンション）」が前年を下回り、全体
でも２ヵ月ぶりに前年を下回りました。

4.公共工事 ５ヵ月連続で前年を上回る
１月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比8.8％増の296件、金額が同55.9％増の124億円
となりました。
発注者別では、橋梁工事があった「独立行政法人

等」や、ビル建設工事の大型案件があった「その他公
共的団体」等が前年を上回り、全体でも５ヵ月連続で
前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制
２月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同数の１件、負債総額は前年同月比77.5％減
の２千万円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 弱含んでいる
１月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
3.3％減の89億円となりました。
主力の衣料品や飲食料品が前年を下回る等、個人

消費は弱含んでいます。

底堅く推移している

■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲
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■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
長崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
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長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、個人消費が弱いものの、生産活動は持ち直している状況にある等、総じてみると底堅く推移
しています。
個人消費は主力の衣料品や飲食料品が前年を下回る等、弱含んでおり、住宅建設についても２ヵ月ぶりに前

年を下回りました。一方で、生産活動は修繕船が増産となった輸送機械が上昇する等、持ち直しの動きがみられ
るほか、公共工事についても前年を上回る状況が続いています。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 持ち直しの動きがみられる
12月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は100.0と前月比9.2％上昇しました。
主要業種では、修繕船が増産となった輸送機械や、

ボイラの生産が増加したはん用・生産用機械が上昇
する等、生産は持ち直しの動きがみられます。

3.住宅建設 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
１月の新設住宅着工戸数は、前年同月比13.3％減
の669戸となりました。
「貸家」「分譲（戸建）」が前年を上回ったものの、「持
家」「給与」「分譲（マンション）」が前年を下回り、全体
でも２ヵ月ぶりに前年を下回りました。

4.公共工事 ５ヵ月連続で前年を上回る
１月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比8.8％増の296件、金額が同55.9％増の124億円
となりました。
発注者別では、橋梁工事があった「独立行政法人

等」や、ビル建設工事の大型案件があった「その他公
共的団体」等が前年を上回り、全体でも５ヵ月連続で
前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制
２月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同数の１件、負債総額は前年同月比77.5％減
の２千万円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 弱含んでいる
１月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
3.3％減の89億円となりました。
主力の衣料品や飲食料品が前年を下回る等、個人

消費は弱含んでいます。

底堅く推移している

■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲
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■長崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
長崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
長崎県 全国 九州７県
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、個人消費が弱いものの、生産活動は持ち直している状況にある等、総じてみると底堅く推移
しています。
個人消費は主力の衣料品が前年を下回る等、弱含んでいます。一方で、生産活動は土木建設機械が増産と

なった一般機械が上昇する等、持ち直しの動きがみられます。また、住宅建設及び公共工事も前年を上回りまし
た。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

12月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見
ると、総合指数は98.6と前月比5.7％上昇しました。
主要業種では、土木建設機械が増産となった一般

機械や、塗料の生産が増加した化学が上昇する等、生
産は持ち直しの動きがみられます。

3.住宅建設

１月の新設住宅着工戸数は、前年同月比7.0％増の
427戸となりました。
｢持家」「分譲（戸建）」が前年を下回ったものの、「貸

家」「給与」が前年を上回り、全体でも２ヵ月連続で前
年を上回りました。

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

１月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比7.2％増の194件、金額が同32.7％増の54億円と
なりました。
発注者別では、庁舎建築工事があった「国」や、道路

改良工事があった「県」等が前年を上回り、全体でも
４ヵ月ぶりに前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

２月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同数の２件、負債総額は前年同月比52.6％減
の約１億円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

１月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
5.7％減の54億円となりました。
主力の衣料品が振るわなかった他、化粧品や宝飾

品などの高額品が前年を下回る等、個人消費は弱含
んでいます。

底堅く推移している

持ち直しの動きがみられる

２ヵ月連続で前年を上回る

４ヵ月ぶりに前年を上回る

倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制

弱含んでいる
■佐賀県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
佐賀県、九州経済産業局、経済産業省出所
佐賀県 全国 九州７県

佐賀県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、個人消費が弱いものの、生産活動は持ち直している状況にある等、総じてみると底堅く推移
しています。
個人消費は主力の衣料品が前年を下回る等、弱含んでいます。一方で、生産活動は土木建設機械が増産と

なった一般機械が上昇する等、持ち直しの動きがみられます。また、住宅建設及び公共工事も前年を上回りまし
た。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

12月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見
ると、総合指数は98.6と前月比5.7％上昇しました。
主要業種では、土木建設機械が増産となった一般

機械や、塗料の生産が増加した化学が上昇する等、生
産は持ち直しの動きがみられます。

3.住宅建設

１月の新設住宅着工戸数は、前年同月比7.0％増の
427戸となりました。
｢持家」「分譲（戸建）」が前年を下回ったものの、「貸

家」「給与」が前年を上回り、全体でも２ヵ月連続で前
年を上回りました。

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

１月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比7.2％増の194件、金額が同32.7％増の54億円と
なりました。
発注者別では、庁舎建築工事があった「国」や、道路

改良工事があった「県」等が前年を上回り、全体でも
４ヵ月ぶりに前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

２月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同数の２件、負債総額は前年同月比52.6％減
の約１億円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

１月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
5.7％減の54億円となりました。
主力の衣料品が振るわなかった他、化粧品や宝飾

品などの高額品が前年を下回る等、個人消費は弱含
んでいます。

底堅く推移している

持ち直しの動きがみられる

２ヵ月連続で前年を上回る

４ヵ月ぶりに前年を上回る

倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制

弱含んでいる
■佐賀県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
佐賀県、九州経済産業局、経済産業省出所
佐賀県 全国 九州７県

佐賀県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の景気は、個人消費に弱さがみられるものの、生産活動は底堅い状況にある等、総じてみると底堅く推
移しています。
個人消費は、主力の衣料品が前年を下回る等、弱含みの兆しがみられます。一方で、生産活動は軽自動車が増

産となった輸送機械が上昇する等、底堅く推移しています。また、住宅建設及び公共工事も前年を上回る状況が
続いています。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

12月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見
ると、総合指数は96.7と前月比3.4％低下しました。
主要業種では、開閉制御装置の生産が減少した電

気・情報通信機械は低下したものの、軽自動車が増産
となった輸送機械が上昇する等、生産は底堅く推移し
ています。

3.住宅建設

１月の新設住宅着工戸数は、前年同月比16.0％増
の536戸となりました。
「持家」「分譲（マンション）」が前年を下回ったもの
の、「貸家」「給与」が前年を上回り、全体でも２ヵ月連
続で前年を上回りました。

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

１月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比27.4％増の391件、金額が同2.9％増の81億円と
なりました。
発注者別では、陸上競技場改修工事があった「市町

村」や、短大校舎増築工事があった「その他公共的団
体」等が前年を上回り、全体でも５ヵ月連続で前年を
上回りました。

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

２月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比66.7％減の１件、負債総額は同89.2％
減の約９千万円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

１月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.9％減の92億円となりました。　
化粧品や宝飾品などの高額品は前年を上回ったも

のの、主力の衣料品が前年を下回る等、個人消費は
弱含みの兆しがみられます。

底堅く推移している

底堅く推移している

２ヵ月連続で前年を上回る

５ヵ月連続で前年を上回る

倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制

弱含みの兆しがみられる

800

700

600

500

400

300

100

200

0

（戸）

30

20

10

0

（億円） （件数）

5

10

15

■大分県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
大分県、九州経済産業局、経済産業省出所
大分県 全国 九州７県

大分県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の景気は、個人消費に弱さがみられるものの、生産活動は底堅い状況にある等、総じてみると底堅く推
移しています。
個人消費は、主力の衣料品が前年を下回る等、弱含みの兆しがみられます。一方で、生産活動は軽自動車が増

産となった輸送機械が上昇する等、底堅く推移しています。また、住宅建設及び公共工事も前年を上回る状況が
続いています。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

12月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見
ると、総合指数は96.7と前月比3.4％低下しました。
主要業種では、開閉制御装置の生産が減少した電

気・情報通信機械は低下したものの、軽自動車が増産
となった輸送機械が上昇する等、生産は底堅く推移し
ています。

3.住宅建設

１月の新設住宅着工戸数は、前年同月比16.0％増
の536戸となりました。
「持家」「分譲（マンション）」が前年を下回ったもの
の、「貸家」「給与」が前年を上回り、全体でも２ヵ月連
続で前年を上回りました。

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

１月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比27.4％増の391件、金額が同2.9％増の81億円と
なりました。
発注者別では、陸上競技場改修工事があった「市町

村」や、短大校舎増築工事があった「その他公共的団
体」等が前年を上回り、全体でも５ヵ月連続で前年を
上回りました。

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

２月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比66.7％減の１件、負債総額は同89.2％
減の約９千万円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

１月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.9％減の92億円となりました。　
化粧品や宝飾品などの高額品は前年を上回ったも

のの、主力の衣料品が前年を下回る等、個人消費は
弱含みの兆しがみられます。

底堅く推移している

底堅く推移している

２ヵ月連続で前年を上回る

５ヵ月連続で前年を上回る

倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制

弱含みの兆しがみられる
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■大分県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
大分県、九州経済産業局、経済産業省出所
大分県 全国 九州７県

大分県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 弱含みの兆しがみられる

1.生産活動 弱含みの兆しがみられる
12月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は98.0と前月比2.3％低下しました。
主要業種では、はん用・生産用・業務用機械は上昇

したものの、電子部品・デバイスが低下する等、生産
は弱含みの兆しがみられます。
　

3.住宅建設 ４ヵ月連続で前年を上回る
１月の新設住宅着工戸数は、前年同月比1.0％増の
413戸となりました。
「持家」「分譲（戸建）」が前年を下回ったものの、「貸
家」「給与」が前年を上回り、全体でも４ヵ月連続で前
年を上回りました。

■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
１月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比31.9％増の405件、金額が同28.8％減の79億円
となりました。
発注者別では、公園整備工事があった「市町村」等

が前年を上回りましたが、「国」「独立行政法人等」が
前年を下回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を下回りま
した。

■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制
２月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が３件、負債総額は約９千万円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■宮崎県の倒産状況

2.個人消費 底堅く推移している
１月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.3％増の60億円となりました。
主力の衣料品は前年を下回ったものの、化粧品や

宝飾品などの高額品が前年を大きく上回る等、個人
消費は底堅く推移しています。

宮崎県の景気は、個人消費が底堅く推移しているものの、生産活動に弱さがみられる等、総じてみると弱含み
の兆しがみられます。
個人消費は化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、底堅く推移しており、住宅建設についても前年

を上回る状況が続いています。一方で、生産活動は電子部品・デバイスが低下する等、弱含みの兆しがみられる
ほか、公共工事についても２ヵ月ぶりに前年を下回りました。

（諸隈 あきこ）

■宮崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 弱含みの兆しがみられる

1.生産活動 弱含みの兆しがみられる
12月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は98.0と前月比2.3％低下しました。
主要業種では、はん用・生産用・業務用機械は上昇

したものの、電子部品・デバイスが低下する等、生産
は弱含みの兆しがみられます。
　

3.住宅建設 ４ヵ月連続で前年を上回る
１月の新設住宅着工戸数は、前年同月比1.0％増の
413戸となりました。
「持家」「分譲（戸建）」が前年を下回ったものの、「貸
家」「給与」が前年を上回り、全体でも４ヵ月連続で前
年を上回りました。

■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
１月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比31.9％増の405件、金額が同28.8％減の79億円
となりました。
発注者別では、公園整備工事があった「市町村」等

が前年を上回りましたが、「国」「独立行政法人等」が
前年を下回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を下回りま
した。

■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制
２月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が３件、負債総額は約９千万円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■宮崎県の倒産状況

2.個人消費 底堅く推移している
１月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.3％増の60億円となりました。
主力の衣料品は前年を下回ったものの、化粧品や

宝飾品などの高額品が前年を大きく上回る等、個人
消費は底堅く推移しています。

宮崎県の景気は、個人消費が底堅く推移しているものの、生産活動に弱さがみられる等、総じてみると弱含み
の兆しがみられます。
個人消費は化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、底堅く推移しており、住宅建設についても前年

を上回る状況が続いています。一方で、生産活動は電子部品・デバイスが低下する等、弱含みの兆しがみられる
ほか、公共工事についても２ヵ月ぶりに前年を下回りました。

（諸隈 あきこ）

■宮崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 底堅く推移している
鹿児島県の景気は、主要指標である生産活動と個人消費がともに底堅い状況にある等、総じて底堅く推移し

ています。
住宅建設は３ヵ月連続で前年を下回ったものの、生産活動は窯業・土石製品が上昇する等、底堅く推移してお

り、個人消費についても、主力の衣料品が前年を上回る等、底堅く推移しています。また、公共工事も２ヵ月ぶり
に前年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 底堅く推移している
12月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は91.2と前月比2.8％上昇しました。
主要業種では、食料品が低下したものの、窯業・土

石製品が上昇する等、生産は底堅く推移しています。

3.住宅建設 ３ヵ月連続で前年を下回る
１月の新設住宅着工戸数は、前年同月比9.3％減の
754戸となりました。
「持家」「分譲（戸建)」が前年を上回ったものの、「貸
家」「分譲（マンション）」が前年を下回り、全体でも３ヵ
月連続で前年を下回りました。

国土交通省出所■鹿児島県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
１月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比6.5％増の407件、金額が同9.8％増の89億円とな
りました。
発注者別では、道路整備工事があった「県」と「独立

行政法人等」が前年を上回り、全体でも２ヵ月ぶりに前
年を上回りました。

西日本建設業保証出所■鹿児島県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
２月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同数の７件、負債総額は約84億円となりまし
た。
ゴルフ場で79億円の大型倒産が発生したほか、菓

子製造販売業で約２億円の倒産が発生するなど、負債
総額は前年を上回りました。

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
１月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.1％増の125億円となりました。
主力の衣料品が好調だった他、化粧品や宝飾品な

どの高額品が前年を上回る等、個人消費は底堅く推
移しています。
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■鹿児島県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■鹿児島県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
鹿児島県、九州経済産業局、経済産業省出所
鹿児島県 全国 九州７県

鹿児島県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 底堅く推移している
鹿児島県の景気は、主要指標である生産活動と個人消費がともに底堅い状況にある等、総じて底堅く推移し

ています。
住宅建設は３ヵ月連続で前年を下回ったものの、生産活動は窯業・土石製品が上昇する等、底堅く推移してお

り、個人消費についても、主力の衣料品が前年を上回る等、底堅く推移しています。また、公共工事も２ヵ月ぶり
に前年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 底堅く推移している
12月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は91.2と前月比2.8％上昇しました。
主要業種では、食料品が低下したものの、窯業・土

石製品が上昇する等、生産は底堅く推移しています。

3.住宅建設 ３ヵ月連続で前年を下回る
１月の新設住宅着工戸数は、前年同月比9.3％減の
754戸となりました。
「持家」「分譲（戸建)」が前年を上回ったものの、「貸
家」「分譲（マンション）」が前年を下回り、全体でも３ヵ
月連続で前年を下回りました。

国土交通省出所■鹿児島県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
１月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比6.5％増の407件、金額が同9.8％増の89億円とな
りました。
発注者別では、道路整備工事があった「県」と「独立

行政法人等」が前年を上回り、全体でも２ヵ月ぶりに前
年を上回りました。

西日本建設業保証出所■鹿児島県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
２月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同数の７件、負債総額は約84億円となりまし
た。
ゴルフ場で79億円の大型倒産が発生したほか、菓

子製造販売業で約２億円の倒産が発生するなど、負債
総額は前年を上回りました。

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
１月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.1％増の125億円となりました。
主力の衣料品が好調だった他、化粧品や宝飾品な

どの高額品が前年を上回る等、個人消費は底堅く推
移しています。
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■鹿児島県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■鹿児島県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
鹿児島県、九州経済産業局、経済産業省出所
鹿児島県 全国 九州７県

鹿児島県 全国 九州8県
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注）

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

完全
失業率

2.8
3.2
3.2
3.2
3.5
2.9
2.8
2.9
2.7
2.4
2.3
2.2
2.2
2.4
2.6
2.7
2.8

43,320
44,704
46,130
46,130
46,014
45,884
46,456
46,038
46,010
46,080
46,126
46,133
46,592
46,463
46,812
47,396
47,294

4.5
3.1
2.7
2.7
2.9
3.9
4.1
6.0
5.5
5.4
5.6
5.9
6.0
7.1
7.1
8.1
8.6

63,879
65,833
67,577
67,577
67,441
68,483
70,151
71,170
71,281
71,240
70,847
70,998
71,478
71,822
72,524
73,024
73,234

▲10.5
▲10.4
▲8.3
1.9
▲6.4
4.5

▲13.2
▲7.1
▲19.5
▲7.4
▲9.5
14.9
▲3.6
▲8.0
▲2.5
1.6

▲10.4

10,855
9,731
8,922
699
675
723
746
695
671
763
712
726
649
683
693
710
605

4.0
3.6
0.0
3.3
3.2
3.3
3.2
3.2
3.2
3.1
3.0
3.1
3.0
3.0
3.1
3.1
3.0

0.93
1.09
1.20
1.27
1.28
1.28
1.30
1.34
1.36
1.37
1.37
1.37
1.38
1.40
1.41
1.43
1.43

319,170
318,755
315,379
340,474
312,331
297,662
334,609
338,001
306,721
276,602
302,422
301,442
296,387
305,683
294,019
349,214
307,150

426,132
423,541
427,270
751,540
355,700
394,411
369,306
388,135
313,379
589,676
468,137
391,693
347,541
404,859
351,894
769,634
360,495

1,690,171
1,733,988
1,511,404
103,532
118,610
142,705
185,674
84,688
81,614
96,023
103,947
88,625
127,192
104,869
105,962
105,058
114,324

1.7
▲0.1
▲1.1
▲4.8
▲2.6
2.2
▲4.9
1.1
▲3.3
▲5.6
▲3.9
▲5.0
▲0.8
▲1.3
▲0.3
2.6
▲1.7

0.3
▲0.6
0.9
▲2.9
▲0.9
▲3.0
1.3
0.9
▲4.4
1.4
▲0.8
0.1
2.8
▲0.0
2.0
2.4
1.3

8.5
2.6

▲12.8
▲36.1
▲13.0
▲12.8
▲19.4
▲9.1
▲17.3
▲23.4
▲5.7
▲2.1
▲9.1
▲3.4
▲4.6
1.5
▲3.6

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月 台 前年比（％）
▲4.8
▲0.4
▲5.5
3.0
1.1
▲4.0
▲2.6
8.3
7.3
3.6
▲0.5
5.5
3.9
1.5
16.4
11.6
9.2

2,865,354
2,854,078
2,697,940
203,571
209,395
239,060
346,357
184,247
193,463
247,878
243,833
190,428
269,315
208,979
235,129
227,230
228,673

億円 前年比（％）
0.6
1.7
1.3
0.9
2.1
3.3
▲0.2
▲0.1
▲1.9
▲0.7
0.9
▲3.2
▲2.7
▲0.7
▲0.1
▲1.2
▲1.0

190,957
194,298
196,732
20,924
16,913
14,886
16,460
15,456
15,978
15,675
17,210
15,541
14,705
15,966
16,477
20,675
16,739

指数 前年比（％）
0.4
▲0.8
0.8
0.2
▲0.1
0.2
0.0
▲0.3
▲0.5
▲0.4
▲0.4
▲0.5
▲0.5
0.1
0.5
0.3
0.4

101.9
102.4
100.0
98.3
97.2
96.9
96.8
96.4
96.4
96.4
96.3
96.0
96.1
96.0
96.4
97.1
97.7

100.0
99.2
100.0
99.8
99.5
99.6
99.7
99.9
100.0
99.9
99.6
99.7
99.8
100.4
100.4
100.1
100.0

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2015年 =100）

消費者物価指数
（2015年 =100）

百貨店・スーパー
販売額

乗用車

1.3
0.5
▲2.3
▲3.5
▲3.4
▲3.7
▲4.0
▲4.4
▲4.6
▲4.5
▲4.2
▲3.8
▲3.3
▲2.7
▲2.3
▲1.2
0.5

前年比（％）
6.9

▲10.0
1.6
▲3.5
▲5.7
9.6
26.0
9.0
7.9

▲15.2
9.1

▲12.7
17.0
11.7
▲1.8
4.6
27.3

11.8
1.7
4.6
3.9
5.3
12.5
1.1
16.0
15.0
3.7
11.1
9.9
12.6
22.0
15.3
2.2
12.0

前年比（％）前年比（％）
13.9
▲19.6
▲0.7
▲5.4
▲0.1
0.8
4.3
1.2
4.3
1.1
6.0
4.3
1.4
4.9
2.7
6.5
▲0.2

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

11.0
▲9.0
1.9
▲1.3
0.2
7.8
8.4
9.0
9.8
▲2.5
8.9
2.5
10.0
13.7
6.7
3.9
12.8

980,025
892,261
909,299
75,452
67,815
72,831
75,744
82,398
78,728
85,953
85,208
82,242
85,622
87,707
85,051
78,406
76,491

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値年月 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を
除く民需）

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

19.3
5.4
3.3
17.9
1.5
▲1.4
28.8
▲35.2
12.8
16.0
▲25.8
23.1
24.6
▲0.5
6.0
22.0
34.6

95,027
100,195
103,454
7,973
7,571
8,526
8,511
8,294
9,988
10,295
7,318
10,108
9,400
8,831
8,211
9,727
10,194

12.8
4.6
▲5.8
▲9.6
▲2.6
▲2.2
5.0
10.6
1.4
▲1.8
▲6.9
12.0
18.1
▲10.0
▲5.7
5.3
7.1

141,492
147,940
139,365
8,086
6,535
6,968
13,395
20,301
11,453
15,278
13,618
12,473
14,716
11,273
8,220
8,514
6,997

14.9
5.7
▲8.7
▲18.0
▲18.0
▲14.2
▲14.9
▲23.3
▲13.9
▲18.9
▲24.7
▲17.2
▲16.2
▲16.5
▲8.8
▲2.6
8.5

9.5
4.8
3.5
▲8.0
▲12.9
▲4.0
▲6.8
▲10.1
▲11.3
▲7.4
▲14.0
▲9.6
▲6.9
▲10.3
▲0.4
5.4
1.3

5.2
4.0
4.8
1.0
11.5
▲5.2
1.4
▲6.4
▲2.2
7.1
5.6
▲5.9
0.3
3.4
▲2.8
2.1
▲3.2

▲2.7
2.0
3.2
0.0
0.2
▲0.9
1.8
0.1
0.8
0.0
▲1.8
▲1.6
▲2.0
▲3.0
▲4.8
▲4.6
▲4.4

▲0.6
1.3
▲1.3
▲2.5
▲5.4
▲1.6
▲0.7
▲3.4
▲1.0
▲1.7
▲4.0
1.6
0.7
▲2.0
5.1
2.3
4.3

97.0
99.0
97.8
95.9
98.3
93.2
96.7
97.2
94.7
96.9
96.5
97.8
98.4
98.4
99.9
100.6
100.2

107.4
109.5
113.0
112.7
112.4
112.2
115.4
113.4
113.9
113.9
111.2
111.5
110.9
108.6
106.9
107.5
107.4

96.9
98.2
96.9
94.9
96.8
92.8
94.5
96.0
93.5
95.1
95.8
94.7
96.4
98.3
99.3
98.9
99.2

▲0.8
2.1
▲1.2
▲2.1
▲4.2
▲1.2
0.2
▲3.3
▲0.4
▲1.5
▲4.2
4.5
1.5
▲1.4
4.6
3.2
3.7

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

3.7
4.1
4.2
4.2
4.7
3.9
4.3
4.2
4.0
3.9
3.7
3.5
3.7
3.4
3.5
4.1
3.7

157,877
164,399
171,225
171,225
172,098
172,274
174,282
173,336
173,208
173,043
173,638
173,785
174,546
175,145
176,010
178,307
178,453

4.4
3.3
2.6
2.6
3.0
2.2
2.3
3.3
1.7
2.1
3.4
2.9
3.1
3.1
3.8
3.6
2.6

199,612
206,173
211,519
211,519
211,524
211,613
213,976
216,398
213,985
214,014
215,155
215,069
214,597
215,707
217,116
219,064
216,991

▲7.9
▲6.3
7.6

▲14.3
▲5.9
▲10.0
▲10.7
▲27.0
0.0

▲42.2
26.9
▲14.3
▲26.1
68.2
▲16.7
▲12.5
▲12.5

351
329
354
24
32
27
25
27
27
26
33
24
17
37
25
21
28

0.79
0.96
1.10
1.15
1.15
1.18
1.21
1.23
1.24
1.26
1.26
1.31
1.29
1.31
1.30
1.32
1.32

307,009
305,204
319,738
348,450
321,486
296,061
333,932
332,752
289,176
283,681
302,959
294,163
285,522
319,619
279,716
360,943
312,645

409,344
395,716
386,647
698,728
338,400
376,235
368,095
400,040
352,756
543,304
529,919
401,460
354,689
407,834
348,481
854,181
376,476

113,170
115,376
106,139
8,639
8,392
9,754
13,510
6,940
7,347
9,623
9,914
7,884
10,772
8,009
9,272
9,247
9,405

▲1.8
▲0.6
4.8
10.9
▲2.0
8.1
▲6.2
1.9
▲9.4
▲4.7
▲5.5
▲8.2
▲2.4
▲10.1
▲6.1
3.6
▲2.8

▲0.1
▲3.3
▲2.3
12.1
6.0
5.9
14.3
11.0
18.6
2.3
41.6
13.2
10.0
7.4
7.3
22.2
11.3

▲3.7
1.9
▲8.0
6.8
1.7
▲5.7
▲1.2
10.0
9.4
4.3
6.3
8.1
4.3
▲1.4
17.2
7.0
12.1

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
68,478
70,311
60,246
3,987
4,610
5,914
7,406
3,360
3,190
3,575
4,227
3,788
5,145
4,629
4,281
4,342
4,942

9.2
2.7

▲14.3
▲19.7
▲18.5
▲14.2
▲20.2
▲9.8
▲15.8
▲29.5
0.2
5.0

▲10.8
17.2
▲0.6
8.9
7.2

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
1.3
1.7
0.5
▲0.7
0.5
1.6
▲2.2
▲2.6
▲1.9
▲2.1
1.7
▲4.5
▲4.8
▲2.1
0.5
▲0.8
▲0.3

665,355
676,846
680,278
75,282
57,703
50,061
56,546
51,401
54,278
51,616
62,427
53,227
49,066
54,196
56,003
74,653
57,509

指数 前年比（％）
▲0.0
▲1.5
1.9
1.0
1.0
1.5
1.0
0.5
0.1
0.1
▲0.1
▲0.1
▲0.4
0.5
0.9
0.5
0.6

99.6
98.1
100.0
100.1
99.9
100.5
100.4
100.4
100.4
100.3
100.2
100.2
100.5
101.1
101.2
100.7
100.5

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）
36.4
▲10.5
3.9
44.2
▲54.0
38.7
8.2

▲25.3
15.3
35.9
▲2.9
40.3
74.7
19.1
176.5
▲48.3
29.4

3,855
3,450
3,585
369
162
470
387
303
338
279
282
320
388
392
539
191
210

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
28.5
▲1.4
▲8.4
▲24.0
▲20.6
▲38.3
▲30.6
▲3.7
▲1.7
49.6
▲5.5
30.1
▲5.1
4.5
▲2.5
67.0
16.2

13.6
4.7
▲0.8
▲9.6
▲17.8
▲18.6
▲12.8
▲19.5
▲14.3
▲18.8
▲30.4
▲12.4
▲18.8
▲16.0
2.2
2.7
11.2

6.6
5.8
5.9
▲4.7
▲16.3
▲7.8
▲8.7
▲19.2
▲12.7
▲8.0
▲7.0
▲11.8
▲2.1
▲8.0
18.9
23.8
33.0

4,742
4,674
4,283
216
168
161
319
467
332
627
401
443
419
451
250
288
195

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
27.6
▲20.6
16.3
4.9

▲59.4
75.8
▲26.5
▲12.7
83.9
▲69.3
▲2.6
24.4
▲3.6
7.8

▲69.8
12.7
156.7

前年比（％）
8.5
0.0
8.9
21.1
6.9
41.1
25.4
2.9
15.0
23.2
▲14.5
29.3
3.2
42.5
16.5
17.8
2.3

前年比（％）
12.9
▲17.5
2.1
1.7
▲3.1
3.3
8.6
7.1
11.7
▲7.3
4.7
8.5
11.0
9.7
▲3.1
4.1
▲3.1

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

14.5
▲10.4
9.1
11.3
▲9.8
39.5
7.0
0.8
23.7
▲10.4
▲6.8
22.3
3.7
24.2
▲13.7
13.4
17.6

41,335
37,035
40,415
3,405
2,723
3,820
3,594
3,472
3,731
4,149
3,168
3,608
3,261
3,797
3,672
3,861
3,202

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 食料品・たばこ はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
7.7
▲2.3
6.4
3.3
0.7
▲0.6
7.3
▲6.2
▲7.3
▲10.8
▲11.0
▲17.2
▲9.7
▲5.8
▲8.3
▲3.3

141.4
138.2
147.0
142.0
140.0
138.0
153.4
139.4
137.2
134.6
139.1
129.9
134.6
137.4
131.8
137.3

季調値 前年比（％）
▲3.2
0.8
4.0
5.1
▲7.4
▲1.3
▲0.2
▲7.9
0.6
2.8
▲4.7
10.3
3.7
4.1
11.3
4.5

105.1
105.9
110.1
110.9
107.4
105.3
106.2
101.7
109.7
113.1
108.5
112.3
113.2
118.4
122.1
117.9

季調値 前年比（％）
▲5.6
▲3.1
9.0
13.2
▲14.7
▲4.8
▲1.2
▲22.3
0.8
8.8
▲1.4
16.5
3.6
14.3
28.6
10.6

119.6
115.9
126.4
130.8
120.3
110.6
115.3
101.2
122.5
135.8
135.7
118.3
129.4
150.5
160.1
148.7

季調値 前年比（％）
0.2
12.0
3.4
1.5
▲3.3
▲3.4
▲4.9
▲6.5
6.3
▲1.9
▲10.4
2.1
19.1
1.7
▲1.0
8.6

100.9
113.0
116.8
114.1
112.9
108.3
106.2
116.9
120.0
114.5
115.1
112.0
142.0
119.4
114.0
126.4

季調値 前年比（％）
▲4.6
▲7.2
3.1
3.6
1.2
4.0
7.9
2.8
1.5
0.7
▲4.1
1.7
▲4.9
▲3.4
▲2.2
▲4.2

96.5
89.5
92.3
93.0
95.9
90.1
93.8
94.6
90.9
92.0
92.7
89.5
90.3
92.7
89.1
90.9

季調値 前年比（％）
▲2.0
2.1
1.2
▲0.4
▲1.8
▲5.2
▲7.8
▲3.8
▲6.6
▲7.2
1.1
0.3
▲5.5
3.8
6.6
0.2

89.1
91.0
92.1
92.8
94.9
88.3
86.2
89.1
86.1
85.3
93.7
93.2
86.3
92.2
94.2
93.7

季調値 前年比（％）
▲3.1
0.7
4.4
4.5
▲8.1
▲2.3
▲0.4
▲9.2
0.9
1.7
▲4.0
6.9
2.6
3.4
9.8
5.1

103.9
104.6
109.2
109.3
106.6
102.3
105.3
101.1
107.2
111.0
108.8
106.8
112.3
115.6
119.1
116.7

経済指標全国経済指標 福岡 Fukuoka

鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。百貨店・スーパー販売額は、調査対象事業所見直し（2010年
7月、2013年7月及び2015年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理した数値。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分所得・消費支出は、２人以上の世帯のうち勤労者
世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。
預貸金残高は年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注）

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

完全
失業率

2.8
3.2
3.2
3.2
3.5
2.9
2.8
2.9
2.7
2.4
2.3
2.2
2.2
2.4
2.6
2.7
2.8

43,320
44,704
46,130
46,130
46,014
45,884
46,456
46,038
46,010
46,080
46,126
46,133
46,592
46,463
46,812
47,396
47,294

4.5
3.1
2.7
2.7
2.9
3.9
4.1
6.0
5.5
5.4
5.6
5.9
6.0
7.1
7.1
8.1
8.6

63,879
65,833
67,577
67,577
67,441
68,483
70,151
71,170
71,281
71,240
70,847
70,998
71,478
71,822
72,524
73,024
73,234

▲10.5
▲10.4
▲8.3
1.9
▲6.4
4.5

▲13.2
▲7.1
▲19.5
▲7.4
▲9.5
14.9
▲3.6
▲8.0
▲2.5
1.6

▲10.4

10,855
9,731
8,922
699
675
723
746
695
671
763
712
726
649
683
693
710
605

4.0
3.6
0.0
3.3
3.2
3.3
3.2
3.2
3.2
3.1
3.0
3.1
3.0
3.0
3.1
3.1
3.0

0.93
1.09
1.20
1.27
1.28
1.28
1.30
1.34
1.36
1.37
1.37
1.37
1.38
1.40
1.41
1.43
1.43

319,170
318,755
315,379
340,474
312,331
297,662
334,609
338,001
306,721
276,602
302,422
301,442
296,387
305,683
294,019
349,214
307,150

426,132
423,541
427,270
751,540
355,700
394,411
369,306
388,135
313,379
589,676
468,137
391,693
347,541
404,859
351,894
769,634
360,495

1,690,171
1,733,988
1,511,404
103,532
118,610
142,705
185,674
84,688
81,614
96,023
103,947
88,625
127,192
104,869
105,962
105,058
114,324

1.7
▲0.1
▲1.1
▲4.8
▲2.6
2.2
▲4.9
1.1
▲3.3
▲5.6
▲3.9
▲5.0
▲0.8
▲1.3
▲0.3
2.6
▲1.7

0.3
▲0.6
0.9
▲2.9
▲0.9
▲3.0
1.3
0.9
▲4.4
1.4
▲0.8
0.1
2.8
▲0.0
2.0
2.4
1.3

8.5
2.6

▲12.8
▲36.1
▲13.0
▲12.8
▲19.4
▲9.1
▲17.3
▲23.4
▲5.7
▲2.1
▲9.1
▲3.4
▲4.6
1.5
▲3.6

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月 台 前年比（％）
▲4.8
▲0.4
▲5.5
3.0
1.1
▲4.0
▲2.6
8.3
7.3
3.6
▲0.5
5.5
3.9
1.5
16.4
11.6
9.2

2,865,354
2,854,078
2,697,940
203,571
209,395
239,060
346,357
184,247
193,463
247,878
243,833
190,428
269,315
208,979
235,129
227,230
228,673

億円 前年比（％）
0.6
1.7
1.3
0.9
2.1
3.3
▲0.2
▲0.1
▲1.9
▲0.7
0.9
▲3.2
▲2.7
▲0.7
▲0.1
▲1.2
▲1.0

190,957
194,298
196,732
20,924
16,913
14,886
16,460
15,456
15,978
15,675
17,210
15,541
14,705
15,966
16,477
20,675
16,739

指数 前年比（％）
0.4
▲0.8
0.8
0.2
▲0.1
0.2
0.0
▲0.3
▲0.5
▲0.4
▲0.4
▲0.5
▲0.5
0.1
0.5
0.3
0.4

101.9
102.4
100.0
98.3
97.2
96.9
96.8
96.4
96.4
96.4
96.3
96.0
96.1
96.0
96.4
97.1
97.7

100.0
99.2
100.0
99.8
99.5
99.6
99.7
99.9
100.0
99.9
99.6
99.7
99.8
100.4
100.4
100.1
100.0

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2015年 =100）

消費者物価指数
（2015年 =100）

百貨店・スーパー
販売額

乗用車

1.3
0.5
▲2.3
▲3.5
▲3.4
▲3.7
▲4.0
▲4.4
▲4.6
▲4.5
▲4.2
▲3.8
▲3.3
▲2.7
▲2.3
▲1.2
0.5

前年比（％）
6.9

▲10.0
1.6
▲3.5
▲5.7
9.6
26.0
9.0
7.9

▲15.2
9.1

▲12.7
17.0
11.7
▲1.8
4.6
27.3

11.8
1.7
4.6
3.9
5.3
12.5
1.1
16.0
15.0
3.7
11.1
9.9
12.6
22.0
15.3
2.2
12.0

前年比（％）前年比（％）
13.9
▲19.6
▲0.7
▲5.4
▲0.1
0.8
4.3
1.2
4.3
1.1
6.0
4.3
1.4
4.9
2.7
6.5
▲0.2

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

11.0
▲9.0
1.9
▲1.3
0.2
7.8
8.4
9.0
9.8
▲2.5
8.9
2.5
10.0
13.7
6.7
3.9
12.8

980,025
892,261
909,299
75,452
67,815
72,831
75,744
82,398
78,728
85,953
85,208
82,242
85,622
87,707
85,051
78,406
76,491

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値年月 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を
除く民需）

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

19.3
5.4
3.3
17.9
1.5
▲1.4
28.8
▲35.2
12.8
16.0
▲25.8
23.1
24.6
▲0.5
6.0
22.0
34.6

95,027
100,195
103,454
7,973
7,571
8,526
8,511
8,294
9,988
10,295
7,318
10,108
9,400
8,831
8,211
9,727
10,194

12.8
4.6
▲5.8
▲9.6
▲2.6
▲2.2
5.0
10.6
1.4
▲1.8
▲6.9
12.0
18.1
▲10.0
▲5.7
5.3
7.1

141,492
147,940
139,365
8,086
6,535
6,968
13,395
20,301
11,453
15,278
13,618
12,473
14,716
11,273
8,220
8,514
6,997

14.9
5.7
▲8.7
▲18.0
▲18.0
▲14.2
▲14.9
▲23.3
▲13.9
▲18.9
▲24.7
▲17.2
▲16.2
▲16.5
▲8.8
▲2.6
8.5

9.5
4.8
3.5
▲8.0
▲12.9
▲4.0
▲6.8
▲10.1
▲11.3
▲7.4
▲14.0
▲9.6
▲6.9
▲10.3
▲0.4
5.4
1.3

5.2
4.0
4.8
1.0
11.5
▲5.2
1.4
▲6.4
▲2.2
7.1
5.6
▲5.9
0.3
3.4
▲2.8
2.1
▲3.2

▲2.7
2.0
3.2
0.0
0.2
▲0.9
1.8
0.1
0.8
0.0
▲1.8
▲1.6
▲2.0
▲3.0
▲4.8
▲4.6
▲4.4

▲0.6
1.3
▲1.3
▲2.5
▲5.4
▲1.6
▲0.7
▲3.4
▲1.0
▲1.7
▲4.0
1.6
0.7
▲2.0
5.1
2.3
4.3

97.0
99.0
97.8
95.9
98.3
93.2
96.7
97.2
94.7
96.9
96.5
97.8
98.4
98.4
99.9
100.6
100.2

107.4
109.5
113.0
112.7
112.4
112.2
115.4
113.4
113.9
113.9
111.2
111.5
110.9
108.6
106.9
107.5
107.4

96.9
98.2
96.9
94.9
96.8
92.8
94.5
96.0
93.5
95.1
95.8
94.7
96.4
98.3
99.3
98.9
99.2

▲0.8
2.1
▲1.2
▲2.1
▲4.2
▲1.2
0.2
▲3.3
▲0.4
▲1.5
▲4.2
4.5
1.5
▲1.4
4.6
3.2
3.7

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

3.7
4.1
4.2
4.2
4.7
3.9
4.3
4.2
4.0
3.9
3.7
3.5
3.7
3.4
3.5
4.1
3.7

157,877
164,399
171,225
171,225
172,098
172,274
174,282
173,336
173,208
173,043
173,638
173,785
174,546
175,145
176,010
178,307
178,453

4.4
3.3
2.6
2.6
3.0
2.2
2.3
3.3
1.7
2.1
3.4
2.9
3.1
3.1
3.8
3.6
2.6

199,612
206,173
211,519
211,519
211,524
211,613
213,976
216,398
213,985
214,014
215,155
215,069
214,597
215,707
217,116
219,064
216,991

▲7.9
▲6.3
7.6

▲14.3
▲5.9
▲10.0
▲10.7
▲27.0
0.0

▲42.2
26.9
▲14.3
▲26.1
68.2
▲16.7
▲12.5
▲12.5

351
329
354
24
32
27
25
27
27
26
33
24
17
37
25
21
28

0.79
0.96
1.10
1.15
1.15
1.18
1.21
1.23
1.24
1.26
1.26
1.31
1.29
1.31
1.30
1.32
1.32

307,009
305,204
319,738
348,450
321,486
296,061
333,932
332,752
289,176
283,681
302,959
294,163
285,522
319,619
279,716
360,943
312,645

409,344
395,716
386,647
698,728
338,400
376,235
368,095
400,040
352,756
543,304
529,919
401,460
354,689
407,834
348,481
854,181
376,476

113,170
115,376
106,139
8,639
8,392
9,754
13,510
6,940
7,347
9,623
9,914
7,884
10,772
8,009
9,272
9,247
9,405

▲1.8
▲0.6
4.8
10.9
▲2.0
8.1
▲6.2
1.9
▲9.4
▲4.7
▲5.5
▲8.2
▲2.4
▲10.1
▲6.1
3.6
▲2.8

▲0.1
▲3.3
▲2.3
12.1
6.0
5.9
14.3
11.0
18.6
2.3
41.6
13.2
10.0
7.4
7.3
22.2
11.3

▲3.7
1.9
▲8.0
6.8
1.7
▲5.7
▲1.2
10.0
9.4
4.3
6.3
8.1
4.3
▲1.4
17.2
7.0
12.1

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
68,478
70,311
60,246
3,987
4,610
5,914
7,406
3,360
3,190
3,575
4,227
3,788
5,145
4,629
4,281
4,342
4,942

9.2
2.7

▲14.3
▲19.7
▲18.5
▲14.2
▲20.2
▲9.8
▲15.8
▲29.5
0.2
5.0

▲10.8
17.2
▲0.6
8.9
7.2

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
1.3
1.7
0.5
▲0.7
0.5
1.6
▲2.2
▲2.6
▲1.9
▲2.1
1.7
▲4.5
▲4.8
▲2.1
0.5
▲0.8
▲0.3

665,355
676,846
680,278
75,282
57,703
50,061
56,546
51,401
54,278
51,616
62,427
53,227
49,066
54,196
56,003
74,653
57,509

指数 前年比（％）
▲0.0
▲1.5
1.9
1.0
1.0
1.5
1.0
0.5
0.1
0.1
▲0.1
▲0.1
▲0.4
0.5
0.9
0.5
0.6

99.6
98.1
100.0
100.1
99.9
100.5
100.4
100.4
100.4
100.3
100.2
100.2
100.5
101.1
101.2
100.7
100.5

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）
36.4
▲10.5
3.9
44.2
▲54.0
38.7
8.2

▲25.3
15.3
35.9
▲2.9
40.3
74.7
19.1
176.5
▲48.3
29.4

3,855
3,450
3,585
369
162
470
387
303
338
279
282
320
388
392
539
191
210

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
28.5
▲1.4
▲8.4
▲24.0
▲20.6
▲38.3
▲30.6
▲3.7
▲1.7
49.6
▲5.5
30.1
▲5.1
4.5
▲2.5
67.0
16.2

13.6
4.7
▲0.8
▲9.6
▲17.8
▲18.6
▲12.8
▲19.5
▲14.3
▲18.8
▲30.4
▲12.4
▲18.8
▲16.0
2.2
2.7
11.2

6.6
5.8
5.9
▲4.7
▲16.3
▲7.8
▲8.7
▲19.2
▲12.7
▲8.0
▲7.0
▲11.8
▲2.1
▲8.0
18.9
23.8
33.0

4,742
4,674
4,283
216
168
161
319
467
332
627
401
443
419
451
250
288
195

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
27.6
▲20.6
16.3
4.9

▲59.4
75.8
▲26.5
▲12.7
83.9
▲69.3
▲2.6
24.4
▲3.6
7.8

▲69.8
12.7
156.7

前年比（％）
8.5
0.0
8.9
21.1
6.9
41.1
25.4
2.9
15.0
23.2
▲14.5
29.3
3.2
42.5
16.5
17.8
2.3

前年比（％）
12.9
▲17.5
2.1
1.7
▲3.1
3.3
8.6
7.1
11.7
▲7.3
4.7
8.5
11.0
9.7
▲3.1
4.1
▲3.1

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

14.5
▲10.4
9.1
11.3
▲9.8
39.5
7.0
0.8
23.7
▲10.4
▲6.8
22.3
3.7
24.2
▲13.7
13.4
17.6

41,335
37,035
40,415
3,405
2,723
3,820
3,594
3,472
3,731
4,149
3,168
3,608
3,261
3,797
3,672
3,861
3,202

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 食料品・たばこ はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
7.7
▲2.3
6.4
3.3
0.7
▲0.6
7.3
▲6.2
▲7.3
▲10.8
▲11.0
▲17.2
▲9.7
▲5.8
▲8.3
▲3.3

141.4
138.2
147.0
142.0
140.0
138.0
153.4
139.4
137.2
134.6
139.1
129.9
134.6
137.4
131.8
137.3

季調値 前年比（％）
▲3.2
0.8
4.0
5.1
▲7.4
▲1.3
▲0.2
▲7.9
0.6
2.8
▲4.7
10.3
3.7
4.1
11.3
4.5

105.1
105.9
110.1
110.9
107.4
105.3
106.2
101.7
109.7
113.1
108.5
112.3
113.2
118.4
122.1
117.9

季調値 前年比（％）
▲5.6
▲3.1
9.0
13.2
▲14.7
▲4.8
▲1.2
▲22.3
0.8
8.8
▲1.4
16.5
3.6
14.3
28.6
10.6

119.6
115.9
126.4
130.8
120.3
110.6
115.3
101.2
122.5
135.8
135.7
118.3
129.4
150.5
160.1
148.7

季調値 前年比（％）
0.2
12.0
3.4
1.5
▲3.3
▲3.4
▲4.9
▲6.5
6.3
▲1.9
▲10.4
2.1
19.1
1.7
▲1.0
8.6

100.9
113.0
116.8
114.1
112.9
108.3
106.2
116.9
120.0
114.5
115.1
112.0
142.0
119.4
114.0
126.4

季調値 前年比（％）
▲4.6
▲7.2
3.1
3.6
1.2
4.0
7.9
2.8
1.5
0.7
▲4.1
1.7
▲4.9
▲3.4
▲2.2
▲4.2

96.5
89.5
92.3
93.0
95.9
90.1
93.8
94.6
90.9
92.0
92.7
89.5
90.3
92.7
89.1
90.9

季調値 前年比（％）
▲2.0
2.1
1.2
▲0.4
▲1.8
▲5.2
▲7.8
▲3.8
▲6.6
▲7.2
1.1
0.3
▲5.5
3.8
6.6
0.2

89.1
91.0
92.1
92.8
94.9
88.3
86.2
89.1
86.1
85.3
93.7
93.2
86.3
92.2
94.2
93.7

季調値 前年比（％）
▲3.1
0.7
4.4
4.5
▲8.1
▲2.3
▲0.4
▲9.2
0.9
1.7
▲4.0
6.9
2.6
3.4
9.8
5.1

103.9
104.6
109.2
109.3
106.6
102.3
105.3
101.1
107.2
111.0
108.8
106.8
112.3
115.6
119.1
116.7

経済指標全国経済指標 福岡 Fukuoka

鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。百貨店・スーパー販売額は、調査対象事業所見直し（2010年
7月、2013年7月及び2015年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理した数値。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分所得・消費支出は、２人以上の世帯のうち勤労者
世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。
預貸金残高は年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。漁業水揚金額は、長崎、佐世保、平戸、松浦の４市場の合計。
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車百貨店・スーパー
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

5.0
3.4
3.0
3.0
2.6
2.4
3.3
3.9
4.5
4.5
4.3
4.5
4.0
3.8
4.1
3.7
3.8

24,639
25,473
26,243
26,243
26,129
26,126
26,678
26,217
26,705
26,669
26,779
26,844
26,851
26,845
26,937
27,204
27,123

4.6
2.9
1.5
1.5
1.2
0.1
1.5
2.5
1.2
0.9
1.6
0.8
1.4
1.7
2.4
2.3
2.1

45,357
46,661
47,340
47,340
47,256
47,144
48,388
48,847
48,411
48,552
48,120
47,958
47,787
47,874
48,198
48,440
48,240

▲35.5
30.6
▲37.5
▲25.0
▲33.3
▲75.0
▲33.3
33.3
0.0

▲80.0
200.0
▲25.0
400.0
33.3
0.0
0.0
0.0

49
64
40
3
4
1
2
4
4
1
6
3
5
4
2
3
4

0.73
0.83
1.00
1.15
1.14
1.16
1.22
1.25
1.22
1.26
1.26
1.28
1.27
1.27
1.22
1.24
1.22

308,148
309,296
287,211
299,792
308,981
322,763
357,676
337,414
294,193
251,335
408,365
282,883
265,506
305,823
235,238
306,072
257,378

391,917
358,973
365,908
627,194
355,184
385,405
399,793
289,057
312,711
484,537
468,151
390,357
291,296
318,792
289,795
585,763
291,650

21,657
22,094
19,805
1,492
1,672
1,806
2,626
1,417
1,420
1,848
1,881
1,430
1,896
1,580
1,748
1,884
1,881

11.9
0.4
▲7.1
▲22.1
3.8
26.0
24.4
2.5
12.1
▲6.2
49.6
12.0
1.5

▲11.1
▲25.2
2.1

▲16.7

17.6
▲8.4
1.9

▲22.0
1.2
4.6
25.5
▲6.4
6.8
▲3.9
42.8
14.5
0.9
▲6.9
▲9.4
▲6.6
▲17.9

▲6.9
2.0

▲10.4
▲4.5
▲2.2
▲9.5
2.7
15.2
13.0
14.6
7.1
6.0
▲6.1
7.4
28.8
26.3
12.5

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
26,688
27,163
22,030
1,489
1,667
1,803
2,549
1,301
1,207
1,372
1,518
1,323
1,860
1,432
1,401
1,473
1,696

7.8
1.8

▲18.9
▲38.6
▲21.7
▲22.2
▲19.8
▲8.9
▲20.5
▲36.0
▲13.2
4.5
0.8
▲2.1
▲6.8
▲1.1
1.7

百万円 前年比（％）
2.4
▲1.5
▲1.7
▲2.7
▲0.7
0.4
▲5.4
▲3.6
▲2.3
▲2.7
▲1.2
▲4.5
▲5.0
▲2.6
▲0.5
▲3.2
▲3.3

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場財務省 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月 指数 前年比（％）
0.2
▲0.7
1.1
0.4
0.5
0.8
0.1
0.0
▲0.4
0.0
0.1
0.1
▲0.2
▲0.1
0.7
0.3
0.4

99.7
98.9
100.0
99.9
99.9
100.1
99.9
100.1
100.1
100.1
100.0
100.1
100.2
100.5
100.7
100.2
100.2

千人 前年比（％）
9.3
1.4
8.3
8.1
2.1
19.3
▲1.1
▲16.5
▲35.4
▲32.6
▲17.9
▲11.0
▲20.0
▲16.9
▲5.9
▲1.9
11.4

2,181
2,211
2,396
156
111
162
213
138
191
104
149
253
185
203
210
153
123

消費者物価指数
（2015年 =100）

億円 前年比（％）
▲14.3
53.0
▲21.4
26.5
▲28.7
47.1
▲37.5
▲60.9
▲42.8
▲3.5
▲17.1
52.7
107.9
▲57.8
▲69.6
27.6
5.0

688
1,052
826
42
42
35
28
51
53
62
42
47
73
66
29
53
44

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

23.2
▲2.7
▲11.4
▲10.0
▲11.6
▲39.7
▲16.5
114.2
106.7
10.4
▲3.7
▲24.6
46.1
30.2
20.3
18.5
55.9

9.9
▲1.2
▲17.7
▲1.8
▲17.3
▲3.1
▲21.8
▲42.7
▲39.4
▲42.3
▲38.4
▲28.6
▲17.1
▲13.6
26.4
9.2
16.6

▲8.6
14.2
▲12.2
▲67.3
3.7

▲23.1
262.8
90.3
68.2
20.4
▲46.1
126.3
▲7.4
8.0

▲46.7
▲21.6
▲17.1

1,973
1,920
1,701
81
79
59
174
440
142
165
198
141
235
186
127
96
124

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）
▲6.8
▲6.6
7.5
16.3
▲27.0
▲5.3
0.8
14.5
▲15.6
▲7.6
4.3
▲0.8
▲12.1
▲19.0
▲9.1
▲13.5
12.4

60,044
56,060
60,239
6,407
4,295
4,875
5,640
5,541
4,114
4,076
4,033
4,114
4,310
4,078
4,657
5,539
4,827

漁業水揚金額貿易

前年比（％）
1.1
14.3
▲37.5
▲37.0
172.7
273.7
▲16.7
125.0
▲71.6
12.5
▲25.3
▲50.0
523.1
▲34.4
174.3
45.1
▲23.3

前年比（％）
9.8

▲12.2
14.8
18.4
1.8

▲41.7
▲39.1
96.8
▲1.2
▲23.6
▲4.4
47.3
329.8
83.9
▲38.1
77.7
5.9

前年比（％）
2.8
▲5.5
▲1.1
23.4
12.1
▲9.2
▲3.2
4.6

▲11.9
2.0
▲4.0
15.2
7.8
29.3
▲10.6
▲2.4
▲5.6

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

5.0
▲5.7
▲0.3
10.8
37.1
▲11.0
▲22.3
54.8
▲14.0
▲12.2
▲5.6
27.9
127.6
36.0

▲15.6
34.1
▲13.3

6,661
6,283
6,262
493
772
412
527
619
419
563
575
638
833
608
520
661
669

出所 長崎県統計課 日本銀行長崎支店

総合 はん用・生産用機械 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月 前年比（％）
▲21.7
▲12.6
1.0
28.8
▲12.6
7.3
58.7
83.8
9.9
24.4
6.8
5.4
12.1
14.5
49.0
63.4

季調値
93.7
81.9
82.7
103.4
87.1
86.8
130.7
138.8
86.7
100.6
88.3
84.4
83.5
99.2
120.5
168.7

前年比（％）
▲39.5
▲6.9
▲27.2
▲20.1
1.0
▲5.2
▲9.8
5.7

▲11.6
▲28.2
▲23.9
▲15.5
▲6.9
▲2.3
11.6
8.9

季調値
49.2
45.8
33.3
33.2
43.2
42.9
32.5
36.8
28.9
22.3
22.6
24.9
28.2
31.6
37.3
36.1

前年比（％）
4.1
▲2.2
4.1
▲2.1
▲34.6
6.9
1.3
▲6.7
▲9.4
▲6.8
▲10.1
0.7
▲2.9
▲6.3
0.8
0.0

季調値
109.1
106.7
111.1
106.4
73.4
113.5
108.7
110.0
103.1
105.1
106.0
109.0
106.8
104.5
109.0
107.6

前年比（％）
30.7
45.7
▲9.6
▲36.6
▲30.8
▲26.4
▲19.0
▲48.1
▲47.9
▲41.0
▲45.5
▲24.5
▲24.5
▲14.1
6.2
▲3.3

季調値
84.9
123.6
111.7
76.3
75.0
63.0
91.8
71.9
78.0
78.5
69.7
84.7
84.9
79.6
79.4
80.1

前年比（％）
▲9.3
0.2
▲4.4
▲6.9
▲21.8
▲2.9
13.2
2.7

▲19.5
▲10.0
▲17.9
▲6.7
▲4.3
5.2
22.3
26.0

季調値
84.4
84.6
80.9
80.1
75.1
74.0
95.4
89.1
69.4
72.5
67.9
67.9
72.7
82.6
91.6
100.0

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

2.8
4.0
4.4
4.4
4.2
3.9
3.5
3.8
4.5
4.9
5.5
6.0
5.2
6.0
5.8
5.7
6.1

32,621
33,937
35,424
35,424
35,120
35,134
35,732
35,163
35,931
36,127
36,503
36,617
36,878
36,838
36,938
37,437
37,260

2.8
1.8
▲0.7
4.2
3.3
2.8
2.0
3.7
9.1
7.9
9.4
10.4
10.8
10.2
10.0
7.9
8.3

54,720
55,705
55,300
58,030
57,127
56,871
57,202
58,372
61,573
62,141
62,141
62,452
62,227
62,314
62,565
62,635
61,854

▲26.5
▲9.7
9.2

▲25.0
▲16.7
100.0
▲77.8
50.0
▲40.0
▲50.0
▲66.7
▲62.5
▲42.9
▲71.4
▲25.0
▲66.7
▲40.0

72
65
71
3
5
10
2
3
3
3
3
3
4
2
3
1
3

0.85
1.00
1.14
1.22
1.24
1.27
1.31
1.39
1.42
1.42
1.45
1.45
1.51
1.59
1.61
1.65
1.64

299,637
309,347
319,388
342,031
275,864
269,751
284,927
216,390
261,644
239,011
339,314
264,057
393,881
310,637
268,636
331,831
353,805

397,409
389,589
409,766
715,283
349,516
422,335
363,626
338,036
308,514
396,652
518,949
293,276
328,068
441,091
321,303
655,685
304,318

35,900
36,838
33,186
2,669
2,553
3,103
4,293
1,560
2,592
3,148
3,355
2,559
3,625
2,898
3,125
2,976
3,061

▲4.7
3.2
3.2
▲5.1
▲5.0
▲4.4
▲14.6
▲36.8
▲11.1
▲18.7
2.3

▲24.4
22.7
▲2.1
▲19.7
▲3.0
28.3

0.2
▲2.0
5.2
▲1.8
9.0
12.1
8.5
▲2.8
4.7

▲22.5
7.3

▲23.6
▲8.1
2.3

▲10.6
▲8.3
▲12.9

▲5.4
2.6
▲9.9
12.7
1.4
▲7.3
2.4

▲25.9
20.0
19.4
8.0
17.8
7.0
16.2
30.5
11.5
19.9

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
33,820
34,373
29,751
2,140
2,153
2,888
3,443
1,447
1,445
1,816
2,274
2,242
2,691
2,074
2,051
1,941
2,326

6.4
1.6

▲13.4
▲37.4
▲15.6
▲13.3
▲17.6
▲22.8
▲26.2
▲27.7
5.7
17.6
▲7.7
6.6

▲10.2
▲9.3
8.0

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
0.9
4.2
▲1.4
▲3.4
▲5.3
▲9.4
1.7

▲33.7
▲22.2
0.7
2.7
▲1.6
0.5
2.5
5.8
5.3
4.2

155,042
161,557
159,301
18,293
13,515
11,341
13,290
8,070
9,777
11,994
14,778
12,628
11,698
13,212
13,503
19,254
14,087

指数 前年比（％）
0.0
▲0.0
0.9
0.6
0.9
1.0
0.7
0.0
▲0.1
0.6
0.5
0.6
0.2
0.4
0.7
0.3
0.6

99.1
99.1
100.0
100.4
99.8
99.9
100.1
100.1
100.2
100.6
100.7
100.8
100.7
101.2
101.0
100.6
100.4

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）
13.6
▲5.5
▲8.0
▲47.6
▲44.6
▲51.8
▲55.2
75.9
178.5
▲0.4
9.2

189.4
▲59.0
128.6
18.6
163.4
▲0.1

1,183
1,118
1,029
50
46
62
43
148
117
98
113
227
55
178
58
132
46

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
42.6
▲20.0
▲11.4
8.9
4.9
▲9.4
8.8
44.1
▲6.2
31.4
▲41.5
53.1
11.3
10.4
37.7
124.0
52.2

4.9
6.5
0.1

▲24.7
▲10.4
▲15.0
▲32.6
▲41.5
▲27.8
11.3
▲43.9
▲46.7
▲11.1
▲6.7
▲12.3
▲12.6
▲9.7

47.1
▲0.5
8.4

▲19.1
▲10.1
▲5.3
▲1.6
▲15.7
▲35.3
13.6
▲23.5
▲19.3
▲15.1
▲8.7
▲16.8
20.6
3.2

2,575
2,060
1,825
134
117
67
197
151
85
173
142
255
243
223
230
299
179

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲19.7
30.0
▲12.3
▲42.7
▲7.5
23.3
133.8
101.5
9.3

▲12.0
▲50.3
▲63.9
▲11.0
▲12.1
116.3
▲3.5
375.8

前年比（％）
1.7
▲7.9
▲12.8
▲32.5
▲14.9
64.5
▲10.5
40.3
▲18.2
▲3.0
75.6
▲9.5
34.6
38.4
126.9
25.6
6.1

前年比（％）
19.3
▲15.4
0.8
0.3

▲10.2
▲2.9
28.4
2.3

▲19.6
▲22.2
14.5
21.0
12.9
38.6
124.6
95.8
46.4

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

4.8
▲6.7
▲4.8
▲21.9
▲13.4
28.3
7.4
22.1
▲10.8
▲9.9
13.8
▲8.2
17.7
34.9
122.8
56.4
56.0

12,078
11,267
10,723
844
744
1,007
1,042
999
776
915
1,122
922
969
1,453
1,497
1,320
1,161

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
▲7.0
▲3.7
4.2
▲4.6
▲5.1
▲4.8
▲10.8
▲14.6
▲14.2
▲22.8
▲12.1
▲16.2
▲12.4
▲7.5
▲8.1
▲5.2

91.6
88.2
91.9
87.5
91.4
86.1
84.5
82.2
79.9
79.1
81.8
74.7
77.3
80.5
80.1
82.9

季調値 前年比（％）
▲0.1
6.4
4.8

▲11.5
▲8.0
▲2.9
9.1

▲18.5
▲23.5
▲1.9
2.1
21.2
9.8
7.1
25.6
33.3

100.7
107.1
112.2
100.9
111.1
101.7
114.1
96.4
87.1
115.9
119.9
131.2
125.7
127.2
133.1
137.4

季調値 前年比（％）
▲10.9
▲0.1
▲6.9
14.5
9.7
18.7
17.0
▲9.9
▲47.4
▲20.7
▲14.2
0.7
8.4
28.6
33.0
15.3

87.3
87.2
81.2
90.9
92.1
91.3
92.1
73.6
38.7
62.0
63.4
77.6
87.9
113.7
115.8
107.0

季調値 前年比（％）
2.7
8.9
5.9

▲27.1
▲41.1
▲11.7
45.1
▲33.6
13.9
▲11.4
25.4
90.4
67.9
8.2
▲8.8
75.0

104.0
113.2
119.9
93.7
83.0
91.1
129.9
84.8
99.1
168.3
188.1
189.1
207.2
135.7
110.1
175.1

季調値 前年比（％）
6.1
20.6
11.7
▲40.4
▲25.4
▲15.3
12.3
▲9.5
▲17.0
22.8
30.2
40.8
35.4
29.7
113.9
165.1

141.0
170.1
190.1
124.1
166.8
144.9
204.0
194.9
183.5
230.0
251.9
267.6
268.4
278.3
332.6
334.8

季調値 前年比（％）
▲0.3
▲3.7
▲0.0
▲1.7
▲0.5
3.9
1.5

▲25.4
▲32.6
▲30.1
▲30.9
▲26.3
▲31.5
▲28.9
▲29.0
▲19.5

100.2
96.5
96.5
94.8
95.9
95.0
96.5
73.9
64.4
69.2
67.8
68.3
66.3
69.2
68.4
77.1

季調値 前年比（％）
1.3
6.1
3.7

▲14.0
▲12.0
▲4.8
10.9
▲22.0
▲20.0
▲2.0
2.1
22.4
14.5
10.4
30.8
41.5

104.9
111.3
115.4
101.0
112.0
103.9
118.4
96.2
93.3
118.9
124.5
133.2
134.5
134.8
139.3
146.3

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

115,478
113,734
111,843
12,269
9,257
8,171
8,927
8,408
8,917
8,472
10,241
9,022
7,930
8,649
9,030
11,882
8,949

前年比（％）
▲2.3
0.0
0.0
0.8

▲15.0
▲7.5
3.1
5.5
0.6

▲12.8
▲13.2
0.1
4.8
6.8
▲3.5
▲13.1
23.0

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。漁業水揚金額は、長崎、佐世保、平戸、松浦の４市場の合計。
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車百貨店・スーパー
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

5.0
3.4
3.0
3.0
2.6
2.4
3.3
3.9
4.5
4.5
4.3
4.5
4.0
3.8
4.1
3.7
3.8

24,639
25,473
26,243
26,243
26,129
26,126
26,678
26,217
26,705
26,669
26,779
26,844
26,851
26,845
26,937
27,204
27,123

4.6
2.9
1.5
1.5
1.2
0.1
1.5
2.5
1.2
0.9
1.6
0.8
1.4
1.7
2.4
2.3
2.1

45,357
46,661
47,340
47,340
47,256
47,144
48,388
48,847
48,411
48,552
48,120
47,958
47,787
47,874
48,198
48,440
48,240

▲35.5
30.6
▲37.5
▲25.0
▲33.3
▲75.0
▲33.3
33.3
0.0

▲80.0
200.0
▲25.0
400.0
33.3
0.0
0.0
0.0

49
64
40
3
4
1
2
4
4
1
6
3
5
4
2
3
4

0.73
0.83
1.00
1.15
1.14
1.16
1.22
1.25
1.22
1.26
1.26
1.28
1.27
1.27
1.22
1.24
1.22

308,148
309,296
287,211
299,792
308,981
322,763
357,676
337,414
294,193
251,335
408,365
282,883
265,506
305,823
235,238
306,072
257,378

391,917
358,973
365,908
627,194
355,184
385,405
399,793
289,057
312,711
484,537
468,151
390,357
291,296
318,792
289,795
585,763
291,650

21,657
22,094
19,805
1,492
1,672
1,806
2,626
1,417
1,420
1,848
1,881
1,430
1,896
1,580
1,748
1,884
1,881

11.9
0.4
▲7.1
▲22.1
3.8
26.0
24.4
2.5
12.1
▲6.2
49.6
12.0
1.5

▲11.1
▲25.2
2.1

▲16.7

17.6
▲8.4
1.9

▲22.0
1.2
4.6
25.5
▲6.4
6.8
▲3.9
42.8
14.5
0.9
▲6.9
▲9.4
▲6.6
▲17.9

▲6.9
2.0

▲10.4
▲4.5
▲2.2
▲9.5
2.7
15.2
13.0
14.6
7.1
6.0
▲6.1
7.4
28.8
26.3
12.5

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
26,688
27,163
22,030
1,489
1,667
1,803
2,549
1,301
1,207
1,372
1,518
1,323
1,860
1,432
1,401
1,473
1,696

7.8
1.8

▲18.9
▲38.6
▲21.7
▲22.2
▲19.8
▲8.9
▲20.5
▲36.0
▲13.2
4.5
0.8
▲2.1
▲6.8
▲1.1
1.7

百万円 前年比（％）
2.4
▲1.5
▲1.7
▲2.7
▲0.7
0.4
▲5.4
▲3.6
▲2.3
▲2.7
▲1.2
▲4.5
▲5.0
▲2.6
▲0.5
▲3.2
▲3.3

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場財務省 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月 指数 前年比（％）
0.2
▲0.7
1.1
0.4
0.5
0.8
0.1
0.0
▲0.4
0.0
0.1
0.1
▲0.2
▲0.1
0.7
0.3
0.4

99.7
98.9
100.0
99.9
99.9
100.1
99.9
100.1
100.1
100.1
100.0
100.1
100.2
100.5
100.7
100.2
100.2

千人 前年比（％）
9.3
1.4
8.3
8.1
2.1
19.3
▲1.1
▲16.5
▲35.4
▲32.6
▲17.9
▲11.0
▲20.0
▲16.9
▲5.9
▲1.9
11.4

2,181
2,211
2,396
156
111
162
213
138
191
104
149
253
185
203
210
153
123

消費者物価指数
（2015年 =100）

億円 前年比（％）
▲14.3
53.0
▲21.4
26.5
▲28.7
47.1
▲37.5
▲60.9
▲42.8
▲3.5
▲17.1
52.7
107.9
▲57.8
▲69.6
27.6
5.0

688
1,052
826
42
42
35
28
51
53
62
42
47
73
66
29
53
44

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

23.2
▲2.7
▲11.4
▲10.0
▲11.6
▲39.7
▲16.5
114.2
106.7
10.4
▲3.7
▲24.6
46.1
30.2
20.3
18.5
55.9

9.9
▲1.2
▲17.7
▲1.8
▲17.3
▲3.1
▲21.8
▲42.7
▲39.4
▲42.3
▲38.4
▲28.6
▲17.1
▲13.6
26.4
9.2
16.6

▲8.6
14.2
▲12.2
▲67.3
3.7

▲23.1
262.8
90.3
68.2
20.4
▲46.1
126.3
▲7.4
8.0

▲46.7
▲21.6
▲17.1

1,973
1,920
1,701
81
79
59
174
440
142
165
198
141
235
186
127
96
124

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）
▲6.8
▲6.6
7.5
16.3
▲27.0
▲5.3
0.8
14.5
▲15.6
▲7.6
4.3
▲0.8
▲12.1
▲19.0
▲9.1
▲13.5
12.4

60,044
56,060
60,239
6,407
4,295
4,875
5,640
5,541
4,114
4,076
4,033
4,114
4,310
4,078
4,657
5,539
4,827

漁業水揚金額貿易

前年比（％）
1.1
14.3
▲37.5
▲37.0
172.7
273.7
▲16.7
125.0
▲71.6
12.5
▲25.3
▲50.0
523.1
▲34.4
174.3
45.1
▲23.3

前年比（％）
9.8

▲12.2
14.8
18.4
1.8

▲41.7
▲39.1
96.8
▲1.2
▲23.6
▲4.4
47.3
329.8
83.9
▲38.1
77.7
5.9

前年比（％）
2.8
▲5.5
▲1.1
23.4
12.1
▲9.2
▲3.2
4.6

▲11.9
2.0
▲4.0
15.2
7.8
29.3
▲10.6
▲2.4
▲5.6

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

5.0
▲5.7
▲0.3
10.8
37.1
▲11.0
▲22.3
54.8
▲14.0
▲12.2
▲5.6
27.9
127.6
36.0
▲15.6
34.1
▲13.3

6,661
6,283
6,262
493
772
412
527
619
419
563
575
638
833
608
520
661
669

出所 長崎県統計課 日本銀行長崎支店

総合 はん用・生産用機械 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月 前年比（％）
▲21.7
▲12.6
1.0
28.8
▲12.6
7.3
58.7
83.8
9.9
24.4
6.8
5.4
12.1
14.5
49.0
63.4

季調値
93.7
81.9
82.7
103.4
87.1
86.8
130.7
138.8
86.7
100.6
88.3
84.4
83.5
99.2
120.5
168.7

前年比（％）
▲39.5
▲6.9
▲27.2
▲20.1
1.0
▲5.2
▲9.8
5.7

▲11.6
▲28.2
▲23.9
▲15.5
▲6.9
▲2.3
11.6
8.9

季調値
49.2
45.8
33.3
33.2
43.2
42.9
32.5
36.8
28.9
22.3
22.6
24.9
28.2
31.6
37.3
36.1

前年比（％）
4.1
▲2.2
4.1
▲2.1
▲34.6
6.9
1.3
▲6.7
▲9.4
▲6.8
▲10.1
0.7
▲2.9
▲6.3
0.8
0.0

季調値
109.1
106.7
111.1
106.4
73.4
113.5
108.7
110.0
103.1
105.1
106.0
109.0
106.8
104.5
109.0
107.6

前年比（％）
30.7
45.7
▲9.6
▲36.6
▲30.8
▲26.4
▲19.0
▲48.1
▲47.9
▲41.0
▲45.5
▲24.5
▲24.5
▲14.1
6.2
▲3.3

季調値
84.9
123.6
111.7
76.3
75.0
63.0
91.8
71.9
78.0
78.5
69.7
84.7
84.9
79.6
79.4
80.1

前年比（％）
▲9.3
0.2
▲4.4
▲6.9
▲21.8
▲2.9
13.2
2.7

▲19.5
▲10.0
▲17.9
▲6.7
▲4.3
5.2
22.3
26.0

季調値
84.4
84.6
80.9
80.1
75.1
74.0
95.4
89.1
69.4
72.5
67.9
67.9
72.7
82.6
91.6
100.0

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

2.8
4.0
4.4
4.4
4.2
3.9
3.5
3.8
4.5
4.9
5.5
6.0
5.2
6.0
5.8
5.7
6.1

32,621
33,937
35,424
35,424
35,120
35,134
35,732
35,163
35,931
36,127
36,503
36,617
36,878
36,838
36,938
37,437
37,260

2.8
1.8
▲0.7
4.2
3.3
2.8
2.0
3.7
9.1
7.9
9.4
10.4
10.8
10.2
10.0
7.9
8.3

54,720
55,705
55,300
58,030
57,127
56,871
57,202
58,372
61,573
62,141
62,141
62,452
62,227
62,314
62,565
62,635
61,854

▲26.5
▲9.7
9.2

▲25.0
▲16.7
100.0
▲77.8
50.0
▲40.0
▲50.0
▲66.7
▲62.5
▲42.9
▲71.4
▲25.0
▲66.7
▲40.0

72
65
71
3
5
10
2
3
3
3
3
3
4
2
3
1
3

0.85
1.00
1.14
1.22
1.24
1.27
1.31
1.39
1.42
1.42
1.45
1.45
1.51
1.59
1.61
1.65
1.64

299,637
309,347
319,388
342,031
275,864
269,751
284,927
216,390
261,644
239,011
339,314
264,057
393,881
310,637
268,636
331,831
353,805

397,409
389,589
409,766
715,283
349,516
422,335
363,626
338,036
308,514
396,652
518,949
293,276
328,068
441,091
321,303
655,685
304,318

35,900
36,838
33,186
2,669
2,553
3,103
4,293
1,560
2,592
3,148
3,355
2,559
3,625
2,898
3,125
2,976
3,061

▲4.7
3.2
3.2
▲5.1
▲5.0
▲4.4
▲14.6
▲36.8
▲11.1
▲18.7
2.3

▲24.4
22.7
▲2.1
▲19.7
▲3.0
28.3

0.2
▲2.0
5.2
▲1.8
9.0
12.1
8.5
▲2.8
4.7

▲22.5
7.3

▲23.6
▲8.1
2.3

▲10.6
▲8.3
▲12.9

▲5.4
2.6
▲9.9
12.7
1.4
▲7.3
2.4

▲25.9
20.0
19.4
8.0
17.8
7.0
16.2
30.5
11.5
19.9

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
33,820
34,373
29,751
2,140
2,153
2,888
3,443
1,447
1,445
1,816
2,274
2,242
2,691
2,074
2,051
1,941
2,326

6.4
1.6

▲13.4
▲37.4
▲15.6
▲13.3
▲17.6
▲22.8
▲26.2
▲27.7
5.7
17.6
▲7.7
6.6

▲10.2
▲9.3
8.0

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
0.9
4.2
▲1.4
▲3.4
▲5.3
▲9.4
1.7

▲33.7
▲22.2
0.7
2.7
▲1.6
0.5
2.5
5.8
5.3
4.2

155,042
161,557
159,301
18,293
13,515
11,341
13,290
8,070
9,777
11,994
14,778
12,628
11,698
13,212
13,503
19,254
14,087

指数 前年比（％）
0.0
▲0.0
0.9
0.6
0.9
1.0
0.7
0.0
▲0.1
0.6
0.5
0.6
0.2
0.4
0.7
0.3
0.6

99.1
99.1
100.0
100.4
99.8
99.9
100.1
100.1
100.2
100.6
100.7
100.8
100.7
101.2
101.0
100.6
100.4

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）
13.6
▲5.5
▲8.0
▲47.6
▲44.6
▲51.8
▲55.2
75.9
178.5
▲0.4
9.2

189.4
▲59.0
128.6
18.6
163.4
▲0.1

1,183
1,118
1,029
50
46
62
43
148
117
98
113
227
55
178
58
132
46

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
42.6
▲20.0
▲11.4
8.9
4.9
▲9.4
8.8
44.1
▲6.2
31.4
▲41.5
53.1
11.3
10.4
37.7
124.0
52.2

4.9
6.5
0.1

▲24.7
▲10.4
▲15.0
▲32.6
▲41.5
▲27.8
11.3
▲43.9
▲46.7
▲11.1
▲6.7
▲12.3
▲12.6
▲9.7

47.1
▲0.5
8.4

▲19.1
▲10.1
▲5.3
▲1.6
▲15.7
▲35.3
13.6
▲23.5
▲19.3
▲15.1
▲8.7
▲16.8
20.6
3.2

2,575
2,060
1,825
134
117
67
197
151
85
173
142
255
243
223
230
299
179

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲19.7
30.0
▲12.3
▲42.7
▲7.5
23.3
133.8
101.5
9.3

▲12.0
▲50.3
▲63.9
▲11.0
▲12.1
116.3
▲3.5
375.8

前年比（％）
1.7
▲7.9
▲12.8
▲32.5
▲14.9
64.5
▲10.5
40.3
▲18.2
▲3.0
75.6
▲9.5
34.6
38.4
126.9
25.6
6.1

前年比（％）
19.3
▲15.4
0.8
0.3

▲10.2
▲2.9
28.4
2.3

▲19.6
▲22.2
14.5
21.0
12.9
38.6
124.6
95.8
46.4

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

4.8
▲6.7
▲4.8
▲21.9
▲13.4
28.3
7.4
22.1
▲10.8
▲9.9
13.8
▲8.2
17.7
34.9
122.8
56.4
56.0

12,078
11,267
10,723
844
744
1,007
1,042
999
776
915
1,122
922
969
1,453
1,497
1,320
1,161

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
▲7.0
▲3.7
4.2
▲4.6
▲5.1
▲4.8
▲10.8
▲14.6
▲14.2
▲22.8
▲12.1
▲16.2
▲12.4
▲7.5
▲8.1
▲5.2

91.6
88.2
91.9
87.5
91.4
86.1
84.5
82.2
79.9
79.1
81.8
74.7
77.3
80.5
80.1
82.9

季調値 前年比（％）
▲0.1
6.4
4.8

▲11.5
▲8.0
▲2.9
9.1

▲18.5
▲23.5
▲1.9
2.1
21.2
9.8
7.1
25.6
33.3

100.7
107.1
112.2
100.9
111.1
101.7
114.1
96.4
87.1
115.9
119.9
131.2
125.7
127.2
133.1
137.4

季調値 前年比（％）
▲10.9
▲0.1
▲6.9
14.5
9.7
18.7
17.0
▲9.9
▲47.4
▲20.7
▲14.2
0.7
8.4
28.6
33.0
15.3

87.3
87.2
81.2
90.9
92.1
91.3
92.1
73.6
38.7
62.0
63.4
77.6
87.9
113.7
115.8
107.0

季調値 前年比（％）
2.7
8.9
5.9

▲27.1
▲41.1
▲11.7
45.1
▲33.6
13.9
▲11.4
25.4
90.4
67.9
8.2
▲8.8
75.0

104.0
113.2
119.9
93.7
83.0
91.1
129.9
84.8
99.1
168.3
188.1
189.1
207.2
135.7
110.1
175.1

季調値 前年比（％）
6.1
20.6
11.7
▲40.4
▲25.4
▲15.3
12.3
▲9.5
▲17.0
22.8
30.2
40.8
35.4
29.7
113.9
165.1

141.0
170.1
190.1
124.1
166.8
144.9
204.0
194.9
183.5
230.0
251.9
267.6
268.4
278.3
332.6
334.8

季調値 前年比（％）
▲0.3
▲3.7
▲0.0
▲1.7
▲0.5
3.9
1.5

▲25.4
▲32.6
▲30.1
▲30.9
▲26.3
▲31.5
▲28.9
▲29.0
▲19.5

100.2
96.5
96.5
94.8
95.9
95.0
96.5
73.9
64.4
69.2
67.8
68.3
66.3
69.2
68.4
77.1

季調値 前年比（％）
1.3
6.1
3.7

▲14.0
▲12.0
▲4.8
10.9
▲22.0
▲20.0
▲2.0
2.1
22.4
14.5
10.4
30.8
41.5

104.9
111.3
115.4
101.0
112.0
103.9
118.4
96.2
93.3
118.9
124.5
133.2
134.5
134.8
139.3
146.3

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

115,478
113,734
111,843
12,269
9,257
8,171
8,927
8,408
8,917
8,472
10,241
9,022
7,930
8,649
9,030
11,882
8,949

前年比（％）
▲2.3
0.0
0.0
0.8

▲15.0
▲7.5
3.1
5.5
0.6

▲12.8
▲13.2
0.1
4.8
6.8
▲3.5
▲13.1
23.0

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
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2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12
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2015.12

5
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6
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5
4

2
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3

6
7
8
9
10
11
12
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5
4

2
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3

6
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8
9
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5
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2
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
大分市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 大分市貸家持家

出所 大分県統計調査課

総合 鉄鋼 はん用･生産用機械 電子部品 化学

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
3.0
3.7
▲3.2
▲1.7
5.8
11.3
8.7
6.3

▲20.8
▲8.1
▲5.6
▲1.8
▲13.1
▲12.6
2.1
▲5.3

102.7
106.5
103.1
124.1
120.4
129.1
128.2
123.2
107.6
116.6
121.7
119.8
115.4
114.3
127.3
120.5

1.0
▲2.4
▲0.5
6.3
▲2.1
6.1
▲8.5
▲7.6
▲3.1
▲3.3
0.1
5.1
▲2.3
▲3.4
2.5
▲1.7

97.3
96.6
99.6
95.9
98.4
100.3
98.6
99.8
92.0
95.1
99.6
98.6
96.1
94.8
100.1
96.7

▲2.6
▲0.7
3.1
▲2.7
▲5.0
1.3
▲5.2
▲3.7
▲10.6
▲6.8
▲1.4
0.9
▲1.1
▲4.4
6.9
0.1

106.1
103.6
103.1
106.5
100.0
102.0
94.9
99.2
106.2
101.1
101.3
111.1
96.6
99.2
103.1
103.7

84.8
83.5
103.1
81.3
82.5
83.0
72.7
89.1
91.5
80.2
90.3
88.2
88.9
79.4
83.5
79.3

▲23.7
▲1.5
23.4
1.7
▲9.5
▲6.6
▲18.8
▲5.2
1.6

▲10.6
▲2.6
4.0
26.4
▲8.8
1.6
▲2.6

106.6
96.5
103.1
100.8
101.3
96.8
100.3
101.3
82.9
94.5
108.6
101.0
94.2
91.5
103.6
97.0

10.4
▲9.4
6.8
▲0.1
▲5.5
▲3.5
▲14.9
▲9.4
▲30.3
▲17.7
7.9
▲9.4
▲5.7
▲6.5
5.3
▲2.6

95.5
93.5
93.1
86.3
91.0
96.4
94.7
94.5
87.9
87.1
91.5
93.5
89.0
88.9
93.6
91.7

▲3.8
▲2.1
▲0.4
▲9.2
▲8.4
1.2
▲4.2
▲3.8
▲8.0
▲10.0
▲3.1
2.4
▲0.2
▲3.0
9.4
5.6

104.0
93.7
95.8
94.8
97.5
94.3
90.8
92.3
92.5
92.4
97.8
92.4
92.5
94.8
92.9
94.4

1.6
▲9.9
2.2
3.4
4.2
1.3
▲1.8
▲5.2
▲8.0
▲4.2
0.3
▲6.4
▲2.7
▲0.4
0.1
▲0.5

21.5
▲16.3
▲4.7
▲38.5
▲21.3
▲1.8
▲29.3
▲13.9
▲42.1
▲35.1
▲26.7
▲24.2
▲5.8
1.1
15.8
40.1
22.7

22.3
5.4

▲28.7
▲43.4
▲36.6
▲21.2
▲43.6
▲42.9
▲36.2
▲47.8
▲35.8
▲37.9
▲37.7
▲31.2
▲6.5
▲1.4
5.7

1,732
1,403
1,331
63
79
60
113
148
48
58
138
89
184
206
78
85
81

24.1
▲19.0
▲5.1
▲21.5
▲15.8
15.7
47.4
▲44.4
▲49.3
▲38.2
24.0
▲14.9
11.8
44.9
15.9
35.1
2.9

1,006
700
848
102
44
123
63
56
74
61
49
89
35
49
65
72
21

58.5
▲30.5
21.2
75.0
6.4
97.0
▲19.5
22.4
▲24.2
▲28.5
▲61.6
106.0
▲52.7
17.1
39.9
▲29.4
▲51.2

7,431
6,165
7,254
595
462
448
637
428
777
791
618
575
618
675
488
622
536

11.4
▲17.0
17.7
26.9
▲18.9
▲29.1
18.8
▲10.6
49.1
25.8
▲38.9
44.5
5.3
15.8
▲31.6
4.5
16.0

21.9
▲10.8
17.5
56.7
▲25.4
▲49.6
12.4
78.8
76.4
65.8
▲45.1
148.5
▲15.6
24.0
▲50.5
▲30.5
93.8

16.0
▲18.9
3.2
2.6

▲12.4
▲11.2
8.2

▲25.0
16.1
19.5
▲12.9
▲8.2
2.1
12.9
2.5
17.5
▲3.8

▲18.8
▲27.1
59.6
21.6
▲15.9
10.6
86.8
▲52.9
▲31.7
▲64.5
▲62.0
▲6.1
215.6
▲6.3
▲48.2
184.4
▲74.5

100.1
99.0
100.0
100.0
99.5
99.8
99.7
100.1
100.4
100.3
100.0
100.0
100.2
100.6
100.5
100.1
99.9

0.2
▲1.1
1.0
0.6
0.3
0.7
0.2
0.2
▲0.1
0.2
▲0.1
▲0.4
▲0.2
0.1
0.4
0.2
0.4

113,980
113,025
110,621
12,836
9,335
8,237
9,420
8,180
8,605
8,447
10,483
8,921
7,898
8,924
9,103
12,604
9,155

▲1.0
▲0.8
▲2.1
1.2
▲0.1
▲0.7
▲1.5
▲2.1
▲0.6
2.5
4.1
▲1.0
▲2.9
▲1.3
0.2
▲1.8
▲1.9

24,796
25,450
23,101
1,614
1,762
2,187
3,008
1,575
1,647
2,118
2,257
1,683
2,192
1,776
1,955
2,048
2,033

▲3.8
2.6
▲9.2
▲5.7
▲9.1
▲6.6
▲0.7
1.5
12.0
6.6
10.6
1.8
0.1
9.4
17.6
26.9
15.4

22,690
25,200
20,343
1,321
1,521
1,879
3,011
1,099
1,014
1,175
1,333
1,134
1,571
1,354
1,394
1,304
1,635

6.3
11.1
▲19.3
▲50.9
▲24.9
▲17.7
5.6

▲14.5
▲24.2
▲29.0
▲15.3
▲9.4
▲14.6
▲2.6
▲8.8
▲1.3
7.5

448,318
424,746
426,416
804,497
373,032
423,294
326,558
397,461
304,653
614,623
408,101
391,352
312,737
368,919
351,743
755,548
357,263

▲3.6
▲5.3
0.4
2.9
6.4
1.3
▲6.4
4.8

▲20.7
24.8
▲17.9
1.4
▲0.9
▲8.5
4.1
▲6.1
▲4.2

342,834
316,410
314,339
314,162
275,368
280,567
296,002
323,669
303,265
392,327
295,980
285,802
291,758
256,085
273,140
324,333
317,051

0.3
▲7.7
▲0.7
▲5.3
▲18.9
▲15.0
▲15.7
▲5.5
6.7
22.6
6.7
5.6
11.0
▲5.8
▲33.0
3.2
15.1

0.78
0.90
1.08
1.20
1.17
1.17
1.19
1.22
1.23
1.25
1.31
1.34
1.36
1.38
1.37
1.43
1.42

▲13.4
▲27.6
45.2
▲50.0
▲28.6
▲57.1
▲28.6
0.0

▲33.3
▲33.3
33.3
▲33.3
▲66.7
▲100.0
▲40.0
▲50.0
▲20.0

58
42
61
2
5
3
5
6
2
2
8
2
2
0
3
1
4

34,726
35,354
36,029
36,029
35,746
35,664
36,365
36,555
36,424
36,916
36,743
36,520
36,354
36,542
36,826
37,217
36,781

3.0
1.8
1.9
1.9
1.9
1.3
2.0
2.9
1.7
2.6
3.7
2.6
2.6
2.5
3.9
3.3
2.9

21,712
22,620
23,415
23,415
23,309
23,405
23,519
23,420
23,437
23,514
23,548
23,534
23,659
23,499
23,409
23,671
23,558

2.2
4.2
3.5
3.5
3.1
3.0
3.2
3.6
3.4
3.0
2.7
2.7
2.4
1.8
1.2
1.1
1.1

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
佐賀市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 佐賀市貸家持家

出所 佐賀県統計分析課

総合 一般機械 電子部品 化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標佐賀 Saga

▲36.6
4.6
▲2.5
▲11.1
▲22.2
3.7
3.4
▲3.4
7.7
3.6
1.3
4.2
10.2
13.7
23.5
26.5

47.1
49.3
48.1
45.6
43.3
51.4
51.4
46.0
51.6
50.4
47.0
55.1
50.9
52.9
57.0
57.4

▲27.7
0.8
▲0.4
4.5
▲3.3
▲13.1
2.1
7.9

▲22.5
4.8

▲14.0
5.4

▲17.1
26.9
▲13.9
40.0

92.4
95.4
94.3
94.5
96.5
93.1
92.9
88.8
92.0
98.8
91.0
90.7
91.3
92.9
93.3
98.6

▲3.9
3.2
▲1.2
4.6
▲4.1
3.1
▲6.6
0.4
0.7
5.9
▲6.1
▲3.3
▲5.4
▲2.5
1.0
3.5

72.4
73.0
72.7
68.1
85.5
61.0
95.3
58.9
64.5
72.3
63.6
69.4
75.9
77.8
52.6
95.2

92.2
97.0
96.5
98.6
86.5
94.9
98.9
84.2
89.4
117.9
88.8
88.4
104.8
89.5
89.5
109.3

▲9.4
5.2
▲0.5
7.8

▲20.4
18.1
▲2.7
▲8.1
14.6
17.6
▲15.0
▲6.2
5.3

▲10.5
▲4.5
9.1

96.3
93.9
94.2
106.7
102.6
92.9
92.6
99.1
97.8
98.9
98.7
94.3
94.8
98.0
96.8
95.4

▲4.3
▲2.5
0.3
21.0
1.7
5.9
1.1
5.9
5.8
8.7
3.7
3.8
2.2
4.0
4.1

▲11.5

96.1
98.1
97.0
93.6
100.3
95.4
93.2
91.8
96.1
100.6
95.4
95.1
96.9
98.5
96.9
103.3

3.3
2.1
▲1.1
▲5.8
▲3.2
▲3.5
▲6.1
▲0.2
1.4
5.0
▲4.4
▲0.9
▲3.7
0.1
3.8
9.1

92.8
78.0
84.7
86.1
82.0
82.0
85.2
86.1
84.4
82.3
86.0
82.9
83.6
79.4
83.0
85.5

▲8.8
▲15.9
8.6
11.7
3.0
3.0
▲3.1
0.7
0.5
▲2.4
3.7
▲5.1
▲6.3
▲8.5
▲0.5
▲0.7

11.7
5.0
▲8.4
991.4
8.4
80.1
▲33.8
44.8
11.9
410.0
▲46.9
982.8
▲8.1
▲36.8
▲35.2
2.3

▲71.5

▲2.1
21.5
▲12.0
▲46.0
▲15.3
▲29.1
▲15.5
▲18.0
▲5.8
▲39.9
▲2.2
▲15.3
8.1

▲31.4
2.9
13.5
17.9

1,178
1,127
1,012
61
41
44
65
151
82
81
84
88
170
66
56
45
54

9.4
▲4.3
▲10.2
▲23.2
▲54.2
▲24.7
6.9

▲14.6
63.3
▲3.1
6.3

▲33.0
119.5
▲16.0
▲15.5
▲26.4
32.7

684
753
702
63
19
29
43
85
26
50
69
34
193
8
84
98
71

14.6
10.2
▲6.7
▲25.7
▲31.8
▲27.6
26.7
▲8.0
31.1
▲63.5
6.1

▲65.4
320.6
▲60.2
39.7
55.6
267.4

5,568
4,830
4,941
296
399
340
479
304
595
360
656
302
522
508
436
562
427

23.1
▲13.3
2.3

▲46.0
5.8

▲10.8
105.6
▲18.1
45.8
▲30.8
43.9
▲37.0
9.9
14.9
▲13.3
89.9
7.0

23.4
▲20.0
▲3.2
▲32.9
25.2
9.0
▲4.3
▲18.9
43.6
▲5.4
56.4
▲12.5
▲2.2
33.9
▲3.7
58.5
▲11.6

13.5
▲9.1
26.3
▲63.3
▲11.8
▲38.5
420.0
▲20.2
47.7
▲51.7
64.5
▲61.8
10.9
▲21.4
▲20.6
167.0
34.9

71.2
▲3.0
▲48.3
36.4
52.0
100.0
204.8
4.3
39.1
▲20.8
▲40.5
36.4
67.6
278.3
0.0

▲10.0
▲28.9

99.4
99.1
100.0
100.0
99.7
99.8
99.9
100.0
100.3
100.1
100.1
100.2
100.4
100.7
101.0
100.4
100.2

0.2
▲0.3
1.0
0.5
0.4
0.7
0.3
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.1
0.0
0.8
0.4
0.5

63,512
62,431
64,345
7,254
5,697
4,912
5,164
5,013
5,223
5,068
5,827
5,528
4,801
5,456
5,528
7,033
5,374

▲1.1
▲1.7
3.1
5.4
11.0
7.0
▲0.3
0.6
2.1
0.7
4.0
▲1.6
▲4.2
1.0
2.0
▲3.0
▲5.7

15,018
15,393
14,071
1,053
1,274
1,339
1,826
922
1,032
1,324
1,270
1,044
1,426
592
1,147
1,187
1,307

▲5.9
2.5
▲8.6
4.9
6.2
▲7.3
0.8
9.9
11.7
11.2
0.7
14.3
5.2

▲43.9
12.2
12.7
2.6

16,696
17,270
14,437
975
1,238
1,332
1,723
856
740
831
1,019
962
1,305
966
1,004
1,040
1,268

7.3
3.4

▲16.4
▲41.2
▲5.6
▲12.0
▲22.2
▲6.1
▲25.5
▲33.4
▲3.8
9.8
8.8

▲12.1
▲3.1
6.7
2.4

436,794
436,905
456,886
776,748
336,293
437,978
292,962
386,304
271,510
567,869
493,414
395,391
335,360
428,694
334,790
873,708
304,318

1.4
0.0
4.6
2.6
▲5.0
2.1

▲14.6
▲7.4
▲16.0
▲18.2
0.9

▲11.5
▲9.7
▲5.7
▲12.7
12.5
▲9.5

320,917
300,942
298,373
319,037
293,204
272,800
284,728
308,952
263,693
261,723
279,424
324,942
311,089
405,826
324,859
386,916
310,529

▲0.6
▲6.2
▲0.9
▲3.0
▲12.5
▲11.2
▲17.0
4.1

▲11.0
▲11.3
4.2
7.6
14.8
33.9
33.2
21.3
5.9

0.78
0.89
0.97
1.17
1.15
1.19
1.24
1.28
1.29
1.29
1.32
1.31
1.33
1.35
1.37
1.37
1.40

51
37
35
1
2
2
2
4
4
7
5
3
3
3
5
0
2

▲10.5
▲27.5
▲5.4
▲50.0
▲33.3
▲33.3
100.0
100.0
100.0
250.0
150.0
▲25.0
0.0

▲57.1
0.0

▲100.0
0.0

22,454
22,662
23,158
23,158
23,137
22,832
23,500
23,629
23,569
23,579
23,499
23,307
23,164
23,280
23,555
23,645
23,561

3.8
0.9
2.2
2.2
2.1
0.4
0.8
2.3
1.8
1.6
1.9
1.1
1.5
1.5
2.8
2.1
1.8

11,621
12,130
12,618
12,618
12,634
12,643
12,680
12,641
12,629
12,678
12,746
12,765
12,741
12,747
12,748
12,920
12,849

3.2
4.4
4.0
4.0
4.6
4.4
3.4
4.1
2.3
2.8
2.8
2.6
2.5
2.4
2.2
2.4
1.7

経済指標 大分 Oita

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
大分市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 大分市貸家持家

出所 大分県統計調査課

総合 鉄鋼 はん用･生産用機械 電子部品 化学

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
3.0
3.7
▲3.2
▲1.7
5.8
11.3
8.7
6.3

▲20.8
▲8.1
▲5.6
▲1.8
▲13.1
▲12.6
2.1
▲5.3

102.7
106.5
103.1
124.1
120.4
129.1
128.2
123.2
107.6
116.6
121.7
119.8
115.4
114.3
127.3
120.5

1.0
▲2.4
▲0.5
6.3
▲2.1
6.1
▲8.5
▲7.6
▲3.1
▲3.3
0.1
5.1
▲2.3
▲3.4
2.5
▲1.7

97.3
96.6
99.6
95.9
98.4
100.3
98.6
99.8
92.0
95.1
99.6
98.6
96.1
94.8
100.1
96.7

▲2.6
▲0.7
3.1
▲2.7
▲5.0
1.3
▲5.2
▲3.7
▲10.6
▲6.8
▲1.4
0.9
▲1.1
▲4.4
6.9
0.1

106.1
103.6
103.1
106.5
100.0
102.0
94.9
99.2
106.2
101.1
101.3
111.1
96.6
99.2
103.1
103.7

84.8
83.5
103.1
81.3
82.5
83.0
72.7
89.1
91.5
80.2
90.3
88.2
88.9
79.4
83.5
79.3

▲23.7
▲1.5
23.4
1.7
▲9.5
▲6.6
▲18.8
▲5.2
1.6

▲10.6
▲2.6
4.0
26.4
▲8.8
1.6
▲2.6

106.6
96.5
103.1
100.8
101.3
96.8
100.3
101.3
82.9
94.5
108.6
101.0
94.2
91.5
103.6
97.0

10.4
▲9.4
6.8
▲0.1
▲5.5
▲3.5
▲14.9
▲9.4
▲30.3
▲17.7
7.9
▲9.4
▲5.7
▲6.5
5.3
▲2.6

95.5
93.5
93.1
86.3
91.0
96.4
94.7
94.5
87.9
87.1
91.5
93.5
89.0
88.9
93.6
91.7

▲3.8
▲2.1
▲0.4
▲9.2
▲8.4
1.2
▲4.2
▲3.8
▲8.0
▲10.0
▲3.1
2.4
▲0.2
▲3.0
9.4
5.6

104.0
93.7
95.8
94.8
97.5
94.3
90.8
92.3
92.5
92.4
97.8
92.4
92.5
94.8
92.9
94.4

1.6
▲9.9
2.2
3.4
4.2
1.3
▲1.8
▲5.2
▲8.0
▲4.2
0.3
▲6.4
▲2.7
▲0.4
0.1
▲0.5

21.5
▲16.3
▲4.7
▲38.5
▲21.3
▲1.8
▲29.3
▲13.9
▲42.1
▲35.1
▲26.7
▲24.2
▲5.8
1.1
15.8
40.1
22.7

22.3
5.4

▲28.7
▲43.4
▲36.6
▲21.2
▲43.6
▲42.9
▲36.2
▲47.8
▲35.8
▲37.9
▲37.7
▲31.2
▲6.5
▲1.4
5.7

1,732
1,403
1,331
63
79
60
113
148
48
58
138
89
184
206
78
85
81

24.1
▲19.0
▲5.1
▲21.5
▲15.8
15.7
47.4
▲44.4
▲49.3
▲38.2
24.0
▲14.9
11.8
44.9
15.9
35.1
2.9

1,006
700
848
102
44
123
63
56
74
61
49
89
35
49
65
72
21

58.5
▲30.5
21.2
75.0
6.4
97.0
▲19.5
22.4
▲24.2
▲28.5
▲61.6
106.0
▲52.7
17.1
39.9
▲29.4
▲51.2

7,431
6,165
7,254
595
462
448
637
428
777
791
618
575
618
675
488
622
536

11.4
▲17.0
17.7
26.9
▲18.9
▲29.1
18.8
▲10.6
49.1
25.8
▲38.9
44.5
5.3
15.8
▲31.6
4.5
16.0

21.9
▲10.8
17.5
56.7
▲25.4
▲49.6
12.4
78.8
76.4
65.8
▲45.1
148.5
▲15.6
24.0
▲50.5
▲30.5
93.8

16.0
▲18.9
3.2
2.6

▲12.4
▲11.2
8.2

▲25.0
16.1
19.5
▲12.9
▲8.2
2.1
12.9
2.5
17.5
▲3.8

▲18.8
▲27.1
59.6
21.6
▲15.9
10.6
86.8
▲52.9
▲31.7
▲64.5
▲62.0
▲6.1
215.6
▲6.3
▲48.2
184.4
▲74.5

100.1
99.0
100.0
100.0
99.5
99.8
99.7
100.1
100.4
100.3
100.0
100.0
100.2
100.6
100.5
100.1
99.9

0.2
▲1.1
1.0
0.6
0.3
0.7
0.2
0.2
▲0.1
0.2
▲0.1
▲0.4
▲0.2
0.1
0.4
0.2
0.4

113,980
113,025
110,621
12,836
9,335
8,237
9,420
8,180
8,605
8,447
10,483
8,921
7,898
8,924
9,103
12,604
9,155

▲1.0
▲0.8
▲2.1
1.2
▲0.1
▲0.7
▲1.5
▲2.1
▲0.6
2.5
4.1
▲1.0
▲2.9
▲1.3
0.2
▲1.8
▲1.9

24,796
25,450
23,101
1,614
1,762
2,187
3,008
1,575
1,647
2,118
2,257
1,683
2,192
1,776
1,955
2,048
2,033

▲3.8
2.6
▲9.2
▲5.7
▲9.1
▲6.6
▲0.7
1.5
12.0
6.6
10.6
1.8
0.1
9.4
17.6
26.9
15.4

22,690
25,200
20,343
1,321
1,521
1,879
3,011
1,099
1,014
1,175
1,333
1,134
1,571
1,354
1,394
1,304
1,635

6.3
11.1
▲19.3
▲50.9
▲24.9
▲17.7
5.6

▲14.5
▲24.2
▲29.0
▲15.3
▲9.4
▲14.6
▲2.6
▲8.8
▲1.3
7.5

448,318
424,746
426,416
804,497
373,032
423,294
326,558
397,461
304,653
614,623
408,101
391,352
312,737
368,919
351,743
755,548
357,263

▲3.6
▲5.3
0.4
2.9
6.4
1.3
▲6.4
4.8

▲20.7
24.8
▲17.9
1.4
▲0.9
▲8.5
4.1
▲6.1
▲4.2

342,834
316,410
314,339
314,162
275,368
280,567
296,002
323,669
303,265
392,327
295,980
285,802
291,758
256,085
273,140
324,333
317,051

0.3
▲7.7
▲0.7
▲5.3
▲18.9
▲15.0
▲15.7
▲5.5
6.7
22.6
6.7
5.6
11.0
▲5.8
▲33.0
3.2
15.1

0.78
0.90
1.08
1.20
1.17
1.17
1.19
1.22
1.23
1.25
1.31
1.34
1.36
1.38
1.37
1.43
1.42

▲13.4
▲27.6
45.2
▲50.0
▲28.6
▲57.1
▲28.6
0.0

▲33.3
▲33.3
33.3
▲33.3
▲66.7
▲100.0
▲40.0
▲50.0
▲20.0

58
42
61
2
5
3
5
6
2
2
8
2
2
0
3
1
4

34,726
35,354
36,029
36,029
35,746
35,664
36,365
36,555
36,424
36,916
36,743
36,520
36,354
36,542
36,826
37,217
36,781

3.0
1.8
1.9
1.9
1.9
1.3
2.0
2.9
1.7
2.6
3.7
2.6
2.6
2.5
3.9
3.3
2.9

21,712
22,620
23,415
23,415
23,309
23,405
23,519
23,420
23,437
23,514
23,548
23,534
23,659
23,499
23,409
23,671
23,558

2.2
4.2
3.5
3.5
3.1
3.0
3.2
3.6
3.4
3.0
2.7
2.7
2.4
1.8
1.2
1.1
1.1

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
佐賀市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 佐賀市貸家持家

出所 佐賀県統計分析課

総合 一般機械 電子部品 化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標佐賀 Saga

▲36.6
4.6
▲2.5
▲11.1
▲22.2
3.7
3.4
▲3.4
7.7
3.6
1.3
4.2
10.2
13.7
23.5
26.5

47.1
49.3
48.1
45.6
43.3
51.4
51.4
46.0
51.6
50.4
47.0
55.1
50.9
52.9
57.0
57.4

▲27.7
0.8
▲0.4
4.5
▲3.3
▲13.1
2.1
7.9

▲22.5
4.8

▲14.0
5.4

▲17.1
26.9
▲13.9
40.0

92.4
95.4
94.3
94.5
96.5
93.1
92.9
88.8
92.0
98.8
91.0
90.7
91.3
92.9
93.3
98.6

▲3.9
3.2
▲1.2
4.6
▲4.1
3.1
▲6.6
0.4
0.7
5.9
▲6.1
▲3.3
▲5.4
▲2.5
1.0
3.5

72.4
73.0
72.7
68.1
85.5
61.0
95.3
58.9
64.5
72.3
63.6
69.4
75.9
77.8
52.6
95.2

92.2
97.0
96.5
98.6
86.5
94.9
98.9
84.2
89.4
117.9
88.8
88.4
104.8
89.5
89.5
109.3

▲9.4
5.2
▲0.5
7.8

▲20.4
18.1
▲2.7
▲8.1
14.6
17.6
▲15.0
▲6.2
5.3

▲10.5
▲4.5
9.1

96.3
93.9
94.2
106.7
102.6
92.9
92.6
99.1
97.8
98.9
98.7
94.3
94.8
98.0
96.8
95.4

▲4.3
▲2.5
0.3
21.0
1.7
5.9
1.1
5.9
5.8
8.7
3.7
3.8
2.2
4.0
4.1

▲11.5

96.1
98.1
97.0
93.6
100.3
95.4
93.2
91.8
96.1
100.6
95.4
95.1
96.9
98.5
96.9
103.3

3.3
2.1
▲1.1
▲5.8
▲3.2
▲3.5
▲6.1
▲0.2
1.4
5.0
▲4.4
▲0.9
▲3.7
0.1
3.8
9.1

92.8
78.0
84.7
86.1
82.0
82.0
85.2
86.1
84.4
82.3
86.0
82.9
83.6
79.4
83.0
85.5

▲8.8
▲15.9
8.6
11.7
3.0
3.0
▲3.1
0.7
0.5
▲2.4
3.7
▲5.1
▲6.3
▲8.5
▲0.5
▲0.7

11.7
5.0
▲8.4
991.4
8.4
80.1
▲33.8
44.8
11.9
410.0
▲46.9
982.8
▲8.1
▲36.8
▲35.2
2.3

▲71.5

▲2.1
21.5
▲12.0
▲46.0
▲15.3
▲29.1
▲15.5
▲18.0
▲5.8
▲39.9
▲2.2
▲15.3
8.1

▲31.4
2.9
13.5
17.9

1,178
1,127
1,012
61
41
44
65
151
82
81
84
88
170
66
56
45
54

9.4
▲4.3
▲10.2
▲23.2
▲54.2
▲24.7
6.9

▲14.6
63.3
▲3.1
6.3

▲33.0
119.5
▲16.0
▲15.5
▲26.4
32.7

684
753
702
63
19
29
43
85
26
50
69
34
193
8
84
98
71

14.6
10.2
▲6.7
▲25.7
▲31.8
▲27.6
26.7
▲8.0
31.1
▲63.5
6.1

▲65.4
320.6
▲60.2
39.7
55.6
267.4

5,568
4,830
4,941
296
399
340
479
304
595
360
656
302
522
508
436
562
427

23.1
▲13.3
2.3

▲46.0
5.8

▲10.8
105.6
▲18.1
45.8
▲30.8
43.9
▲37.0
9.9
14.9
▲13.3
89.9
7.0

23.4
▲20.0
▲3.2
▲32.9
25.2
9.0
▲4.3
▲18.9
43.6
▲5.4
56.4
▲12.5
▲2.2
33.9
▲3.7
58.5
▲11.6

13.5
▲9.1
26.3
▲63.3
▲11.8
▲38.5
420.0
▲20.2
47.7
▲51.7
64.5
▲61.8
10.9
▲21.4
▲20.6
167.0
34.9

71.2
▲3.0
▲48.3
36.4
52.0
100.0
204.8
4.3
39.1
▲20.8
▲40.5
36.4
67.6
278.3
0.0

▲10.0
▲28.9

99.4
99.1
100.0
100.0
99.7
99.8
99.9
100.0
100.3
100.1
100.1
100.2
100.4
100.7
101.0
100.4
100.2

0.2
▲0.3
1.0
0.5
0.4
0.7
0.3
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.1
0.0
0.8
0.4
0.5

63,512
62,431
64,345
7,254
5,697
4,912
5,164
5,013
5,223
5,068
5,827
5,528
4,801
5,456
5,528
7,033
5,374

▲1.1
▲1.7
3.1
5.4
11.0
7.0
▲0.3
0.6
2.1
0.7
4.0
▲1.6
▲4.2
1.0
2.0
▲3.0
▲5.7

15,018
15,393
14,071
1,053
1,274
1,339
1,826
922
1,032
1,324
1,270
1,044
1,426
592
1,147
1,187
1,307

▲5.9
2.5
▲8.6
4.9
6.2
▲7.3
0.8
9.9
11.7
11.2
0.7
14.3
5.2

▲43.9
12.2
12.7
2.6

16,696
17,270
14,437
975
1,238
1,332
1,723
856
740
831
1,019
962
1,305
966
1,004
1,040
1,268

7.3
3.4

▲16.4
▲41.2
▲5.6
▲12.0
▲22.2
▲6.1
▲25.5
▲33.4
▲3.8
9.8
8.8

▲12.1
▲3.1
6.7
2.4

436,794
436,905
456,886
776,748
336,293
437,978
292,962
386,304
271,510
567,869
493,414
395,391
335,360
428,694
334,790
873,708
304,318

1.4
0.0
4.6
2.6
▲5.0
2.1

▲14.6
▲7.4
▲16.0
▲18.2
0.9

▲11.5
▲9.7
▲5.7
▲12.7
12.5
▲9.5

320,917
300,942
298,373
319,037
293,204
272,800
284,728
308,952
263,693
261,723
279,424
324,942
311,089
405,826
324,859
386,916
310,529

▲0.6
▲6.2
▲0.9
▲3.0
▲12.5
▲11.2
▲17.0
4.1

▲11.0
▲11.3
4.2
7.6
14.8
33.9
33.2
21.3
5.9

0.78
0.89
0.97
1.17
1.15
1.19
1.24
1.28
1.29
1.29
1.32
1.31
1.33
1.35
1.37
1.37
1.40

51
37
35
1
2
2
2
4
4
7
5
3
3
3
5
0
2

▲10.5
▲27.5
▲5.4
▲50.0
▲33.3
▲33.3
100.0
100.0
100.0
250.0
150.0
▲25.0
0.0

▲57.1
0.0

▲100.0
0.0

22,454
22,662
23,158
23,158
23,137
22,832
23,500
23,629
23,569
23,579
23,499
23,307
23,164
23,280
23,555
23,645
23,561

3.8
0.9
2.2
2.2
2.1
0.4
0.8
2.3
1.8
1.6
1.9
1.1
1.5
1.5
2.8
2.1
1.8

11,621
12,130
12,618
12,618
12,634
12,643
12,680
12,641
12,629
12,678
12,746
12,765
12,741
12,747
12,748
12,920
12,849

3.2
4.4
4.0
4.0
4.6
4.4
3.4
4.1
2.3
2.8
2.8
2.6
2.5
2.4
2.2
2.4
1.7

経済指標 大分 Oita

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
宮崎市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 宮崎市貸家持家

出所 宮崎県総合政策部統計調査課

総合 電気･情報通信化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標宮崎 Miyazaki

▲7.1
8.1
0.9

▲18.2
▲11.2
8.1
▲8.9
▲6.8
34.3
▲36.7
▲4.4
4.4
▲5.7
0.1

▲13.9
14.9

94.4
102.1
103.1
85.5
93.6
98.5
94.0
95.1
122.6
66.2
97.7
102.7
92.4
97.2
92.4
98.4

8.1
11.3
21.9
▲7.1
▲7.9
▲0.7
▲9.7
▲18.6
▲19.2
▲16.2
▲8.8
▲12.8
2.0
24.9
▲0.3
▲9.5

98.2
102.0
101.1
97.0
100.0
98.5
99.0
99.9
98.5
98.1
99.7
102.3
99.6
102.4
100.3
98.0

0.0
3.9
▲0.9
▲6.4
▲5.6
▲0.4
▲3.2
0.2
▲2.2
▲4.8
▲5.4
3.1
1.6
3.8
▲1.4
0.1

76.0
84.5
103.1
94.5
96.1
97.4
90.3
88.9
80.6
85.8
94.1
82.0
93.7
99.9
92.9
86.3

131.9
135.6
127.5
126.0
125.4
120.4
120.0
122.0
119.8
127.8
127.7
125.2
128.6
128.2
117.8
118.8

8.0
2.8
▲6.0
▲5.9
▲5.4
▲7.2
▲8.7
▲5.9
▲5.3
0.1
1.7
5.4
2.3
2.2
▲3.0
▲6.3

104.2
108.3
103.3
102.9
103.2
101.4
104.4
110.3
105.2
113.4
104.2
115.1
104.4
102.7
104.0
105.9

▲0.1
3.9
▲4.6
▲1.5
▲2.1
3.3
4.5
19.7
3.0
5.8

▲12.9
10.5
1.6
▲2.6
1.0
2.0

105.5
104.9
105.0
104.1
108.3
105.8
101.0
105.9
99.0
101.3
108.6
111.0
111.7
107.2
104.5
96.9

2.6
▲0.6
0.1
▲1.9
2.5
9.4
1.7
▲0.5
▲3.8
▲9.0
1.9
8.7
7.8
▲4.4
▲0.2
▲7.6

109.0
116.2
122.8
120.0
119.0
117.6
118.0
119.5
120.5
121.1
118.6
118.7
116.8
118.3
116.5
115.3

▲6.4
6.6
5.7
▲1.6
▲3.1
▲2.8
▲6.2
▲4.8
▲3.7
▲2.5
▲3.3
▲2.3
▲4.1
▲1.7
▲5.1
▲3.9

22.1
6.9
8.6

▲17.7
▲14.2
▲25.6
▲26.9
▲1.0
▲20.8
▲21.6
▲25.1
▲29.2
▲31.1
▲30.8
▲22.4
▲20.2
▲24.6

0.6
22.9
0.9

▲21.0
▲35.2
40.0
▲32.1
▲21.6
▲17.3
▲23.1
▲20.4
▲31.9
▲7.8
▲42.5
▲19.2
0.6
55.4

1,695
1,479
1,097
58
110
72
152
107
113
97
117
114
155
114
55
65
79

24.2
▲12.8
▲25.9
▲33.6
35.0
29.9
50.8
61.0
81.6
6.6
▲5.4
6.7
23.4
▲19.2
▲33.1
13.7
▲28.8

735
619
637
34
114
22
21
21
70
43
65
42
57
135
39
41
28

41.2
▲15.8
3.0
30.2
465.7
▲79.2
▲77.0
▲77.2
123.7
1.0
59.5
▲22.4
69.3
223.2
▲20.7
21.1
▲75.7

7,869
6,440
6,443
483
409
580
631
708
594
503
560
724
600
604
666
758
413

16.5
▲18.2
0.0
16.4
▲2.2
27.5
68.3
▲0.4
26.7
▲13.1
3.3
5.1
▲9.0
11.0
28.3
56.9
1.0

16.6
▲15.8
0.1
20.7
2.5
▲2.5
28.2
▲4.5
9.0
▲6.4
24.2
▲2.5
15.5
18.3
▲20.1
28.6
▲24.4

14.7
▲18.5
0.1
▲5.0
13.8
99.2
150.0
▲9.2
10.9
▲16.4
▲12.1
3.2

▲18.3
20.4
107.9
56.4
61.7

30.9
▲24.6
▲0.9
24.4
▲37.5
13.4
75.5
95.6
176.6
▲31.9
▲3.8
54.4
▲34.7
▲23.7
86.8
249.0
▲8.0

100.1
99.1
100.0
99.9
99.5
99.6
99.7
99.7
100.2
100.3
100.3
100.2
100.7
101.1
101.0
100.7
100.6

0.2
▲1.0
0.9
0.3
0.1
0.4
0.0
▲0.3
▲0.1
▲0.1
0.4
▲0.1
0.1
0.7
1.0
0.7
1.1

74,743
73,975
74,458
8,786
5,920
5,189
5,756
5,503
6,029
5,524
6,565
6,007
5,192
5,826
6,092
8,386
5,997

▲0.8
▲1.0
0.7
3.5
▲1.5
▲2.2
▲5.5
▲6.7
▲2.5
▲0.2
▲2.1
▲5.6
▲4.1
▲3.7
▲0.5
▲4.6
1.3

▲9.2
1.1
▲9.5
5.1
0.9
▲8.4
▲6.8
22.6
12.4
14.6
▲3.7
0.9
3.8
▲1.4
26.7
15.3
14.2

21,773
22,004
19,924
1,407
1,629
1,767
2,330
1,502
1,533
1,801
1,788
1,521
1,973
1,565
1,852
1,622
1,861

21,911
23,607
19,053
1,221
1,379
1,639
2,333
911
972
1,018
1,197
1,001
1,486
1,172
1,189
1,219
1,320

4.9
7.7

▲19.3
▲38.2
▲23.6
▲24.6
▲10.3
▲31.3
▲26.4
▲35.7
▲16.4
▲8.2
▲18.1
▲15.4
▲8.5
▲0.2
▲4.3

367,510
327,618
367,971
838,245
321,178
346,533
316,800
369,384
305,462
550,385
423,167
332,631
291,182
336,636
305,183
632,685
312,448

12.5
▲10.9
12.3
77.8
25.5
▲2.2
2.8
8.8
13.7
14.5
32.5
5.6
▲4.7
1.4
2.4

▲24.5
▲2.7

293,817
276,273
267,725
352,664
362,596
277,343
407,450
367,077
323,512
301,035
297,129
277,695
325,336
316,538
257,669
362,157
386,229

11.6
▲6.0
▲3.1
20.9
43.9
10.2
35.0
33.0
14.7
28.7
15.3
0.8
35.6
26.3
7.7
2.7
6.5

0.77
0.93
0.94
1.20
1.17
1.20
1.24
1.29
1.34
1.36
1.37
1.40
1.38
1.39
1.41
1.40
1.45

38
42
39
5
2
1
1
3
1
5
2
2
5
4
4
1
2

▲44.1
10.5
▲7.1
150.0
100.0
▲50.0
0.0

▲40.0
▲75.0
66.7
▲33.3
▲33.3
25.0
▲20.0
33.3
▲80.0
0.0

27,246
28,395
29,666
29,666
29,260
29,766
29,908
29,872
29,743
30,091
29,728
29,984
29,919
29,982
30,122
30,469
30,449

5.0
4.2
4.5
4.5
3.7
4.7
3.4
2.8
2.1
2.6
2.5
3.1
2.6
3.0
3.1
2.7
4.1

19,859
21,550
23,138
23,138
22,979
23,067
23,315
23,164
23,068
23,166
23,222
23,316
23,427
23,486
23,744
24,227
24,124

7.8
8.5
7.4
7.4
7.3
7.1
6.6
7.0
5.4
6.4
5.9
6.1
4.7
4.4
5.4
4.7
5.0

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
鹿児島市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 鹿児島市貸家持家

出所 鹿児島県統計課

総合 電気･情報通信 電子部品 窯業・土石製品 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
▲19.4
▲8.0
4.0

▲19.9
▲16.8
▲14.8
▲20.6
▲16.5
▲7.5
▲5.2
10.2
15.2
▲0.4
3.0
5.3
8.1

49.8
45.8
47.6
41.5
46.6
41.1
40.9
43.3
44.2
45.7
52.9
50.3
45.2
45.6
44.7
45.8

13.4
▲15.7
▲15.9
11.4
12.2
8.2
35.9
1.0
3.3
10.2
9.9
52.1
30.5
15.1
19.0
10.0

87.5
88.6
86.3
81.4
85.5
85.6
82.3
83.7
84.9
85.5
88.6
92.5
92.1
89.7
88.7
91.2

▲1.4
1.3
▲2.6
▲8.1
▲6.0
▲0.5
▲6.9
▲5.5
▲1.4
▲0.9
▲1.2
11.4
10.3
2.5
6.0
10.7

120.3
101.4
85.2
90.4
95.3
94.1
106.3
90.7
89.1
91.5
95.8
116.0
107.9
101.3
102.7
100.8

89.7
92.2
91.9
84.5
95.3
102.3
91.7
94.2
91.3
102.5
108.3
102.1
108.0
112.5
108.6
114.2

14.5
2.8
▲0.3
▲12.3
▲13.1
▲0.8
▲12.5
▲8.2
▲8.6
6.8
20.1
24.0
43.2
41.7
31.6
33.9

102.9
104.4
101.6
95.4
97.6
100.1
97.2
97.5
100.1
94.0
100.0
109.4
109.7
105.8
101.5
100.3

1.3
1.5
▲2.7
▲7.9
▲6.5
3.0
▲6.0
▲2.9
▲0.8
▲9.9
▲9.4
7.8
12.8
0.9
2.0
4.1

91.6
90.5
88.8
87.7
88.8
89.0
86.2
90.3
87.7
91.4
90.7
92.3
87.9
88.8
89.8
93.1

▲2.8
▲1.2
▲1.9
▲2.5
▲3.8
0.9
▲3.6
▲0.5
▲0.4
7.5
▲1.6
7.3
0.9
▲2.2
2.6
4.8

121.0
131.7
142.8
138.1
139.5
139.6
140.6
132.9
132.0
131.0
126.5
123.0
123.6
124.9
121.2
119.0

13.7
8.8
8.4
2.5
2.0
4.5
4.7
▲1.6
▲0.2
▲14.5
▲17.4
▲21.7
▲18.7
▲14.5
▲14.9
▲13.8

81.1
4.6

▲15.0
18.4
▲3.9
11.7
3.4
9.1
▲9.5
▲47.8
▲17.7
32.0
▲72.7
101.5
▲24.9
▲38.7
▲17.7

21.6
▲3.2
▲31.7
▲44.9
▲53.2
▲37.3
▲46.6
▲39.0
▲27.0
▲20.5
▲15.0
13.7
▲36.4
▲35.4
13.5
10.8
47.6

2,494
2,322
1,982
170
81
106
173
158
150
224
188
220
254
213
168
125
89

5.0
▲6.9
▲14.6
13.9
▲22.0
9.7
14.8
8.6
23.5
28.1
▲15.7
20.1
8.8
▲8.7
14.8
▲26.4
9.8

1,075
965
864
52
144
45
60
113
71
74
98
134
109
72
197
156
106

1.1
▲10.2
▲10.5
7.0

149.1
▲21.2
▲15.4
▲0.2
17.7
▲19.5
19.2
68.1
105.5
▲24.2
299.1
198.9
▲26.5

11,307
9,980
10,578
837
831
849
1,123
883
760
1,099
1,067
1,153
1,074
1,050
908
816
754

16.6
▲11.7
6.0

▲15.1
21.7
7.7
45.8
▲4.7
▲4.9
▲5.0
15.6
21.8
27.7
11.5
▲5.8
▲2.5
▲9.3

20.2
▲21.0
0.8

▲7.6
▲5.9
▲10.4
14.5
▲10.6
12.6
9.7
10.4
7.9
0.2

▲7.4
6.5
21.5
21.0

17.5
▲6.1
14.9
▲12.7
37.3
▲2.2
▲53.3
▲8.3
▲5.3
2.6

▲17.0
27.1
64.0
31.7
▲12.7
▲13.5
▲21.0

1.4
12.4
▲7.7
▲40.2
52.3
129.8
736.2
101.8
▲35.7
▲59.0
313.1
52.7
14.8
▲18.0
▲19.8
▲23.8
▲29.4

99.4
98.8
100.0
99.9
99.5
99.6
99.8
99.9
100.1
99.9
100.0
100.0
100.3
100.6
100.7
100.3
100.2

0.1
▲0.6
1.2
0.4
0.2
0.5
0.2
▲0.1
▲0.1
▲0.1
▲0.3
▲0.4
▲0.2
0.1
0.6
0.4
0.7

156,589
156,274
155,870
18,110
12,311
11,108
12,647
11,998
12,771
11,341
14,439
12,402
11,137
12,748
13,542
18,067
12,451

▲0.0
▲0.2
▲0.3
▲1.1
0.5
3.8
▲3.5
▲1.9
▲0.3
▲1.6
0.8
▲4.3
▲1.8
▲2.4
0.8
▲0.2
1.1

30,442
31,427
28,786
2,254
1,956
2,495
3,706
1,937
1,881
2,507
2,760
2,150
2,752
2,205
2,683
2,741
2,227

▲5.6
3.2
▲8.4
▲0.8
▲11.5
▲1.1
▲2.7
4.0
4.6
8.0
4.9
2.8
▲4.3
1.0
20.4
21.6
13.9

27,432
29,256
24,252
1,527
2,067
2,146
3,710
1,277
1,331
1,494
1,710
1,534
2,050
1,603
1,495
1,588
1,860

4.6
6.6

▲17.1
▲46.5
▲15.4
▲20.0
7.2

▲23.5
▲21.6
▲19.4
▲7.4
▲7.5
▲6.3
▲0.6
▲7.3
4.0

▲10.0

465,539
435,987
446,776
779,390
347,676
426,068
331,626
343,744
290,162
599,482
411,516
383,038
351,687
435,571
359,760
885,578
410,108

6.2
▲6.3
2.5
4.4
▲6.7
2.6

▲20.4
▲11.7
▲20.6
5.1

▲20.5
▲13.7
6.4
▲3.5
16.4
13.6
18.0

338,203
327,504
311,771
302,114
306,910
271,855
294,534
342,756
293,128
336,882
321,975
348,904
322,451
323,554
291,128
375,368
315,502

2.2
▲3.2
▲4.8
▲14.2
5.9
▲2.0
▲8.6
5.3

▲12.8
8.1
0.5

▲19.8
14.9
11.9
15.9
24.2
2.8

0.71
0.75
0.89
0.99
1.00
1.01
1.00
1.05
1.09
1.12
1.11
1.12
1.12
1.16
1.16
1.19
1.19

76
75
64
4
7
7
6
4
4
6
7
6
8
4
5
5
3

5.6
▲1.3
▲14.7
100.0
▲12.5
75.0
0.0

▲50.0
▲42.9
20.0
16.7
20.0
60.0
100.0
25.0
25.0
▲57.1

41,032
42,403
43,634
43,634
43,190
43,641
43,225
44,519
44,173
44,414
44,077
44,201
43,757
43,853
44,030
44,857
44,397

4.5
3.3
2.9
2.9
2.4
2.4
1.1
1.6
1.5
2.1
2.9
2.1
2.0
1.9
1.6
2.8
2.8

29,574
31,603
33,074
33,074
33,092
33,151
33,646
33,540
33,542
33,667
33,891
33,965
34,026
34,158
34,294
34,839
34,771

5.0
6.9
4.7
4.7
4.9
4.8
6.0
6.1
5.8
5.8
5.9
5.8
5.4
5.3
4.8
5.3
5.1

経済指標 鹿児島 Kagoshima

電子部品

鉱工業生産指数（2010年 =100）
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2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

2015 年
2014 年
2013 年

2015.12

5
4

2
2016. 1

2017. 1

3

6
7
8
9
10
11
12

90FFG MONTHLY SURVEY Vol.99



出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
宮崎市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 宮崎市貸家持家

出所 宮崎県総合政策部統計調査課

総合 電気･情報通信化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標宮崎 Miyazaki

▲7.1
8.1
0.9

▲18.2
▲11.2
8.1
▲8.9
▲6.8
34.3
▲36.7
▲4.4
4.4
▲5.7
0.1

▲13.9
14.9

94.4
102.1
103.1
85.5
93.6
98.5
94.0
95.1
122.6
66.2
97.7
102.7
92.4
97.2
92.4
98.4

8.1
11.3
21.9
▲7.1
▲7.9
▲0.7
▲9.7
▲18.6
▲19.2
▲16.2
▲8.8
▲12.8
2.0
24.9
▲0.3
▲9.5

98.2
102.0
101.1
97.0
100.0
98.5
99.0
99.9
98.5
98.1
99.7
102.3
99.6
102.4
100.3
98.0

0.0
3.9
▲0.9
▲6.4
▲5.6
▲0.4
▲3.2
0.2
▲2.2
▲4.8
▲5.4
3.1
1.6
3.8
▲1.4
0.1

76.0
84.5
103.1
94.5
96.1
97.4
90.3
88.9
80.6
85.8
94.1
82.0
93.7
99.9
92.9
86.3

131.9
135.6
127.5
126.0
125.4
120.4
120.0
122.0
119.8
127.8
127.7
125.2
128.6
128.2
117.8
118.8

8.0
2.8
▲6.0
▲5.9
▲5.4
▲7.2
▲8.7
▲5.9
▲5.3
0.1
1.7
5.4
2.3
2.2
▲3.0
▲6.3

104.2
108.3
103.3
102.9
103.2
101.4
104.4
110.3
105.2
113.4
104.2
115.1
104.4
102.7
104.0
105.9

▲0.1
3.9
▲4.6
▲1.5
▲2.1
3.3
4.5
19.7
3.0
5.8

▲12.9
10.5
1.6
▲2.6
1.0
2.0

105.5
104.9
105.0
104.1
108.3
105.8
101.0
105.9
99.0
101.3
108.6
111.0
111.7
107.2
104.5
96.9

2.6
▲0.6
0.1
▲1.9
2.5
9.4
1.7
▲0.5
▲3.8
▲9.0
1.9
8.7
7.8
▲4.4
▲0.2
▲7.6

109.0
116.2
122.8
120.0
119.0
117.6
118.0
119.5
120.5
121.1
118.6
118.7
116.8
118.3
116.5
115.3

▲6.4
6.6
5.7
▲1.6
▲3.1
▲2.8
▲6.2
▲4.8
▲3.7
▲2.5
▲3.3
▲2.3
▲4.1
▲1.7
▲5.1
▲3.9

22.1
6.9
8.6

▲17.7
▲14.2
▲25.6
▲26.9
▲1.0
▲20.8
▲21.6
▲25.1
▲29.2
▲31.1
▲30.8
▲22.4
▲20.2
▲24.6

0.6
22.9
0.9

▲21.0
▲35.2
40.0
▲32.1
▲21.6
▲17.3
▲23.1
▲20.4
▲31.9
▲7.8
▲42.5
▲19.2
0.6
55.4

1,695
1,479
1,097
58
110
72
152
107
113
97
117
114
155
114
55
65
79

24.2
▲12.8
▲25.9
▲33.6
35.0
29.9
50.8
61.0
81.6
6.6
▲5.4
6.7
23.4
▲19.2
▲33.1
13.7
▲28.8

735
619
637
34
114
22
21
21
70
43
65
42
57
135
39
41
28

41.2
▲15.8
3.0
30.2
465.7
▲79.2
▲77.0
▲77.2
123.7
1.0
59.5
▲22.4
69.3
223.2
▲20.7
21.1
▲75.7

7,869
6,440
6,443
483
409
580
631
708
594
503
560
724
600
604
666
758
413

16.5
▲18.2
0.0
16.4
▲2.2
27.5
68.3
▲0.4
26.7
▲13.1
3.3
5.1
▲9.0
11.0
28.3
56.9
1.0

16.6
▲15.8
0.1
20.7
2.5
▲2.5
28.2
▲4.5
9.0
▲6.4
24.2
▲2.5
15.5
18.3
▲20.1
28.6
▲24.4

14.7
▲18.5
0.1
▲5.0
13.8
99.2
150.0
▲9.2
10.9
▲16.4
▲12.1
3.2

▲18.3
20.4
107.9
56.4
61.7

30.9
▲24.6
▲0.9
24.4
▲37.5
13.4
75.5
95.6
176.6
▲31.9
▲3.8
54.4
▲34.7
▲23.7
86.8
249.0
▲8.0

100.1
99.1
100.0
99.9
99.5
99.6
99.7
99.7
100.2
100.3
100.3
100.2
100.7
101.1
101.0
100.7
100.6

0.2
▲1.0
0.9
0.3
0.1
0.4
0.0
▲0.3
▲0.1
▲0.1
0.4
▲0.1
0.1
0.7
1.0
0.7
1.1

74,743
73,975
74,458
8,786
5,920
5,189
5,756
5,503
6,029
5,524
6,565
6,007
5,192
5,826
6,092
8,386
5,997

▲0.8
▲1.0
0.7
3.5
▲1.5
▲2.2
▲5.5
▲6.7
▲2.5
▲0.2
▲2.1
▲5.6
▲4.1
▲3.7
▲0.5
▲4.6
1.3

▲9.2
1.1
▲9.5
5.1
0.9
▲8.4
▲6.8
22.6
12.4
14.6
▲3.7
0.9
3.8
▲1.4
26.7
15.3
14.2

21,773
22,004
19,924
1,407
1,629
1,767
2,330
1,502
1,533
1,801
1,788
1,521
1,973
1,565
1,852
1,622
1,861

21,911
23,607
19,053
1,221
1,379
1,639
2,333
911
972
1,018
1,197
1,001
1,486
1,172
1,189
1,219
1,320

4.9
7.7

▲19.3
▲38.2
▲23.6
▲24.6
▲10.3
▲31.3
▲26.4
▲35.7
▲16.4
▲8.2
▲18.1
▲15.4
▲8.5
▲0.2
▲4.3

367,510
327,618
367,971
838,245
321,178
346,533
316,800
369,384
305,462
550,385
423,167
332,631
291,182
336,636
305,183
632,685
312,448

12.5
▲10.9
12.3
77.8
25.5
▲2.2
2.8
8.8
13.7
14.5
32.5
5.6
▲4.7
1.4
2.4

▲24.5
▲2.7

293,817
276,273
267,725
352,664
362,596
277,343
407,450
367,077
323,512
301,035
297,129
277,695
325,336
316,538
257,669
362,157
386,229

11.6
▲6.0
▲3.1
20.9
43.9
10.2
35.0
33.0
14.7
28.7
15.3
0.8
35.6
26.3
7.7
2.7
6.5

0.77
0.93
0.94
1.20
1.17
1.20
1.24
1.29
1.34
1.36
1.37
1.40
1.38
1.39
1.41
1.40
1.45

38
42
39
5
2
1
1
3
1
5
2
2
5
4
4
1
2

▲44.1
10.5
▲7.1
150.0
100.0
▲50.0
0.0

▲40.0
▲75.0
66.7
▲33.3
▲33.3
25.0
▲20.0
33.3
▲80.0
0.0

27,246
28,395
29,666
29,666
29,260
29,766
29,908
29,872
29,743
30,091
29,728
29,984
29,919
29,982
30,122
30,469
30,449

5.0
4.2
4.5
4.5
3.7
4.7
3.4
2.8
2.1
2.6
2.5
3.1
2.6
3.0
3.1
2.7
4.1

19,859
21,550
23,138
23,138
22,979
23,067
23,315
23,164
23,068
23,166
23,222
23,316
23,427
23,486
23,744
24,227
24,124

7.8
8.5
7.4
7.4
7.3
7.1
6.6
7.0
5.4
6.4
5.9
6.1
4.7
4.4
5.4
4.7
5.0

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
鹿児島市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 鹿児島市貸家持家

出所 鹿児島県統計課

総合 電気･情報通信 電子部品 窯業・土石製品 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
▲19.4
▲8.0
4.0

▲19.9
▲16.8
▲14.8
▲20.6
▲16.5
▲7.5
▲5.2
10.2
15.2
▲0.4
3.0
5.3
8.1

49.8
45.8
47.6
41.5
46.6
41.1
40.9
43.3
44.2
45.7
52.9
50.3
45.2
45.6
44.7
45.8

13.4
▲15.7
▲15.9
11.4
12.2
8.2
35.9
1.0
3.3
10.2
9.9
52.1
30.5
15.1
19.0
10.0

87.5
88.6
86.3
81.4
85.5
85.6
82.3
83.7
84.9
85.5
88.6
92.5
92.1
89.7
88.7
91.2

▲1.4
1.3
▲2.6
▲8.1
▲6.0
▲0.5
▲6.9
▲5.5
▲1.4
▲0.9
▲1.2
11.4
10.3
2.5
6.0
10.7

120.3
101.4
85.2
90.4
95.3
94.1
106.3
90.7
89.1
91.5
95.8
116.0
107.9
101.3
102.7
100.8

89.7
92.2
91.9
84.5
95.3
102.3
91.7
94.2
91.3
102.5
108.3
102.1
108.0
112.5
108.6
114.2

14.5
2.8
▲0.3
▲12.3
▲13.1
▲0.8
▲12.5
▲8.2
▲8.6
6.8
20.1
24.0
43.2
41.7
31.6
33.9

102.9
104.4
101.6
95.4
97.6
100.1
97.2
97.5
100.1
94.0
100.0
109.4
109.7
105.8
101.5
100.3

1.3
1.5
▲2.7
▲7.9
▲6.5
3.0
▲6.0
▲2.9
▲0.8
▲9.9
▲9.4
7.8
12.8
0.9
2.0
4.1

91.6
90.5
88.8
87.7
88.8
89.0
86.2
90.3
87.7
91.4
90.7
92.3
87.9
88.8
89.8
93.1

▲2.8
▲1.2
▲1.9
▲2.5
▲3.8
0.9
▲3.6
▲0.5
▲0.4
7.5
▲1.6
7.3
0.9
▲2.2
2.6
4.8

121.0
131.7
142.8
138.1
139.5
139.6
140.6
132.9
132.0
131.0
126.5
123.0
123.6
124.9
121.2
119.0

13.7
8.8
8.4
2.5
2.0
4.5
4.7
▲1.6
▲0.2
▲14.5
▲17.4
▲21.7
▲18.7
▲14.5
▲14.9
▲13.8

81.1
4.6

▲15.0
18.4
▲3.9
11.7
3.4
9.1
▲9.5
▲47.8
▲17.7
32.0
▲72.7
101.5
▲24.9
▲38.7
▲17.7

21.6
▲3.2
▲31.7
▲44.9
▲53.2
▲37.3
▲46.6
▲39.0
▲27.0
▲20.5
▲15.0
13.7
▲36.4
▲35.4
13.5
10.8
47.6

2,494
2,322
1,982
170
81
106
173
158
150
224
188
220
254
213
168
125
89

5.0
▲6.9
▲14.6
13.9
▲22.0
9.7
14.8
8.6
23.5
28.1
▲15.7
20.1
8.8
▲8.7
14.8
▲26.4
9.8

1,075
965
864
52
144
45
60
113
71
74
98
134
109
72
197
156
106

1.1
▲10.2
▲10.5
7.0

149.1
▲21.2
▲15.4
▲0.2
17.7
▲19.5
19.2
68.1
105.5
▲24.2
299.1
198.9
▲26.5

11,307
9,980
10,578
837
831
849
1,123
883
760
1,099
1,067
1,153
1,074
1,050
908
816
754

16.6
▲11.7
6.0

▲15.1
21.7
7.7
45.8
▲4.7
▲4.9
▲5.0
15.6
21.8
27.7
11.5
▲5.8
▲2.5
▲9.3

20.2
▲21.0
0.8
▲7.6
▲5.9
▲10.4
14.5
▲10.6
12.6
9.7
10.4
7.9
0.2
▲7.4
6.5
21.5
21.0

17.5
▲6.1
14.9
▲12.7
37.3
▲2.2
▲53.3
▲8.3
▲5.3
2.6

▲17.0
27.1
64.0
31.7
▲12.7
▲13.5
▲21.0

1.4
12.4
▲7.7
▲40.2
52.3
129.8
736.2
101.8
▲35.7
▲59.0
313.1
52.7
14.8
▲18.0
▲19.8
▲23.8
▲29.4

99.4
98.8
100.0
99.9
99.5
99.6
99.8
99.9
100.1
99.9
100.0
100.0
100.3
100.6
100.7
100.3
100.2

0.1
▲0.6
1.2
0.4
0.2
0.5
0.2
▲0.1
▲0.1
▲0.1
▲0.3
▲0.4
▲0.2
0.1
0.6
0.4
0.7

156,589
156,274
155,870
18,110
12,311
11,108
12,647
11,998
12,771
11,341
14,439
12,402
11,137
12,748
13,542
18,067
12,451

▲0.0
▲0.2
▲0.3
▲1.1
0.5
3.8
▲3.5
▲1.9
▲0.3
▲1.6
0.8
▲4.3
▲1.8
▲2.4
0.8
▲0.2
1.1

30,442
31,427
28,786
2,254
1,956
2,495
3,706
1,937
1,881
2,507
2,760
2,150
2,752
2,205
2,683
2,741
2,227

▲5.6
3.2
▲8.4
▲0.8
▲11.5
▲1.1
▲2.7
4.0
4.6
8.0
4.9
2.8
▲4.3
1.0
20.4
21.6
13.9

27,432
29,256
24,252
1,527
2,067
2,146
3,710
1,277
1,331
1,494
1,710
1,534
2,050
1,603
1,495
1,588
1,860

4.6
6.6

▲17.1
▲46.5
▲15.4
▲20.0
7.2

▲23.5
▲21.6
▲19.4
▲7.4
▲7.5
▲6.3
▲0.6
▲7.3
4.0

▲10.0

465,539
435,987
446,776
779,390
347,676
426,068
331,626
343,744
290,162
599,482
411,516
383,038
351,687
435,571
359,760
885,578
410,108

6.2
▲6.3
2.5
4.4
▲6.7
2.6

▲20.4
▲11.7
▲20.6
5.1

▲20.5
▲13.7
6.4
▲3.5
16.4
13.6
18.0

338,203
327,504
311,771
302,114
306,910
271,855
294,534
342,756
293,128
336,882
321,975
348,904
322,451
323,554
291,128
375,368
315,502

2.2
▲3.2
▲4.8
▲14.2
5.9
▲2.0
▲8.6
5.3

▲12.8
8.1
0.5

▲19.8
14.9
11.9
15.9
24.2
2.8

0.71
0.75
0.89
0.99
1.00
1.01
1.00
1.05
1.09
1.12
1.11
1.12
1.12
1.16
1.16
1.19
1.19

76
75
64
4
7
7
6
4
4
6
7
6
8
4
5
5
3

5.6
▲1.3
▲14.7
100.0
▲12.5
75.0
0.0

▲50.0
▲42.9
20.0
16.7
20.0
60.0
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平成29年3月22日現在

お 問 い 合 わ せ

福岡銀行本店中2階
住まいるギャラリー

●福岡ビル
●天神コア

●イムズ

●大丸三越●

福岡パルコ●

ミーナ天神● ●福岡中央郵便局

中央区役所●

岩田屋新館●
岩田屋本館●

昭和通り

明治通り地下鉄天神駅
地下鉄赤坂駅

西
鉄
福
岡（
天
神
）駅

住まいの購入やリフォームはわからないことがいっぱい！
住まいづくりの『　』や『　』（困った）を『　』に。

あなたの疑問・不安を福岡銀行の建築士が解決します。住まいに関すること、なんでもお気軽にご相談ください。

住宅の専門家に相談できる!
●住まいの購入について
●リフォームについて
●インテリアについて
●間取り・パース（完成予想図）の作成
建築士がお手伝いします。
※受付状況によってお待ちいただくことがあります。

【セミナー例】
◎マイホーム購入の第一歩 ～住宅購入の流れと資金計画～
◎住宅展示場・モデルルーム見学のポイント
◎築年数別に考える住まいのリフォーム・メンテナンス　など

情報収集できる!
●住まいの本・インテリア雑誌
●カタログ・サンプル
●建築模型
ご自由にご覧になれます。

セミナーで学べる!
住まいの購入やインテリアを学ぶセミナーを、
定期的に開催しています。

住まいる手帳

住まいるギャラリーでは住宅の販売・契約は行っておりません。お客さまにご満足いただける住まいのご提案に努めます。

ステップに応じて住まいづくりをサポートする「住まいる
手帳」。住まいるギャラリーで相談する際はもちろん、
打合せメモとしてもご活用ください。

〒810-8727 福岡市中央区天神2-13-1 福岡銀行本店中2階
【営業時間】平日／9：00～17：00　土曜／10：00～17：00
※日曜・祝日および12月31日～1月3日はお休みさせていただきます。

TEL 092-723-2290
http://www.fukuokabank.co.jp

3

2

1

可動式の収納棚で、奥行きや高さの
違いによる使い勝手を体験できます。

収納体験コーナー

間取り・インテリアのシミュレー
ションができます。

間取り・インテリア
シミュレーション 自由にパネルを引き出して、住まい

の構造やインテリアテイストを写真
でご覧いただけます。

写真コーナー

住まいづくりに関するサンプル・カタ
ログ・本を自由にご覧いただけます。

サンプル・カタログ・
図書コーナー

建築士が無料で住まいづくりの
ご相談を承ります。

相談コーナー

お子様が楽しく遊べる専用スペース
をご用意しました。

キッズコーナー
立体模型を展示しています。
模型コーナー

住まいづくりに役立つセミナーを
随時開催しています。日程や内容
については、スタッフまでお問い
合わせください。

セミナースペース
スクリーンを利用して、4.5畳・6畳
など空間の大きさ、ドアノブや
スイッチの高さなどを体感できます。

空間体験コーナー

福岡銀行本店 中2階

お気軽に
お越しください。
福岡銀行の

建築士がご相談を
無料で承ります。
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FFG Watching

見つけたアジア
File.25

アジア有数の摩天楼　上海
　上海はアジアきっての国際都市として知られ、観光・ビジネスともに賑わう中国
最大の都市です。
　その象徴といえば、近未来的な塔や立ち並ぶ超高層ビル群、特に美しいのが
夜空を照らす壮麗な夜景です。
　上海の夜の過ごし方として、きらびやかな摩天楼を眺められる黄浦江からの
ナイトクルーズや展望台、オープンエアバーなどが観光客に人気を集めています。

上海駐在員事務所　平田

(c) Siephoto/Masterfile /amanaimages

［Data］
中華人民共和国 基礎データ

面　　積　約960万平方キロメートル（日本の約26倍）
人　　口　13.76億人
首　　都　北京
G　D　P　約10兆9,828億ドル（2015年）（IMF推定値）
総貿易額　輸出：2兆2,735億ドル
　　　　　輸入：1兆6,800億ドル（2015年中国海関総署）
主要貿易相手国・地域
　輸出：米国、EU、香港、ASEAN、日本
　輸入：EU、ASEAN、韓国、米国、日本

中国
上海
中国
上海
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We look into  your  eye s ,  lend a n  ea r  to  you,  a nd engage  w it h  you.

牛山　啓二 氏　株式会社 ジェネック　代表取締役社長
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経営を語る!
ASIAN BOOKS

新コーナー新コーナー
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